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　幾度となく長靴で踏みしめることを希求した歩き慣れた道。

　その向こうに覗のぞくは懐かしの我が家。

　微かすかに傾かしいだ煙突、父上が修理しようとして踏み抜いたまま諦めた屋根の縁、いつぞやの嵐で吹っ飛んだのを交換したためそこだけ新しい正面扉。

　ありふれた、しかして得難き帰るべき家。

　息を切らして駆け寄って、扉を開け声を上げる。

「ただいま！」

　これこそが正しい帰郷だと思うんだ。

　どよめきにも似た感嘆を聞きながら私は酒杯を卓へ叩たたき付け、口元を拭った。

　なんであたしゃ荷ほどきさせて貰もらえないで、旅装のまま集会所で酒吞のまされてんでしょうね。

　最初は良かった。櫓やぐらから下りてきた自警団の同胞に「生きて帰って来やがった!?」と温かく出迎えられたと思えば、あろうことか警鐘を鳴らしやがった。隊商やらが訪ねて来た時に鳴らす符丁を聞き、こんな時期に？　と顔を出した面々が私に気付いて騒ぎ出す。

　出会う奴やつ出会う奴が大声を出すせいで人がどんどん集まってくる始末。

　そして私の姿を見て勝手に話を膨らませるのだ。

「おいおい、なんだその立派な馬！　もしかして仕官か!?」

「いやいや、綺き麗れいなおべべだ、お前どこのお嬢さんに気に入られた！　お妾めかけさんにでもなったんじゃなかろうな!?」

「だったら護衛の一人もなく帰って来るかよ！　こいつら連れてったのは魔法使いだろ？　きっとあの子……名前は忘れちまったが、あの子が何かしたんだ!!」

　集まった面々が随分と好き勝手言ってくれる。エリザへの言及が曖昧だったのは、あの子は伏せりがちでずっと家に籠もっていたから、皆と付き合いが薄かったせいだろうな。

　一つ一つに言い返すこともできず、雪に閉じ込められて娯楽に飢えていた荘しよう民みん達たちがなんだなんだと集まり、最終的に荘の集会場へと引きずり込まれた。

　あとは僅かばかり残った酒だのを各人が持ち寄り、土産話を聞く会という体での飲み会が始まった。

　帝都はどうだったという当たり障りのない――もはや私の行き先や仕事が知れ渡っていることには触れまい――質問に始まり、都会の娘さんはやはり綺麗だったか？　といった男らしい質問や出回ってる服や宝石がどんな具合だったかという女性らしい華やかな問い。

　中には噂うわさに聞く花街がどうだったかという下卑たものや、向こうの酒はどんなのが出回っているのかという、お前ら本当に酒が好き過ぎだろもう酒精神の聖堂に出家しろと言いたくなるようなものまで話題は多岐にわたった。

　家の体面もあるので振り払うこともできず、ノリ良く質問に答え、杯の底の乾く間もなく注がれる酒を呷あおっていたのだが……。

「で、冒険者はいたのか!?　どんなだった!?　有名な英雄に会ったりしてないか!?」

「何しれっと交ざってんですか兄上」

　何食わぬ顔で喧けん噪そうに交じって酒を吞み、私の肩に手ぇ回して空になった器に酒をつぎ足している兄の存在が実に解せぬ。

「いいだろエーリヒ!!　聞かせろよ!!」

「可愛かわいいおねぇちゃんはいたか!?　あと、見たことない種族の美人さんは!?」

　それどころか双子の兄貴共まで交じっていやがる。多分、いつの間にか姿を消していたマルギットが家族に帰参を伝えてくれたからだろう。家族と話す時間をくれようと――騒がしい宴会から逃げたという可能性から目をそらしつつ――気を遣ってくれた彼女に感謝した。

「まず、家族の安否を先に聞いたら如何いかがですかね兄上方……」

「ばっか、お前が金も掛かるのに仕送り付けて手紙送ってきてるから、元気でやってるのは知ってんだよ！」

「そうそう！　エリザに関することだけ日記か！ってくらい分厚く色々書いてきたろ！　紙代もインク代も安くねぇのに、よくぞあそこまで分厚くしたもんだ」

「なのに帝都の楽しげな話は何もなしだ。土産話くらいたっぷり聞かせろ!!」

　ああ、懐かしい顔が変わらない空気で話しかけてくれている。

　誰しもがいなかった年月相応の成長をしていた。ハインツ兄さんは髭ひげも生えそろって家長としての風格が出てきたし、次兄のミハイル兄さんは何やらこぎれいな格好をして髪まで撫なで付けているじゃないか。三兄のハンス兄さんも質問の質はともかく、所作が妙に洗練されていて見違えるようだ。

　他にも見知った顔が沢山あって嬉うれしかった。幼き頃、共に林を駆け回った面々、優しく見守ってくれていた大人達、ごく当然のような面をして誰より酒を吞む豊ほう穣じよう神の僧。

　彼らに囲まれて土産話をするのはいいともさ。だけど、もっとなんだ、家族との心温まる再会みたいなのを期待していたんだよ私は！　これはなんか違わねぇか!?

　つくづく理想通りに運ばない人生だと痛感しつつ、私は半ば自や棄けを起こして酒精を飲み干し、絡んでくる暇人どもを律儀にかまってやった…………。





【Tips】娯楽に乏しい荘においてプライバシーなどという高尚な物を期待してはならない。






　絡んでくる酔っ払い共を悉ことごとく潰し返し、私は酒でたぷんと揺れる胃を抱えて一人集会場を抜け出していた。

　集会所の突き出しテラスにある手て摺すりに寄っかかると、冷えた夜気が酒精を帯びて熱を持った頰に心地よい。

　忘れていたよ、田舎は娯楽に乏しいからちょっとしたことでも飲み会に発展させてしまうことを。都会に出稼ぎに出ていた奴が戻ってきたら、騒ぎに発展させない筈はずもないわな。

　一本ちょろまかしてきた葡ぶ萄どう酒しゆの栓を歯で引っこ抜き、迎え酒とばかりに一口呷る。空すきっ腹ぱらに無理矢理酒を入れたせいで、悪い酔い方をしそうだが、ここまで来ればもう行くところまで行ってやろう。

〈うわばみ〉の特性を持っているせいで、酔っ払ったことって実はあんまりないしな。高い酒を飲める機会はアグリッピナ氏の側そば仕づかえだった時に幾らでもあったが、潰れる＝死ぬって環境では、どれだけ飲んだって酔えやしない。

　楽しく酔い潰れられた記憶など、数える程だ。それこそ、一番記憶に新しいのは皆が門出を祝ってくれた時か。

「……酸いな」

　酒精神の聖堂が庶民向けに作ったものだから、酒の味わいは薄く随分と酸っぱい。普及品にまでこだわる彼らの品なので不ま味ずいわけではないが、やはり貴種について廻まわった一年で味わった美酒の数々に比べると物足りなくもある。

　だけど、文句を言いつつどんちゃん騒ぎしながら吞んだ故郷の酒は美う味まかった。

　うん、むしろ、これこそが美味い酒って感じなんだよな。

「主役が抜け出してどうしたんだよ」

　それはきっと、親しく懐かしい気配が側にあるからこそなのだ。

「親おや父じ殿こそ、外は寒かろうに如何なさった」

「ようやくゆっくり話せそうだと思ってな」

　宴会を窘たしなめるでもなく、積極的に絡んで来るでもなく遠巻きに私達兄弟を見守っていた父が、集会場を抜けて私の隣に腰を降ろした。同じように酒をちょろまかしており、片手には炙あぶった干し肉の袋もある。

　元傭よう兵へいだからだろうか。潰れかかった酔漢だらけの中でも、全体の動きをちゃんと把握なさっていたようだ。本気で気配を消していた訳ではないけれど、抜け出そうとしていたことに気付いたあたり、現役だった頃の親父殿は結構な戦士だったのかもしれん。

　無言で差し出される袋から一ついただき、塩辛い肉を酸い葡萄酒で流し込む。粗野な故郷の味が舌にしみるようだった。

「良く帰った」

「ええ、帰りましたよ」

「……ご苦労だったなぁ」

　万感の意と共にかけられる労ねぎらいの言葉に頷うなずき、私は近況を父に問うた。どうにも湿っぽい話が始まりそうで、折角の帰郷だから明るい話の方をしたかったのだ。

　父は私がアグリッピナ氏の丁でつ稚ちになるのを本当に気に病んでいたからな。

　誰が悪いという話でもなかろうに。エリザが半妖精チエンジリングとして生まれたのも、私が丁稚として金を稼げるだけの力があったのも、況まして学費を賄えなかったのだって仕方がないことだ。

　自作農とはいえど、田舎の一家族でやってる小規模な農民なのだ。年収を上回る金が出せないことを気に病んでも仕方がなかろう。

　精々、間が悪かった。それだけのことだ。

　それに私の近況は仕送りと手紙をちょくちょく送っていたのだが、金がかかるので返信は遠慮してもらっていたから、家のことが気がかりではあったのだ。

　ハインツ兄さんは実家を継ぐだろうけど、次兄達二人がどうするかはお家の浮沈でも結構な問題だからな。次男のミハイル兄さんは家住みの選択肢もあるだろうけど、もう甥おいが産まれているから肩身も狭かろう。三男のハンス兄さんともなれば尚なお更さらで、どこか良い婿入りできる家がなきゃ大変だ。

　返事をしたためる料金を添えるより、仕送りを増やした方が家のためにもなるだろうと思ったから遠慮してきたが、顔を合わせると途端に心配になる。現金なことだ。

「皆、元気なのは嫌ってほど分かりましたよ。でも、仕事とかはどうなりました？　私も成人したから、二人ともいい歳としでしょうし」

　きょとんとする父に酒瓶の口を向けることで聞かせてくれよと誘いかければ、ややあって家の変化を穏やかな口調で語り始めた。

　なにやら兄はお盛んなことに私がいない間、更に甥っ子と姪めいっ子を一人ずつ増やしてくれたらしい。今は四人目の姪か甥が義姉にあたるミナの腹を膨らませているそうだ。

　となると、あの馬鹿兄貴、腹が膨らんだ嫁御と子供を置いて宴会に飛び出して来やがったのか。変わらんね、本当に。試し斬りのことを聞いて有頂天になり、一生嫁の尻に敷かれることとなった結婚式でのやらかしを見せてくれた頃から何も変わってない。

　また嫁さんに握られる弱みを一つ増やした長兄はさておき、なんとミハイル兄さんは荘の顔役に気に入られ、彼の所に婿入りして二人目の娘の婿になったとか。安定して子供が生まれて初めて部屋住みが必要なくなったので家を出るにしても、随分と良縁に恵まれたものだ。

　ただ、それより驚いたのはハンス兄さんが代官への出仕が適かなったということだ。

　自警団の訓練に一人で行くのが怖くて、末の弟を引っ張っていった過去からは想像できない躍進だ。

「お前が毎度毎度結構な仕送りをしてくれたんでな。アイツも試しに私塾にやらせてみたんだよ。最初はガキに交じって通うのを嫌がってたが、それが来春から祐ゆう筆ひつの一人として城塞勤めってんだから分からんものだ」

　私が実家にしていた仕送りは、まぁ自分で言うのも何だが孝行息子だなと思える程度の額ではある。なので父は一人だけ私塾に行けていなかったハンス兄さんを送り出してやったそうだ。

　成人を迎えてから――双子は長兄と年子だ――手習いで私塾に通うのは、ないとは言わないが十分珍しい部類の話である。そんな珍しい生徒であった兄は意外にも筆記が達者であり、珍しさもあって代官の目に留まったようだ。

　そして課題をこなして私塾を卒業し、半年ほどは荘の代書人や顔役の下で書き物の手伝いをしていたそうだが、綺き麗れいな筆致が代官の目に留まって仕官の打診が来たのがこの秋のこと。

　年俸は四ドラクマ。扶ふ持ちでいえば二人扶持くらいで、一家を養うにしては些いささか心こころ許もとないものだが、勤続年数や仕事ぶりによって上がっていくことを考えれば大出世である。

　なにより代官に出仕して城塞勤めというのは、荘に住む次男以降だと夢のようなものだ。現実的な意味で狙える最高の立身出世であり、現代なら試験に一発合格して省庁にキャリアで入るようなもんだ。

　いやぁ、驚いたな、私とエリザが出立してからトントン拍子じゃないか。

　まてよ？　長兄は荘の中でも豊かな農家の家長で、次兄は顔役の家系に婿入りし、三兄は代官の祐筆――書記のような仕事――になり長女のエリザは魔導院の聴講生で将来はお貴族様。

　で、かくいう私は無職の冒険者志望と。

　あれ？　もしかして将来有望な兄弟の中で、私だけしょぼくない？

　自分で選んだ道とはいえ一抹の侘わびしさを感じながら、別の意味で酸っぱくなってきた葡萄酒の瓶を空けた。

「いやぁ……みんな大出世ですね」

「お前のおかげだよ、エーリヒ」

　そんなことはなかろうよと否定した。世に偶然というものはあろうが、結局の所、突き詰めていけば自分の力量で全てが決まるのだ。

　そもハインツ兄さんの子だくさんに私は関与のしようがないし、ミハイル兄さんが婿入りできたのにも無関係で、ハンス兄さんの出仕は確かに私塾に行けたからというのもあろうが、そこから先は兄達たち自身の才能あってこそだ。礼を言われる筋合いくらいはあるかもしれないが、私のおかげってことはなかろうよ。

「お前がそう言うなら、そういうことにしておくか」

「なんだか煮え切らない言い方ですね」

「親ってのはな、子がやったことは全部大したことにしてぇもんなんだよ」

　言って豪快に笑い、父は硬い掌てのひらで私の頭を撫でた。実に荒くて、もう髪を乱していると言った方がいい手付きなれど、ライゼニッツ卿きようの髪結い師に丁寧に梳すいて貰もらった時よりもずっと良い心地がした。

　荘しようを出てからの苦労が報われるような、そんな気持ちだった。

「で、お前さんはどうすんだ」

　お互い何やら気恥ずかしくなってしまい、半端な笑みを浮かべながら少し間合いをはかる。そして恥ずかし紛れの質問に迷いなく答えた。

　予定としては春までは荘に留とどまって、家の手伝いをしたりしつつ休暇にするつもりだ。急に馬を二頭も持ち込むのだから、その分の金と宿代くらいは入れる準備をしてある。餞せん別べつをルドルフ達にくれてやったが、自分の懐くらいは何とかなる額を残しているのだ。

　そして春になったら西方の辺境域へ向かい冒険者になる。

　これは前々から決めていた計画だ。

　冒険者の仕事というのは基本的に雑事であり、分かりやすい怪物退治といったものは少ない。

　それもそのはず。人類の生存圏、特に都市部では危険な生物や遺跡は駆逐されて久しいからだ。町を一歩出たら魔物と遭遇するような危険な環境では、経済活動など成り立とうはずもないので至極当然である。

　冒険者の一般的な仕事はお使いや用心棒に護衛、人捜しから屋根の修理のような雑事など。近場の森や林に危ない生き物が迷い込めば討伐にかり出されることもあるけれど、実情はずっとずっと地味なのである。

　ただ、地方に行けば話は少し違ってくる。

　未開拓地域であれば危険な生物が跋ばつ扈こし、野盗の数も巡察吏が行き交う都市圏と比べれば多く、強盗なんだか豪族なんだかよく分からん曖昧な連中すらもいるという。

　斯か様ような地域に足を伸ばせば、多少は私が望んだ冒険者らしい活動ができると思うのだ。

　無論、危険度は跳ね上がろう。当然の権利のように魔物が姿を現すことしきりにして、人を嫌って地方へ逃れた幻想種や魔獣と遭遇する可能性も格段に高まる。

　人類の生存圏から片足をはみ出させたような行為とも言える。田舎なりに平和なケーニヒスシュトゥールとも、栄えて表立った悪徳が許されぬ帝都とも違う。

　つまり功名の糧が幾らでもあるってわけだな！

　とまぁ能天気に宣のたまってみたが、これでいて「田舎に行けばなんとかなんべ」と適当やっているのではなく、下調べはちゃんとしているのだ。帝都に流れてきた冒険者に聞き込みをしてみたり、本を読んだりして情報は収集済みである。

　データマンチのデータとはなにもスキルに限ったものではない。その地方の特性、有力者や風習、それらを上手に使ってＧＭゲームマスターに〈いいくるめ〉で交渉口プロレスを仕掛けられるのもデータ知識あってこそ。ぬかりはないともさ！

　十分な吟味の上で拠点として目をつけたのが、ライン三重帝国は西方辺境域、エンデエルデとの異名を取るマルスハイムだ。

　マルスハイムはバーデン公爵家の傍流に当たるマルス＝バーデン家が治める地であり、彼かの地は西方の衛星諸国家群と隣接する三重帝国の最辺境地だ。故に直訳すれば〝地の果て〟とも読めるエンデエルデと呼ばれ、州都であるマルスハイムも正式名称よりも異名であるエンデエルデと呼んだ方が一般では通りが良いほど。

　マルス＝バーデン辺境伯の領地は政治的に混乱しているなんてことはないが――そもそも辺境が乱れていては帝国が鼎かなえの軽重を問われる――危険は他の安定した地域と比べれば格段に多い。

　手が入りきらぬ故に悪漢が跳ちよう梁りようできる土壌、豊かな自然の合間に潜む牙持つ者、いつ紛争が起こるか分からないが交易すれば実入りが大きい衛星諸国家、それらを通してたどり着ける西方の異国に通じているため依頼は尽きぬ。ここで活動して位を上げられれば、それだけで冒険者として箔はくが付くとされるほどに。

　いわゆる魔境の一つだな。どっかの橋の両端にある国みたいなもんだ。

　冒険者の飯の種が腐るほど転がっている地は、浴びるように親しんできたＴＲＰＧのシステムでは珍しくなかった。舞台として事件を起こすのに都合がいいからだ。

　そして、人が思いつくようなことは探してみれば現実にもあるもの。

　雪が失うせれば、道の不整備もあって二ふた月つきほどかかろうが辺境域へ出て冒険者をやる。

　夢を叶かなえるのだ。

　そして、その先にも至る。

　確かに私は冒険者になることを夢見ているが、それは酒場の端っこでうなだれて初心者に絡む心折れたチンピラＮＰＣになりたくて言っている訳ではない。

　冒険者となって心躍る冒険をしてみせよう。ロマンなど実際にはないと嘯うそぶく者もいるだろうが、本当にロマンが欠片かけらもなければ冒険譚たんも英雄伝も生まれない。

　希まれなる物を求めて何が悪いというのか。私は私が憧れた冒険者になり、いつか夢見た冒険をしてみせるとも。

　既に目め処どは立った。後は飛び込むだけだ。

　なった後のことはいつもと同じ。私の能力次第である。手前をチップとしてボードに放り投げ、サイコロの出目を気にするのは如い何か様ような人生であろうと変わらないもの。しからば、高めに賭けて転がす方が面白かろうさ。仮令たとえ真っ赤な蛇の目ピンゾロが友人の如ごとく付き従ってこようとも。

「私は冒険者になるよ」

　憧れは錆さび付ついていない。憧憬は未いまだ鮮明だ。夢は心で燃えている。

　精神年齢はいい歳こいてるが、男なんていつまで経たってもガキなものさ。笑わば笑え、私だって笑い返してやろうとも。

　いつか詩の一つも詠うたわれるような身分になってみたいと思ったところで、誰が私を誹そしれよう。一度たりとて大望を抱かぬ者に立派なことを成し遂げられた例ためしが何処いずこにあらんや。

「そうか」

　相あい槌づち一つ。たったそれだけなのに、何よりも背中を強く押されているような気がした。

　私は本当に恵まれているな。両親の将来を心配する必要はもはやなく、家も十分に富んでいて心配など逆さに振っても出てこない。これほど身軽にやりたいことができる身はそうそうなかろう。

　私は本当に幸福だ。

「ああ、そうだ」

　自分も酒を空にした父が唐突に言って手を打った。

「母さんが怒ってたぞ、帰って直すぐ酒とは何事かと」

「はっ!?」

　何という理不尽!?　私から始めた訳じゃないんですけど!?

「しかも馬も適当に預けて荷ほどきもしないなんてとミナと一緒にお冠だ。帰ったら男衆揃そろって説教だな」

「いやいやいや!?　おかしくないですか!?　私は悪くないでしょう!?　父上くらいは弁護してくださいよ!?」

「いやー、怒られる奴やつが多いと一人あたりの説教時間は減るからなー。俺も聖堂に酒追加してくれって金出しちまったし」

「どうりで酒が尽きねぇと思ったよ!!　何やってんだアンタ!?」

　冴さえ冴ざえと輝く更け待ち月が、妙なオチがついてしまった私を笑っているようだった…………。





【Tips】辺境域。諸外国と国境を接する領域。この地を統治する者は辺境伯と呼ばれ、国内貴族の中でも特に有力な者が選ばれる。
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　秋祭りは長い冬籠もりを前にして行われるもので、保存食ばかりで食いつながねばならない季節に備え鬱憤を晴らすための行事だ。

　そのため、急に帰還した男を祝う場面での料理は細やかにならざるを得ない。

　だが、人々が精一杯食料庫から食べ物をかき集め、名主もここで出費を厭いとうては名折れであると奮発したのだろう。

　ご家庭の味として何ど処この家の壺つぼでも作っている玉菜の塩漬けザワークラウトは勿もち論ろん、冬が訪れる前に最後の彩りを楽しもうと採って置かれた菜物も並び、帝国人としては欠かすことのできない腸詰めヴルストは山盛りに。

　酒も浴びるほど供給されているが、これは近頃荘でも大変名を揚げているヨハネスが出資したものだ。金持ちは荘のために金を使うことで、自分だけが富んでいる訳ではないと一種の〝言い訳〟をしなければならない。

　だが、ええ格好しいだと罵る者はいない。誰もが騒げる場で十分に酔っ払える量の酒をくれる人は、格好付けではなく〝英雄〟と言われるのだ。

「うあー……惜しいことしたぁ……」

　その英雄達が少年を囲んで質問や下品な笑いで場が盛り上がっている中、片隅で女衆が暇そうに望外の祭りに肖あやかっていた。

「なにがぁ？」

「だから、エーリヒよエーリヒ……真逆、あんなに出世して帰ってくるなんてぇ」

　周りと同じく完全に出来上がっているのは、ヒト種メンシユの少女で名をヒルダと言った。肉叉フオークの先っぽで腸詰めヴルストを弄んでおり、赤く染まった顔から相当量の酒精を呷あおっていることが窺うかがえる。

「そーだねぇー……まさかぁ、ほんとーにかえってくるなんてねぇ……」

　酔っ払いの隣にいるのは、これまた酔っ払いと相場が決まっている。ヒルダの隣で、同じく大量に蜂蜜酒を嗜たしなんで潰れかかっているのは矮人種フローレシエンスのアリシアという。

　二人とも荘しようの女衆でマルギットと同年代だが、奇くしくも未婚という部分が合致している。

　荘園の恋愛や結婚というものは、貴族のそれと比べると幾分か緩いが、都市部で暇を持て余している男女よりは厳格だ。凸凹の数が合って思い合っていれば成立するものではなく、自分や相手の家の〝格〟というものが重視される。

　彼女達たちはそういった都合もあって、未だ結婚できていない組であった。

　とはいえ、そこまで悲観も絶望もしていない。ヒルダは家格の高い小作人を数人抱えている自作農家の一人娘なので、その内に親戚から人柄の良い次男か三男あたりがあてがわれる。

　アリシアも限られた家だけが許される養蚕家の娘で、長女でこそないが近いうちに取引がある有力な商家との見合いを控えていた。

　されども未婚。時期や折り合いが悪かったという言い訳はあれど、一八で未婚というのは帝国において行き遅れ一歩手前くらいの年齢だ。二〇にもなれば立派な行かず後家と言われる中で、家格が低いが故に身分さえ合えば相手との柵しがらみがない小作人達を羨むこともあった。

　彼等らは荘園の中でも割と自由にくっついたり別れたりしているものだ。結婚税が掛かるため気軽に結婚こそできないが、純潔であることが尊ばれる名家の婚姻と違って誰も〝拘こだわり〟を抱かないからこそ自由でもある。

　誰も気にしない。気にされていないからこそ自分達も気にしない。そんな恋愛を軽んじてはいたが、一人例外もいた。

　代官許しの猟師家系で長女。そして将来を嘱望される狩人のマルギットだ。

　ヨハネスはケーニヒスシュトゥール荘の中でも割と悪くない家格の自作農家であるものの、小作人を抱えていない中堅規模に過ぎない。そこの末子とあれば、本来はマルギットの家と家格が合うかは果てしなく微妙なところだ。

　もしエーリヒが凡庸で、マルギットが幼おさな馴な染じみというだけで見初めていたら、そんなのより家の息子をと言い出す家が幾らかいただろう。それ程に代官許しという、公的な地位の仕事は強いのだ。

　しかしながら、エーリヒにはそれを撥はね除のけるだけの価値があった。

　五つの頃には聖歌や聖典を諳そらんじ、自分の手先だけで金を稼ぐ技術を持ち、更には幼馴染みから聞いただけで宮廷語を覚える能がある。

　それに留とどまらずキツいことで有名で、殆ほとんどがふるい落とされて残らない自警団の訓練にも齧かじり付き、将来的には予備ではなく正規の団員になることも確実視されていた。当人に自覚は全くないものの、あの金髪が荘園の有力者からも覚えがめでたい才子であることに間違いはなかった。

　まるで田舎の牧歌的な恋愛を謳うたった詩のようではないか。幼馴染みのために不利を撥ね除ける健けな気げな少年。

　ああ、されど、悪戯いたずらな運命は二人を引き裂く。家族の都合で帝都に出稼ぎに行った少年は、普通ならば戻ってくることはない。

「幾らくらいなのかしらねぇ、お貴族様の下で魔法の練習をするなんて」

「うーん……五ドラクマくらいぃ？」

「そんなのお貴族様にとっちゃお小遣いでしょ。私塾より大変な勉強を終えたら官僚になるって聞いたわ。官僚よ？　代官様を顎で使えるのよ？」

「ほへぇー……となると一〇ドラクマとかぁ……？」

「私達、下々の者には想像もつかない大金でしょうよ。生活のお金も掛かるのよ？　お貴族様の生活つったら息をするだけでも金貨を毟むしられるんじゃないかしら」

　二人は正確に金額を把握してはいないが、その認識は間違っていない。貴族の下で貴族に弟子入りし、将来的に貴族となる――実際には教授になれたらであるが――教育を施されるとなれば、農民が人生を何回もやり直しても足りないような金が必要となる。

　事実として、エリザがお披露目会に臨むための被服費だけで、この荘園全体で納めている租税では足りない額が投じられているのだ。その大半は道楽として莫ばく大だいな特許を持つライゼニッツ卿きようが出しているとはいえ、実態は似たような物。

　つまり、エーリヒは〝それだけの金を稼げる男〟と荘園中に知られたのである。

　上等な服を着て髪を綺き麗れいに結い、立派な馬にまで乗って凱がい旋せんする。それこそ安っぽい恋歌以上の偉業だ。

「私だってさぁ、エーリヒのお姉さんの座に収まれたんだよねぇ。小さい頃、一緒にガチョウと狐きつねで走り回ったし？　おままごとで旦那さんにもしたしぃ？」

「あー……それがおしいねぇー……」

　肉叉で未練がましく腸詰めを突っつく友人をアリシアは、何かとても可哀かわい想そうな物を見る目で見た。ヒルダは別に悪い子ではないのだ。ただ実家の格が中途半端に高いお嬢様だから、最初から糸も垂らしていないのに大きな魚を逃したと勘違いしているだけである。

　それこそコロンブスの卵のようなものである。一体だれが気付けよう。農家の四男坊に過ぎない小こ倅せがれが、一荘民であれば想像さえ及ばぬ額を僅か三年で稼いで帰ってくるなど。

「今からでもお近づきになれないかしら。というか、普通に可愛かわいくなって帰ってきたわね」

「それはねー、わかるねぇ。ちいさいころからぁ、ヘレナさんに似てたしぃ」

　だから色々な意味で、騒ぎの中心で揉もまれている少年に未婚の女性達は注目し始めていた。荘園に帰ってきた理由は分かっていないが、暫しばらく留まるようなので好機があるのではと思っていたのだ。

　まぁ、そんなもの、実際ありはしないのだが。

「面白いお話をしていらっしゃるようねぇ」

「ひぃっ!?」

「ひゃっ!?」

　そんな二人の間に音もなく割って入る存在があった。気配もなく、まるで虚空から湧き出してきたような唐突さで現れた影は、ヒルダとアリシアの狭はざ間まに体をねじ込んで首に手を回している。

　首にひやりと当たるのは短刀の刃……ではなく、冬の気配に冷え切った錫すず製の酒杯だった。

　だが、二人にはハッキリとそれが短刀に見えたのだ。頸けい動どう脈みやくを気管ごと切り裂いて、自分を鹿や猪いのししのように吊つるす致死の得物に。

「ま、マルギット……」

「おめでたい席なんですから、湿し気けた顔でお酒を吞のむだけじゃつまらないんじゃなくって？　さぁ、冷めた腸詰めヴルストを突っついてないで飲みましょう？」

　嫌な汗を額と背中に流す二人に蜘蛛人アラクネの少女は蕩とろけるような笑顔を贈った。

　ふと気付く。そういえば、自分達と似たような話をしていた未婚の少女や、後夫を欲しがっていた有力家の寡婦が静かになっていることに。

　まるでお通夜のような空気を抱え、静かに飲んでいる卓が幾つかある。

　二人は一瞬で悟った。付きかけた火に速攻で水を掛けて回る存在に。

　更には、自分達もその火として敵意を向けられていることに。

　ちりりと耳元で音がする。それは狩人かりゆうどが肌身離さず身に付けている桜貝の耳飾りで、賑にぎやかな酒宴の中心にいる少年の耳を飾っているのと同じ物だ。

「あ、あはは、嫌ですわねマルギットさん、そんなにおもしろい話なんてしておりませんわよ……？」

「え、ええ、たわいもない話ですわ、ほんと」

　引き攣つった笑顔で友人間では使わない宮廷語まで使って誤魔化しに掛かる二人だが、アリシアの言葉の選択がいまいちよろしくなかった。

「へぇ？　たわいもない？　でしたら、私も勿論交ぜていただけますわよね？　なにせ、私達も幼少の砌みぎりよりずっと一緒の幼馴染みですもの」

　馬鹿！　とヒルダは目で咎とがめ、アリシアはごめん！　と内心で悲鳴を上げた…………。





【Tips】どの時代であっても何も持たない者が自由を謳おう歌かする。






　散々な帰郷の翌日、私は実家の庭で薪まきを割っていた。

「あー、いってぇ……」

　痛む膝を抱えながら、薪割り台の上で鉈なたを振るって暖炉にくべる薪を割る。三重帝国でお説教を受ける伝統ポーズ、床の上で正座という苦行によって足がお通夜状態だ。

　一説によれば開かい闢びやく帝リヒャルトがやらかした廷臣に訓告するに際し「こうした方が身に染みるだろう」として始まった文化らしいけど、説教される側としては要らん文化作りやがってと思うばかりである。西方のヒト種メンシユの膝は長時間の正座ができるような骨格にできてねぇんだよ。

　さて、論ずるまでもなく酒宴の後に私達親子兄弟は、揃そろって女衆から説教を受けた。

　そりゃあもうカンッカンだった。母は私が帰ってきたことを喜んではくれたが、ちゃんと荷に解ほどきもしないで酒を飲むようなだらしない育て方はしていないと大層お怒りだった。言い訳をすると、そこで流されるような軟弱さでどうすると更に叱られ、ご尤もつともだと思ったので大人しく怒られましたとも。

　思えば私、たしかに流れに身を任せたから酷ひどい目に遭うこと多かったよな。アグリッピナ氏の無茶振りといい、帰郷までの色々といい。それを考えたら、強引に飲み会に引っ張って行かれても、せめて着替えさせろと一回家に帰るくらいのことはすべきだった。

　そうして、当然のように親おや父じ殿と兄上は、私の説教が可愛らしいと思えるくらいけちょんけちょんに怒鳴られていた。

　四人目の子供の親になる自覚があるのだとか、それでも五人の子供の親かとか、なったことはないが〝父親〟という存在になってから攻められたら滅め茶ちや苦く茶ちやに効きそうな所を何の容赦もなく滅多打ちにされて縮んでいた。

　まぁ、父上も兄も喜んで金を持ち出して宴会の規模を大きくした以上、庇かばうに庇えないから仕方がないのだけれど。

　双子の方も、それで名主の家を穢けがさず婿をやれるのかやら、代官の下で何かやらかす前に辞退するか？　とか、聞いている此方こちらが可哀想になるくらい苛烈な、しかし説教される側としたらぐうの音も出ない正論でぶん殴られていた。

　いや、私、やっぱりこの人達の子で兄弟なんだなって。前世を自覚した時から精神が完成したつもりになっていただけで、やっぱり体に流れる血って強いんだよ。

　ほら、このノリと勢いで動いちゃって、後で怒られるところが本当にソックリ。

　血は水より濃い、とは昔の人も本当に上う手まいこと言ったもんだ。それはお前が前世から背負ってきた業だろうとか言われても、親子で兄弟なんだから、多分血だよ血。言い逃れじゃないよ。

　それはそれとして、目覚めと共に始まったお小言は数刻にも渡った。母も義姉も家の家格を上げる効果は分かっていても、ここで褒めると調子に乗りかねないと思って手綱を締めに掛かったから、膝が痺しびれるほど念入りになるのも宜むべなるかな。

　エリザを絡めた話題を好機とみて、私がエリザからの土産があるからと切り出して漸ようやく一抜けすることができた。親兄弟が正座している隣でお土産を取り出して逃げるのは非常に心苦しくもあったけれど、私だって自分の膝が惜しい。

　ただ、それでもやらかした事実は消えないため、お説教の代わりとして帰宅した翌日からこうやって家事に精を出している次第である。

　他の男衆はまだ捕まっており、いい歳としこいた所帯持ち二人に名主の家に婿入りする男、あと代官に出仕する祐ゆう筆ひつが揃って正座しているという珍妙な光景は継続中だ。多分今日はもう足が痺れて使い物にならんのではなかろうか。

　何はともあれ、帝都で母と義姉のために綺麗な反物や小こ洒落じやれた櫛くしに簪かんざしなんぞを仕入れてきていて本当に良かった。エリザからの手紙を預かり、ライゼニッツ卿から細密画――欲しいといえば何枚も取り出してきたので、素で気持ち悪いなこの人と思ってしまった――を一枚貰もらっておいたのもよく効いた。

　私もエリザも実家に手紙を書いていたので元気にしていると分かっていても、やはり成長が一目で分かる絵があると実感も違うね。

　男衆はやっぱうちの子が一番可愛いやねとご機嫌であったし、女衆は見事な絵を描いて貰える身分になったことを素直に喜んでいた。

　これが生命礼賛主義者ロリ・シヨタコンの死霊レイスに絡まれてではなく、甘い美貌の御曹司に入れ込まれてであったらもっと良かったのに。荘しよう民みんにとっての夢が仕官であるのと同じように、女性にとっての夢はやんごとなき美貌の王子様に見初められることであるのは全世界共通なのだから。

　まぁ、半端な王子様では世界で一番可愛いエリザに見合わないので、兄貴採点で弾はじかせていただくが。最低限私を一対一タイマンで問題なく蹴散らせるくらい強くて、ライゼニッツ卿に負けないくらいお洒落しやれさせてやれて、アグリッピナ氏並の強権で守ってやれなくては役者が足りん。

　昨日は私がいたからあまり話題に上らなかったけれど、細密画もあれば女衆の間でエリザを話題にした時も盛り上がるだろう。葉書大の絵図に描かれたエリザは、黒地に灰色のフリルをちりばめた夜会服で身を飾る、それはもう豪ごう奢しやで美しい姿だからな。

　ただ、男衆への土産は明日に持ち越した方が良さそうだ。

　帝都の工房街で買い求めた上等な鍬くわや鋤すきの刃や護身用の短剣はともかくとして、珍しい異国の酒なんぞ持ち出そうもんなら説教が加速しかねないからな。

「ふぅ……」

　これくらい割ればご機嫌取りには十分かな、と思える量を割ったところで〈気配探知〉に反応が微かすかにあった。これもボチボチアップグレードしたいが、使い道はちょっと考えてあるので先送りだな。

　今日は少し余裕を持って振り返れば、綿入りの防寒着を着込んでもっこもこに膨れた幼おさな馴な染じみが私めがけて屋根の上から跳躍している最中であった。

　気づかれたことに「あれっ？」とでも言いたげに驚いた表情をする彼女を正面から捕まえる。脇の下に手を差し込んで子供を持ち上げるような体勢で保持し、そこから時計回りに数度廻まわることで慣性を霧散させる。きちんと勢いを殺してやらないと、私にも彼女にも危険だからね。

「おはよう、マルギット」

「さっそく黒星を返されてしまいましたわね」

　会心の笑みで受け止めた幼馴染みは、唇をとがらせて残念そうにしている。大人がやると鼻につく表情だが、彼女がやると可愛らしいから困る。見た目だけなら二つ年上というのが中々信じられないな。

「宿酔ふつかよいでもしてると手加減してくれたのかな？」

「昔から酒精神が居座ったことなんてないでしょうに。それに、手を抜いたつもりはなくってよ？」

　下ろしてやろうと思ったが、それより早く手が首に伸びてきて毎度の如ごとくぶら下がられてしまった。小柄ではあるけれど、以前よりは確実に背が伸びているので負担は少なくなっている。並ぶと腰くらいだったのが、今や頭が股下くらいにくるようになったので当然ではあるか。

　しかし、随分と可愛らしい格好をしているな。寒さに弱い蜘蛛人アラクネらしく冬場は着込んでもっこもこになっているのは見慣れたものだが、きちんと蜘く蛛もの足一本一本にレッグウォーマーのような防寒具を履いているのが絶妙だ。前はなかったから、自分で編んだのだろうか。

　だが、態わざ々わざ朝からここまで着込んで我が家を訪ねてきたのは何な故ぜだろう。

「昨日は殿方達たちに独り占めされてしまいましたからね。だから今日はゆっくり土産話を聞かせて貰おうと思いまして」

　素直に聞いてみれば、これまた飾らない答えが返ってきた。確かに昨日の宴会は男衆が騒いでたから、女性は酒とつまみを食べに来たくらいのノリだったな。家族や古い友人と巫ふ山ざ戯け合う時間のために、マルギットが気を遣ってくれたのも分かっていたし。

　なら、折角来てくれたのだからのんびり話すとしよう。居間では説教継続中なので持て成せる空気でもなさそうだから、私達は厩うまやへと向かった。

　馬房では我が家の農耕馬、ホルターが兄弟馬と並んで大人しくしていた。カストルとポリュデウケスは気性が荒い方ではないので、問題なく打ち解けてくれているらしい。

「それにしても見事なお馬ですことね。これって普通のお馬じゃなくて軍馬でしょう？」

「そうだね。軍馬種で……なんだっけ、オステン……なんとかって品種なんだけど」

　大陸中央部から入ってきた精せい悍かんな馬を穏やかな西方馬と混血させて、体格と御しやすい気性を両立させた品種云うん々ぬんと聞いた覚えがあるのだが、馬房で仕事をしながらだったのでちょっと曖昧だ。

「金貨が何枚必要になる子達なのかしら。よっぽど頑張ったのね」

「いや、この兄弟は主人から……元主人から下げ渡して貰ったんだよ。もう一〇歳にもなるからね。元々はその主人の馬車を牽ひいてて……」

　馬房の近くに腰を下ろし、割った薪を使って焚たき火びの準備をした。ヒト種メンシユである私が着込んでいても少し寒いなと感じるくらいなのだから、マルギットには更にきつかろうと思ったのだ。

　それにしても膝にマルギットを乗せていることに早速何の違和感も覚えなくなっているな。よくよく考えたら結構な体勢であるのだが。

　まぁ、私達の間柄で気にすることもなかろうと思い直す。馬達の来歴から荘を出立した頃の話となり、思い出話は口から滑るように零こぼれていった。イベント一つ一つが濃過ぎて忘れようもない。

　冷静に考えたら、なんで生きてんだ私。一二から一五の小僧が遭遇して生きていていい品しな揃ぞろえじゃないぞ。

　我が身のことながら非常識だなと呆あきれつつ、小枝を纏まとめて焚火の種を作る。そこで一つ幼馴染みを驚かせてやろうと思った。

　私が魔法使いであることを相方にまで隠すことはなかろうよ。

　少し離れるように促し、火を熾おこす簡単な術式を起こす。煙草たばこの火種程度の小さな火が魔術によって生み出され、木くずの塊に燃え移り煙を上げた。

「まぁ！」

「ふふふ、凄すごいだろう？」

「ええ、火口箱要らずですわね！」

　魔導師マギアどころか市井の魔法使いからも鼻で笑われそうな術式なれど、魔術や魔法に馴な染じみのないマルギットには新鮮に映ったようだ。私は自慢げに魔法を使えるようになったのだと、〈見えざる手〉で薪まきをお手玉ジヤグリングしながら帝都での生活を語った。

　すると彼女の競争心にも火が付いたのか、何やら胸元に手を突っ込んだかと思えば一つの首飾りを取り出したではないか。

　小さな手に握られているのは動物の牙を加工した素朴な首飾り。しかしそれは、彼女が握れば小刀に思えるほど大きく鋭い肉食獣の牙であった。

　長さが成人の人差し指を優に超える牙を持つ生物は然そう然ういない。こいつは……。

「群ぐん狼ろうの長……大たい狼ろうの牙でしてよ」

　誇るように差し出された牙は、狩人かりゆうどである彼女が身につけているということは紛れもない勲章なのであろう。自分で狩り、苦戦した相手の一部を狩人はお守りとして身につける。その力を自らの一部とするように。

　これほど長い牙を持つ大狼となれば体長はヒト種メンシユに吾ごするか上回るほどの大物のはず。灰色の王という恐ろしき群狼がトラウマになっている三重帝国で積極的に狩られ、数を減らした狼おおかみとなれば相当に用心深く賢かったに違いない。これほどの敵手を討ったとは素直に恐れ入るな。

「荘の近くに入ってきたのを討ち取りましてよ。あの林、子供達が遊んでいる近くでしたから必死でしたわ」

「おお……詳しく聞かせておくれよ」

　誇らしげに語られる大捕物に心を躍らせ、お返しとばかりに私も帝都での冒険を語る。互いに話は尽きることなく、薪が燃えて頼りなくなってきても飽きが訪ねてくることはない。

　ただただ不在だった時間を埋め合うように語り合い、求めるように脳は思い出を吸い込んでいく。

　それにも何い時つしか終わりがやってくる。冬場の気が早い陽ひが中天に達し、そろそろ昼食時になって煙突の煙が賑にぎやかになった。ぼちぼち私達も昼食をいただかねばならないだろう。

　さて、思い出話をして舌も滑らかになったところで大事な話をしなければ。

　いくら幼馴染みだろうが、どれほど約束があろうが、彼女が〝分かっていて〟付き合ってくれていようが守るべき一線はあると思う。

　守らなくてはならない一線ではない。私が守るべきと信ずる一線である。

　一言断って私はマルギットを抱きかかえ、今まで腰掛けていた場所へ下ろす。

「何かしら」

　投げられた言葉は疑問というより、どう楽しませてくれるの？　という期待を表しているよう。積み重ねた精神の年齢だけでいえば初老に達しつつある私より、どうやら精神の機微においては彼女の方が上手だったらしい。

　ま、いつだって気の利かない野郎ではご婦人に勝てないようできているからなぁ。

　これが帝都で勉学に励んでいる友人であれば、私は少し頭をひねって戯曲の一説でも諳そらんじてみたかもしれない。

　だけども彼女は洒しや脱だつを理解しても奢しや侈しを好む性た質ちではなかった。

　だったら飾らずいってみよう。

　膝をつき、随分と背が低い彼女を仰ぎ見てきっちり目を合わせる。琥こ珀はく色いろの瞳は悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみに歪ゆがみ、私がどう踊るかを愉快そうに観察していた。

「荘を出る前にした約束を覚えているかい？」

　意を決して切り出せば、鈴が鳴るような声で笑ってから、彼女はわざとらしく「なんだったかしら？」と返してきた。

　一二歳で出立してもう一五歳だ。彼女は一七歳になり、もう少しすれば行き遅れと誹そしられてもおかしくない年齢になってしまう。三重帝国での成人は一五歳で結婚適齢期は一七歳くらいまで。二〇を過ぎれば完全な行かず後家だ。

　そんな大事な時期に待たせてしまった。

　ここで待ってくれていたんだから、良いじゃないかと甘えてはいけない。

　優しさに甘えた瞬間、信頼は瓦解する。支えて貰うのと一方的に寄りかかるのでは、全く話が違うのだ。

　彼女は優しいけど甘くない。最後の一線だけは絶対に守るし譲らない。とてもとても強い女性なのだ。

　だからこそ、私も惹ひかれたのだろうけど。

「約束より早く丁でつ稚ちを上がったよ」

「そういえばそんな約束もありましたわね」

　くすくすと笑って見下ろす彼女が揶揄からかい交じりの挑発をしかけてくる。この三年、〝お声〟がかかることは間々あったと。

　当然だろう。彼女は素敵な女性だし、それ以外にも惹かれる点は多い。代官抱えの猟師一家ともなれば、荘しようの中の格は決して低くない。たとえ噂うわさがあろうがなんだろうが、粉をかけてくる奴やつはいたろうさ。

　だけど彼女は一番に私を見つけてくれた。男として自うぬ惚ぼれるに十分過ぎる理由だろう？

「でも君は私が誓いを守るのを待ってくれた。だからマルギット、もう一度君を誘わせてくれ」

　誓わせたのは彼女だと興ざめなことは言うまいよ。どうあれ誓ったのは私で、誓いを守るべく帰って来たのも私だから。

　ここで誘うのが男の甲か斐い性しようってものさね。

「私の後ろを守ってほしい。一緒に冒険者になってくれないか」

　言い切って手を差し出し俯うつむく。まるで結婚を懇願しているかのようだ。

　笑い声はますます大きくなり、至極満足そうなものになっていった。そして、熾おき火びに灼やかれるような焦じれったい時間が過ぎた後、そっと手が取られる。

「良い子ね。お姉様に任せなさい」

「……ありがとう」

　ほんと、良い幼おさな馴な染じみを持ったね私も。

「力を貸してあげる。貴方あなたの影を危ない誰かが踏まないように。危ない影を踏んでしまわないように。いつだって先を行って危難を払い、いつだって後ろに立って寝込みを守ってあげますわ」

「なら私は君に刃が届かぬように離れず付いていくよ。常に前にあって敵を討ち、絶えず背を守って悪意を遮る。剣の一本、矢の一条も通さぬように」

「ふふ、誓いを果たしたから新しい誓いをってところかしら」

　踊るような軽やかさで飛び降りた彼女は、私と目線の高さを揃そろえるとじぃっと見つめながら問うてきた。あの日のように。互いの耳に耳飾りの穴を空けた夕暮れのように。

「誓いなさいな、半端はしない。貴方がやりたいような冒険者をやりぬくと」

「誓うよ。一二歳の時と変わらず、折れないし曲がらない、冒険者になるって」

「違えたら死ぬ……いいえ、私に殺される誓いだとしても？」

「語るに及ばず」

　いつも浮かべている悪戯な笑みが引っ込み、慈母のような笑みを作って、彼女は再度「本当に良い子」と言って私の髪を一房すくい上げ、そこに唇を落とした。

「なら、付いてってあげる。西の果てであっても、南の海の向こうでも、北の冠雪の上でも、東の熱砂の地であっても」

「ありがとう。そのどの光景であっても、君が先導してくれるならきっと良い所のはずだよ」

　かくして私は最初の仲間を得た。別れ難く、得難い仲間を…………。





【Tips】三重帝国の適齢期は十五歳から十七歳ほどといわれているが、これは長子において一般的な年齢であり、女性だと手に職を持たず家を継承しない者でのこと。立場や職業の有無によって多少前後する。






　尊い誓いの余韻に浸っていたのだが、風が一つ吹いた途端にマルギットがクシャミをした。

「いけませんわね、やっぱり焚たき火び一つじゃ寒いですわ」

「あ、そ、そうか、ごめんマルギット。薪をくべよう!!　いや、魔法で寒さを遮ろうか!?」

　いかん、マルギットは寒さに弱い蜘蛛人アラクネだ。冬は着込んでも疝せん気きで関節がみりみり痛むし、体調も悪くなりがちだと言っていた。焚火だけではなく、隔離障壁で寒さを阻んであげた方がよかったじゃないか、気が利かない奴め。

　慌てて術式を練ろうとしたところ、彼女は懐紙で口元を楚そ々そと拭ってからぴょんと飛び降り、私の手を引く。

「どうせなら、もっと暖かい所に行きませんこと？」

「暖かい所？」

「ええ。それに、こういう話の後は両親への挨拶と相場が決まっているんじゃなくって？」

　はい？　と首を傾かしげる暇もなく、見た目より力強い手に引かれて私は荘の外れに連れて行かれた。

「えっ、ちょ、ここ……」

「はいはい、さっさと入りますわよ。寒くて適かないませんわ。着込んでいても雪が降ると蜘蛛人アラクネにはキツいものがありましてよ」

　導かれた先にあるのは、小さいが造りの頑丈そうな家だ。簡素な石造りが多いケーニヒスシュトゥールの中でも珍しく壁に漆しつ喰くいが塗られていた。防火性を高める漆喰を塗るのは、帝国建築における木造住宅の特徴である。

　そして、木造住宅は壁を積層構造にし、間に断熱材を挟むことで石造りよりも部屋を暖かくできることにより、寒さに弱い種族に愛されている。

　そう、マルギットの自宅である。

「いや、ちょっ、まっ、話術何も組み立ててないんだけど!?」

「今更でしょうに。何も気負わず事実だけ言えばよろしくってよ。ただいま帰りましたわ」

　かなり大層な報告をしなければならない私の焦りを余よ所そに、彼女は正に勝手知ったる我が家だけあって実に気軽に扉を開いてしまった。

「あら、お帰りなさい」

　そして、出迎えてくれるのはマルギットのご母堂だ。外見は姉妹でも通るほど彼女とよく似ているが、髪はうなじの辺りで括くくって落ち着いた雰囲気に整えられている……のだが、暖炉をガンガンに焚たいて暖かくした部屋で、腹を出した蜘蛛人アラクネの民族衣装を着た彼女は非常に装飾が多かった。

　耳にはマルギットの倍はある大量のピアス。臍へそにも変わった形のピアスが揺れ、露出した肩口と腹には複雑な紋様の刺青いれずみが縦横に躍る。最初に見た時は大変驚いたものだ。童女にしか見えない御仁が、何の特殊性癖だよと言いたくなるくらいに墨を背負っているのだから。

　臍ピアスを囲むように入れた紋様が淫紋にしか見えないご母堂の名前はコラレ。荘付きの猟師であり、マルギットの御父君に一ひと目め惚ぼれして電撃引退をした元冒険者でもある。

「あらあらあら、エーリヒちゃん。久し振りじゃないの。帰ってきたと聞いたけど、見違えたわぁ」

「お、お久しぶりです。コラレさんはお変わりなく……」

　マジでお変わりないのでビビる。これで母上と同年代って何の詐欺だろう。蠅はえ捕とり蜘ぐ蛛も種の蜘蛛人アラクネは成人してからも外見が殆ほとんど変わらない種族とはいえ、ちょっと異常ではなかろうか。老人になると一気に老け込むとは聞くが、初見の時から何も変わらない姿を見ると非定命なんじゃないかと疑ってしまうくらいに変わっていない。

「本当に男ぶりが上がったわねぇ、背も伸びちゃって。もう男の子って呼べないわねぇ。私も年をとる訳だわぁ。こないだなんて白髪がもうねぇ」

「お母様、一応お客様なんですから立ちっぱなしにさせるのは如何いかがかと思いましてよ」

「あらあら、私ったらはしたない。ごめんなさいね、エーリヒちゃん」

　一つしかなかったヒト種メンシユ用の椅子を勧められたので、遠慮しつつも上座に座らせていただく。三重帝国においても下座上座は前世と変わらず、奥に行くほど偉い人物の席で、つまり此こ処こは家長の座席。今は外しているらしいマルギットの父君、ヘリオット氏の物だ。

　彼はコラレさんと並ぶと孫と祖父で通ってしまう程に痩せこけているが――理由は敢あえて問うまい――元々、代官許しの猟師だっただけあって、今でも現役の猟師だ。マルギットが両親を二人の師と呼ぶだけあって、かなりの実力者であることに疑いはなかった。

「ごめんなさいね、冬だから大したお持て成しもできなくて」

　そう言いつつも相方の母君は蜘く蛛もの節足を器用に動かして部屋を縦横に動き回り、実に見事な手際でお茶を一式用意してくださった。帝国人の友人である黒茶に、冬場でも長く保存ができる硬く硬く焼き締めた小麦の硬パン。そこに硬いパンをふやかすために、水気の多い砂糖煮を添えてある。黒に近い艶のあるそれは、恐らく木き苺いちごで作った田舎定番の保存食だろう。

「で、急にどうしたのかしら。猟期の狩人かりゆうどを訪ねてくるなんて」

　砂糖煮は凄すさまじく甘い。猟の途中で栄養を補給する携行食としての側面もあるのだろう。一方で味が薄い硬パンと渋めに作られた黒茶と良く合って実に美お味いしかったためか、一瞬だけ反応が遅れた。

　このご婦人、甘い笑顔に反して実に食えないのだ。空気と持て成しで上う手まく相手の緊張を緩ませて、その間に絶妙な拍子で言葉を差し込んで場を自分の有利に運んでいく。

　冒険者をしていただけあって、交渉術にも長たけているのだろう。もしかしたら、一党の中で交渉役も務めていたのかもしれない。

「少し大事な話がありまして、お邪魔いたしました」

「あら、何かしら、楽しみね。でもご免ね、私にはもうヘリオットがいるから」

「お母様!!」

　人妻からの際どい冗談に黒茶を噴き出しかけた。マルギットが顔を赤くして母親の恥ずかしい冗談に怒っているが、全く悪びれた様子もなく笑っていることから役者具合が窺うかがえる。

　本当に油断していられねぇな、このお人。咳せき込むのを無理矢理抑えたせいで口の端に溢あふれかけた黒茶を密ひそかに拭い、姿勢を正してじっと相方と同じ色の瞳を見つめる。

　何も後ろめたいことを告白しに来たのではないのだ。さっさと本題を切り出して、堂々と言ってしまえばいい。

「コラレさん、今日は……」

　そこまで口にしたところで、体が動いたのは日々の鍛錬のおかげだろうか。それか、夜討ち朝駆け、不意打ち闇討ち上等の生活にどっぷり浸っていた名残か。

　私の顔面めがけて飛んで来た短刀を受け止められたのは。

「っ……！」

「お母様!!」

　幸いにも、その短刀は布製の鞘さやに包まれたままだったので、しくじっても痛いで済んでいたであろう。されど、反応リアクシヨンに失敗していたら前歯くらいは逝っていたかもしれない。それだけの速度で以もつて投とう擲てきされていたのだ。

　しかも殺気は私をして察知するのが困難な程に薄く、また予備動作らしいものもなかった。殆ど脱力してお茶を嗜たしなんでいた状態から一拍で攻撃に移れる素早さは、種族の強みではなくコラレさん自身の力量によって発揮されるもの。

　分かってはいたが、凄まじい力量だ。単純に〝暗殺〟という面だけでみれば、ナケイシャ嬢も彼女には届くまい。適度に緊張し、マルギットからの不意打ちがあったからこそ、辛うじて受け止められた。

「何のつもりですの!?」

「何って、可愛かわいい長女の男に相応ふさわしいか〝味見〟してみただけですわよ」

「あ、味見って……」

「こんな思い詰めた顔で話を切り出すなんて、二つくらいしかないでしょ。お嫁に欲しいとお願いしに来るか、未婚の相手を孕はらませでもしたか」

　また際どい言葉に短刀を投げつけられたことへの驚きなど吹っ飛んでしまった。

　まぁ、言われてみればそうですね。うん。私も見ようによっては結婚の申し込みプロポーズめいた誘いをしたので、直すぐ否定することができなかった。

「あら、直ぐ答えられないってことは、もしかして後者なの？　別に婚前交渉くらいで家は五う月る蠅さく言わないけれど、流石さすがに卵を抱えて婚姻衣装を着させるのは……」

「お母様!!　ちょっと、ほんとそれくらいにしておいてくれませんこと!?　エーリヒで遊んで良いの私だけでしてよ!!」

　いいぞ、しっかり言って……いや、ちょっと待てマルギット、後半は同意できないぞ。

「ま、冗談はさておくとして、それくらいできるなら認めてあげましょう。家の子、連れてきたいんでしょう？」

「コラレさん……」

「覚えてるわよ、荘しようを出る前に冒険者になる準備をしていたことも、家の大事な跡取り候補を口説いていたことも」

　口説いていたは語弊があるが、否定できのないのも事実である。実際、マルギットが一緒に行ってくれれば心強いと準備している時にも口にしたし、夕日の下でピアスを分け合った時にも口説いたようなものだから。
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「真逆、しっかりした身分を持っているお家の子が、よもや家の子を誘ってヤクザな商売に手を出すなんてね。血は巡るというべきか何と言うか」

「お母様……」

「私は元冒険者ですし、ヨハネスも家出同然で傭よう兵へいになったことがある男だから、誰か一人くらいはその血を継いでいるかもとは思っていたけど、一番大人しそうな見た目の貴方あなたがねぇ」

　頰に手を添えて溜ため息いきを吐つくコラレさんは、冒険者として結構な苦労をしてきたのだろうか。思う節はあるようで、困った子達たちだことと幼い表情を歪ゆがめている。

「別にいいんだけれどね、この子もいい歳としだし」

「その言い方、やめてくださらない……？」

「いい歳でしょ、実際。行けず後家一歩手前なんですもの」

「行かず！　ですわ!!　ただでさえ酷ひどい侮辱なのに、より酷く言い間違えるってワザとですの!?」

「ワザとに決まってるじゃないの」

「良い神経してますわね、ほんと……」

「貴方の母親ですもの」

　ふふんと笑う顔は本当にマルギットとよく似ていて、人を翻弄する言葉も親子なのだなと実感させられる。

　私への〝試し〟は短刀の投擲で済んだのか、もう矛先はマルギットに向いているようだった。

　別にこの件について文句を言うつもりはない。私も似たような状況だったら、多分木剣か何かで相手の力量を見ていただろう。当たり前じゃないか、大事な子供の将来を占う相手なのだ。下手なヤツには絶対に任せられない。

　それこそ、加減した一撃さえ止められないような半端なヤツには。

　母親なりに娘の相方を確かめるのは済んだということだ。

　あとは娘自身に覚悟があるか。

「だから、母親として問いますけれど、ただ浮かれて男に付いていこうって訳じゃないでしょうね？」

「そんな甘っちょろい覚悟だとお思いで？　だとしたら、私も軽く見られたものですわね」

　若き狩人の目が眇すがめられた。親に向けるものとは思えない剣けん吞のんな目には、馬鹿にするなと子供が憤る以上の怒りが込められているように見えた。

　もっと大事な、心の根っこに関わるような部分を触られた時のような。

　ふと、彼女との付き合いは長いが、お互いがどう想おもっているかを聞いたことはなかったなと思い出した。一緒にいることが当たり前のようになるくらい共に遊び、鍛えていたのもあるが、私はそれくらい彼女を頼っていたのだ。

　私塾に通っていたこともあって、幼い頃には彼女の方が世間のことを知っていたし、二つ年上ということもあって私を導こうとしてくれてもいた。また、私が全力を出しても及ばない分野があるため、マルギットを強く尊敬していたことも理由としては大きかろう。

　だが、彼女が何な故ぜ私を気に入ってくれたのかは、未いまだに分からないのだ。

　私自身は前世があり、未来仏っぽいサムシングから祝福を授かった以外には凡庸な男だ。発想は小市民的だし、抱いている将来の展望も子供かと馬鹿にされても言い返せない稚気溢れた理想。

　そんな私に彼女が付いてきてくれる確固たる理由が分からないことに、今更になって気付いてしまった。

　あんな告白まがいのことをしておいて何を今更という話だけど、幼おさな馴な染じみ以外の何者なのだろうか、私は。

「甘くも軽くも見ている訳ではないわ。ただ、彼への想いではなく、貴女あなた自身の人生への覚悟を聞きたかっただけよ。一度冒険者になるといって出て行く以上、貴女は家族であっても、最も早はやこの家の人間ではなくなる。それは分かっているわね？」

「……ええ、百も承知ですわ」

　一瞬、マルギットの眉が動いた。

　この世界は前世ほど豊かでも社会的な福祉が行き届いてもいないので、親子間であっても情けをかけることはあるが容赦はない。何い時つまでも実家でミュージシャンになるとか漫画家になると言って、特になにもしないでダラダラしているようなのは貴族でも認められぬのだ。

　無駄飯喰くらいを養う余裕はない。扶養控除なんてないし、それどころか生きているだけで人頭税やら何やら税金がかかる。引きこもりみたいな生なま温ぬるい真ま似ねは疎おろか、出戻りでさえ余程の理由がなければ歓迎されない。

　私の父が傭兵から足を洗って家を継げたのも――正確には継がざるを得なかったのも――叔父達が早世してしまったからに他ならぬ。これだけの理由がなければ、自分の都合で家業を継がずに故郷を出て行った人間の扱いは冷淡だ。

　やっぱり駄目だったから家業を継がせてください、という生温い真似を許してはくれない。帰ってきたら、とっくに養子を迎えて家を継承させていたなんてことも珍しくないくらいに。

「じゃ、家督は妹に譲るのね？」

「ええ、迷いはありませんわ。家族として戻ることはあっても、甘えて戻ることはありません」

　親子は数分間無言で見つめ合っていた。張り詰めた空気があまりに重く、間に入って口を出すどころか呼吸さえ儘ままならない息苦しさ。

　良い意味で気楽な四男と、将来を嘱望された長女。その違いが物理的に呼気に混ざって肺を重くしているような錯覚を覚える。

「吐いた唾は飲めない。狩人なら重々承知ね？」

「それこそ、私に対しての侮辱ですわよお母様。路上で行き倒れても、隣に選んだ一つの屍しかばねがあれば満足。それだけの覚悟で唾を吐いています」

　冒険者になる、と一言で言っても求められる覚悟は生半可な物ではない。私は自衛力を持っていたからこそ何とかなったが、故郷に帰るだけで大変な目に遭ったのだ。運が悪かったせいで起こった事件もあるが、普通の人でも起こり得る不幸は幾つもあった。

　これを考えたら路上で行き倒れて頭蓋を晒さらすだけなら良い方だ。弄ばれ、切り刻まれ、より酷い〝死ねない〟終わりを見ることさえある。

　だが、彼女は悲惨な結末を知らずに蛮勇で口にしたのではない。私や自分の能力が及ばなかった時に訪れる、ありとあらゆる不条理を吞のんで誘いを受けてくれた。

　今いま際わの際きわ、最後の一呼吸を恨み言を吐くのに浪費するのではなく、マルギットに使えるかと問われれば私は迷わず首を縦に振るだろう。

　全く同じ覚悟を決めてくれているのだと、真っ直ぐに親を見つめ返す視線から察せられて、胸の奥がぎゅっと締まって、思わず股ぐらが熱を持ちかけた。

　こんなに強く想われることがあるだろうか。殺気で高鳴るのに慣れた心臓が、耐性のない感情に乱れていく。

　こ、これがキュン死という物か……!?

「ん、いいでしょう。認めます。ここで〝未練はない〟みたいな、少しでも家督を意識しているようなことを宣のたまったら、ぶん殴って分ってものを思い出させているところですけれど、括くくった腹の結び目が硬いことは分かったので、いいとしましょう」

「お母様……」

　母親は困っている娘を見る優しい笑みを作り、身を乗り出して頭を撫なでる。小さな子供にするように。どれだけ大きくなろうと、自分の子供はいつまでも子供なのだと言い聞かせるように。

「いつの間にか立派な狩人かりゆうどになっちゃって。いいこと？　獲物は決して離さないように。最初の一ひと嚙かみを決めたなら、絶対に自分の物になさいね」

「言われなくとも、そのつもりでしてよ」

「ふふ、生意気」

　首が傾かしぐくらい強く撫でられて、綺き麗れいに結った二つ括りの髪が乱れてもマルギットは抵抗しなかった。

　私には分からない、親子で築いた関係と時間が掌てのひらを温めているのだ。そりゃあ抵抗なんてしないだろう。

　温かいし、嬉うれしいのだ。頭を撫でて貰もらうのは。大人だった経験から忘れていたけれど、子供に立ち返った私は憶おぼえている。認められる嬉しさも、心配される嬉しさも。そして、感情を込めた掌の優しい温度も。

　いい景色だ。立ち会っていることが分不相応に思えるくらいに。

「で、初孫はいつ頃抱かせて貰えるのかしら」

「お母様ぁ!!」

　が、それがぶっ壊されるまでの時間は、実に短い物だった。

　尊い物は容易たやすく壊れると、それを醸し出した人から分からせられるとは…………。





【Tips】一度家から出て行った者が家を継ぐ障壁は大きい。家長からの印象は勿もち論ろん、放ほう蕩とうで出て行った者が継ぐのかと周囲の人間からの視線が厳しくなるからだ。






　盾とは防具ではなく武器である。

　用法の一つとして攻撃を受け止めることがあるけれど、ただそれだけで終わってはいけない。それは防御ではなく〝逃げ〟であるからだ。

　渾こん身しんの雷刀を斜めに角度をつけて受け止め、逆に盾をねじ込むように突き込んで剣諸もろ共ともに敵手の盾を押しつぶす。そしてこじ開けた隙間に自分の剣を差し込み、内股を優しく撫でてやった。

「大だい腿たい部ぶ大動脈切断っと」

　ここは可動部なので鎧よろいを着ていても守りにくい場所だ。そして太い血管が走っているので、叩たたき斬ってやると凄すごい勢いで失血して一呼吸もすれば昏こん倒とうする。戦っていて脈拍が速くなっていれば尚なお更さらだ。

　ヒト種メンシユであれば、そのままほっとけば数分保もたないし、小柄な種族ならもっと早く絶命する。生命力が高い坑道種ドヴエルクや大型の獣人であれば、死ぬまでに一撃くらいは反撃してくるかもってところかな。

　防御は攻撃と表裏一体。だが、このデカい板きれは相応の質量を持つので結構な使い道がある。

　怪鳥の声を上げて盾を構え、剣を脇に抱えるように構えた敵手を迎え入れるように一歩踏み込む。腰を落として上へ角度をつけた盾の縁を敵手の盾の下へ潜り込ませて跳ね上げてやれば、盾が邪魔で剣を突き込むことはできなくなる。

　あとはがら空きになった足を蹴飛ばして転がして、額を切っ先でこつんと突っついてやる。

「眉間切断」

　こうやって本命を補助する攻撃にも盾は使えるのだ。攻撃を受け流すと同時に自身の攻撃を差し込むための呼び水とする。習熟してしまえば盾は剣を引き立てる最良の武器となる。

　にじり寄って間合いを詰めようとする慎重派な彼には盾を低く構えて全身でぶつかって盾の守りを跳ね上げ、剣で腹を横に撫でる。

「腹部切開」

　鎧の合間を狙えば然さ程ほど労せずして刃は届く。帷子かたびらを抜いて鎧下を割き、肉に達するかは腕前と剣の質次第であるが、鎧の上から斬り伏せるよりかは格段に楽になる。こうなれば裂けた腹がはらわたの内圧に耐えかねて弾はじけ、鎧の内側が臓物の海と化し幾分と保たず神の御み許もとへ参じることとなろう。

　不意を打つように突進して突き込まれた盾は、私の盾を振り払おうとしているようだが角度が甘い。きちんと計算して突き込まねば、盾を払って剣を潜り込ませる隙間をこじ開けることはできないのだ。

　むしろ下手な打突は危ない。盾の上からクロスカウンター気味に滑り込んだ敵の盾に頭をぶん殴られることもあるのだから。

「頭蓋陥没」

　金属で縁を補強した盾で打ちよう擲ちやくされれば頭蓋は容易くへし折れる。さすれば脳が壊れ、あるいは骨と血に圧迫されて使い物にならなくなる。たとえ即死せずとも、溢あふれた血で脳が圧されて真面まともに動けなくなるので最早驚異ではない。吊つるされた豚の首を割くのと変わらぬ労力で討ち取れる。

　ああ、敵を押しやるというのも忘れてはならない用法の一つだな。突っ込んできた敵を押し出し、挟撃しようとしてきた別の敵に押しつける。敵自体が自分の身を守る盾になる上、戦力が減るとなればもう美お味いしいなんて話じゃないよね。

「ぎあっ!?」

「わぁっ!?　すまんクスルト!?」

　あちゃあ、肩口に良いのが入ったな。あれは痛いぞ。折れていないが、一ひと月つきは肩より上に腕を上げるのに難儀するだろう。

　ただ、自分が斬った仲間を心配して武器を下ろすのはいかんな。そこは気持ちを切り替えて、仇かたきを討つべく再度斬りかかるのが正解だ。乱戦に持ち込むことを戦術の基礎とする、傭よう兵へいの戦場では不運な事故なんて当たり前だからな。

　私は覚悟が足りない阿あ呆ほうに盾の縁に添えた剣の切っ先を送り込み、喉を優しく撫でてやった。

「頸けい動どう脈みやく切断」

　これも言わずと知れた人体急所。脳に血流を運ぶ重要な血管にはすさまじい勢いで血が巡っており、一度裂ければ血が霧のように噴き出す。そうして急激に血圧が下がると脳の機能が一瞬で落ち、永遠の安らかな眠りに招待される。肉体的にはヒト種メンシユなど比べものにならない頑強さを誇る巨鬼でさえ首を狩られれば一ひと溜たまりもないのだから、是非ともおさえておきたい要点の一つであるね。

　うん、道中使ってみたけれど盾もいいね。片手で剣を扱う私にピッタリだ。

　防御には〈器用〉判定が使えるから〈艶えん麗れい繊せん巧こう〉がキッチリ乗るのでスペック以上の数値がはじき出せるし、そこに奮発して取得した〈熟達スケールⅤ〉の〈盾習熟〉によって繰り出す〈受け流しパリイ〉や〈盾打擲シールドバツシユ〉なんぞをリアクションで成功させれば、攻撃した側が死ぬという理不尽を強いることもできる。

　割と貧乏くじを引きまくった感は否めないが、熟練度稼ぎという点において一年間の労働は有益だった。あと帰郷までのゴタゴタもね。

　血気盛んに突っかかってくる敵をいなし、蹴り倒し、斬り殺し、気が向いたら盾でぶん殴って大人しくさせる。そんな運動を四半刻も続けていれば良い運動になった。体温が上がってきて汗が噴き出し、心地よい高揚感に包まれる。脳内麻薬の分泌が促され、少しずつハイになってきたところだが……。

「よぉし、そこまで」

　立っていられる敵がいなくなってしまっては仕方がない。

「ありがとうございました」

　私が礼を言って腰を折れば、地面に転がった自警団の面々が地獄の底から響いてくるような低く、実に口惜しそうな口調で礼を返してきた。

　言うまでもなく今までやっていたのは命のやりとりではない。やたら急所ばかり切断したせいで雪原が真っ赤に染まりそうな修羅場は実際に展開されていないのだ。木剣と模擬盾を使った乱取りであり、暇だった私が自警団の稽古に飛び入り参加しただけのことである。

　ただ何を面白がったかランベルト氏が「折角だから帝都仕込みの腕前を馳ち走そうしてけ」などと宣って私対自警団全員の乱取りが始まったので大変だった。

　うちの乱取りは立ち上がれる限り復活可連コインの設定だから、もー斬られた奴やつが自や棄けを起こして立ち上がること立ち上がること。持久力にそこまで振ってないからキツいことこの上なかった。

　最初は帰って来た後輩に一泡吹かせてやろうとする先達やら、音に聞いた先輩の腕前を見てやろうじゃないかと自警団候補の少年達たちが挑みかかってきたのだが、負け始めると必死に突っかかってくるからおっかねぇおっかねぇ。最後は意地の張り合いで、全員足腰立たなくなる覚悟で向かってくるんで洒落しやれにならなかった。

　いやぁ、籠城戦で死兵となった敵方と相対する兵士の気分がよくわかったよ。追い詰め過ぎイクナイね。三重帝国軍が根切りも略奪も許可しない理由は、こいつらみたいな敵と戦いたくないからだろう。

「流石さすが流石さすが、良い腕だ。お貴族様の下で鈍るどころか研ぎ澄まされてら」

　汗を拭っていると、諸悪の根源であらせられる我等らが自警団長が暢のん気きに拍手なんぞを送ってくださった。

　別に構わないけどね。ケーニヒスシュトゥールの自警団は皆基本ができているから、いい運動になったし。ランベルト氏だって私の体つきを見て、仕上がり具合から怪け我がはするまいと判断して無茶な乱取りを言い付けただけだ。

　いや、むしろここまでしないと私が不完全燃焼を起こすと分かってくれていたのだろう。

「私だって帝都で悠々自適に遊んでた訳ではないのですよ、団長」

「いやぁ、だとしてもお貴族様の丁でつ稚ちだろう。俺ぁてっきり、普通に下働きなんぞばかりで鈍ってんじゃねぇかと心配してたんだ。それがお前……一体どんな修羅場を潜くぐってきた？」

　普通にしていても威圧感のある金かな壺つぼ眼まなこが好奇に煌きらめいている。心底愉快そうに打ちのめされた面々を見て笑っておいでだが、言われてみれば仰おつしやる通りではないか。

　さて、帝都に旅立ってから何度死線を潜ったか。普通、丁稚として貴族の下働きをしに行って経験する回数……というより、死線を潜ることなんてないよな。

「そこは、部外秘ということでひとつ」

「はっはっは！　そりゃそうだ！　だが、盾の扱いの方が銀器や漆器の扱いよりも手慣れてそうなんだから、不思議にも思わぁな」

　大笑しつつ、ランベルト氏は持って来ていた木き桶おけの水を柄ひ杓しやくで掬すくって伸びている団員にぶっ掛けてまわる。気付けと同時に水分補給できるのはいいが、この時期には随分きっつい所業を笑いながらやる辺りは相変わらずだな。

「色々あったんですよ、色々……」

　今まで剣一本で軽快に動いていたこともあり、盾を持つことに慣れるのが難しいのではないかと懸念したが、使ってみると存外そんなこともなかった。小ぶりな円盾は構えていても軽快に動けるし、きちんと繊細な動作ができるよう工夫された構造は〈耐久力〉や〈膂りよ力りよく〉で耐えきるのではなく、〈器用〉を伴う技術での受けをさせてくれる。

　そして私の魔法の焦点具は左手の指輪なので、盾で埋まっていても問題なく機能する。剣士として相対しながら魔法で不意を打つという新しい戦闘スタイルが十分成立するのだ。我が雇用主は本当によく分かっておいでであったらしい。

　思えばあの人も結構なマンチ思考の持ち主だったよな、最適解を情け無用で叩き付けてくる辺り。もし一緒に卓を囲むこととなったら、お互いにコイツの出力エッグいなとドン引きし合えたであろうに。

　ああ、惜しい。誰かＴＲＰＧを作って流は行やらせてくれないだろうか。あの人、素養はあると思うんだよな。

　人付き合いが嫌いであってもなんやかやで身内には甘いから、サークルなんぞを立ち上げれば丁寧にＧＭゲームマスターをやってくれるような……。

　益体もない思考は唐突に殺気という名の冷や水を浴びせられて一瞬で縮こまった。慌てて飛び退のきながら振り返れば、そこには訓練用の木剣を抜いた我らが自警団長の姿が。

　うわぁ、怖い……不意打ちで斬りかかってきた訳でもないのに、やる気出しただけで逃げたくなる気迫ってどんな構築ビルドしてるんだこの人。並の兵士じゃ相対しただけで相当のデバフがかかって使い物にならなくなるぞ。

　厳いかめしい凶相の中で金壺眼が不気味にギラついていた。血と肉を糧として戦場を馳はせてきた専業軍人だけが発せられる、理性的に飢えた目。

　右手で長大な両手剣を肩に担うように保持した構えは相変わらず。殆ほとんど棒立ちに近い有様なのに隙らしい隙が全くなくて困る。

　ちょいちょいと空いた左手で手招きされた。三重帝国での手招きは掌てのひらを上に向け、体側へとすくい上げる動作。ここまでキマった「かかってこい」は中々ないね。

　ではご期待に応えられるかは分からないけれど、胸を借りることにしよう。

　大ぶりな両手剣ツヴアイヘンダーは正しく専業軍人の武器だ。身の丈にも達しようという長剣は重く取り扱いが困難であり、下手に振り回そうものなら自分や友軍を傷つける。

　しかし、長ずれば長なが槍やりよりも小回りが利き、槍やり衾ぶすまの棹さおを叩き斬って強引に斬り込める得物は乱戦の雄となる。統率によってかろうじて戦力となる徴集兵に混戦を強い、血の海に臓物の雲をちりばめる戦法で恐れられる三重帝国傭兵の畏怖を支える兵器だけある。

　特大の両手剣を操る傭兵達が恐れられるのには相応の理由がある。扱いが難しい武器を得物とする力量だけではない。

　命を捨てなければできない戦い方を躊躇ためらいもなく行うからだ。

　槍衾の前に剣一本で身を投げ出し、刺されば命を奪う穂先を斬り開き敵陣へ飛び込む。中には当然、穂先を払いきれず命を落とす者もいる。だが、彼らは損害に怯ひるまず槍衾へと飛び込んで、自らが得手とし素人の徴集兵が不得手とする乱戦を押しつける。

　匹夫の勇ではなく、命を投げ出すことで得られる効率を受け止めた勇者の勇である。

　斯か様ような戦場に身を置いて、傭兵でありながら引退を考える年齢まで生き延び、貴族から感状を受け取るランベルト氏の怪物ぶりといったらどんなものか。

　盾を構えて右方へ回り込む。右手で剣を持つ以上、どうしても右側には力を込めづらいからだ。剣は脇へ抱きかかえるように保持し、刺突を狙う。上背の差を活いかして懐へ飛び込み、膝や踝くるぶしなどの守りにくく断たれれば戦闘不能になる急所を狙うつもりだった。

　ただ、私の動きは相当にランベルト氏のお気に召したらしい。

　長柄の長剣を……きちんと両手で握ったではないか。

　今までは殆ど片手で雑に振り回している所しか見たことがなかった。にもかかわらず重量級の――本来は儀礼用ではと勘違いするほどに氏の剣は重い――剣で蠟ろう燭そくの火だけを斬るような技量を見せていたのだ。

　これがきちんと両手で握られたらどうなってしまうのか。

「うおっ!?」

　こうなるんだよ。

　起こりがよく見えないほど素早い袈け裟さ懸がけの一撃が颶ぐ風ふうを纏まとって襲いかかる。斬り下ろしの一撃に押しつぶされそうになるが、盾の角度を調整して地面と剣に挟まれることだけは回避した。圧力に押し出されるように後方へ飛び退けば、強力な斬撃の余韻で背後へと吹き飛ばされる。

　何という一撃だ。間違いなく本身の剣であれば装甲点をぶち抜いてダメージを与えてくるもの。力任せの攻撃ではなく、計算された力圧おしで技術を断ち切ってくる理の剣。もしも技量での判定に負けていたらリアクション不可まで付く可能性もあるぞコレ。

　柔よく剛を制するばかりが有名になった理、それに続く剛よく柔を断つの見本のようだった。

　剣術の腕一本ではなく、様々な特性や特技を組み合わせたコンボ構築。そこに体格の良さなどの特性を乗っけて最終出力を上げる仕組みが出来上がっているのだろう。いいなぁ、贅ぜい沢たくな悩みだが他の人の構築も見られるようにならないかな、私の権能。

「どうした？　もう終わりにしたいか？」

「……まだまだぁ!!」

　まぁ、これ以上の贅沢を言ったらバチが当たるわ。私は気炎を上げてランベルト氏に斬りかかった。

　先端重量過多トツプヘヴイの長剣は振り回す速度が速く、しかも担い手が熟練しているだけあって斬撃が描く円弧は広いのに間隔は狭いときた。盾の面ではなく縁を斬って防御を剝がそうとする一撃は実に嫌らしいし、乏しい隙を突いて私が繰り出す斬撃を〝蹴り〟払ってくるのは実にキツい。

　剣が通りにくく、旋回しづらい位置を占位し続けているのでランベルト氏からしても鬱陶しいかもしれないが、ちょっとでも判定にしくじったらリアクションも防御もできない圧力の一撃が気軽に飛んでくるのは精神によろしくないな。

　息を吐つく間もない嵐の如ごとき剣の円弧を厭いとうて一瞬間合いを空ければ、間髪容いれず殺気が顔面に叩たたき付けられる。

　そこで咄とつ嗟さに顔を盾で守っていなければ、負けていただろう。

　盾を固定した前腕を強く襲う打ちよう擲ちやく。反射的に払ったそれは、砕け散る石塊。

〈飛ひ礫れき〉の業だ。この人、剣けん戟げきの最中に敵が射程外に出たと見るや、剣の先で雪の下に埋まっていた石をほじくり返して叩き付けてきやがった！

　剣士が取れる数少ない遠距離攻撃法の一つであるが、ここまで淀よどみなく切り替えられるのか。しかも、殆ど普通の攻撃からの切り替えが分からないし、数歩間合いを空けた腕が痺しびれる威力。十分に間合いを空けた後衛魔法使いにも致命傷を与えうる脅威だ。

　なるほど、初見殺しにして遠距離から魔法を放つ敵が控える戦場にて、殺されずに殺し続けられた歴戦の勇士だけあって、後ろからコソコソ狙い撃ってくる敵への対処も万全と。

　魔法は基本的に〝意識が及ぶ範囲〟を対象にするのが限界だ。大雑把に見えている辺りにブチかますのならまだしも、混戦の中で味方を焼き払わないように使うならば、相手が視界内にいなければならない。

　そして、三重帝国傭よう兵へいは戦列線において混戦を強いる達人だ。普通の魔法使いでは友軍相撃を畏れて中々攻撃できぬ。ただ中に飛び込む勇気の持ち主でも、馬鹿正直に顔を出した瞬間に今ので昏こん倒とうさせるって寸法か。

　的確に顔面を狙ってきた制御の精密さからして、視界が通る隙間があれば余裕で通して来そうだからマジで後衛殺しだな。盾を構えて尚なおも痺れるとなると、半端な単層の抗物理結界では軽減するのが限度だろう。極度の集中を要する魔法なら、それだけで中断されそうだし、鼻を砕かれれば意識が乱れて次以降も打てなくなるやもしれん。

　流石の老ろう獪かいさ。戦場で出会う相手は全て対処の方法を知っているか。

「いい反応だ！　じゃあ、ちと本気出してみっか!!」

　張り上げられる楽しげな声。本気でないのは分かっていたが、稽古でまだやるのか！

　驚いていると、不意に剣が消えた。

　いや、これは消えたのではない。見えなくなったのだ!!

　殺気に合わせて剣を掲げると、見えない一撃が顔の横から襲いかかってきた。自分から衝撃に合わせて飛ぶことで間合いを開く。揺れる頭で原理を探り、思い出す。

　剣が消えたのは魔法による不思議な現象ではない。純然たる技術。

　目線から盲点を読んで、そこに斬撃を放り込んできたのだ。

　ヒト種メンシユ、というよりも我々と同じ眼球を持つ種族には、一律に一つの欠陥がある。それは眼球内を通る視神経によって一部だが網膜の視細胞がなく、この部分は視野が欠損しているのだ。

　二つの眼球と脳の画像補正で気にならないように処理されているものの、実際には見えていないため外方の約一五度、下方の約三度、つまりたった五度の小さな角度ながら真正面から見ても知覚不能な〝死角〟が存在する。

　この剣は、そこを突いて飛んで来たのだ。

「おっ、いいじゃねぇか、今のをいなすか！」

「喋しやべりながら……なんつぅ曲芸を!!」

　視界に対して垂直に持った剣は、その厚み分の面積しか持たない。たった五度の死角に十分収まる範囲だ。戦いながら目を見て、死角を把握し一度のズレもなく高速の斬撃を正確に叩き込む。こんな曲芸染みた一撃を軽々やられると〈神域スケールⅨ〉に至ったことで、高くなった自負がへし折られる心地だな。

「おらっ、しっかり受け止めろ！　木剣でも……」

「この勢いなら普通に頭蓋がへしゃげますよ！　加減しろ!!」

「テメェも大体だエーリヒ！　力ぁ入れてなきゃ指が砕ける勢いで剣を弾はじいてんだから、お互い様だぜ!!」

　ぐっ、しかも、盲点を突く技術は剣だけではない。体を焦点が合いづらい場所に置き、狙いを付けづらくする技術まであるのか！

〈観見〉を持ち、ぼんやりと全体を見るような目付をしている私だから対応できているが、こりゃ武を修めていない魔法使いなら狙いを外すな。魔導師マギアならある程度は自動追尾の術式を込めるが、一般の魔法使いは矢のように直進する魔法が殆どだ。

　それ程に誘導の制御式は複雑で燃費が悪い。馬上の敵を落とすような、余程素早い相手を狙う必要がなければ〝次〟を考えて温存する。

　よく分かっていらっしゃる。魔法使いは初見殺しと分からん殺しが肝であるが、言い換えれば〝一発外せば命の危険〟が付きまとう紙装甲。初撃を避けて回避困難な一撃を叩き込む術理は、正しく前線での魔法使い殺し。

　この暴風が如き剣に掛かって果てた、魔法に驕おごれる使い手がどれだけいたか。

　おっかねぇおっかねぇ……いや、ほんとなんでこの人、こんな辺境で自警団の長なんてやっていらっしゃるのでしょう。

「ふっ……ふっ……ふぅっ……」

　いかん、体力が厳しい。先の乱取りもあるが、やはりランベルト氏のような使い手との攻防は集中力と体力を消耗させられる。一撃一撃で色んな物を削られるから、私のような小兵は長丁場になると圧倒的に不利だ。

　だが、楽しい！　楽しいな、やっぱり！　実力の全てを出し切っても勝てるかどうかという相手との鎬しのぎ合あいほど、自分の性能に腐心した人間の心を昂たかぶらせるものはない！

　強者を性能で圧するのも快感だが、性能で伯仲するかという相手と賽さいの目一つで結果が変わる闘争をするのが一番滾たぎる！

　惜しいな、これが木剣でなければ、ランベルト氏も全力の装備だったら。きっと今よりおっかない相手として立ちはだかってくれたのだろう。

　あの豪腕は〈見えざる手〉の剣群も斬り飛ばし、傭兵をやって集めた装備は生中な魔法なら干渉を和らげて突き破ってくる筈はず。いやさ、この剣の鋭さならば魔法すら斬り捨てるだろう。

　そこに統率者として、彼が手塩に掛けて育てた配下が加わったなら、どんな理不尽を押しつけてくるのか。

　ああ、我が体力の乏しさが恨めしい。この楽しい時間も、負けず嫌いのせいで無理矢理にでも終わらせにかからないといけないなんて。

　逆袈裟の一撃を盾に掠かすらせるようにいなして懐に飛び込み、顔面めがけて剣を突き出せば首を巡らせて避けられる。一拍の間もなく丸太のような足から膝が突き出されたので、前髪を削られるようなギリギリで避けた。そして間髪容れず叩き込まれる返しの斬撃を後方へ転がって回避。

　即座に立ち上がって横よこ薙なぎの一撃を上へはじき返した瞬間……破滅的な音を立てて私の盾が木っ端みじんになった。

「あっ!?」

　訓練用の盾は端材を丸く成形して縁を覆う金属の箍たがで留めた簡素なものだ。木剣を受け止めるのには十分な強度を持っていても、ランベルト氏の剛剣を何十回と受け止められる代物ではなかったらしい。

　畜生！　これからって時に!!

「ぬっ……」

　一方で弾き飛ばされたランベルト氏の木剣も歪ゆがんでいた。まぁ、刃引きされた鉄の模擬剣ならまだしも、木剣では氏の豪腕に耐えきれなかったということか。破壊に私の技量が僅かなりとも嚙かんでいたと思えば幸いであるが。

「ああ!?　団長またぶっ壊した!?」

「やっべぇ!?　スミスの親方に叱られる!?」

「ちょっと団長！　今回で何本目っすか!?」

「えっ!?　俺か!?　俺ぁ悪くねぇぞ!?」

　台所事情が厳しい自警団の悲鳴が決着の証あかしだったようだ。乱取りの疲労から回復していた聴衆のお寒い非難に救われた私は、しびれる左手を振って安あん堵どの息を吐くのだった…………。





【Tips】自警団の活動費用は代官より与えられているが、禄ろくを考えると大した額ではないため荘しようからの寄付で賄われる部分も多い。






　ランベルトは乱取稽古を眺めて久方ぶりに愉快な気分になっていた。

　選抜のあの日、加減した一撃を受けて泣きわめく子供達たちの中でただ一人立ち上がった一番頼りなさそうな少年。少女のような顔つきをした彼が血を拭いながら二度、三度と立ち上がり、最後には拾い上げた石で攻撃を防ごうとしたことをよく覚えている。

　才能というのはよく分からないものだ。繊細な彫刻でも作っているのが似合いの風貌である彼が一端の剣士となるとは。

　彼は率いる自警団を古巣傭兵団と斬り合っても負けないと自信を持って誇れるほどに鍛え上げていた。乱戦になっても同数か少し上くらいまでなら問題なく勝てる。それほどの自力があると経験から分かっていたし、満足していた。

　だが、そんな中でもエーリヒは異質だった。乾いた畑が水を吸い込むように技を吸収して立派な花を咲かせる。荒っぽい戦場刀法の中で揺るがぬ理を作り出し、理合で以もつて不利を押しつける様は古巣の傭兵団でも滅多に見られない腕前であった。

　なればこそ、他の団員のことを慮おもんぱかって自分だけが稽古をつけた。歳としが一〇を幾つも超えない少年に負けて、傷つかない矜きよう恃じがあろうはずもない。

　荘を出る前からこれほどに彼は強かった。才能に恵まれたと余人は言うやもしれないが、ただの才能だけでは至れない領域もある。ランベルトをして幾度と戦場でかち合っても首を取りきれなかった騎士や傭兵達のように。

　群の中において個として輝き、群の不利を押し返す。世の中にはたまにいるのだ。理不尽なまでに強い個が。

　驕りでもなく己も斯か様ような理不尽の一つである自負があった。倍する敵をぶつけられて劣勢に陥った時も、自分を中心に手て練だれを集めて押し返してきた血の実績。戦術を練って必勝を期し襲いかかった敵からすれば理不尽以外の何物でもなかろう。

　帝都から帰って来たエーリヒもまた、そんな理不尽の臭いがした。

　何ど処こに出しても恥ずかしくない配下と、もう少し育てれば使い物になる若者、まだまだだが気合いだけは十分な若年層、全てをまとめ上げて一個の戦力として成立するよう練兵してきた。

　そんな彼らが笑えるほど遊ばれている。乱戦向けの稽古なので長物も弓もなしとあっては実戦と同列に語ることはできまいが、盾と剣、両手剣を模した木剣が掠りもしない。一合とて打ち合いを〝させてもらえず〟急所を狩られていく様は滑稽でさえあった。

　にもかかわらず、多少の余裕を見せているところが更に笑いを誘うではないか。

　まだ一つか二つ隠し球を持っている余裕だ。囲んで押し込まれてもなんとかなる技を練り上げたか。

　動ける者がいなくなり、ランベルトはついに興を抑えることをやめた。得物を手に挑発をかければ、暴れ回って疲れているだろうにエーリヒは元気に向かってくるではないか。

　加減して片手で剣をぶん回して済ませられる相手ではない。彼は久方ぶりに得物を十全に握り、指導するつもりではなく〝叩き潰す〟覚悟で振るった。

　しかしエーリヒは倒れない。〝受け流せない〟打点を狙って叩き付けた一撃を受ければ、刃と大地に挟まれて潰れてしまうはずだった。しかし盾を傾けてかろうじて受け止め、潰されることを嫌って自ら後方に退いたではないか。

　判断もよし。力量に見合った柔軟で素早い思考が根付いている。

　凶相を更に凶悪な笑みに歪め、ランベルトは久しく見せることのなかった本気を出した。

　雑に振るうのではなく剣に技を乗せ、避けられなかったら知らんぞと言わんばかりに急所を狙う。愛用の両手剣ではないので使えぬ技も多いが十分だろう。相手も馴な染じんだ得物ではなく、ましてや品質も上等とは言えない物を使っている。

　これくらいでようやく平等フエアというものだ。

　たったの数合で終わるなどといった拍子抜けはなく、エーリヒはランベルトの攻撃を愉快になるほど正確にいなしてゆく。合間合間に差し込まれる攻撃も精妙無比を極め、ただ武器を振り回すしか能がない剣士であれば容易たやすく手傷を負い、次第に不利に追い込まれていっただろう。

　良い剣士に育ったと素直に感心する。

　人間には得手不得手と向き不向きがある。それを理解せず訓練をする者のなんと多いことか。

　巨大な骨格と大量の筋肉に裏打ちされて漸ようやく操れるような剛剣に憧れる少年は多い。だが、長大な両手剣は本当に選び抜かれた人間にしか真の意味で習熟は許されないのだ。小手先の技術だけでは覆い隠せぬほど長い剣の扱いは難しい。

　それを理解せず手を出し、折角の適性を伸ばせず潰れていった武辺者を幾人と見てきた。

　だが、エーリヒは自分向けの戦いをきちんとしてきている。将来的には伸びるだろうが大男と呼べるほど恵まれてはいない体格には、速さと重さを両立させた技巧ある戦いが適しているように思える。

　その上、適性に溺れず独創的に戦ってくるのも良い。常に斬撃が届きにくく、届いても威力を発揮しづらい立ち位置を占めてくる戦法は実に鬱陶しい。だのに当人は取り回しに易やすく、多少間合いが近くとも突き込める寸法の長剣を使ってくるのだから、防ぎにくさも相まって実にやりづらい敵に仕上がっていた。

　では一丁試してみるかと、訓練では秘してきた戦場で感覚的に培った技の開帳にも付いてくるのだ。

　地面に埋まった石の活用、死角を突く攻撃や身のこなし。どれも戦場で腕自慢共に何があったか分からぬという顔をさせながら首を飛ばした自慢の一撃だった。

　それにキッチリ応えてくるのは、単純な実力だけではあるまい。

　戦の中でだけ磨くことのできるカンが戦士をより高尚な存在に高めていく。

　殺気を感じ、感覚を錬磨し死を遠ざける経験は、修羅場を潜くぐる程に磨き上げられ名前の付けられない武として体に染みつく。

　僅か三年。それだけで、こんなになるまでの修羅場にどうやって恵まれたのか。ランベルトは隠居の身としては分不相応だと分かりつつも羨望を抱く。

　戦士を磨く良き戦場に出会える機会は希少だ。何処にでも転がっているものではない。

　幾つの戦場を渡り歩こうと、つまらない相手しかいない時もある。湿し気けた戦場で金を稼ぐことはできても、戦士としての高みに近づくことは能あたわないと分かっているからこそ、たった三年で戦士の至高に近づく好機に恵まれた後輩が羨ましくて仕方がなかった。

　己にももっと機会があれば、何処まで登れただろうか。

　そんな嫉妬に自嘲したからか、ランベルトは敢あえてエーリヒを懐に迎え入れた。

　蹴りや格闘から敵を怯ひるませて全力の剣撃を叩たたき込むのは、現役時代から体に馴染んだ連携。傭よう兵へいの武器とはすなわち五体そのものであり、四肢と武器全てを柔軟に使いこなしてこそ。蹴り飛ばして隙を作り、回避も防御もままならぬ姿勢を強いた上で受け流し難い横よこ薙なぎの一撃を叩き込んだ。

　さぁ、どうくるか。

　僅かな硬直の後、エーリヒは盾の面ではなく、剣が滑りやすい縁をきちんと立てて斬撃を上方へと受け流した。体重を乗せて下に叩き潰す方が簡単であるが、それでは下半身に攻撃を受ける危険性があるため避けたのだろう。

　しかし、不確かな体勢で攻撃を上方へ流すのは普通であれば困難である。桁外れの体幹と精妙な力加減がなければ、半端に構えた盾ごと潰される。

　だが、エーリヒは双方を両立させて剣を受け流してきた。

　盾が微み塵じんに砕けたのはやむないことか。自警団の訓練で日々雑に扱われているし、最初から上等な品という訳でもない。むしろ驚嘆すべきは、そんな物で圧倒的な質量を受け流し続けてきたことである。

　内心で感嘆一つ。渾こん身しんの一撃をこちらも精妙に加減して体を泳がせることなく次につなげる構えに持って行ったが、視界を横切った剣を見て気づく。

　木剣が跳ね上げられた衝撃で歪みきっていた。元々適当な端材で作られていることもあり、壊れた盾と同じく上等な物ではなかった。ただこれはランベルトの膂りよ力りよくに品質が追いつかなかったというよりも、それに併せて完璧に受け流されたということもあろう。

　年とし甲が斐いもなく歴戦の傭兵は悔しさを覚えた。まだ十五の小こ倅せがれに本気を出して対処されたのは拭いがたい苦さを口中に生じさせる。

　自分がアレくらいの時はどうだったかと考えてしまい、やるせない心地にさせられて。

　ついでにまた、大事な備品を壊してしまった……。

「ああ!?　団長またぶっ壊した!?」

「やっべぇ!?　スミスの親方に叱られる!?」

「ちょっと団長！　今回で何本目っすか!?」

　これ以上戦うことはお互いできなかろう。ランベルトは配下達の非難の声に憤りを混ぜて返しながら、いつか本気で一手指南してやりたいという欲求を飲み込んだ…………。





【Tips】三重帝国傭兵。戦うことで糧を得る半専業軍人であり、高い戦闘能力と統率力を活いかして戦列に飛び込んでの乱戦を得意とする。徴発された農民兵は長なが槍やりがあるからこそ辛うじて兵士として運用できており、数の理が活かし切れぬ乱戦に持ち込まれてしまえばあまりに脆もろい。

　しかし、彼らは戦って糧を得ることを目的としているため、明らかな負け戦や先が薄い籠城戦などには加担しないので扱いが極めて難しい。まして扱いを誤ったその日には、直すぐ隣の戦列から致命の刃が飛んでくるとなれば……。






　都会と田舎で物価が違うのはよくあることだが、田舎の方が物価が高いという事実に前世のせいで違和感が強い。

　とはいえ、生産も流通も田舎の方が少ないから、この時代では仕方がないのだ。むしろ当然の理屈とさえ言える。板一枚とっても林業の規模と工房の多さ、需要に伴う流通量によって価格は上下するもので、住宅需要が大都会と比べると乏しい田舎では良質品の値が張るのは至極当然であった。

　ああ、こんなことなら帝都を出る時に買い込んでおけばよかった。倍以上違うなんて聞いてねぇよ。

　ある晴れた冬の昼下がり、私は目減りした財布の中身の代わりに手に入れた板材を抱えて馬房に来ていた。家で作業して汚すわけにはいかないからだ。

　手には借りてきた大工道具一式と使い慣れた彫刻道具。あとはちょっとした細工を込めたインク壺つぼ。

　いやはや、本当に驚いた。子供の頃は金を使ったりしなかったので田舎の物価を知らなかったのだが、食い物以外が悉ことごとく帝都より高い。同業者の職工組合なんぞがあったから――魔導院の御威光もあるが――手軽に手に入る物が全然お手軽じゃなくなった。こりゃあ酸化銅なんぞの魔法触媒にも苦労させられそうだな。

　値段のことはどうしようもないけれど、手に入ったのだからこれ以上の文句はやめておこう。人生諦めも肝要だ。通販サイトでぽちっとやれば必要な物が日用品から趣味の物まで手に入った贅ぜい沢たくな世界のことは忘れようじゃないか。むしろ金で取引してくれたことに感謝するべきである。

　私は買ってきた板材に木炭で下書きをして準備を終えると、彫刻道具を取り出そうとし……。

「ふっ」

「ひゃんっ!?」

　耳に息を吹きかけられて彫刻刀を取り落とした。

　耳を押さえて振り向けば、悪い笑みを浮かべたマルギットの姿が。くそ、黒星がまた一つ……。

「可愛かわいらしい声をご馳ち走そう様さま」

「危ないなぁ、怪け我がしたらどうするのさ」

「そうならないよう、作業を始める前にしたでしょう？」

　ということは、暫しばらく前から観察されていたのか。やはり種族の強みを活かした構築をされるとヒト種メンシユは弱いな。鈍いし脆いし、暗視技能にも限界がある。

　夜闇でも全く問題のない、完全な闇の中で機能する目。不整地どころか壁面や天井にもへばり付ける多脚に、どれだけ高所から降りようと怪我を負わず減速できるしおり糸。人類の中でも底辺に近い種族である我が身からすると、どれも喉から手が出そうなくらい羨ましいが手に入らない特製だ。

　まぁ、手に入らずとも味方にいる分には心強いので、指を咥くわえて大人しく諦めるがね。不意打ちを食らう可能性はマルギットが同道してくれればかなり薄まるから、そっちに熟練度を振るのも勿もつ体たいないし。

　ヒト種メンシユのままヒト種メンシユを超えるような魔法は難しいし高価なんだよな。副作用も強いから、味方に任せられるなら任せるのが一番だ。憧れるのは別問題なれど、私は「その熟練度使ってしたかったことがそれ……？」と言いたくなるような構築には拘泥しないのだよ。

「それで、何を作るつもりでいらして？　家具にしては仰々しい模様ですこと」

「ちょっとした小道具をね」

　熟練度はもっと大事なことに使うのだ。具体的にはこの箱、〈空間遷移〉のレベルを〈熟練スケールⅣ〉まで上げることで使えるようになった〈物体遷移〉の触媒に使った。

　前にも〈空間遷移〉は莫ばく大だいな熟練度が必要になると言ったが、取得しようと伸ばした指が震えたよ。一年かけて稼いだ熟練度に〈光輝の器〉効果で底上げした――思ったより増えてたのは何なのだ？――帰路で稼いだ熟練度を蕩とう尽じんし、やっとこ非生物限定で安定して物を遷移させられるようになった。

　それもかなり制約がある状態でだ。精々手に持つことができる程度の重量と質量の非生物を一度に一つ、決めた場所から引っ張り出せるようにする程度。それでも移動技術が未発達なこの世界では大したことなのだけれどね。

　空間遷移技術がここまで習得困難になったのは、神々の思惑があるのではなかろうかと考察している。移動と情報伝達が簡便化すれば文明は飛躍的に発展するので、過度な成長を遂げられないよう世界そのものが〝枷フエイルセーフ〟を嵌はめているのだ。

　事実、研究したアグリッピナ氏曰いわく時代を経るに連れて空間遷移の使い手は減り、今や半遺失技術と化しつつある。

　憶おぼえるべきことが多く、越えるべき制約も多過ぎる。故に全ての魔導に通ずる者が空間遷移をこの上なく便利だと認識しつつも、習得できない物として諦めつつあるのだ。

　然さもなくば、大体のことは許してくれる未来仏が授けてくださった権能が、こうもしょっぱい数値を見せる道理がない。〈戦場刀法〉を〈神域スケールⅨ〉に持ってけるだけの熟練度を〈基礎スケールⅢ〉レベルで要求されてたまるかよ。色々な前提が崩れるのを嫌って用意された設定としか思えんわ。

　いや、うん、分かるよ、高レベルになればなるほど〈空間遷移〉みたいな魔法が出てきてセッションがやりにくくなるのは。それこそ「あ、やべ、これあの魔法があれば一発でシナリオクリアされるじゃん」みたいな魔法に頭を悩ませた経験は全てのＧＭゲームマスターが持っているはずだから。

　推理シナリオで噓うそを看破する魔法を叩き付けられて白目を剝むいたり、護衛シナリオで先行した魔法使いが転移魔法で護衛隊商を送り届けて全てのイベントがぽしゃったり……初心者だったころは色々やらかしたものだ。

　だから仕方ないんだ。ＧＭゲームマスターに優しくなさ過ぎる世界は衰退するからね。仕方ないね。

　世知辛い世界の事情はさておくとして、物体を遷移させる術式を成立させたが、これでも中々大変だった。

　世界に魔力で干渉し、一一の次元を越えて穴を穿うがつのは本当に大変なのだ。通路はナノメートル以下の厚さなのに異相空間を越えるという無理は、通過する物に否いや応おうなく不可逆の干渉を仕掛けようとするため理論が複雑に過ぎる。

　少なくとも、我々が存在している三次元の基底現実にのみ適応した生体を通せば、一瞬で現実との認識不全を起こして崩壊する程度には。

　だから、莫大な熟練度を投資して尚なお、この門を潜らせることができるのは〝無機物〟と〝術式〟だけなのだ。

　いや、最初は凄すごく悩んだね。〈基礎スケールⅢ〉に留とどめて万一の貯金を作るべきか、更なる初見殺しにして分からん殺しの札を握るため〈熟練スケールⅣ〉にまで上げるか。

　悩んだ結果〈空間遷移〉以外の術式も通すことができる〈熟練スケールⅣ〉にまで上げたのだけど。

　これもまた難解だったよ。アグリッピナ氏は日常的にやっている癖して、その実は魔法の中に別の魔法を破綻なく通すという、撃った弾丸に別の弾丸を当てて跳弾させるような離れ業……というか、殆ほとんど物理的に成立し得ないような技術なんだもの。

　複数の術式を一つに纏まとめ上げている高度な術式とは、また次元が違うからな。むしろ、その場で術式を即興で弄いじって通している外道がおかしいだけで、私はまだ常識人なので幾らか世界を誤魔化してお目こぼしして貰もらっているだけだ。

　術式が空間遷移を通れるだけとなると、人を通せるのに比べたら地味と思うかもしれんが、まぁそんなことはない。後々実験して、えげつなさを実感してみよう。

　ただ、頑張った割にはまた燃費がとんでもなく悪い。魔力事情を改善させた私をして、適当に使うと一発で魔力枯渇を引き起こすクソ燃費だ。

　それを解決するためにこの箱を作ろうとしている。

　大人しく適当な所に腰掛けて観察しはじめた幼おさな馴な染じみの声援を受けつつ、私は彫刻刀で下書き通りに紋様を刻み込む。そして、その縁に前もって帝都の工房で用意したインクを塗り込めていった。

　これはただのインクではなく、幾つかの魔法薬と〝私の血〟を混ぜ込んだ特殊なインクだ。直ぐに乾いて劣化しづらくなり、防水能力を持たせる魔法薬を混ぜ込んだ上で私の血を入れることによって魔力との親和性を高める細工が施してある。

　そして、こいつで術式陣を刻んで密閉された空間を作れば、空間遷移の精度と燃費は格段に向上する。棺かん桶おけよりは二回り程大きい箱であれば、中身を簡単に選んで取り出せるし一日に一〇回は問題なく使えるくらいの燃費になるはずだ。

　要は一番大変なのは取り寄せる物の情報だのを設定して、その上で座標を摑つかんで取り寄せることなのだから、一番大変な所だけを簡略化・限定化することで労力は軽減できるよねという論法である。

　これに関しては、アグリッピナ氏にも監修してもらって一応は使えると判断していただいた。

　その時に「態わざ々わざこんなことしないといけないわけ？」という貴族オブ貴族な感想を頂戴してしまったが、貧乏人には貧乏人なりに工夫しなければならないことがあるのだ。説明しても納得はしてくれなかったけど、協力はしてもらえたので失敗することはなさそうだ。

　紋様を刻み込み――箱の内側だけにしてある。外にまで達したら禍まが々まがし過ぎるので――箱を組み上げるのにかかった時間は一刻ばかりか。とりあえず実験としてそこらで拾った木切れを放り込んでみる。

「ねぇ、一体何を作っていらして？」

「論より証拠ってことで、今から使ってみるから見ててよ」

　そして術式を起動。低燃費な魔法ばかりを好んで使ってきた私には不慣れな、多量の魔力が一気に抜けていく気持ち悪い感覚に軽い吐き気を覚える。省魔力の術式を通すことを前提とした指輪の基部が一瞬悲鳴を上げたが、蒼あおい宝石が輝いて出力が安定する。

　おや、一応は〝月の指輪〟でも耐えられるよう術式を調整していたが、想定より通りがいいな。もしかしてヘルガの名残が助けてくれたのだろうか。

　かつて助けようと願い、誰の力も及ばなかった彼女の助けが掌中にて形を結ぶ。

　外道が多用していたせいで見慣れた、しかし改めて直視すると背筋が嫌に粟あわ立だつ〝ほつれ〟から木切れが吐き出される。この怖おぞ気けは、人が触れては生きて戻れない領域に繫つながっている穴への根源的な恐怖が擽くすぐられたのか。

　ただ、こうも気分が悪くなるなら戦闘の真まっ只ただ中なかでは気軽に使えないな。もっと燃費を向上させるか、魔力が抜ける感覚に慣れねばなるまい。

「まぁ!?」

　マルギットの驚く顔に気分よく箱を開けて見せてやる。中からは入れていた木切れが消えており、下らない手品でないことを証明していた。

　当然のことだ。これでアイテムが増殖していたら本当の不具合グリツチだからな。世界からどんな突っ込みが返ってくるか分かったもんじゃねぇ。

「そんなこともできるなんて……魔法は凄いのねぇ」

「そうだろう？　これで重い物とか壊れ物を安定した所に置いたまま旅ができるんだ。そして必要になったら取り出して使えば良い。この箱ごと呼び出すこともできるからね」

　説明してやれば、彼女は首を傾かしげて聞いてきた。

「なら、私が収まって呼んで貰うこともできるのかしら。この大きさなら人の一人や二人、何ど処こにでも連れて行けそうですけど」

　あー……うん、そうなるよね、分かるよ。

　でもまだ無理だ。〈空間遷移〉は一瞬だけこの世とはまったく異相が異なる世界を通して物を移動させる技術なので、残念ながら普通の生き物は耐えられない。生き物を〝生きたまま〟移動させようと思えば、もっと高度な術式を練らなければならない。

　アドオンと空間遷移本体の熟練度も合わせれば、私を構築している熟練度の全部をぶち込んでなんとか……というところだろうか。

　うん、仕方ないよね。だって人間に瞬間移動されたら、それだけで破綻するシナリオが多過ぎる。色々とバランスが狂うから割高にしておきたい世界さんの都合はよーく分かる。さもなくばＧＭゲームマスターだって態々魔法が使えなくなる都合の良い空間や結界を用意したりはしないさ。

「魔法も全部が都合よく、とはいかないものなのですね」

「分かってくれてなによりだよ。魔法使いとなれば、何だってできると勘違いする人もいるからね」

　幼馴染みが理解ある人種で本当によかった。私達たち魔法使いはあくまで構造をちょちょっといじくって世界に〝気を遣わせている〟だけに過ぎないから、法則を完全に無視して便利な現象を引き起こせるわけではないのだ。

　無から有は生み出せないし、一ひと欠片かけらのパンから無限にパンを増やせはしないし、焼き魚を生きた魚に戻すことなんてできはしない。だが、知らない人に限ってなんでもできると思われがちだからな。その点を鑑みれば、未熟な私に師が魔法使いであることを隠せと言うのも納得がいく。

　便利屋として使えると思われて無茶振りを喰くらっちゃたまらんからな。

「でもこれ、貴方あなたが使い手でよかったですわね」

「なんで？」

「だって、やろうと思ったら何でも都市に持ち込めるのでしょう？　ええ、何でも」

　含みのある言葉を聞いて、意味を理解しゾッとした。

　ああ、雇用主がリモコンを取るような気軽さで使っていたから忘れていたが、これは実に悪辣な術式なのだ。それこそ法の下に規制された物であろうと、どんなに厳重に隔離された人物でも連れ出せてしまうような。

　そりゃ極夜派の偏屈共が必死こいて術式を通さない結界を作るはずだわ。

　ご禁制の品を密ひそかに持ち込むくらいなら可愛かわいいもので、絶対に敵国に渡ってはならない人物を一瞬で拉致することができる上……この〝門〟を敵国首都の上空に開いた上で〝戦術級術式〟を遠距離から一方的にぶち込んだら？

　酷ひどいことになる。そりゃ使えるってだけで教授昇進もさせるわ。

　私達は見つめ合い、堅い誓いを一つ立てた。

　この箱のことは、絶対に二人だけの秘密にしておこうと…………。





【Tips】空間遷移の箱。エーリヒが自分用に作った魔導具であり、この中に入っているものは低燃費で〈空間遷移〉させられるよう術式陣が組み込まれている。






　昔、夜中に家を抜け出すといえばコンビニに買い物へ行くと相場が決まっていた。

　高校生の頃、冷えた空気を楽しみながら、あの安っぽい唐揚げを囓かじる時間は特別だったね。絶対に体に悪いと分かっていても、むしろそれが美お味いしさを増す香辛料アクセントとして働いていた。

　ただ、今やあの賑にぎやかな看板の灯火は遠く、月の明かりを頼りに近くの林へ逃げるようにやってくるだけだ。不健康そうに味が濃い唐揚げも、大好きだった甘ったるいコーヒー牛乳も、大人になってから憶えた煙草たばこの紫煙もここにはない。

　あるのは自分と丸い月、そして手にした剣という名の力。

　基本の型を繰り返す。戦場刀法は大雑把な剣術であるが、型はある。受けに向いた構え、前のめりに斬り込みに行く構え、攻撃を誘って逆撃を叩たたき込む構え。仮想の敵と切り結び、延々と気が赴くままに剣を振りたくる。

　自警団の訓練はいい運動と練習になる。ランベルト氏とガチでドツキ合うのは、何度か命の危機を感じるだけあって最高の熟練度稼ぎだ。正直、〈神域スケールⅨ〉に至った私に剣術と体術だけで迫るあの人の完成度合いは洒落しやれになってないね。なんでこんな田舎でのんびりしてるのか理解に苦しむほどだ。

　正直ガチで剣一本担いで殺し合いをしたら勝てるか分からない。単純な性能比というよりも、持っている引き出しの差とか……あと、運の太さとかが大分違う気がするのだ。

　人が藁わらのように死に、誉れ高き騎士が流れ矢に倒れ、飛び交う魔導で一角の武辺者が気まぐれのように落ちる戦場。そんな地獄で引退できるまで前線に出続けられる剛運はかなり羨ましい。会戦に参加していたということは、戦術・戦略級の魔法にかち合ったこともあるだろうから。

　とはいえ鳥をやっかもうが飛べないように、運のいい人を羨んでも幸運にはなれない。タイムラインに流れてくるガチャの結果を恨めしげに眺めたところで、贔ひい屓きにしているキャラが出てくれるわけもなし。

　だから私は私のやり方で殺しにかかれば良いのだ。剣の稽古だけでは、折角の魔法の腕が鈍ってしまうからな。

　剣を振ってエンジンがかかってきたので、調子を少し上げていこう。

　中距離に陣取った仮想の敵に持っていた〝送り狼シユツツヴオルフ〟をブン投げた。投げナイフほど正確にはいかないが、三㎏以上ある鉄の塊が高速回転してぶつかってくるのだから、当たるのが刃だろうが柄だろうが誤差よ誤差。

「一番アインズ」

　指を一つ鳴らし、補助詠唱と共に術式を起動。空間が解ほつれ、一番の附票タグをつけた剣が虚空から掌中に現れる。因ちなみに常時携帯しているので愛剣にはタグを振っていない。

〝送り狼シユツツヴオルフ〟より少し長いくらいの剣は、ミカと遠出した時、ヴストローへの往路で襲ってきた野盗共からの戦利品である。

　ついで〈見えざる手〉を起動し、投とう擲てきした剣を拾い上げ一本の腕で扱う。二刀流、というより〈多重併存思考〉により独立稼働する半自律の見えざる剣士がいるような調子だ。

　そのまま幾つか型を繰り返した後、不可視の剣士が押さえつけていた仮想の敵に投擲。拘束してから投げ物でとどめってのは様式美だよね。

「二番ツヴアイト」

〝手〟で操る剣を増やしながら空間遷移で剣を呼び寄せ回転を上げていく。三つ、四つとタグを振った剣を延々取り寄せて使い捨てるように持ち替えてゆく。全て無銘であるが品質はよい拾いものだ。得物を厳選しておけば、魔剣の迷宮でやった即席の戦列よりずっと統率が取れたコンボが出来上がる。

　リプラー子爵邸で私兵相手に大立ち回りした時に用いた物だ。あの時はコンボ名など考えていなかったが、名付けるとするなら〝騎士団〟であろうか。

　どれだけ密に剣を振るおうが、力場の体は干渉し合わず刃が抜ける。多数の群が持つ数少ない弱点の一つである、仲間の体という死角を克服した術式のえげつなさは、先に数多あまたの私兵を屠ほふった時に確認済みだ。

　一撃を受け止めても、本来ならばあり得ぬ場所より突き出される第二、第三の刃が殺しに来る。不可避の位置より攻撃を叩き込む性質は、尋常の相手と刃を交わすことに馴な染じんだ達人ほど意表を突かれて効果的に機能するだろう。

　箱に収めた〈見えざる手〉が扱える限界の本数まで剣を引き出し、それすら投げ捨てた後に虚空へ手を伸ばし声もなく名を呼んだ。

　あの忌々しく寝所を這はいずり、盲めしいた愛を語るおぞましき魔剣を。

　空間を斬り削る、呼び出されたことへの歓呼。求められ剣として握られることに随喜の絶叫を上げながら〝渇望の剣〟が手の中に這いだした。

　黒い刀身は相変わらず。かすれて読めない古語が刻まれた樋ひの文字も悍おぞましく、月の光さえ飲み込む黒い剣は絶好調であった。

　さっきから五う月る蠅さかったのだ。剣を振るうなら早く呼べ、疾とくその甘美な指より愛あい撫ぶを与えてくれと。

　呼び声に応えて寸法すら私に合わせる狂気の愛を叫ぶ剣を手に、舞踏にも似た足運びを止めることなく剣を振った。

　己という〝闘争のための機械〟が持つ性能の限界を確かめるよう、雫しずくの一滴まで出し惜しまぬ覚悟で。

「さぁ、行くぞ……」

　じゃあ、新しいコンボの試運転だ。虚空から剣を取り出し、補給なしでぶん回すのは応用に過ぎない。最初セツトアツプから全力を出せる底上げに過ぎず、これだけで終わっては勿もつ体たいない。

　とくれば、新しいコンボだって必要だ。

　全ての〈見えざる手〉が握った剣を仮想の敵に投げつけた後に術式を一度解除し、今度は開いた〝門〟へと力場の手を潜り込ませた。

　同時、仮想の敵へ力場の手が門から引っ張り出した無数の短刀を絶え間なく投げ始める。全方向、地面以外の全角度から。場合によっては股下にある地面の縁ギリギリからも。

　そう、門を術式が通ることができるのであれば、当然ながら術式を介した遠距離攻撃の射出口や補給口になる。

　これは、その一番簡単な利用。

　どっかの吸血鬼の如ごとく――時間は止めてないけど――四方八方から雨あめ霰あられと投擲物を投げつけられれば、達人とて対処に苦労しよう。たとえ恒常的な抗物理結界を張り油断している魔法使いでも。

　抗物理結界は経験上、全部をぶち抜ける強力な一撃か、断続的かつ短期間に集中する攻撃に弱いと分かっている。

　仮面の貴人が展開していた七層の抗物理結界というとんでもない代物も、南瓜かぼちやを割る勢いで叩き付けた追加の衝撃によって割られた。そして、読んだ論文にはエアバッグの如く打撃に反応して自ら割れる障壁もあったが、それは些さ細さいな一撃でも割れるのだ。なら、多様な結界に反応できる多重攻撃を持っていて損はない。

　それに、これにはこれで利点もある。

　多数の雑魚相手に使えば、半死人を大量に生み出すことができる。

　呻うめくこともできない重傷者を量産したり、一目で駄目と分かる死人を出すよりも、想像しやすい痛みで呻き回っている仲間の方が生き残りの心を効率的に折ってくれる。

　それに私の魔法は市街地で使いづらいのが多いのだ。

　低燃費のために魔術に頼っている〈焼しよう夷いテルミット術式〉は、燃え移った物を恒星に近い温度で無差別に焼き払うので、都市部で使えば火付けとしてしょっ引かれかねないし、それは〈油脂焼夷材術式〉も同様だ。

　言うまでもなく〈雛ひな菊ぎくの華〉は論外である。運悪く通りかかった通行人やら自宅でのんびりしているだけの人を巻き込む訳にはいかん。考えなしに使ったが最後、戦闘処理の後でＧＭゲームマスターが嫌らしい笑みを引っさげて「ところで君、どこで無茶苦茶やったか分かってる？」と盛大な罰則を押しつけてくること請け合いだ。

　私達は冒険者になるのだ。だったら、都市の暗がりシヤドウランで振るうことに適した札の一枚や二枚は必要だろう？

　肉体と剣の境目が曖昧になるほど踊り狂いながら魔法を扱っていると、不快な偏頭痛がこめかみから脳の奥へ刺さるように走った。

　魔力の枯渇を報しらせる警報だ。脳が無茶をし過ぎると〝オチるぞ〟と教えてくれている。

　全力でコンボを使った際の継戦能力の確認はこの辺にしておくか。汗みずくになってしまったが、自分がどこまで戦えるかを把握しておくのは本当に大事だからな。いざ実戦で術式を使って昏こん倒とうしました、なんてことになったら笑うに笑えない。

　よし、色々考えて構築したが悪くないんじゃないかな。まだアグリッピナ氏ほどの理不尽性能ではないが、結構なクソゲーを相手に強いることができると思う。

　あと、最初から全力を出すなら剣を個別に呼ぶのではなく、箱ごと引き寄せた方が最終的な消耗は少なく済むかもしれないな。そっちの方が絵面も強力かもしれないし。

　物資の都合が付いたら二つ目や三つ目の箱を作ろう。途中で中身がごっちゃになって、必要のない物を取り出しそうになることが何度もあった。必要な物が中々見つからなくて、中身をゴチャゴチャ飛び散らせるなんて、どっかの青狸子守ロボツトみたいな醜態は晒さらしたくない。

　とりあえず後片付けをしたら井戸で水浴びをして寝るかと思っていると、とても大事なことを忘れているのに気が付いた。

「……あ、コンボ名なんにしよ」

　私としたことが箱を利用する際のコンボ名を忘れているじゃないか。毎度毎度スキル構成を長いお経みたいに唱えるのは大変なので、よく使うスキルの組み合わせには演出もかねて名前をつけるのが一般的だ。シンプルに一番二番で済ますこともあれば、設定を練りに練って腕とか目とかが疼うずきそうな名前をつけることもあるのだが、これが結構大事なのだ。

　時短の意味もあるが、やはりＴＲＰＧには格好良い演出を可能とする設定を披露するのが醍だい醐ご味みというもの。何か格好良い口上を述べてサイコロを転がす爽快感といったらもうね。

　私は「もう終わりなの？」とでも言いたげに啼なく渇望の剣を地面に突き刺し、しばし思案に耽ふけるのであった…………。





【Tips】コンボ名。発動させるスキルを一ひと纏まとめにして申告するもの。あらかじめＧＭゲームマスターにキャラ紙を見せておき、このコンボ名の時はこれだけのコストを使って記載のスキルを発動させると分かりやすくしておけば戦闘で長々お経を唱えなくても済むため重宝される。

　心の中の中学二年生を大爆発させるもよし、ネタに走るもよし。最終的に盛り上がれば大抵のことが許容されるのがＴＲＰＧという遊興である。






　三重帝国の南方にしては珍しく深々と雪が降り積もる日、私達たちは越冬する天道虫のように居間の暖炉に張り付いていた。

　寒いのだ。木と石造りの家は断熱性に優れているとはとても言えず、吹きっ晒しより数段マシとはいえ四肢末端より凍り付くほど寒い。出立の日の豪雨といい、なんだって私が何かを思い立つとこうも想定外の出来事イレギユラーが続くのだろうか。

　暖炉前の一番暖かい所は赤ん坊の特等席だ。一番弱い子供はきちんと暖めてやらないと、あっという間に神の御み許もとに旅立ってしまうから。だから生まれたばかりの姪めいっ子は揺り籠に乗せられ、暖かさを一身に受けて穏やかに寝ていた。

　次に良いところは腹を膨らませた嫁御の居場所。次代を紡ぐ女性は三重帝国において、ことのほか大事にされる。絶対安静とばかりにかごの鳥にする大事ではなく、食事でも居場所でも一等良いところを貰もらえるのだ。

　眠っている姪っ子のため、そして、今お腹なかを膨らませている年子の弟か妹のために細いかぎ針で小さな小さな靴下を編む義姉は、幸せそうに安楽椅子を揺らしている。

　次に家長である父が最後に余った場所を陣取り、隣に母が寄り添って、後は人に遮られてあんまり届かない熱を我々兄弟が奪い合うように拾っていくのだ。

　……あれ？　家長は今ハインツ兄の筈はずなんだが、どうして斯か様ように立場が悪いのだろう。あれか？　結婚式での私の兜かぶと割わりで調子に乗り過ぎたやらかしが尾を引いているのか？

　だとしたら悪いことをしたなぁ、と思いつつ、私は内職として削っていた木像の出来映えを確かめた。

　模範的な荘しよう民みんが冬場にすることといえば内職だ。空っ風に追いやられて家に引き籠もり、高い燃料代にぴぃぴぃ言わされながら明かりを灯ともして手工業に精を出す。田畑を耕せなくとも農民に暇な時間など一時たりとてないのである。

　金髪も豊かな美女の似姿をとる豊ほう穣じよう神を模した木像の仕上がりは、私基準ではまぁまぁと言ったところか。器用を〈寵児スケールⅨ〉に引っ張ったおかげで造形の精緻さは一角のものと思えるようになったけれど、〈審美眼〉では〝小手先に頼った秀作〟という微妙な評価が下される。

　専門スキルではなく〈艶えん麗れい繊せん巧こう〉頼りの器用さでゴリ押しした腕前ならこれが限界だろう。一時そこそこの価格で取引されても、後の世には残らない部類の歴史上にいくらでもある品といった具合だね。

　内職としては十分ではあろうさ。仕上げをきちんとすれば、今冬の宿代程度にはなろう。

　私が毎度の如く木像作りに精を出すように、兄達は農具の柄だの日用具を新調すべく材木をひたすら削り、母と義姉は繕い物に没頭する。この時代、布が高価なのもあって被服は大変高価であるので、女性の手仕事といえば専ら家族が着る服を作ることや、町に持って行って売る服を作ることであった。

　それ故、女性は料理と裁縫の腕が一番の美的要素であり、顔は三番目と言われることもあるそうな。

「いやぁ、しかしアレだなぁ……」

　地味な作業をする家人の中で、一際地味な作業をしていたハンス兄さんが心の底から感情を込めた言葉を吐く。

「エーリヒ、お前冬が来る度に帰って来てくんねぇかなぁ」

　写本のため羊皮紙に綺き麗れいな文字を神経質に書き付けていた兄の言葉には妙に感情が入っていた。それもこれも、私が作った魔法の光源が部屋の中央に浮いているからだろう。

「そうよねぇ、暖炉の薪まき代も浮くし……」

　母が頰に手を添えて、主婦の苦労がたっぷり滲にじんだ吐息をこぼす。今、暖炉で煌こう々こうと燃えている火は薪を熱源としていない。私が魔術で作った、魔力を燃して熱を放つ魔導院で披露したら鼻で笑われるほど原始的な炎熱魔法だ。

「あれだけ溜まっていた洗濯物も一発で終わるし」

「壊れてた屋根も綺麗に直ったもんなぁ」

　兄夫婦も内職の手を止めることなく勝手なことを抜かしてくれる。先日、暇を持て余した私が家中の洗濯物や脂でくすんだ古着に〈清払〉をかけて回り、いつだか父上が修理しようとしてぶち抜いた屋根の縁を〈見えざる手〉を使って片手間に直したことを言っているのだろう。

「お貴族様が魔法使いを囲う理由がよく分かるぜ。嫁さんの家でも掃除するのに下男が二人いるんだから、どうやってあんなデカい屋敷を維持してるんだろうと不思議だったんだわ」

　良いところのお家に婿入りするミハイル兄さんならではの感想ありがとう。あと、あんたこんな頻繁に戻ってきてていいのか？　私の帝都話を聞きに来たらしいが、普通に内職してるあたり、良いとこの旦那様としての自覚がちょっと足りてなくない？

　あ、いや、そうではなくだね……。

「善意で頑張った私を体の良い召使いみたいに扱わないでおくれよ」

　言葉ではこう返したが、悪い気はしない。実家に帰った時に家の手伝いをしていたら、母親がこたつでのんびりしていたのと同じだ。家族特有の良い意味での扱いの雑さが、家に帰ってきたのだなと心に染みるようで心地好よい。

　これが他人だったら、こんな軽口すら叩たたけないからな。もし余よ所その家だったら、お客様なんだから座ってお茶でも飲んでてくださいと逆に落ち着かない対応をされただろう。

　やっぱりここは私の家で、田舎の農民なのだと己の起源を実感できて落ち着く。アグリッピナ氏の誘いに乗ってたら、こうはいかんからな。靴くつ紐ひもさえ他人に結んでもらうような生活となっては、居心地が悪くて落ち着いて座っていられなかったろう。

「それと、魔法は家事を楽にする道具じゃないんだよ、みんな」

「だがなぁ、本当に大したもんだよ。なぁ、ミナ」

「そうねぇ、私も使えるなら使いたいものよ」

　家族にまで秘密にしておくことはなかろうよと思って、少し奮発し過ぎたかもしれない。皆が奢おごって魔法が当たり前になった……などと心配しているのではなく、私が冒険に出た後、一度覚えた贅ぜい沢たくを忘れるのが大変だろうなと思って斯様な話題になっただけだろうから、悪い気はしていないけども。

「エリザもこんな風に魔法を使えるようになって帰ってくんのかねぇ」

「あら、じゃあ帰省したらエーリヒのようにお手伝いしてくれるのかしらね」

「冗談言わんでくださいな母上。エーリヒから聞いたろ？　自由に出歩けるようになる頃にゃ下手すりゃお貴族様だぜ。従僕が付いてくるだろうから、泊まるとしたら名主様ん家ちだ」

　暢のん気きな次兄と母に対して、貴種との付き合いがある三男は大分反応がシビアだった。羽根ペンでこめかみを搔かく彼は、翌春より代官の下で働くことになっているだけあって貴族文化にも随分と理解がある。

　故に分かるのだ。貴族位を持つ者と持たぬ者の差が。

　仮に家族であったとしても、後に出世して貴族位を持つ者に対して我々は軽々に声をかけてはならない。血のつながりがあったとしても謙へりくだり、名に敬称をつけて呼ばねばならなくなる。

　感情ではなく、国体がそれを強いるからだ。

　仮に当人が許しても貴族社会がそれを許さない。貴種そのものが軽んじられることとなれば、国体にひびが入り、牽ひいては帝国の鼎かなえの軽重を問われることとなるのだから。

　精々、余人を介さぬ小さな部屋で気軽に接するのが限界といったところだろうか。

　家族が大好きだった彼女には酷なこととなろう。

　ま、なんとかする手段がないとも言わないけれど……。

「エーリヒくらい自由に魔法を使えるのが一番かしらねぇ」

「まほう!?」

　義姉がしみじみ呟つぶやく声に反応し、高い幼子の声が響いた。

　音源は繕い物をしているミナの膝で寝ていた一人の幼児。

　膨らんだ将来の弟妹が眠る腹を護まもるように抱いていた彼は、兄夫婦の長子にして、私に〝おじさん〟という称号を与えてくれた幼い甥おいっ子だ。

　名はヘルマン。歩き回り言葉もしっかりしてきて家族をハラハラさせることに余念のない、生命エネルギーの塊である三歳児。

　父親の潑はつ剌らつさを遺憾なく受け継ぎ、しかし見た目は清せい楚そなミナ嬢の生き写しという、前世であれば子役として方々に引っ張りダコになりそうな彼は、初めて遭遇した魔法に目がなかった。

　それはもう大人としては眩まぶしいくらいのきらっきらした目で私を見上げてきて「おじちゃ、まほうみせて？」と辿たど々たどしくせがんでくるのだ。もうね、この世でエリザの次に可愛かわいらしいのでは？　と馬鹿叔父っぷりを発揮して色々見せてやったね。

　そのせいで彼は魔法という言葉に酷ひどく敏感だった。さっきまですやすやと母親の膝で寝ていたが、どうやら頻発される魔法という単語に寝ていられなくなってしまったらしい。

　部屋の中央で優しい光を投げかける光源を見上げ、感嘆の声を上げてじぃっと見つめる姿は本当に可愛らしい。これほど無条件に尊敬されると、面おも映はゆいけれど心の底から嬉うれしくなってしまって困るね。

　魔法の光源は四〇ワットくらいの電球色をイメージした柔らかい明かりを投げかけている。蠟ろう燭そくや行あん灯どんしかしか知らない人には、とても明るく見やすいと感じられるだろう。

　チラつくこともなく、高いところで輝くため手元に影も落ちにくい。帝都では比較的安価に――貴種目線であれば――手に入る魔導具で再現できるありふれた光源も、この南方の田舎では正しく魔法の仕上がりだ。

　これほど喜んでくれるなら、手持ちの道具で似たような魔導具が作れるので置き土産にしようかと思っている。

「おじちゃ、すごいね！」

「そうかい？　ありがとうヘルマン」

　無邪気に足に絡みついてくるヘルマンは、幼少期のエリザを思い出させる。出歩けるようになった頃は、いつもこうやって足に絡みついていたっけな。大きくなってからは手を繫つなぐようになってくれたけど、こうやって全身で頼ってくれるのは兄貴冥利に尽きる思い出だった。

　甥っ子は魔法使いに憧れているようなので、内職の手が空いたら杖つえでも作ってやろうか。ちょっとした術式を込めて、声を上げて振り回せば先端が光る簡単な魔法も込めて。前世でも姪っ子のお誕生日に似たような玩具おもちやを買ってやった思い出があるしな。

　ああ、ただ、それ一本だとお友達が嫉妬して大変かな。じゃあ、幼い日に兄へ贈ったような剣と盾の玩具も量産しようか。今の私なら一つ作るのに半刻かからないから、お友達全員と冒険者ごっこができるようにしてやろう。

　格好良い剣にがっしりした盾、持っているだけで強くなったように思える長い槍やりや神秘的な杖に、見た目は大仰だが紐を張っただけの弓矢。これだけ色々揃そろっていれば、あっという間に荘の人気者だな。

「おじちゃ、ぼくもまほーつかいになりたい」

「そうか。なら立派な杖を拵こしらえてあげよう。お友達を遊べるように武器も一緒にね」

　ほんと!?　とキラキラした目で見上げてくる甥っ子の頭を撫なでて、おじちゃんは噓うそは吐つかないよと笑ってやる。たしか触媒に使えるかと思って持って帰ってきた屑くず宝石が幾つかあったから、それを使えば立派なのを拵えてやれそうだ。

　折角だし音が出るようにもしようか？　ただ、あんまり凝り過ぎるとお友達用のと差がついて取り合いになってしまうか。

　子供の権力は玩具の立派さで決まる節があるから、ちょっと気を付けないと。可愛いからと優遇し過ぎて、逆にハブられることになっては可哀かわい想そうだ。

「あら、甥っ子だけが可愛いのかしら」

「そんなことはございませんよ、お義ね姉え様。麗しの眠り姫には人形でも拵えましょうか。針仕事も多少はできますよ」

　甥っ子だけに玩具をやっては不公平だ。端は布ぎれを貰って沢山ぬいぐるみを拵えてやるのもいい。綿を詰めるのは贅沢だから麦ガラあたりで膨らませることになるが、帝都で見た上等な物を再現してやればおままごとも捗はかどるんじゃなかろうか。

「おじちゃ！　ぼく！　ぼくがさき！」

「焦らなくていいよ、ヘルマン。おじさんは手先がちょっと器用だから、直すぐに作ってあげるさ。私達たちが子供の頃に遊んだ玩具も、おじさんが作ったんだぞ」

「おっ、懐かしいな。お前が五つの頃に作ってくれた剣、まだとってあるぞ」

「え？　ほんとですか？」

「ほんとほんと。立派だったし、剝げたニスさえ塗りゃあ幾らでも使える。ガキができたら、やるつもりだったんだが……そっかぁ、ヘルマンは魔法使いの方が良いかぁ」

　剣士に憧れていた兄は、息子の憧れが魔法使いに向いたのが少し残念そうだった。しかし、あんな拙い作品を大事にとってくれていたとは。弟冥利に尽きるな。

「あー、俺の槍は折れちゃったんだよなぁ……母上が突っ支かえ棒にするからさぁ」

「懐かしいなぁ。あん時はミハイル、お前すげぇ泣いたよな」

「言うなよハンス。お前だって杖の先っぽなくした時、エーリヒに言い出せなくて隠してただろ」

　あったなぁ、そんなことも。扱いが悪い子供が使うもんだから、私の技量が足りないこともあって何度も壊れては直したっけ。

「四人で冒険者ごっこをした日が懐かしいですね」

「あの頃からエーリヒは魔法使いとか僧侶ばっかりやりたがったよな。俺はいつも剣士だったけど」

「あれは兄さん達が格好良い役を一番にとるからでしょうに」

　そして、家族と再会した時に欠かせないのは、主観による補正交じりの思い出話だ。懐かしい、あの頃は皆で冒険者になるのだと近所の森へ妖精アールヴのコインを探しに行ったっけな。結局見つからなかったけれど、本物の金貨の如ごとく色いろ褪あせない思い出だ。

「そうだっけ？」

「そうだぜ兄貴。一番に一党の頭領格とっちまうんだから」

「いやいや、お前らに譲ったこともあんだろ」

「たまにじゃねぇか。しかも、譲ったとか言いつつ、やっぱり剣士役をやりたがったのは変わらねぇよ」

「ありましたね、そんなことも。あの頃は幼いながらに前衛が三人かよ、と思いながら仕方なしに杖や弓を選んでました」

「おじちゃ、ととさまとぼうけんいった？」

　ああ、行ったともと皆で思い出を語ってやると、ヘルマンは大変喜んで冒険に行きたいと言い出した。

　良いとも良いとも、おじさんが格好良いのを拵えてあげよう。それでお父上のように妖精アールヴのコインを探しに行くといい。

「下の子は妹だからな。弟が産まれて冒険者仲間になってくれればいいんだが」

「そうだなぁ、やっぱ同性の兄弟ってのは遊び相手としていいぜ」

「エリザは女一人だけで可哀想だったからなぁ。ガキだった俺らは寝台の側そばで大人しくお話だけなんてしてやれなかったし。思えば悪いことをした。エーリヒだけだったよな、ちゃんとお守りができたのって」

「エリザは皆のことを慕っていましたよ。木き苺いちごや蛇の抜け殻、綺き麗れいな蝶ちようの羽とか珍しい物を差し入れてあげていたじゃないですか。大事に宝箱にしまっていたのを憶おぼえています」

　繰り返される、あったな、そんなことという唱和。今も帝都で頑張っているであろう妹のことを懐かしんでいると、会ったことのないおばさまにもヘルマンは興味津々だった。

「私より凄すごい魔法使いになるため、都会で勉強しているんだ。ほら、これが君のおばさまのエリザだ」

「わぁ、きれい！　おひめさまみたい!!」

　写真がない世の中では、思い出話と細密画がその人を知る全てだ。ライゼニッツ卿きようから譲り受けた細密画は、本当に何ど処こぞの御お姫ひめ様のように可愛らしいのでヘルマンも大喜びだった。

　うむ、可愛いだろう？　それに一切理想化が入っていない細密画だから、出会ってガッカリすることはないよ。むしろ、ケーニヒスシュトゥールに里帰りできる頃には成人して、もっと美人になっているだろうから楽しみにしておくといい。

　それにしてもライゼニッツ卿はお針子衆のみならず、良い絵師も抱えていらっしゃるな。写実的なのに諄くどくなくて、線の少なさと色の配置でとても上品に仕上がっている。もしこれが見合い写真ならぬ見合い絵に使われていたら、大勢の男性が骨抜きにされていただろう。

　実際、よくあることなんだよな。アグリッピナ氏の下にも絵師の腕を凝らした珠玉のお見合い絵が届いたけど、実際に情報を集めてみたら理想化が過ぎて「誰の話だ」となったことが。エリザは誇張なしでこの可愛さなのが凄い。

　おばちゃまもすごいんだね、と手放しに褒める甥っ子を見てほっこりした私は、彼を膝に乗せてやって煙管きせるを取り出した。

　魔法で火を付け、煙を一服吐き出してから〈見えざる手〉で作った〝カタ〟の中へ注ぎ込めば、鳥の形に固定された煙が舞い上がる。飛んでいるように見えるよう〝手〟を動かすと、ヘルマンは幼い歓声を上げて目一杯手を叩たたいてくれる。

　私が見せる魔法とも言えない魔法で、一番のお気に入りがこれだそうだ。子供というのは誰しもが大人が見せる煙草たばこ芸に憧れるものなのだろうか。私も前世の祖父に煙草の煙で輪っかを作ってくれとせがんだことがあったしな。

　懐かしさを煙に込めて輪っかにして吐き出せば、その中を煙の鳥が優美にくぐり抜けていく。一層激しさを増す拍手に目を細め、私の魔法が彼の小さな思い出になれば良いと思った。

「それだけで食ってけそうだなお前」

「いっそ冒険者じゃなくて大道芸人でもいいんじゃねぇの？」

　我々の知る煙草と違って子供に害はなかろうが、煙を吸わせるのはなんなので換気のため微かすかに空けた窓から外に輪っかと鳥を追い出せば、双子がこれまた適当な感想を投げてくれる。芸の道は言うほど簡単ではないのだが。

「馬鹿野郎！　エーリヒは俺たちの代わりに夢を追って冒険者になってくれるんだぞ！　適当なことを抜かすな!!」

　そして適当なことを抜かすなと言いながら、見当違いのことを抜かしてくれる兄上であるよ。別に兄貴が捨てた冒険者の夢を代わりに背負った訳じゃないんだよ。

「いつかこの荘しようにもエーリヒの冒険譚たんを携えた詩人がやってくるんだ！　そう、えーと……神剣のエーリヒみたいな凄いのが！」

「パクリじゃねーかよ、その二つ名」

「兄貴の趣味丸出しだろうが、もっといいの思い付かなかったのか」

「んだとぉ!?　イェレミアスの神剣サーガを馬鹿にするとあっちゃ、兄弟でもただじゃおかねぇぞテメェ!!」

　盛り上がるのは結構だがね、兄貴諸君、嫁御殿がどんどん目を険しく細めているのが分かっておいでかな？　そろそろ雷が落ちて、また三人揃って床に正座させられても知らんぞ。こんだけ騒いだら機嫌良く寝ている長女のニコラが……。

「ふあぁぁぁぁん!!」

　あーあ、案の定だよ。暖炉前で熱を一身に受けて穏やかに眠っていた、兄夫婦の長女が騒がしさに午睡を邪魔されて弾はじけたように泣き始めてしまった。

「ヘルマン、ちょっとおんもに行こうか。お外の方が大きな煙の魔法を見せてあげられるから」

「うん！　みたい!!」

　落ちる雷から甥おいっ子と共に逃げ出すことにした。今回ばかりは私は絶対に悪くないので庇かばってなどやらん。見捨てるつもりかとでも言いたげな同胞の視線を軽く蹴飛ばし、私は表に出てしばし甥っ子を煙芸で喜ばせてやった。

　義姉もやりづらかろうよ、息子が見ている前では本気で怒れまい。だから、精々ガチで叱られてくれ。

「なぁ、エーリヒ」

　帆船を模した煙を飛ばし、それを甥っ子が捕まえようと必死に走っている姿を微笑ほほえましく思いつつ眺めていると、私と同じく説教を聞きたくなかったらしい父がいつの間にやら隣に立っていた。

「いつ頃出る予定だ？」

「そうだね、雪が溶けたら行こうかと思ってるんだ」

　本当は農繁期が終わるまで手伝いをしていきたいのだが、目的地が遠いので出発は早いほうがいいだろう。エンデエルデと呼ばれるマルスハイムまでは身軽であれば一ひと月つきと少し、荷があって余裕を持った旅程なら二ふた月つきは欲しい。

　学校でもあるまいし春に始めねばならぬという法はないが、気分的に新しいことをするなら春がいい。この地に桜はないけれど、やっぱり新入生と言えば四月だからな。世間一般に、家を出るなら農繁期に捕まらないよう農作業が始まる少し前にと言われるほどだし。

「そうか。ならもう一ひと月つき二ふた月つきというところか」

「そうだねぇ……豊ほう穣じよう神の休暇、今年はなんだか長そうだし」

　雪は豊穣神が一年頑張った後にとる休暇の褥しとね。これほど見事な寝床をこしらえたということは、今年はかなり長寝をなさる算段なのだろう。畑を起こすのが遅くなるとかなり忙しくなるが、神の休暇に文句を申し立てるわけにもいかないし、頑張って貰もらうほかなかろう。

　その分、秋の実りは例年より豊かになると聞く。迷惑をかけた代わりとばかりに。

「なぁ、エーリヒ」

「なんでしょうか、父上」

　新しい煙を出してやって、雪の中を転げ回る甥っ子を楽しませていると父が酷ひどく真面目な調子の声を出す。驚いてそっちを見やれば、これまた酷く真面目な顔でじぃっと私を見ているではないか。

　すわ何か重要なことを言われるのではと背筋を正してみれば……。

「俺は、剣に踊る者とか格好良いと思うんだが、どうか？」

　あんたもか親おや父じ…………!?





【Tips】二つ名、異名、通り名。その者の所業を分かりやすく説明する修辞的な技法。冒険譚などで詠うたわれる英雄にはこれを持つ者が多く、誉れ高き偉業が多ければ多いほど増えていく傾向にある。

　が、それを向けられた本人がどう感じるかは当人次第である。






　雪が降り積もる中、蒸し風呂で気絶寸前にまで暖めた体を真っ白な雪原に放り投げるのは、真夏日によく冷やした果実水を呷あおるのと同じくらいの気持ちよさがある。

　我慢に我慢を重ねた末の解放感とでもいうのだろうか、熱を持った体が一気に冷えていき、脳のう味み噌そが透き通るような感覚は実に得難い快感だ。

「くぁぁぁ、つめってぇ！」

「ひゃああ、癖になるな!?」

　冬でも定期的に開かれる蒸し風呂の日に荘の男衆に交じって――流石さすがに成人したので、子供の方にぶち込まれることはないのだ――汗を流していた。そして、川の代わりに南方では滅多にない積雪に突っ込めば、いつもと違う快感を味わえる。帝都でも雪が降ることはあっても、流石に浴場の中庭で雪に突っ込んだりはできなかったので初めての体験だ。

　いやぁ、これ悪くないな。雪は面倒臭いけど、この心地よさが味わえるなら良い物のような気がしてきた。なるほど、ミカが蒸し風呂に行く度に故郷の冬が恋しいと溢こぼす気持ちがよく分かる気がした。

　冷水風呂や川に飛び込むのも悪くないのだ。だが、この、なんだ、纏まとわり付いてくるような優しい冷たさは新感覚だな。

　荘の男衆と子供に戻ったように賑にぎやかに雪を浴び、時にぶつけ合って冷えたら再び蒸し風呂へと逃げ込む。この寒暖差が交感神経を刺激して体の調子を整えてくれるのだから、やはり体に心地よいことは適度にこなしておくべきなのだと実感させられた。

　暖炉の周りに屯たむろし、水を足して大量に噴き出した湯気を一身に浴びること暫しばし。ゆであがりそうな暖かさに耐えていると、隣に腰を下ろす気配が。

「ああ、親方」

　やってきたのは荘唯一の鍛冶師である坑道種ドヴエルクのスミス親方だ。ヒトと比べると随分と長命な種の彼に外見的な変化は殆ほとんどなく、記憶のままの姿をしている。ただ、出立の前より少しだけ髭ひげが立派になったくらいだろうか。

　まぁ、この湯気に満ちあふれた空間では水気を吸ってぺったり潰れているので、雨に濡ぬれた猫のような残念さだけがあるのだけど。

「よぅ、エーリヒ。頼まれてた調整な、終わったぞ」

「もうですか？　流石の早さですね。ありがとうございます」

　体を白しら樺かばの枝でこする――むしろ打ち据えると言う方が似合いの豪快さだが――ついでに仕事が上がった報告をしてくれる氏に礼を言った。実は帰郷からそう間を開けることなく鎧よろいの調整を頼んでいたのだ。

　大きく破損した訳ではないが、少し背が伸びたのか肩周りに違和感があったのである。そこを調整して貰うために持ち込んで、採寸しなおして調整してもらったが想定より早く終わってしまった。

　やはり大きな都市で冒険者や傭よう兵へい相手に仕事をしていた熟練の鍛冶だけあるな。数年前に帝都でやった大立ち回り、その末に傷んだ煮革鎧を職工の同業者組合に修繕に出していただいたが、その時に担当してくれた鎧鍛冶が大変褒めていたのだ。

　素材そのものは市井でもありふれた普及品であるが、その一つたりとて粗末なものはなく、仕事にも雑さが全く見えない。帷子かたびらの編み込みも神経質なまでに丁寧に揃そろえられており、布のような手触りに感嘆していた。

　形状も素人には分からないが、刃を立てにくい絶妙な曲面が採用されており非常に質が高いものであると評価していたな。魔法の守りもなく、神の加護も刻まれていないにしては破格の防御性能を発揮できると。

　また、成長に合わせて整えられる機構にも感じ入り、似たような構造は普及品の鎧を作る際に取り入れられているものの、これ程までに無理なく調節できるデザインは貴重であると頻しきりに確かめていた。あれはきっと、彼なりに技術を盗もうと努力していたのだろう。

　帝都は産業に乏しい都市だが、鎧鍛冶や刀匠は多い。それらは全て分かりやすい権威の象徴であり、数年に一度、帝室主催で催される馬うま揃ぞろえ――いわゆる軍事パレード――で家格を競うため用いられる多義的な武装であるが故、帝都では戦がなくとも常に高い需要を誇るのだ。

　実戦に用いられることがなくとも、持ち主を堅けん牢ろうに守る鎧と、敵手を守りごと斬り伏せる名剣には実用以上の火力があるという訳だ。

　斯か様ような都市で鎬しのぎを削る鍛冶――フランツィスカ様の紹介なので下手な人物は寄よ越こされまいと思ったが、まさか親方に見て貰えるとは――に認められる品を使っていたという事実に驚くばかりであった。

「まぁ、随分と派手にやってきたもんだな」

「おわかりで？」

「わからいでか。切り傷、打ち傷、矢の擦過、鎧を触ってりゃ嫌って程見る傷だらけじゃねぇか。それどころか魔法の傷までありやがる。何ど処こで何やってきやがった」

「ははは……お恥ずかしい限りで」

　私は蒸し風呂の熱気以外で頰を赤く染めた。装甲点に頼らざるを得ない場面が幾度かあった未熟を恥じたのだ。

　思い返せば結構な無茶ばかりしてきた。

　洋館の巨鬼から始まり、追い剝ぎまがいの傭兵や魔剣の迷宮――そこ、喚よんでないから脳内に電波を飛ばしてくるな――、帝都での大立ち回りにアグリッピナ氏の側そば仕づかえ期間と直近では帰り道の色々。防ぎきれず、躱かわしきれず受けた攻撃の多いことよ。

　鎧はその全てから私の命を守ってくれた。傷つくことはあっても致命の一撃からは何い時つだって守ってくれたのだ。

　例外を言えば、帝都地下の大型貯水槽で戦った仮面の奇人もとい貴人であるが、あれは例外オブ例外だから除外だな……仮に金貨を百枚単位で積み上げた板金鎧であっても、彼の攻撃を防げたかは怪しいし。

　元より軽量身軽、回避と受け流しを旨とする軽戦士フエンサー型の構築が基本である私を最後の最後で助けてくれる鎧には感謝すること頻りである。いやほんと、護衛道中だと不意打ちも多かったから、着込みがなかったらヤバかった場面はいくらでもあったしなぁ。

　隙を見ては死角から短刀をブン投げてくる、多足類の暗殺者には肝を冷やされっぱなしであった。

「が、お前さん……」

　ふと肩を強く摑つかまれた。何事かと思えば、スミス氏は自分の仕事を確かめる時のような真剣そのものの目で筋肉を観察しているではないか。

「肉の付き方にゃ歪いびつな所はねぇから文句はねぇが……ちょっと傷がなさ過ぎねぇか？」

「はい？」

　彼は心底不思議そうに私の体を観察し、所々に視線を飛ばして筋肉の発達を確かめつつも、何かを思い出すように指を添えていく。

「例えば此こ処こ、帷子が解ほつれるほどの刺突痕があったのに疵きず痕あとの一つも残っちゃいねぇ。肩の防具の具合を見るに、ここも酷い打ち身で多少のクセがついたっておかしかねぇはずだ。何より、あの〝一回ねじ切れた〟みてぇな左腕の部分はなんでぇ」

　流石ですね親方、素人には修理跡が分からないくらい綺き麗れいに直してくれたのに何があったか分かるなんて。

「縫った痕もねぇが、魔法薬で治しても多少は〝接いだ〟痕が残る筈はずなんだぜ。それがなんだおめぇ、女みてぇな肌してからに」

「いやぁ、ちょっと良い薬のアテがあっただけですよ」

　そう、過保護な……というか趣味的に薬を宛あてがってくる連中がいただけだ。そのせいで私の体は古傷とは無縁で寂しい限りである。

　このままだとアレができないんだよな。風呂とか寝床で「この傷かい？　これはね」と自然に武勇伝を語るロールが！　色っぽいシーンで男臭さを発揮することができないんだよ!!

　私はいぶし銀なロールに憧れがあるから、やっぱり古傷には思い入れがあるんだよな。特にＧＭゲームマスターが覚えていてくれて、話の中で触れてくれた時は嬉うれしかったっけ。

　このままだとアレなんだ、ぱっと見健康志向の普通の人だ。筋肉は付いてきたけど、バッキバキって程じゃないし。

　どうせならアレだ、余よ所その星でチェーンソーくっつけた小銃で地底人とドツキ合ってる面々みたいなマッシヴさがあってもいいんだけど。

「おっ、冒険の話か!?」

　私達たちの話を耳ざとく聞きつけたのか、冒険に目がない長兄が外から雪を纏わり付かせながら帰って来た。

　……思えば兄も良い体に仕上がってるんだよな。家は結構裕福だから炭水化物もタンパク質もいい感じに摂とれてるし、義姉も母と同じく均整の取れた食事にこだわりがあるのか野菜も多く出してくれるため栄養の質は高いと思う。

　その上で休むことなく農作業に精を出し、雑事を片付けていると毎日が自然と鍛錬となるので男衆はみんな良い体をしている。自警団ともなれば、皆整った戦士の肉体をしており、由来を聞きたくなる古傷まであるときた。

　特にランベルト氏は凄すごい。今も近くに腰掛けて瞑めい目もくし、淡々と汗を流しているが、なんかもう圧が凄過ぎる。人柄を知っていても隣に座るのにちょっと気が引けるくらいの威圧感がある肉体だもの。

　岩盤のように厚い胸板、梁はりもかくやの肩幅、巨大建築の基礎が如ごとく据わった腰と柱の威容を誇る脚。肉体を縦横に走る古傷、縫い痕、貫通した矢傷から火傷やけどで引き攣つれた疵痕。ただ黙して座っているだけで、こうもありありと〝強さ〟を主張できる肉体があるのだ。

　これに憧れないでどうして男の子――尚なお、実年齢には目をつぶるものとする――を名乗れようか!!

　いいよなぁ、私もなりてぇなぁ、あんな動く仁王像みたいな見た目に。

　何があって鎧にあんな傷が付いたのかと問い詰めるスミス氏に、兄の冒険欲を満たしてやるついでに話して聞かせながら、私はついついランベルト氏の肉体を横目で見てしまう。

　何処かから「お願いだからそのままでいて！」という電波を受信しながら…………。





【Tips】魔法で四肢を再生した場合は接合痕が残ることが多いが、傷が残らない治し方も存在する。

　傷を移す、または負傷を〝なかったことにする〟ような魔法や奇跡においては、最初から傷を受けていないのと同じ結果になるからである。






　何な故ぜか神田川という単語が頭に浮かんだが、はてこれは何を意味していたのだろうか。たしか前世関係だったと思うのだが、最近は色々と薄れてきていて困る。記憶という物は使わない程に薄れていって、思い出すのが難しくなる。

　頭の中にインクの褪あせない日記帳を持っている種族が今更になって羨ましい。単語が浮かんできても内容が分からないと、酷ひどくモゾモゾするのだ。

　その割に妙に技術的な記憶は薄れなかったり、何か思いついたらどんどん思い出せるのが不思議でならないが、思い出せない辺り雑学的でどうでもいい単語だったのだろう。

「どうかなさいまして？」

「いや、なんでもないよ」

　首を傾かしげながら問いかけてくるマルギットに外がい套とうを被かぶせてやり、私は彼女を抱き上げた。

　しっとりと風呂上がりの余韻を漂わせ、普段は括くくった髪を湿らせたまま流している彼女には妙な色気があった。冷たい外気に晒さらさぬよう、大きな布で頭巾のように頭を覆っている様も色気をかき立てている。なんというか、頭巾から少し零こぼれている髪が凄く琴線を擽くすぐるのだ。これも一種のチラリズムなのだろうか。

　男衆の後に風呂に入った女衆であるが、私はマルギットから終わる頃に迎えに来てくれと頼まれてやってきていた。

　それもこれも、川の近くに立っている蒸し風呂小屋は見晴らしが良い所にあるので、蜘蛛人アラクネであるマルギットは移動に難儀するからだ。

　別に腰元まで埋まる大雪でもあるまいし、ましてや接地面が多く体重を分散しやすい蜘蛛人アラクネであれば動きに気をつければ沈み込むこともない。現に彼女はこの雪の中も猟師としてきちんと仕事をしている。

　しかし、節足動物の流れを汲くむ彼女たちは寒さに弱い。体を十分に温めた後では尚なお更さらで、濡れた髪のままのんびり歩いてたら風邪を引くほどだ。

　故に可能なら誰かに連れ帰って貰もらいたいのである。冷たい雪に触れる時間を短くし、できるだけ早く帰って髪を乾かす。そのために彼女は私の二本の脚を求めた。

　幼おさな馴な染じみの要請に迷わず応えた私は勿もち論ろん、マルギットのご母堂と、この度目め出で度たく姉より家督の継承権を譲られた妹御もお父上に抱えられて一足先にお帰りになられた。

「今日は猟師小屋の方で過ごしますからね」と意味深な言葉を添えて。

「ああ、やっぱりエーリヒは暖かいですわね」

「ヒト種メンシユだから蜘蛛人アラクネと比べればね。それに暖房を使っているだけだよ」

　首筋に捕まり、自分の外套だけではなく私の外套にも包くるまった彼女は幸せそうに吐息した。寒くないよう、懐に温石を吞のんでいるのだ。多孔性の石を温めて真綿で包んだだけの簡易な防寒具でも、複数持っていればかなり暖かい。この季節に外を彷徨うろつく際の必需品だ。

　捻ひねりもなく障壁で寒さを防いでもいいんだけどね。魔力を消費するのもなんだし、折角だから風情を味わいながら帰りたかったのだ。

「そう？　エーリヒの暖かさが一番だと思いましてよ？　お家に持って帰りたいくらい」

「恐悦至極にございます……あと、家まで送るんだから、持って帰ってるよね、実際」

「あら、そうでしたわね」

　うふふと笑う彼女を抱いたまま、雪を踏みしめ家を目指す。この後は暖炉に火を入れ、何度も布で髪を挟んで優しく拭い、また暖炉で布を乾かして水気がなくなるまで繰り返す。〈清払〉の魔法でも少しアドオンをかませてやれば一発で乾かせるのだが、手抜きはよくないからね。

　なによりご婦人から髪を梳すいてくれと頼まれたのだ、断っては男が廃れよう。それにこういうのは手間とは言わない。風情というものだ。

「ふふ、雪が溶けて冒険に出れば、こうやってのんびりお風呂にも入れないのかしら」

「そんなことはないよ。マルスハイムにはきちんと公衆浴場があるから」

「あら、そんな心配でなくってよ？　長い遠征の途上を思えば、乙女として少し不安になるだけですわ」

　雪を踏みしめながら雪が去った後のことを語る。今はまだ勢いも強いけれど、そう間を空けずして豊ほう穣じよう神の休暇も明けるだろう。

　そうすれば私達は辺境へ旅立つ。マルギットは家督は妹にと実にあっさりご母堂を説き伏せたようだし、ご母堂も長女だというのに全く躊躇ためらいなく私達を見送ってくれる。

　それでも、こうやって馴な染じんだ荘しようの風景から離れるのは寂しかろう。

　私だって帰ってきたばかりなのに名残惜しくて仕方なくなりつつあるのだ。

　今はせめて、こうやって忘れないよう荘の光景を嚙かみ締めながら時間を過ごそう。

　ゆっくりと静かに。

　そう、髪を乾かすくらいゆっくりと…………。





【Tips】三重帝国において男女間で髪を預けることは深い信頼と愛情を示す。






　遠足で一番楽しいのは前日の晩に荷物を詰めている瞬間であると強く信じている。

　背はい囊のうに荷物を丁寧に詰めていき、干渉しないよう空間を最高効率で使うのは中々に難しいが、同時にきちんと収めきった時の達成感が大きい仕事だ。私は冬の間に解いた荷を再び鞄かばんへ押し込み、更には空いたはずの土産が入っていた場所に妙に多い餞せん別べつ――色々な人が頑張れよと保存食やらをくれた――を詰め込んで、四苦八苦しつつも辺境へ旅立つ準備を終えつつあった。

　雪は去っていた。荘民達はいつもより長い豊穣神の休暇によって短くなった畑を起こす時間に追いかけられながらも、なんとか春の祝祭を始めんと慌ただしく準備を進めている。

　固く閉ざしていた農具倉庫を開けて鋤すきや鍬くわの油を落とし、大事に残してある種たね籾もみの調子を確かめる。僅かな間に酒蔵の樽たるを数え、各戸が銀貨を差し出し長い冬の終わりを言こと祝ほぐ予算も集め始めている。

　今年の春は慌ただしくなりそうだ。春の到来が遅くなる分、早く種を蒔まかなければ時機を逸してしまう。さすれば秋の実りは細り、四公六民の良心的な税制といえど重くのしかかることとなる。

　金納と物納が入り乱れる税制をしているから農民の必死さは尚のこと深い。別に一年払えなかったとて〝高く吊つるされたり〟土地を没収されたりはしないが、翌年に割り増しで追納しなければならないとくれば、それはもう必死にもなろう。誰だって、頑張ればしなくていい出費だというなら、しなくて済むに尽きるのだから。

　出立の時機が遅れると拙まずいのと、元々雪解け時に出るから畑仕事は手伝えない旨は家族に伝えてある。勿論、家族は誰も文句を言わなかった。元々私は働き手として除外されていたのだから。

　それでも身内が働いている中で動かないというのは些いささか良心が咎とがめるので、準備を少しは手伝った。子供の頃から〈基礎スケールⅢ〉で習得していた〈刃物研ぎ〉のスキルで農具を研ぎ上げてみたり、数が必要になる上に割と直すぐ駄目になったりなくなったりする木製の楔くさびを量産する。楔は柵の補助からオリーブの樹木の補強まで色々な使い道があるため、毎年幾らあっても足りないのだ。

　それと、帝都に出稼ぎに行き、将来的に貴族が一人生まれるかもというやっかみを減らすため、荘への寄付もしてきたのだ。

　元手は勿論道中に稼いだアレコレや帝都から持ち帰った金だ。ディードリヒへの餞別で大分目減りしてしまったそれも、古くなった集会場の普請程度には十分。

　それと大盤振る舞いでスミス氏に荘全体で共用する馬鋤を一台発注した。本来は数家族で共有する高級品で、いつも順番待ちや誰から使うかで議論が紛糾する代物だ。丸々一台寄付したとなれば、我が家の名声は上がり、やっかみの声も出づらくなることだろう。

　正直財布は分厚くないが、最初から金貨がうなりを上げる財布で金満プレイをしたかった訳ではないので丁度良い。路銀には十分なくらいの銀貨は残してあるから、農作業を手伝えないお詫わびとしても丁度良いだろう？

　いやぁ、後がないと気合いが入るな！　自分達が飢えないのは前提として、カストルとポリュデウケスの分も稼がにゃならんし!!

　そんなことを考えつつ背囊の蓋を閉め、直ぐに持ち出せるように勝手口へ運んでいると居間で長兄に出くわした。

「なんだ、エーリヒ、まだ起きてたのか」

　兄からは軽く酒気が漂っていた。おそらく春の祝祭に備えて寄り合いにでも顔を出していたのだろう。祭りの段取りや料理の分担、何ど処この家が金をどれだけ出したかなど名主と家長勢、他に僧院の僧侶様が集まって相談するのは毎年のことだ。

　それに父ではなく兄が顔を出すということは、家督の継承は順調ということか。子も生まれ、髭ひげも生え揃そろったから父が口出しするのを減らし、寄り合いへの出席も任せ始めているのならば良い感じだ。

　これで拗こじれて親子関係が悪くなるなんて、何処ででも見られるいざこざだからなぁ。後顧の憂いがないのは全く以もつて幸福だ。

「ええ、出立の準備を終えようと思って」

「そうか……なぁ、本当にもう行くのか？　せめて祝祭くらい顔を出してけよ」

　荷を片隅に集めておけば、兄は私に座るよう勧めながらそう言った。

　何度か提案されたことだが、あまり長く居座ると私自身が離れがたく感じてしまうので、祝祭の前に出立することは確定事項だ。何よりあれは、今から頑張る荘民達たちへのご褒美の前払いが趣旨なので、農作業をしない私が参加するのは狡ずるい気がしてならなかった。

　故に辺境までの長旅も加味して、祝祭には参加せず出立することに決めていた。

　それにもう手遅れだろうに、今日の昼は出立祝いとしてかなり豪勢な食事を振る舞ってくれたのだから。

　本当に楽しい食卓だった。母は私の好物を覚えてくれていて、好きな物だけをずらりと並べる大盤振る舞いをしてくれたのだ。

　優しく甘い根芹菜を磨り根セロリの下ろした汁物ポタージユ、サクサクの衣付き豚肉コトレツト、そして単純かつ簡素な調理法なのに家ごとに全然味が違う玉菜の塩漬けザワークラウト。どれも本当に美お味いしかった。贅ぜいをこらした貴種の食卓に比べればあまりに慎つつましやかだが、アグリッピナ氏に付いて回った一年間に食べたどんな料理より美味しく感じられたな。

　私は、人生であとどれだけこの味を楽しむことができるのだろうか。

　前世でも似た感慨を味わったことがあるが、今回は一ひと入しおだ。

　一人暮らしといっても電車で数駅しか離れていない所だし、四半期ごとに休暇で数日泊まることもあれば、何かにつけて冠婚葬祭やら盆に正月やらで顔を合わせることも珍しくはなかったのだから。

　それに話そうと思えばいつでも話せた。ちょっと電話を取り出せば、時間も距離もすっ飛ばしてあっという間だ。電子変換された、似ているだけの声を挟んだ会話に過ぎずとも、家族の温ぬくもりを簡単に抱きしめることができる。

　だが、今生においては違うのだ。

　電話は疎おろか手紙でさえ確実に連絡がとれるとは限らない。ついでに人間がずっと死にやすいときた。

　流行病、野盗、事故、前世と比べると今生は死があまりにも身近過ぎる。遠く離れた家族の安否さえ知れぬ状態のなんと不安なことか。

　さりとて留とどまることもできない。ずるずる出立を引き延ばしていいことなどないのだし、自分はここに永遠にいられる訳でもないのだから。

「予定通り行きますよ。これ以上は未練だ」

「そうか……未練か。未練だな」

　実家なのだ。それは居心地はいいだろうさ。幸いにも私は家族関係に恵まれているのだから。しかし、自分でやりたいことを選んだのだから、踏ん切りはしっかりつけねばなるまい。きちんと踏み込まねば、跳躍は転倒に変じてしまうから。

　私の言葉を聞いた兄は、ふと何か思いついたのか懐を漁あさり始めた。

　そして、革の覆いに包まれた水筒を取り出した。

　角形で微かすかに婉えん曲きよくしたそれはフラスク、あるいはスキットルと呼ばれる蒸留酒用の水筒だ。出先で水を消毒したり傷口を洗ったりと蒸留酒の用途は広いため、野外作業が多い大人は大抵これを持ち歩いている。

　たしか前世では酒税法逃れで流行したという背景があったと聞いた気がするが、こちらでは普通に実利的な面で広まったもの。単なる格好良い演出のための小道具ではないし、アル中御ご用よう達たしアイテムでも断じてない。

　同郷人が「野営で格好良く酒を吞みてぇ！」とかくだらない理由で広めた物でもない……と、思いたい。たぶん。きっと。

「持ってけ、餞別だ」

「え？」

「たしか持ってなかっただろ。あって困るもんでもねぇしな」

　兄は酒を飲むでもなく、スキットルを私に押しつけた。ずしりと重い錫すず製のそれには、きちんと中身が詰まっている。おそらく会合で出た酒を持って帰ってきたのだろう。

　持っていないのは事実だった。私は魔法が使えるので、あんまり必要なかったのだ。水を綺き麗れいにしようと思えば魔法で蒸留すれば一発だし、寝酒がなければ眠れない程に細い神経も持ち合わせていない。

　だが、今後はそうもいかないだろう。野営をすることも増え、何日も屋根のあるところで寝ないこともある。何よりマルギットと二人の時以外はおおっぴらに魔法を使えないとくれば、今までの快適さは僅かなりとも失われる。

　実に有り難い餞別であった。

「それにあれだ……〝別れがたい旅の友が懐にいなけりゃ、風邪を引いちまうだろう〟」

　じぃんと染み入るようにスキットルの重さを受け止めていると、酒精以外が原因で顔を赤らめた兄が鼻の下を擦こすりながら言った。

「あー……イェレミアスの神剣サーガの」

「あっ、おう、うん」

　今のは兄が大層気に入っている冒険譚たんの一説だ。主人公を見送る家族の台詞せりふであり、序盤以降に登場しないけれど、印象的な情景であったことは覚えている。

　格好つけて引用したことに気付かれたのが恥ずかしいのか、更に顔を赤らめる兄を更に刺激することはやめた。その恥ずかしさは分かる気がするからね。

　それにまぁ……弟として悪い気はしなかったからな。

「有り難く頂戴いたします」

「ああ……」

　スキットルを開けるとつんとした蒸留酒の香りが立ち上る。北方離島圏の強い蒸留酒を再現したものか、麦と泥炭の独特な匂いがした。

　一口呷あおって――まだ若い私の舌には痛みに近い味がした――差し出せば、兄も受け取って一口飲む。何も言わず、私達は見つめ合って小さく笑った。

　兄は「じゃあ寝るわ、お前も早く休めよ」と一言残して夫婦の寝室へと去って行った。

　照れを隠しきれぬ朱に染まった耳を見て、可愛かわいらしい兄貴だと思いながら私は寝酒にしてもキツ過ぎる酒精をもう一口呷るのだった…………。





【Tips】蒸留酒。水の消毒から傷の手当てまで広く使える万能品。と、いう名目で仕事にも携行される酒好き御用達の一品。麦を蒸留した酒の本場は北方離島圏であるが、三重帝国でも葡ぶ萄どう酒しゆを蒸留した地場産の蒸留酒が流通しており文化としては広く浸透している。

　ただし技術的に醸造するだけの酒より高度な設備が要求されるため、ピンとキリの差が通常の酒より激しく、飲用には耐えがたいものも多い。値段も高く、日常的に飲めるものではないので贅ぜい沢たく品ひんである。






　幼子の「いっちゃやだ！」という言葉の破壊力は凄すさまじいやね。あれだけ固く振り返りはすまいと誓っていたのに後ろを向きそうになったもの。

　振り返るという行為は何とも格好悪いような気がしている。踏ん切りがついていないような、未練がましいような、自分が下した決断なのに納得がいっていないようで端から見ていると大変イライラする。

　ただ、これが自分の立場となれば、途端に振り返りたくなるから困るわ。

「おじさまは大人気でしたわねぇ」

「からかわないでおくれよ」

　穏やかに揺れる鞍あん上じよう、耳の後ろから甘い声でからかわれる。背中に背はい囊のうの如ごとくへばりついたマルギットだ。

　私達は今、荘しようを離れ街道を歩いていた。カストルに多めに荷を乗せて追従させ、ポリュデウケスに跨またがっている。二人乗りするのであれば、一頭に疲れが偏らないための工夫だ。

「あんなに小さな子達に群がられて。慕われるのも難儀なことでしてね」

「泣かれるとは思わなかったよ」

　見送りは壮大とは言えなかった。誰も彼も忙しいから、ひっそりと出立したのだ。

　しかし、甥おいっ子のヘルマンや、この冬の間に量産した玩具おもちや――冒険者ごっこの装備を一党が三つは組めるほど作ってやった――を与えたことで妙に慕ってくれた子供達が押し寄せてきたのだ。

　見ていて危なっかしかったから、色々教えてやったものな。武器の握り方、盾の構え方、危なくない転び方なんて自警団のまねごとみたいな方法で遊んでやった。

　最初はお礼を言ってくれたり頑張ってねと激励してくれたりだったが、なにやら思うことでもあったのかヘルマンが泣き出すと、そりゃあもう大変だった。つつかれたドミノのように全員が泣き出して大騒ぎだ。

　いやぁ、ほんと難儀した。どんな魔法を見せてやっても泣き止まないのだもの。

　こんな所で泣いてちゃ立派な冒険者にはなれないぞ、と大声で叱ってやってようやくだった。

　慕われるのも考え物だな。ただでさえ去りがたいのに、更に未練を感じてしまうのだから。

「残りたくなりまして？」

「……べつに」

「ふふ、相変わらず強がりがお下手なこと」

　楽しそうにからかってくる幼おさな馴な染じみに隠し事はできないらしい。私は照れ隠しとしてポリュデウケスに拍車を一ついれて、歩く速度を速めた。予定より出立が遅れたから、少し急がないと今夜泊まる予定の旅籠はたごに日が暮れるまでに着けなくなる。

「私も、ちょっと考えたことくらいありましてよ」

「というと？」

「このまま荘に残って暮らしたらって」

　彼女も私と同じことを考えたことがあるらしい。荘に残り、模範的な荘民として暮らしている自分の姿を。

　私は都会に憧れて家を出る若人ではないから、故郷に幸せがないなんてことは思っていない。ここに残ることで得られる幸福もあったのだろう。

　だけど、それをして私は冒険の興奮を選んだ。思えば、彼女を付き合わせてしまったことになるのだろうか。

「かといって、貴方あなたと交わした誓いを後悔したことはなくってよ？　そこは勘違いしないでくださいまし」

　馬鹿な問いをする前に釘くぎを刺されてしまった。何だろう、今馬の手綱を握っているのは私なのに、完全に手綱を握られているような気分だ。

　男は女性にいつまでも勝てないものと前世でも今世でも物語に詠うたわれているけれど、どうにも締まらないな。まったく、世の真理ってやつぁこれだから。

「ありがとう、マルギット」

「どういたしまして、エーリヒ。さぁ、地の果てまでどれくらいかしら」

「夏には頑張って着きたいね」

　リズミカルな馬ば蹄ていの音を聞きながら、私達たちは故郷を離れ地の果てへと向かう。まぁ、なんだ、別に荷を膨らませる訳でもないのだし、故郷への想おもいや〝もしも〟を持っておいても悪いことにはなるまいよ。

「ここより更に西……帝国の果てはどんな感じなのかしら」

「楽しみだね」

「ええ、そうね、楽しみですわね」

　それより膨大な未来が待っているのだ。理不尽や不運に出くわすこともあろうが、冒険の先を輝かせるのは結局自分自身である。

　さぁて、新しいレコ紙をもらいに行こうか。





【Tips】出稼ぎで荘を出る際には出身を明白にする割符を預かり、帝国臣民である身分の保証とする。これがあるのとないのでは、余よ所その地で働く難易度が大きく異なる。

　帝国臣民としての身分は二〇年以上の定住及び労働・納税、三〇ドラクマの金納などで手に入れることができるが、身分確かならざるものが認められるのは極めて難しいことである。
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　この世界における生物的な頑強さにおいて下から数えた方が早いヒト種メンシユだが、他種族に優越していると言える能力が二つある。

　一つは被服さえ調節すれば北の極地から南の果てでも生きていける環境適性。

　もう一つはこの世に存在する大抵の技術、それを自分達に向けて改造できる、ないしは元から便利に使えるという点だ。

「ハイッ！」

　気合いの声を掛けて拍車でカストルの腹を蹴れば、齢よわいを重ねども未いまだ脚に衰えを見せぬ駿しゆん馬めは力強く大地を蹴って疾駆する。その勢いは慣れた乗り手でなくば、あまりの速さに振り落とされてしまうほど。

「も、もうちょっと揺れをっ、なんとか、できませんこと!?」

「これでも頑張ってるよ!!」

　鐙あぶみは短く、腰を浮かし前傾に跨がる形――いわゆるモンキー乗りと呼ばれる騎乗スタイル――は馬への負担を軽減すると共に、上う手まいこと腰で衝撃を制御できれば背中に乗ったマルギットへの揺れも抑えることができる。

　とはいえ、不慣れな乗り手では一時間で腰と尻を駄目にする環境だ。それだけ気を遣っていても限界はある。私は殆ほとんど聞いたことのない、幼馴染みがいらだたしげに発する舌打ちを耳にした。

　外したのだ。あの驚異の腕前を誇る幼馴染みが。

　全ては不慣れな鞍上であるが故に。

　さて、我々ヒト種メンシユは二本ずつの手足を持っているが、巨大な種と小柄な種の丁度中間くらいという良い塩あん梅ばいのサイズ感である。なので彼らが作る技術は大抵ちょっとした調整で私達にも使えるし、手か足、どっちかを使う技術であれば異形の種族が生み出したものでもなんなりと流用できてしまうのだ。

　その上、人類種の曙あけぼのより知恵で文明を引っ張り、様々な発明をしてきた長命種メトシエラと似た背格好という特大の有利もある。彼らは基本、自分達が「めんどくせぇし、仕方ないな」という発想で技術を生み出してきたため、他種族への気遣いというものは全くない。基本的に長命種メトシエラの体に合わせて全てを生み出してきた。

　するとあら不思議、この脆もろくて寿命も短いヒト種メンシユも自然と使えるという寸法だ。

　それに対して我が親愛なる隣人、もとい幼馴染みのマルギットの下肢は蜘く蛛ものそれである。当然、二本脚の生物のような騎乗はできない。蜘蛛人アラクネは種族柄、別の生き物に跨がって移動することに不得手な種族なのだ。

　当然、必要でもなかったためマルギットは騎乗の技術を持たず、騎射もしたことはない。大幅にかかるマイナス修正を前にしては、さしもの幼馴染みも百発百中とはいかないようだった。

「これでっ、何度目っ、でしてっ!?」

「さぁ!?」

「呪われているっ……んではなくって!?」

「呪われるようなっ、悪いこと、した憶おぼえがないねっ!!」

　無礼なことを宣のたまいながら弩弓クロスボウを折り曲げ――私があげた東方式の弩弓だ――太矢ボルトを装塡する彼女に反論しつつも、出目の悪さはよくよく考えたら呪いの一種と言えるのでは？　と考えてしまった。

　ともあれ、現状を語るのに複雑な過程はない。絶不賛野盗からの襲撃中だ。

　ここは帝国西方域、大陸全図で見てもやっとこ西方の端っこに引っかかろうかという地点であり、麗しのケーニヒスシュトゥール荘より馬で一〇日ほどの距離である。辺境と呼ぶにはまだ遠く、むしろ故郷よりも州都に近い方と言える。

　なんの因果でそんな所で馬泥棒に絡まれにゃならんのですかね。

　馬に乗って追いかけてくるのは、さしてよい装具とも言えぬ男達が五人。最初は六人だったが、マルギットが一人叩たたき落としているので今の数になった。

　見た目からして堅気ではない。半分傭よう兵へい、そして気が向いたら野盗もやるありふれた悪党であろう。この世の中、存外悪党家業だけで食っている人間だけではないのだ。そんな分かりやすい連中は、直すぐに巡察理に目を付けられて狩りとられてしまうからだろうが。

　彼らは途中の旅籠でカストルとポリュデウケスに糧りよう秣まつを食べさせていた私達に目を付けたのだろう。考えてみればまだ若い子供二人が持つには立派過ぎる馬だ。奪い取るのは簡単で、実入りが大きい獲物に見えたことであろう。

　抜かった、私がとった二つの特性〈圧倒する微笑〉や〈滲にじみ出る威風〉は、交渉ができる範囲。つまり対面しないとあんまり効果がないのだ。獲物を見定めるために遠目に見ている相手には効力が薄かったことを考えると、もう少し常駐型の特性をとっておくべきだった。

　とはいえ、遠目に見てもヤベー奴やつと分かるような特性をとると、今度は堅気さんから怖がられるかもしれんから悩み所なんだよな。私はランベルト氏のように、転んで擦すり剝むいた子供を助け起こそうとして小便を漏らされるような心的外傷を負いたくない。

　だが、やはり鬱陶しい雑魚に絡まれるかどうかは、受ける印象の柔らかさと互換的トレードオフな面にあるから我慢も必要なのだろうか。実に悩ましい。

　最初は間を空けて付いてきて、人通りが少なくなった辺りで連中は襲いかかって来た。仕事としては極めて単純だ。

　馬なんて奪ってしまえば書類がなくても買い取ってくれる業者が幾らでもいるし、死体なんぞそこら辺に埋めてしまえば何ど処この誰かも分からない。前世と違って消息不明と判断するまでの時間が長い今生において、犯罪とは見られていなければ隠蔽することは至極簡単なのだ。

　されど我々も悪漢に怯おびえるばかりの子供でもなし、当然反撃に出て今に至ると。

　今のところ、私はマルギットに攻撃を任せて回避と逃亡に専念していた。長い手綱で先導されているポリュデウケスにも気を遣いながら蛇行し、投げかけられる縄や鎖分銅を躱かわす。連中、相当手慣れているらしく、当たっても馬を殺さないような得物ばかり使ってきやがる。

　嫌な気配を感じたので手綱を右手に持ち替えながら、左の逆手で〝送り狼シユツツヴオルフ〟を抜剣。勿もち論ろん片手ではとても抜けないので、こっそりと〈見えざる手〉を使ってのことだ。一目では分からぬよう工夫しつつ愛剣を手にし、抜き打ちで自分達を捕らえる軌道の投げ縄を斬り払った。

　それと同時に弩弓の弦が弾はじける音が響くも、敵の数は減らない。

「ごめん、邪魔した！」

「お気になさらず！」

　私が剣を抜いたせいで、背中に摑つかまっているマルギットの狙いがブレたのだ。まだまだ連携が甘いな。もう少しタイミングを計って動けるようにならねば。

「それにっ……」

　機械的な装塡音。手慣れていても一〇秒は欲しい装塡作業を我が幼馴染みは瞬きの間に済ませる。単純に器用なのではなく、正確に素早く手を動かす術すべを身につけているのだ。短弓を見事に速射する腕前はクロスボウをとっても健在であった。

「慣れてっ、きましたもの!!」

　弓弦が弾け、投げ縄を投とう擲てきせんと頭上で回していた男の右手が吹き飛んだ。強固な板金鎧よろいをぶち抜く威力を持つボルトを受ければ、細い手首なんぞは耐えきれない。

「流石さすがっ！」

「残念！　狙ったのは肩でしてよ!!」

　それでも当たるようになったなら十分過ぎる。敵も漸ようやく気付いたのか、追撃する足並みに惑いが見えるようだった。

　だがもう遅い。次の一射はより正確に、その次の一射はよりえげつなく正確に。逃げ場がないよう平地が続く場所で追い込みをかけたようだが、裏目に出たな悪党共。

　獲物を見定める時は慎重にしなければならない。それが穏やかに寝ている大型犬なのか、丸まって空腹に耐えている狼おおかみなのか遠目には分からないのだから。

　まぁ、彼らにはその教訓を活いかす機会は二度と来ないのだが…………。





【Tips】修正値。行為の難易度によって予あらかじめプラスやマイナスの修正を受けることもあれば、環境によって修正を受けることもある。地に伏して矢を放つのと、揺れる馬上にて弩弓を扱うのは全く違うことであるから。






　私達は旅籠はたごの寝台で向かい合って座っていた。

　とはいっても別に色っぽい展開ではない。私達の間に共用財布が転がっているからだ。

「ひの、ふの、みと」

　可愛かわいらしい声と小さな指が小銭をより分けて数えていく。今日の旅籠が二人部屋で素泊まり一〇アス、夕食が奮発して二人で三〇アス、明日の朝食が二〇アスで頼んでおいた弁当が二五アス。体を拭う盥たらいとお湯を借りて五アス、シーツを洗濯済みの物に替えて貰もらって三アスなど諸もろ々もろの雑費が一〇アス。

　ついでに馬二頭の馬房と水、飼い葉が四〇アスなので本日の逗とう留りゆう費用はしめて一リブラ四〇アスなり。銀貨一枚と銅貨三〇枚、些いささか贅ぜい沢たくしているとはいえ結構な出費であった。

　単純計算、マルスハイムまで二ふた月つきかかったとすればざっくり計算だが最低でも八四リブラはかかるわけだ。それも余計に逗留することや急きゆう遽きよ買い足さなければならない物が出なかったとしても。

　最悪、辺境に到達するまでに二ドラクマは出て行くことを覚悟せねばなるまい。長旅なので愛馬達たちの蹄てい鉄てつも何処かで打ち直す必要もあろうし、日用品を買い足すこともあれば、何か壊れる道具が出てくることも考えられるからな。

　うん、世の人々が荘しようから出ない理由と、旅をするにしても野営する理由がよく分かるね。長旅したら年収の何分の一かが消し飛ぶとか洒落しやれにならんぞ。

　かといって我々は路銀に飢えて、痩せ細った財布を囲みうんうん唸うなって小銭を数えている訳ではなかった。結成直後の一党なんて常に財政難で、だれか一人が買った携帯食料を全員で分けて飢えを凌しのぐなんてのもよくあること。さて宿にあと何日泊まれるかな？　とギリギリを攻めるロールは何い時つだって楽しかった。

　あえて貧乏感を出すため常に武器や消費アイテムを限界一杯買い込んで「金がねぇ金がねぇ」と這はいずり回る赤貧ロールをしたことを覚えている。その時はリーダーが神官だったため托たく鉢はつ団を名乗って活動していたものだ。

　大抵のＮＰＣへの第一声が「もう三日も何も食べていないのです」だったのは今思えばやり過ぎだっただろうか。

　そして、一宿一飯の恩義という大義名分で以もつて強大な敵を相手に暴れ回り、経験点をせしめる道中は本当に楽しかったな。

　そして、調子に乗って「飢えたる時に受けた粥かゆは金貨以上の価値があるのです」と報酬を辞し、また次のＮＰＣに「もう五日も何も食べていないのです」と挨拶代わりに宣うのだ。たしかあの時、全員が七人の侍にかぶれていたせいもあるやもしれん。

　閑話休題。私達の前では数枚の金貨が誇らしげに輝いていた。それも安っぽい金比率の低い貨幣ではない。きちんと一枚で一ドラクマ相当、或あるいはもっと価値がある上等な金貨揃ぞろいであった。

「しめて五ドラクマ四五リブラ三二アス。あらあら、大した小金持ちですわね？」

　呆あきれたような、困ったような判別し難い調子で我が幼おさな馴な染じみは金貨を一枚取り上げて指で高々と天に跳ね上げてみせる。澄んだ音を立てて宙を舞うそれには愛らしい少女の横顔が刻印されていた。たしか仁恵帝コルネリウスⅡ世――もっと通りの良い名は親馬鹿帝――の時代に鋳造された金貨だったはずだ。自分の顔ではなく、愛まな娘むすめの顔を描かせたことで相当の親馬鹿の代名詞として今も使われる程。

　金貨の由来はいいとして、全ては汚い連中を禊みそぐことで得た、血濡ぬれながら相対的に綺き麗れいなお金である。

「都合七回……この数字の意味が分かりまして？」

「……なんだろね」

　珍しくじとっとした目で私を見てくる幼馴染みから逃れるようにそっぽを向き、分かっているけど敢あえてとぼけてみせた。

　七回、なんの数字かといえば騒動に巻き込まれた回数である。

　野盗や物取りに襲われたのが今日の襲撃を含めて四回。酒房で偶たま々たま手配書に載っていた男――下手な変装だった――を見つけてとっ捕まえること一回。馬を盗んだと勘違いされたのか変な奴に絡まれること一回。剣をぶら下げているのを煽あおられたので、煽り返して乱闘になること一回。

「僅か一〇日でこれは異常でしてよ？」

　分かってんだろ、と目で詰りながらマルギットは深い溜ため息いきを溢こぼした。

「貴方あなた、昔から運が悪かったけど、ここまでとは思いませんでしたわ」

「そ、そんなことは……」

「一度でも秋祭りのくじ引きでお菓子を貰ったことがありまして？」

「ぐっ……」

　また痛いところを突かれてしまった。秋祭りでは名主が出資して、子供達への〝お楽しみ〟としてお菓子を貰えるくじ引きが催されている。焼き菓子や小さな乾ひ菓が子しを入れた袋が括くくられた紐ひもを引っ張って、当たった物が貰える企画だが当然の如ごとく外れもある。







[image: ]







　子供達の三分の二が何かしらの恩恵に授かれる場であったが、私は荘園を出るまでの間、一度もアタリを引いたことがなかった。

　外れるのは三分の一。大当たりと言える銀貨は一袋しか入ってないから仕方ないにせよ、乾菓子の一個も手に入れられなかったのは確かに異常な確率だと言える。

「む、昔の話だし。それにお菓子は君が分けてくれたから」

「そうですわね、二人で摘つまんだのが懐かしいですわ。ただ、この金貨はあの時のお菓子よりも大分苦くってよ？」

「でも、ほら、路銀稼ぎにはなったし……？」

「身が持たぬ、と言いたいのですわ」

　稼ぎとしては結構なものだったと思う。全員生け捕りにしているのもあるし、最後の二件も元々評判の札付きだったということで小遣い程度の迷惑料を貰えているから総収入は中々のものだ。

　荘を出る前に相談して決めた私達の規則は、稼ぎは平等に、である。

　収入は等分し、その半分は共有財産として生活費に充て、残りの半分を更に等分して各々の個人収入にすると取り決めた。だから実際に稼いだ額はもっとあるのだ。つまり、ここ一〇日の間に上げた首級だけで武闘大会の優勝賞金より稼いだ計算となる。

　何とも血生臭い話だ。誰のせいだ全く。

「普通ありえなくってよ？　辺境域でもあるまいに、ここまで野盗と縁があるなんて」

「……身に余る物を持ってるからというのもあると思うけどね」

「だとしても試練神の寵ちよう愛あいでも受けたかと思う頻度では困りますわ」

　仰おつしやる通りです、と土下座する文化があったら迷わずしているであろう文句。いやね？　別にわざとやっている訳ではないんですよ。お月様に戦国有数のドマゾよろしく七難八苦を願ったりなんてしてないし。

　うっかり寵愛を注がれないよう、変な所で試練神に祈りを捧ささげたりもしていない。あの神格は成長できる試練を与える神なので、祈ったとしても危難を遠ざけてはくれないので、聖堂を見かけても詣でるつもりにはならんのだ。

　気を付けてるのに、何でこうなるんだろうなぁ……。

「どうあれ、暫しばらく厄介事はお腹なか一杯でしてよ。路銀も十分過ぎるほど貯たまりましたし。一等の宿に泊まりたい訳でもないから、十分過ぎますわ」

「あー……うん、そうだね」

「だから、私ちょっと考えましたの」

　指を立て、彼女は諭すように私に言った。たとえ少し足が鈍ったとしても、隊商に身を寄せて西方に向かおうと。

　さて、私達はケーニヒスシュトゥールから西方エンデエルデを目指していたが、どうにも時期がよろしくなかった。

　というのも、この時期は隊商の往ゆき来きが盛んではあるものの、主な流れは辺境から中央へ向かうものだ。それもこれも辺境域の方が長い冬籠もりを終えた鬱憤晴らしで金を使ってくれるため、隊商の多くは冬の間に仕入れた物を売り捌さばこうと出歩くからである。

　需要は娯楽と物が少ない辺境の方が高い。利に目め聡ざとい商人達は、それを分かって辺境を彷徨さまよい、中央へ向かって秋への仕入を再開しようとする。

　こういった事情も相まって、ケーニヒスシュトゥールから辺境に向かう隊商を捕まえられなかったのである。

　西へ行く隊商もあるにはあったが、彼等らも途中途中の荘園で商売をする予定なので足が鈍い。それにどっちみち、最後は都会の方に向かうので丁度良い行き先の隊商が捕まらなかったのだ。

　そして、この辺りから出ている乗合馬車もないとなれば、野営の旅の不便さに飽き飽きしていた私が二人で旅をすることにしたのも仕方がないことなのだ。

　果たして私達が悪いのか、それとももっと別の悪戯いたずらが働いているのか。

「まず、どこか大きな都会に寄りましょう。そうすれば、辺境域で仕入をしようとしている隊商が一つくらいは捕まる筈はずですわ」

「そうだね。海外を回るなら一年がかりだし、出る時期としては丁度良いから探せば捕まりそうだ」

　真意は分からないけれど、私は強い意志を秘めた琥こ珀はくの目に見つめられると首を縦に振ることしかできなかった。

「じゃあ、明日二人で物色しましょう。まずは都会に行く足を捕まえるということで」

「そうだね……」

　幸い、この辺りにも人口数千人規模の都市が馬車で数日の所にある。ここら辺の荘園で荒稼ぎしたあとで、再び仕入するべく都会を訪ねる隊商を探せば見つかるだろう。彼等に幾らか小銭を渡して潜り込ませて貰えれば、まぁまぁ安全に旅ができる筈だ。

　ただなぁ……最初はマルギットとの二人旅だと、今までと違って安心できたから、絡まれるのを除けば悪くなかったんだよな。憧れていた雰囲気にも浸れたけれど、安全な旅路には代えられないと分かっても、なんかこう、楽しくなってきたばかりなのに物足りないというか……。

「もう、そんな顔をしないでくださいまし」

　残念に思っていると、内心を見透かされたのかマルギットがにじり寄ってきて手で両の頰を包んできたではないか。かと思えばぐにっと皮を摑つかまれて、笑顔に歪ゆがめられてしまう。

「残念に思っているのは貴方だけでなくってよ？」

　ああ、もう、こう言われてしまうとどうしようもないな。ほんと、私は彼女に勝てないようにできているのだろう。

「だから我慢してくださいまし。こうも毎日だと嫌気がさしてしまいますわ」

「……はい、かしこまりました、お姉様」

「大変結構。素直な子は好きよ？」

　悪戯っぽく微笑ほほえむ彼女に降参し、私は顔を潰そうとする彼女から逃れるように背中から寝台に倒れ込む。しかし、逃すかと蠅はえ捕とり蜘ぐ蛛もの蜘蛛人アラクネは持ち前の跳ねるような動きで腹に飛び乗ってきた。

　明日は身を寄せる隊商を見定めないといけないし、早起きしなくてはなぁ…………。





【Tips】隊商。群れをなして道を行く商売人の集団。一つの商会によって組織されるものもあれば、力ある発起人の下に集まった小さな商売人の集団もあり形態は実に多様である。
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　暗くなり始めた街道のほとり。整備段階で予あらかじめ隊商や旅人が休めるように切り拓ひらかれた空白地で私達たちは野営を張っていた。

　正確には私達が身を寄せた隊商が、天幕を立てて焚たき火びを用意し夜を明かす準備に入ったのである。

「おう、エーリヒ、頑張ってんな」

「おー、相変わらず早いな」

「その調子で頼むぞー」

　焚たき火びの準備を終え、早々に火を熾おこした私の所に武装した様々な種族の傭よう兵へいがやってくる。そして自前の松明たいまつやランタンに火種を移し、警戒のため外周に散っていった。

　さて、今の私は隊商に安い参加料で加わった旅人という扱いである。隊商の強みは単純な数の力であり、参加者が増えれば増えるほど道中の安全が高まるため、こういった飛び入りの参加者もある程度は歓迎されるのだ。

　野盗も動物も馬鹿ではないので、一息に殺しきれないと反撃が怖いから基本的に手を出してこない。そして人数が増えれば困難に対応する手札は増え、面倒な見張りも短時間での交代により少ない疲労で済ませられる。

　なにより一人一人が金を出すことで、身分がしっかりした傭兵団を安い出資で雇えるとなれば何をか況いわんやである。

　人手マンパワー。やはり人手マンパワーは全てを解決してくれる。

　私達が目を付けたのは、商人と護衛を含めれば参加人数が百人にも達する大規模隊商であった。やはりマルギットの読み通り、ちょっとした都会に行けばケチな荘園を回って物を売ろうとしている隊商ではなく、外国まで足を伸ばして荒稼ぎしようという男気に溢あふれた人達もいたのだ。

　彼等は国外に出ることを想定した遠距離隊商であり、国内を彷徨うろつく隊商が三〇人前後であることを考えるとその規模の凄すさまじさが察せられよう。

　当然、そんな隊商に身を寄せて安全に旅をしたい人間は多い。となると相当額を出さねば〝お客様〟待遇は得られないわけだ。

　懐に余裕はある我々なれど、根が庶民である点は如何いかんともし難く、倹約して隊商の雑事を代行する代わりに安値で同行する日雇い人夫に近い形で隊商に加わった。なにより金貨を唸うならせてお客様待遇に着いたとして、どうせ一日二日もすれば落ち着かなくなることは目に見えていたのだから。

　丁でつ稚ちここに再びというところか。

　やることは結構多い。斥候の馬や荷駄を引く驢ろ馬ばの世話から荷の積み卸し、煮炊きの火を準備することから洗濯まで雑事が目白押しだ。私はその全てをこっそりと魔法を使いつつ手早くこなしたことで、隊商の中では結構通りが良くなってきていた。

　まぁ、身を寄せて一ひと月つきも真面目に働けば、多少は印象もよくなろうというものよ。伊だ達てに貴種が満足して給金を出すような労働を供給していなかったのだから。

　遠目には火口箱の道具を使って火を熾しているようにしか見えぬよう工夫しつつ――間近で観察せねば魔法使いでも気づけないくらいに出力を絞っている――ものの数分で小さな火種をしっかりした焚火に仕立て上げる。隊商は人数が人数だけに熾さねばならぬ焚火も多いのだ。

　その内に炊事の煙も上がり、良い匂いがし始める。今回は隊商発起人が料理人を帯同させているから、保存食や道々で仕入れた屑くず野菜が材料でも丁寧に調理されているので美お味いしい賄い飯にありつける。

　いやぁ……しかし、この一ヶ月は実に平和だったな。野盗が出てくることもなければ、馬泥棒に悩まされることもなく、隊商主が真面目なこともあって風紀が引き締められているから阿あ呆ほうな喧けん嘩かをすることもなかった。

　それに護衛も隊商主が信用して専属契約を結ぶ、大手傭兵団に加盟している一団だけあって粗野ではあるがお行儀が良い。身を寄せている者を煽あおることなんて絶対にないし、喧嘩なんて身内でさえしない程だ。

　最初からこうしていれば良かったなと心底思う。冒険は大好きだが、別に諍いさかいとかヤッパ抜いて大暴れするのが好きって訳じゃないからなぁ。

「おうぃ、エーリヒ！　手ぇ空いたならこっち手伝ってくれや！」

「あ、はい！　ただいま!!」

　火を熾し終えると炊き出しをしている料理人からお声がかかったので手伝いに行く。

　豚鬼オークの恰かつ幅ぷくが良い料理人は、以前は隊商主の下男に手伝わせていたが、少し前に野菜の皮むきや肉の下ごしらえを手伝って以降はよく私に声をかけてくれるようになった。

　なんでも短刀を調理のために真っ当に使える人間は意外と希少だそうだ。大きさを揃そろえないと良い具合に煮えないし、切り口が悪いと味も口当たりも落ちると、雑なごった煮の筈なのに妙に美う味まい飯を作りながら愚痴っていた。

「しかし、お前さん……」

　蕪かぶの皮を淡々と剝むいていると、料理人が声を掛けてきた。彼も手元から目を離しながらも、剝いている皮の厚さは常に一定というかなりの腕前であった。大手の隊商主が食事の世話役として雇っているだけあって、どこかの大おお店だなで修業でもしていたのだろうか。

「かなり熟れてるな。どっかに弟子入りでもしてたのか？」

「昔は帝都で丁稚をやっていたんですよ。やれることは何でもやらされたんで、そのせいですね」

　今回は偽名を名乗っていないが、以前と同じく貴族に関わっていたことは秘密だ。余人に知られて楽しい反応が返ってくる筈もなし。むしろ、自由に商売をすることを選んだ人達にとっては、舌打ちされるくらいなら穏当な方だろう。

「ほぉ。いや、俺ぁてっきり料理番にでもなろうとしてたのかと思ったぜ。良い腕だ。焚火の明かりでも指一つ切らねぇし、刃が滑るように皮を剝く。一朝一夕でできるもんじゃねぇぞ」

「慣れですかねぇ。雑用だけはホント、反へ吐どが出るほどしてきたんで」

　野菜の皮剝きくらいなら〈寵児スケールⅨ〉に至った〈器用〉があれば、指先の感覚だけで目を瞑つぶっていてもできる。暇なのでどの程度細いまま、一度も切らずに剝けるかを試すくらい。

　別にこれくらいならば、帝都で下働きをしていたと言えば怪しまれることもなし。折角格安で参加させて貰もらっているのだから、能力の及ぶ限りご奉公いたしますとも。

　安心して眠れるし、誰に喧嘩を売られるでもない環境を思えば安いもんだ。

「自分のことは自分でしなきゃ儘ままならなかったんで、料理も少しは憶おぼえたんですよ。ま、人に食わせて不ま味ずいと言われない程度の野宿粥がゆですけど」

「謙遜が過ぎるぜ、エーリヒ。そのくらいの歳としのガキは自信過剰な方が可愛かわいいってもんだ」

「ははっ、憶えておきます」

　別に謙遜している訳ではない。この料理番が作る粥は本当に美味いのだ。馬車数台を丸々食料運搬に充てている贅ぜい沢たくな隊商だけあって野菜の質が良いのもあるが、味の良さは材料が良ければ出るものではない。

　その日に食べる人間の疲れ具合やら気温などを読み、正にその時に食べたら美味いなと思う調整ができる腕前あってこそだ。

　私のそれはスキル頼りで手順書に書いてある通りにやっているのに近い。ディードリヒには好評だったけれど、これで食っていけるほどの物ではないのだ。

「お前、明日から味付けも手伝うか？」

「えっ、いいんですか？」

「味を憶えたヤツが増えたら、俺が鍋を何個も往復せず済むからな」

「是非！」

　これは望外なお誘いだ。人から教わればスキルは安価になっていく。外で美味い物が食えて損をする道理もなし。屋外料理の玄人から吸収できるのは、私にもマルギットにも良いことだ。

　やはり人と出会って接するのは悪いことばかりじゃない。予想外に得る物や楽しいことがある。

「じゃあ、ちゃっちゃと剝いちまおう。飢えた傭兵共に頭から囓かじられる前にな」

「そうですね、少し速度を上げましょう」

　作業用の短刀で言われるがままに素材の皮を剝き、等分に切り、時に悪くなった箇所をそぎ落とし続けること半刻あまり。指先が野菜の渋に染まって前世のゴム手袋が愛いとおしくなる頃に漸ようやく下した拵ごしらえが終わった。

　そして、指示に従って鍋の間を往ゆき来きし、味付けや火加減のコツを教わりつつ料理を仕上げていく。黒パンをふやかして食べるための粥は、道中で誰かが落とした鳥肉も加わって実に良い仕上がりとなる。

「まぁ、こんなもんか。加えるモツで味も変わるから、生のを味見して加減を探るのが……って、ああ、そうか、ヒト種メンシユは生肉食うと腹壊すのか」

「そればっかりは真ま似ねできませんね。物によったら死にますよ」

　豚鬼オークの消化器官は、我々とは比べものにならん強きよう靱じんさだからな。凄すごい酸性の胃液で細菌が増える前に溶かし、寄生虫も暴れる余地もなく殺されてしまうそうなので、とてもではないが真似できん。それこそ、蝙蝠こうもりの生き血を嗜たしなんでも余裕な人種と同じことをしたら本当に死んでしまう。

「わりぃわりぃ。となると、仕上げてみて食って憶えるしかねぇな。そこは挑戦と失敗だ」

「ですね。馬鹿な真似して腹壊したくないので、達人の真似はせず凡夫らしく一歩一歩行きます」

「また可愛げのない……いいさ、精進しろ。仕上げは俺がやるから、見てろ」

「はい！」

　煮詰まっていく鍋を共に見回り、ちょっとした香草の使い方を教わりつつ有意義な時間は過ぎていった。

　あとは配膳、片付け、皿洗い――こういった野営地は大抵近場に川が流れている――などで忙しく駆け回れば、気付けば月が天高く昇っているではないか。殆ほとんど隠れてしまった夜陰神の神体が投げかける光は弱く、反して隠なばりの月は満ちてゆき真円に近づく。

　むしろ、とくと黒い様は、夜空に空いた深しん淵えんの如ごとくある。

　物騒でおっかない、見ていたら吸い込まれそうな色相の月から目を逸そらして伸びをした。しゃがんで洗い物をしていたせいで固まった腰を伸ばす感覚が気持ちいい。ああ、労働の疲労というのは充実していると実に心地よいな。

　前世であれば缶珈琲コーヒーと共に一服、と洒落しやれ込みたい空気だが、自販機は疎おろか珈琲豆も入って来ていない世界では望むべくもないので一服だけをつける。しかし、結構な数の前任者がいる気配が感じられるから、誰か一人くらい新大陸探しに乗り出したりしていないのだろうか。黒茶も悪くないけれど、飲めないとなるとあの珈琲の苦みとカフェインの慰い撫ぶが恋しくて堪たまらなくなるな。

　さてはて、トンカツを食べたことのない者はトンカツの味に焦がれることはないというが、贅沢を知っているというのは中々に難儀なものだな。

　ぷかりと煙を吐き出し、隠の月が満ちたことで元気になった名も知らぬ妖精アールヴ達をあしらって野営地に戻る。寝仕度を始めて天幕を広げたり、金がないのか焚火の隣に直接毛布に包くるまって眠ろうとしている面々の隣を抜け、私は自分達に割り当てられている馬車の荷台へ潜り込んだ。

　幌ほろを被かぶせたしっかりした作りのそこで、小さな毛布の塊が転がっている。

「マルギット、時間だよ」

　正確には毛布に包まって仮眠を取っている我が幼おさな馴な染じみだ。

「んぅ……？」

　肩と思おぼしきあたりを優しく揺すってやれば、毛布から僅かにはみ出していた頭が蠢うごめき寝顔が覗のぞく。昼寝を邪魔された猫のような不機嫌な声を上げつつも、幼馴染みは琥珀色ヘーゼルの瞳を開いて起き上がった。

　目尻に浮かんだ涙を拭い、脱皮するように毛布を抜けて伸びをする姿は蜘く蛛もの要素を含んでいるのに酷ひどく猫っぽい。前屈の体勢で背中から腰の筋を伸ばす姿を見ると、かつて帝都に多く飼われており、よく相手をした猫の顔が浮かぶ。

「おはよう、エーリヒ。もうそんな時間でして？」

「ああ、夕飯とってあるよ。きちんと温かいままにしてあるから、ゆっくり食べておくれ」

　仮眠によって崩れた居住まいを正す幼馴染みに保温の術式で温かいままに留とどめておいた夕飯を差し出してやる。

　さて、彼女は別に暇だから仮眠を取っていた訳ではない。これから大事な仕事があるから、早く寝て調子を整えていたのだ。

　蜘蛛人アラクネの多くは〈暗視〉特性を持っている。夜に活発に動いたり、森のような光が届きづらい場所で活動したりする彼らは新月の夜でも読文判定に挑めるほどに夜目が利くのだ。つまりは夜間の見張りに最適な種というわけだな。

　そして猟師として活動していて遠目も大変に優れるマルギットは、夜間の見張りを隊商での仕事として割り振られていた。それ以外でいえば野営を張る僅かな間に森に踏み入って獲物を探すなど――経費を浮かすため、道中で食料を自弁することは多い――狩りをするのが彼女の仕事である。

　いわゆる適材適所というものだ。小さな体は荷運びには向かぬし、他の雑用より秀でた能力を活用するのは当たり前。私は便利屋として、彼女は夜目の利く見張りとして、立派に働いているのであった。

　昼と夕方に働き夜間は彼女に守られて休み、彼女は移動中に私の膝で寝て夜に仕事をする。この流れはきっと、冒険者になっても変わることはないだろう。

「今晩も平和な夜だったらいいですわね」

「そうだね。無事を祈っているよ」

「ご安心くださいな、貴方あなたの寝息を乱すような無粋はさせませんことよ」

　名も知らぬ粗野なれど味の良いごった煮を腹に収めると、彼女は蜘蛛人アラクネ式の夜闇に紛れる狩人かりゆうど装束を着込んで音もなく荷台から出て行った。外周に散って警戒する護衛の穴を埋めるため、今から交代制で野営の周囲を巡回するのだろう。

　彼女を見送った私は、温ぬくもりが残る毛布を被って眠ることにした。宿の寝台と違って寝床の床は硬いけれど、地面よりは数段寝心地がいい。何よりも良い冒険者になるには欠かせない適性があるからな。

　何ど処こででも眠れるのが良い冒険者だってのは万国共通なのだから…………。





【Tips】特性やスキルでも種族によって超えられない限界は多い。ヒト種メンシユではどうあがいても生身の身体能力で空を飛ぶことはできず、潜水し続けることは能あたわぬように。






　金属の弦が跳ねる上品な音が夜気に染み入るように響いた。

「今こ宵よいお聴かせいたしますは、西の果てに詠うたわれし英雄の物語」

　低くよく伸びる声に合わせて奏でられる澄んだ音は、帝国では膝琴と呼ばれる楽器の音色だ。文字通り座った膝の上に乗せられる大きさで長方形の板の上に太さが異なる五本の弦が張られている。

　弦の上を跨またぐようにキーが各所に配置されており、手元の鍵盤を押さえればキーが下がって弦が押される機械式の構造。片手でも多彩な音階を出せること、膝の上に乗る大きさ、そして弦を弾はじく動作が小さくて済むので歌唱が妨げられぬことで単独行の詩人から人気がある。

　焚たき火びを囲む隊商参加者の無ぶ聊りようを慰めると同時、旅の間に腕前を錆さび付かせないようつま弾く詩を聞こうと開かれた催しにはボチボチの人間が集まっていた。

　私とマルギットも聴衆の一部となっている。今晩は二人ともお休みだったので、折角だから憧れていた焚火の周りで詩を聞くという行事に参加することにしたのだ。

　今まで方々を出歩いてきたけれど、こういった如い何かにも旅だな！　という出来事とは縁がなかったからな。アグリッピナ氏が下手な詩人の詩を聞きたがる訳もなし。そして、それ以外では単独行ばかりだったので、聞く機会がなかったのだ。

　苦節三年、漸く冒険らしい冒険の光景……！　始まってもいないのにじぃんと感じ入っている私を余よ所そに吟遊詩人は感情たっぷりに弦を鳴らし、物語を紡いでいく。

「西土の果て、更にその果ての入り口に鎮座しますは都市マルスハイム。一夜にして建ったという伝説が残る城の北に流るるは、蕩とう々とうと果てることなき清水溢あふるる母なるマウザーの大河……」

　琴爪を搔かき鳴らし鍵盤を押さえて大河を連想させる穏やかな旋律を奏でながら、その英雄詩の序曲は始まった。

　奇遇なことにこれから訪ねる都市、西の果てマルスハイム辺境領の英雄を讃たたえる歌だ。

　詩人は訪ねる地域を調べてから、ある程度人気のある曲を憶えることがあるらしい。地元の英雄だとウケが良いのは当然で、認められておひねりも増えるとあれば下調べの一つもしていくだろう。

　譜面が一般に売られることがない世の中なので、彼も誰かの詩を聞いて模倣したのだろうか。だとしたら、聞いた吟遊詩人が真似して歌おうと思うくらいに出来がいい詩だっただろうから、実に楽しみだな。

「雄大な大河から幾条も伸びていく娘達たち、村々を潤す大河の支流の一つを臨む若き英雄が一人。おお、見よ、その甲かつ冑ちゆうを纏まとった頼もしさを。胸に抱くは曙あけぼのの聖印。昇る曙しよ光こうにより暗闇を払うが如く凜り々りしき者の名はフィデリオ……」

　英雄詩の内容は、有り触れているからこそ調理が難しい勧善懲悪の竜退治が主題である。帝国でも普及して誰もが知っているからこそ、最新の英雄でこれをやるのは難しい。王道の中の王道であるからこそ、調理を誤った瞬間に陳腐な物語りになり果てるからだ。

　しかし、この詩人の腕が良いのか、原作者が優れているのか、はたまた物語の意匠となった英雄のおかげか、ありがちという印象は受けなかった。

　主人公はフィデリオというヒト種メンシユの陽導神に帰依する在俗僧――聖堂に所属せず信仰を突き詰める僧――で、一宿一飯の恩義に報いるべく、荘園を困らせている無肢竜を退治しに行くことになる。

　しかし、ただの竜退治や恋物語では終わらない。まず、荘園の代官が窮状を放ほうっていることに義憤を抱き、独断で代官の館に直訴状を抱えて突っ込むという型破りをやらかしてくれるのだ。

「聞け！　民より税を絞り取るのみが帝国貴族の有り様か！　答えようによっては、我が信仰に基づき不義を正そうぞ!!」

　僧は原則的に政治に介入しないことになっているが、地下の民の問題を解決しようと動き回ることはある……のだが、よもや代官館の正門を蹴り破って代官に説教を垂れるとは思わなんだ。創作を劇的にするため幾らか〝盛っている〟部分はあるにしても、直訴しに行くとは相当の胆力だな。

　しかし、不敬であると僧を受け入れない代官にフィデリオは一つの提案をする。

　自分が無肢竜を退治するので、そうしたら荘園を助けるために何をしても文句を言うなと。

　たった一人の僧が何を言うと鼻で笑った代官は、なら竜に食われて無様に死ねと返す。

　実際、代官が笑うのも理解できる。

　無肢竜は竜種の中でもかなり下等な種族で、原始的な思考しか持たない竜だ。その名の通り竜種の特徴である雄大な脚や翼は退化してなくなり、蛇のように這はい、蚯蚓みみずのように地面に潜って生活している。

　我々の区分では竜種に属するが、真なる竜達は下等過ぎるとして眷けん属ぞくや同胞と見み做なさぬソレでも、人の手に余る災害であることに違いはない。

　地面を掘り進むため甲殻は分厚く頑丈に発達し、幾重にも重なった独特の形状は巨大な鑢やすりのようでもある。土を喰くらって穴を穿うがつ大顎にはヤツメウナギめいた凶暴な歯が並び、成体になれば直系三ｍを下回ることのない巨体は人間など丸まる吞のみにしてしまう。

　しかも体の厚みに見合って体長も凄すさまじく長く、手足を失った代わりとばかりに数十ｍに達するほどだ。半ば事実に近い神話の中では、山の上でとぐろを巻く巨大な無肢竜が存在したこともあるという。

　斯か様ような相手に一人で、しかも神の加護を授かろうとも孤影の僧が挑むとなれば、何を馬鹿なと誰もが笑うだろう。

　しかし、彼はただ不敵に笑い返した。神の前での約定に噓うそを宣のたまうことは許されぬぞと。

　すると、なんと主神であるがため契約を結ぶ権能も持つ陽導神の加護が降り注ぎ、代官とフィデリオの約束を〝絶対〟にしてしまったのだ。

　これには驚き震え上がる代官。行政に携わる彼は知っていたのだ。陽導神が契約の奇跡を許すのは、最低でも律師、人に教えを授けることを許される高僧のみだと。

　ここに来て彼は漸ようやく理解した。フィデリオは大言を吐く身の程知らずではなく、衆生を助けるに値する徳を持つ秀でた人物であると。

「河の水面をのた打つ無肢竜の悍おぞましさよ！　泥色の鱗うろこが跳ねれば河岸は崩れ、穏やかな澄んだ水は瞬く間に汚れた色に落ち、貪られた魚の亡なき骸がらと混ざって悪臭を発するではないか！　何代にも渡って築かれた堤も、祖霊の努力を嘲あざ笑わらうが如く溶けてゆく!!」

　恐ろしげな低音が連続する旋律に想像を搔き立てられたのか、聞きに来ていた子供が何人か悲鳴を上げた。ぎゅっと手を握って緊張している大人は、河の近くの出身だろうか。堤防が切れる怖さは、平地生まれの私にはよく分からないけれど、知っていたら言葉を聞くだけで色んな物が縮み上がるだろうな。

「されど、汚濁した河の化身が如き無肢竜に臆さぬ者が一人だけ！　河を見下ろす丘に陣取り、フィデリオは輝かしき兜かぶとの面覆いを下ろし、巨大な槍やりを携え吠ほえる！　陽導神の加護ぞある!!　聖句を唱え、疾駆と共に河に槍を一度突き込めば、泥に濁った河が瞬く間に煮え立ち、堪らず竜は飛び上がる！」

　冷静に考えると河が煮え立つって何だよ。しかも沸騰した水くらいじゃびくともしない無肢竜が煮えるのを畏れて逃げるって冗談か？　ともなるが、ひねた考えも奇跡という前提があれば話が違う。

　陽導神の奇跡とあれば、邪悪を打ち払うため対象だけを苦しめる沸騰をもたらすことも可能なのだろう。それが能うのが世界の法則を管理者権限にて塗り替える奇跡という、不条理を条理にねじ曲げる術なのだ。

　大地に追いやられた無肢竜とフィデリオは、地形が変わるほどの大立ち回りを繰り広げる。自らを大地ごと抉えぐって吞み込まんとする口を避け、突き刺せば陽光の熱を迸ほとばしらせる槍を何度となく突き込む英雄。

　それに負けじと巨体を打ち付け、跳ね上げた石塊をぶつけ、時には体を震わせて鈍った刃もかくやの凄惨な疵きず痕あとを残す鱗を飛ばして立ち向かう無肢竜。

　幾度打ち据えられようと、体から大量の血が流れようとフィデリオは立ち上がり槍を突き刺す。零こぼれ落ちた血の一滴までもが太陽の欠片かけらとなって敵を焼き、また昇る日が如ごとき活力を得て起き上がる。

　凄まじい展開だが、今まで出会ったことがない領域の加護を授かった戦いっぷりに息を吞んだ。恐らくこれは完全な創作ではなく、見守ろうとした誰かが伝えたのが始まりなのではなかろうか。

　一から作ったにしては奇跡がかなり詳しく描写されているのだ。

　邪を払う陽光の熱、暮れどまた昇る再生、そして流るる血の一滴さえも敵を焼く苛烈さ……ああ、前世の馴な染じんだ世界システムで言うならば、完全に自己完結型のマルチアクションバトルモンクだ。

　おっかねぇ。アイツら怖いんだよな、自己強化バフもするし自分に回復もかけるし、撲殺しようとする腕っ節も立つし。脳内筋肉率が一二〇％くらいあるだけあって、何が強いとかではなく、ただただ強いんだ。

　頑丈な鎧よろいを着込んで装甲点を固めた上、大量のＨＰで魔法も顔面で受けて耐え、そこから全力攻撃とか薙なぎ払いで前衛を撲殺する重戦車。挙げ句、ついでみたいに自分や脆もろい前衛を回復して殴りかかってくる上、予備動作マイナーで状態異常にも対応するから正攻法で殺すのが大変ったらありゃしない。

　ヤツを殺せるような火力を用意したら他が耐えられなくてバランスが崩壊するし、かといって気を遣っていたら全ての工夫を暴力で踏破してくるので、極まったバトルモンクは本当に始末が悪い。

　フィデリオもその手の個人で完成した人物であろう。彼に優秀な後衛や隙を埋めてくれる前・中衛が加わったらと想像すると鳥肌が立った。

　いや、データマンチとしては純粋に尊敬するけどね。ただ、単純かつ強いという、あまり頭を捻ひねる要素がない構築なので、組み絵細工の如く複雑に構築して強さを出したい私は惹ひかれなかったのだ。仲間にいる分には大歓迎だけど。

「世の中には凄すごい人がいらっしゃるのね。単身で亜竜を狩るなんて」

「そうだね……私は憧れるけれど。君も憧れはするだろう？」

「私、まだ人間のつもりなので、そこまで頭がおかしいことを目もく論ろむ予定はなくってよ？」

　つま弾かれる旋律の中で、半日以上取っ組み合った末にフィデリオの槍が折れると、彼はなんと自ら無肢竜の口に突っ込み、その口を引っ摑つかむと顎を引き裂いて殺してしまった。これは流石さすがに創作……だよな？　であってくれ。

　然さもなくば、正しくマルギットが言ったとおり人間の枠を超えている。それこそアグリッピナ氏あたりとも生身で殴り合える怪物だ。

　うーん……私もいつか外道にぎゃふんと言わせてやると誓った身だが、そこまで行けるか……？　策を弄して仲間を集めれば、亜竜なら倒す手も幾つか浮かぶんだが。

「それに、個人武勇よりも一緒に何かを成し遂げたいですわね。折角二人で旗揚げするんですし」

「……そうだね。二人で一緒にだ」

　単騎で何かを成し遂げる浪漫ロマンというものは認めるが、膝の上から見上げてくる幼おさな馴な染じみと共に名を揚げたいと思ったからこそ、私達はここに来た。

　なら、人間の領域からはみ出した人に憧れて無理をすることもない。

　何事も一歩ずつだ。私も目標を一つ成し遂げてはいるが、未いまだ〈神域スケールⅨ〉も〈寵児スケールⅨ〉も一つずつ。多少は強くなった自信があるが、ここで一つヤベー人の武勇伝を聞いて無意識に伸びた鼻を折っておいて損はない。

　短気は損気。回り道が近道だ。

「でも、いつか真なる竜とは戦ってみたいな」

「……それ、貴方あなたがやると言うなら付いていきますけど、私であっても一瞬躊躇ためらいそうになりましてよ？」

　そこまで？　でも、人生で一度は竜殺しに憧れるものでしょ。なんか私が逝くちょっと前くらいの前世だと、創作じゃ嚙かませ扱いになっていることも多かったけれど。

　マルギットにドン引きされたことが腑ふに落ちず首を傾かしげている間にも物語は進む。

　こうして無肢竜を討ったフィデリオは、大変な価値を持つ亡骸を代官ではなく、その上役である子爵に献上して荘園の再整備を依頼するという、中々頭の良いことをした。

　代官がやっていたことは完全な職務怠慢であったし、誓約があるから口を出すこともできない。本来は自分を飛び越えて上の貴族に直接文句を言うなど越権も良い所であるが、これだけの武勲を立てられれば最も早はや何の文句を言うこともできぬ。

　フィデリオの献身と見事な武勲に感動した子爵は彼の言うことを全て吞み、荘園に十年間の無税を言い渡した上で堤防の再建を確約したという。

　更に、これだけ荒れているにも拘かかわらず六公四民――帝国法でギリギリ許される範囲の重税――の税を課していた代官は、能力に疑問ありとして罷免され、フィデリオは偉業から〝聖者〟と讃たたえられることになった。

　これにてめでたしめでたし、と話が結ばれ、私はおひねりのために銅貨を取り出しつつ思った。

　いつか、こうやって詩に詠うたわれてみたいものだと…………。





【Tips】無肢竜。亜竜の中で最も原始的かつ野卑で知能も低いが、その恐ろしさは竜の名に恥じぬ物である。専ら鉱山帯で豊かな鉱脈を食い荒らすが、時に水気を求めて平地に降りてくれば川幅を広げ洪水を起こすこともあるため、屢しば々しば討伐のために軍が起こされる。






　運が悪い私は疑うたぐり深く、平和だなーと暢のん気きしつつも来たるべき波は瀾らんに備えていた。

　大規模隊商でさえ襲えるような大きな徒党の襲撃。突発的な内紛に巻き込まれる不運。勝手に関所を置く悪徳代官に引っかかり発生するもめ事。

　極めつけは何の脈絡もなく空から降ってくる古代龍！

　二つの六面体や良く回る二〇面体のご機嫌が悪ければなんでも起こるのがこの世の中。理不尽としか思えない敵に踏み散らされて、同姓同名同能力の見知らぬ他人に転生する経験など両手の指でも足りないくらい。

　だから覚悟していた。何かが起こることを。

　ただ……。

「本当に惜しいな。ずっといてくれてもいいんだぞ。あの気難しい料理番が気に入ったくらいなんだから」

「そうねぇ、二人はとってもよく働いてくれたもの。本店の手代に来て欲しいくらいなのに。ねぇ、考え直さない？　ウチだと夫婦なら手代の内でも泊まり込みじゃなくていいのよ？」

　こうやって目的地付近まで道中遭遇表が一度も荒ぶることなく来られてしまうと、なんだ、その……言葉に困る。

　物足りないような、ほっとするような、でも誰にかに「何か忘れてない？」と聞きたくなるような。

　いやいや、これが普通、順当だというのは分かっているとも。むしろ序盤とかアグリッピナ氏の側そば仕づかえやってた時期が狂っていたと認識できる程度の正気値は残っているさ！

　それでも、こうやって隊を離れる旨を告げるにあたって、隊商の発起人夫婦や、仲良くしていた人々から別れを惜しまれると微妙な気分になるんだよ。

「お誘いありがとうございます。ですが……」

「幼少期からの夢……ですものね？」

　小さな体が噓の様な活発さで隊を指揮する矮人種フローレシエンスの夫婦に手を握られ、普通であれば一も二もなく飛びつくであろう誘いを丁寧に辞した。彼らはとある行政管区の州都に本店を持つ陶器商の仕入れ担当であるらしく、これから西方辺境域を抜け、西方の雄セーヌ王国さえも越え、緑西海を望むピレニア連合評議国にまで足を伸ばすという。

　そこで異国情緒と西方文化が混じり合った独特の陶器を仕入れるため、信頼して仕事を任せられる人間は幾らでも欲しいらしい。確かに陶器のような繊細な物を仕入れて――実際、途中で捌さばく予定の品には壊れ物が多かった――陸路で持って帰るなら、丁寧に仕事をする人足は確かに貴重か。

　国を二つも跨またぐ仕入れ道中と思えば、それはそれで波は瀾らん万ばん丈じようの大冒険が待ち受けているのかもしれない。耳慣れぬ言語を聞き、異国の技術に触れ、初めての味に舌を楽しませるのもきっと素晴らしい冒険になるはずだ。

　されど、私が愛したものとは少し違うのだ。

　重ねて丁寧に詫わびつつ誘いを辞し、私達たちは荷物を纏まとめて隊商を後にする。二ふた月つきも共にしたので顔なじみや友人と呼べる者もできたし、代金として馬車馬に使って貰もらっていたカストルとポリュデウケスも同道した馬達と別れを惜しんでいるようだった。

　これほど穏やかな時間は、私の記憶の中だとケーニヒスシュトゥール荘しようで平和に暮らしていた幼年期以外には中々なかった。帝都で丁でつ稚ちをやっていた時も平穏な時期はあったけれど、なんだかんだ仕事も多く忙しかったからな。

　さて、これほど穏やかに過ごせるのは、次は何い時つになるだろう。

　街道の分かれ道に立ち、私達は隊商の殿しんがりが見えなくなるまで見送った。彼らはマルスハイムに立ち寄らず、そのまま国境まで向かうそうなのでここでお別れなのだ。

　爽やかな気分で彼らを見送り、私は小高い丘のようになっている分かれ道の上に登り、満を持して広がる世界を眺めた。

　蕩とう々とうたる緑の海のごとき平地、整備されきらず鬱うつ蒼そうと茂る林、その合間に聳そびえる市壁に囲われた都市。いざ見やれ、あれぞ地の果てエンデエルデとの異名を与えられし西方辺境域はマルスハイム行政管区が州都マルスハイムである。

　ランドマークとして都市の中央に鎮座する城館は小ぶりなれど質実剛健な造りで見るからに頼もしく、遠方に聳える山々の頂に臨む支城や出城と相まって一目で堅いと分かる守りを見せつけている。

　都市を囲む壁も高く立派で、分厚いそれは遠目に見ても攻勢の魔法を阻む結界をひけらかす。古く強力な術式だ。癖には極夜派の偏執的なまでに魔法を厭いとう色が隠すこともなく滲にじみ、何人にも都市を焼かせぬという強い意志を形として見せている。

　軍記物の英雄譚たんにて五万の軍勢を八千の手勢で撥はね返したというのも納得の威容だ。

　最辺境の防備の要であると共に西方衛星諸国家群の玄関口として栄える町々は煙突の煙も賑にぎやかで、経済活動が活発に行われていることが一目で分かる。窮した都市はまず燃料代から削られるため煮炊きの煙が少ないが、仕事をしている煙突を活発さの指標とするならマルスハイムは絶好調と言えるだろう。

　そして何より目を引くのは出入りする人の多さだ。行こう李りを担いだ個人営業の商売人から馬車を引き連れた隊商までが四方の大門の内三つに群がっている。それに劣らず、都市北方を流れる雄大なマウザー川を行き来する回船の多さよ。

　富は遙はるけき地より訪れり、と謳うたう格言そのままの光景ではないか。

　今からあそこに行くのかと思うだけでワクワクしてきた。

　帝都ベアーリンも栄えた都市ではあった。しかし、あそこの栄え方はいわゆる官製の栄え方であり、政治上必要に迫られて意図して栄えた品のある発展だ。全ては精緻な都市計画に基づいて構築され、必要な物を必要なだけ詰め込み、余分は徹底的に省かれた品の良い都市である。

　三重帝国の意図しない物はなく、好ましくない物を削り取って作り上げる整い過ぎた繁栄は、作り物めいた寒々しい賑やかさを湛たたえる。あらゆる物が理詰めで構築された完全計画都市に一つの誤算も存在しない。

　ただし魔導院を除く。

　院内では恒例となっている魔導師マギアジョークはさておき、目の前にて悠然と佇たたずむ都市の繁栄は、正しく栄える所にガワだけ作っておき、最低限の枠だけ決めてあとは勝手にしろと放置されたが為ために発生した繁栄である。

　緩い秩序の中に苛烈な競争があり、昨日栄えた店が翌日には看板を下ろすような生のぶつかり合いが遠くから見ているだけでもよく分かる。

「嬉うれしそうですわね？」

　知らぬうちに辺境への熱気に当てられていたのか、じぃっとマルスハイムに見入っていた私をマルギットが現実に引き戻してくれた。毎度の如ごとく背はい囊のうじみて背中に張り付いた彼女がいなければ、私は足が疲れるまで突っ立って、あの街を眺めていたことだろう。

「うふふ、絵画のご馳ち走そうは美お味いしいでしょうけど、お腹なかは膨らまないのと一緒で、街の善よし悪あしは眺めてたって分からなくってよ？」

「分かってるよ」

　恥ずかしくなって少し拗すねたような口調になってしまった。元から勝とうなんて烏お滸こがましいことは考えていないけれど、格好悪い所を見られるのは恥ずかしいのだ。

　仕方ないだろう。男なんて幾つになろうと格好の付け方を知っただけの子供に過ぎないのだ。こんなもの見せられて高揚せずにいられようか。

「じゃあ、行きましょうか。私達の新しい街へ」

「……ああ！」

　私のことを分かっている幼馴染みは自然と誘いかけてくれる。行っても良いのだ、多少羽目を外したって微笑ほほえましく見守ってあげるからと。この際気にするのはやめよう、見た目はきちんと十五歳をしているのだから、アラフィフにさしかかった精神年齢ではっちゃけたって誰にもばれないのだし。

　私は早速愛馬たちを引き連れ、丘を駆け下りて新たな冒険の地に向かった…………。





【Tips】エンデエルデ。西方辺境域の別称。〝地の果て〟の文字通り混こん沌とんとしており、多くの場所が統制されている三重帝国都市圏とは異なり、州都付近でも治安が完全に引き締められているとは言いがたい。

　反面、規制の緩さが商売のしやすさにも繫つながっており、裸一貫から身を立てるのには最も向いている。地の果てで筵むしろ一枚担いでみれば、今や帝都のお膝元、という小唄が庶民の間で知られるほどこの地は自由に満ちている。






　マルスハイムを観察し、まるで棚田のような構造の都市だと思った。

　棚田は傾斜地に作る水田のことであり、タンスの引出を上から下に少しずつ引き出したまま放置したような形をしている。

　それと同じく、マルスハイムは丘陵の上に建つ城館の周囲に市壁を増築し続けて発展していったからか、半円形――時に歪いびつな角形――の市壁や胸壁が幾層にも連なって延びている。斯か様ような構造であるがため、上から見下ろせば棚田のような印象を受けるのだ。

　これは恐らく、都市の来歴によるものだろう。

　マルスハイムは領土問題で長らく土豪との争いが絶えない土地で、帝国成立と同時に実効支配はされていたものの、土豪や跳ねっ返りの衛星諸国家との紛争が長く続いた血が滴るような歴史を持つ。

　要するにちょっと前までは紛争地であり、同時に諸外国と最初にぶつかる帝国そのものの矛先にあたるわけだ。

　会戦が何度も繰り広げられ、都市を焼き、荘を捨て、時には塩を撒まいたり魔導師マギアに毒を散布させるなどして寸土を奪い合った土地には、たとえ帝国全体が平時であったとしても平穏な時代など数えるほどもなかったと伝えられる。

　エンデエルデという異名がつけられるのも頷うなずける、なんとも物騒な土地だこと。

　さて、今見下ろしている都市も昔からある街ではなく、かつての辺境伯が度々反乱を起こす土豪と苛烈なドツキ合いを繰り返していた時に軍事拠点として城館を新設したことに端を発する。

　元々マルスハイムという街は、もっと東にあったのだ。

　新たな州都の中枢たるマルスハイム城館には一つ面白い逸話がある。

　なんと一夜にして丘と共に現れたというのだ。

　遠く離れて見渡したから分かるが、この近辺は地平線が弧を描くだだっ広い平地であり、その真ん中に緩やかな丘陵が存在するにしては些いささか不自然な地形をしている。

　そして、広い平地であり同時に交通の便もいいとなれば、この地が会戦地として選ばれることも多かったのだろう。

　斯様な地に城を建てられたなら、どれほどの戦略・戦術的優位を保てることか。

　かつての辺境伯も同じことを思ったのか何度も築城を試みるも、当然土豪も此こ処こを押さえられるのは拙まずいと分かっているため妨害するし、自分達も建てようと試みるので泥沼の築城合戦が繰り返される。

　物的・人的両方の資源を大量投入し合ってがれきの山だけを作るという人類特有の徒労を重ねつつ、ある辺境伯が奇策を思いつく。

　現地で物を用意して建てるから時間がかかるんだから、前もって作ってきゃいいんだよと。

　辺境伯は自領の経済が傾きかけるほど全力をかけた乾けん坤こん一いつ擲てきの作戦に打って出た。大量の土砂を集め、城を建てる材料を組み立ててあらん限りの荷馬車を集め、他領に頭を下げて造成魔導師を二桁単位で集結させる。

　そして多少の脱落を構わぬ神速で平原の中央、戦略の要衝に無理矢理に丘を作り、城をどかんとおっ建ててみせたのだ。

　私はこの時思ったね。また同郷人が何か入れ知恵でもしたのかなと。

　一夜にて城が建ったというのは、後世に伝わるにつれて話が膨らんでいった、いわゆるフカシに違いない。最初は丘の上に簡易陣地が築かれた程度に過ぎないのだろうが、それでも戦略上の優位性は大きく帝国に傾く。一夜にして丘と陣地が出来上がった衝撃は、ともすれば土豪側の指揮官が憤死する程であったろう。

　斯かくして新造された丘と城館は西方辺境を鎮護する重要地点となり、どんどんと拡充されていく内に都市の体を成し、更には辺境伯が重要性を認めて州都を移すに至る。

　寄らなかったが旧州都となり名を改められたアルトハイムは、今も人口八千人程の大都市として残ってはいるらしい。されど、かつての栄華は最も早はやなく、中央との中継点の一つとして惰性で残っているに過ぎないそうな。

　様々な歴史浪漫ロマン溢あふれる街に思いを馳はせると自然と胸が高鳴った。丘の上の城館は高い壁に守られ、周囲に広がる市壁と胸壁の高さがまちまちで、しかも修復跡で一部がモザイク模様になっているのが実に〝らしい〟雰囲気を醸していて素晴らしい。

　屋根瓦も建物の高さや色も帝都と違って画一的ではなく、うるせぇ整える金なんて何ど処こにあるんだよ、という実務的な理由が窺うかがえて面白いな。

　門に集まっている大勢の人々も私の興味を引いた。極地以外のどこにでもいるヒト種メンシユは言うまでもなく、魔種や亜人種も多様に行き交い様々な荷や装束で目に楽しい。帝都ではあまり見なかった肌色のヒト種メンシユや見たこともない亜人種もいるな。

　おお!?　あの荷車から上半身をはみ出させているのは鰭肢人ローレライじゃないか。水を溜ためた荷車を人足に引っ張って貰って移動しているとは実に興味深いな。マウザー河を拠点とする氏族があると聞いたが、あれは移動が難儀で仕方なかろうな。都市に水を送る水路を使えない理由でもあろうのだろうか。

　おや、一瞬目の錯覚かと思ったが、門で入市の手続きをしている衛兵は四腕人ヴイアマンかな？　肩の関節から上肢が枝分かれして二対四本の腕を持つヒト種メンシユの近縁にある人類種なのだが、帝都では見たことがなかった。元々は蜘蛛人アラクネと同じく南方の出だというから、移民なのかもしれない。槍やりを持ったまま用箋挟み片手に入市希望者を捌いている姿は、二本しか手がない身としてはちょっと羨ましくもあった。

　おっ、馬車を牽ひく馬肢人ツエンタオアや大荷物を抱えた熊体人カリステイアン、それに傭よう兵へいと思おぼしき武装した牛躰人アウズフムラまでいるな。それぞれ自分の体が持つ特性を活いかして働き、それを周囲が自然と受け取っている様は前の職場と似ていて安心できる。

　帝都の賑やかさもよかったけれど、この統制されていない賑やかさは実に心が躍る。全く新しい地方を開拓するサプリメントのページをめくるような心地になれるから素晴らしい。未知に驚き機知に塗り替え、そこに馴な染じんでゆく愉悦は旅をしなければ味わえない人生の甘露だ。

　そして、その甘露に酔っているのは、どうやら私だけではなかったらしい。

　丘から下りるまではお姉さんっぽく振る舞って先を促してくれたマルギットであるが、背中の彼女も今や静かになっている。細かく体が動く気配が伝わってくるので方々へ視線を彷徨さまよわせているらしく、お上りさん気分を共有できているようだった。

「すごいね」

「ええ……すごいわね」

　試しに話しかけてみれば、返って来たのは彼女らしからぬ等閑なおざりな返事だった。

　故郷の近くにある古都に行ったことがあるとは言っていたけど、趣が随分と違うだろうからな。驚くのも無理はないか。

　カストルに跨またがり都市に近づくにつれ、なんとなく人の流れが分かってきた。商人らしい格好の人々は南門に。荷物を担いだ軽装の人々、恐らくマルスハイムの市民は北門へ。そして傭兵や冒険者と思われる鎧よろい櫃びつや得物を担いだ面々は西門に向かっているようだ。

　きっと帝都と同じく門によって役割が分かれているのだろう。やってくる人によって衛兵の対応も変わるだろうから、効率を考えているのだろうな。

　とりあえず私達たち向けであると思われる方へ馬首を巡らせてみれば、列の長さは結構なものだった。鎧を着込んだままの者もいれば、気楽な旅装姿の者も混在する列からは何ともなしに剣けん吞のんな雰囲気が漂う。よくよく観察してみれば衛兵も他の門より立っている数が多いし、立ち姿からして練度が高い者が配置されているように見えた。

　並んでいるのは切った張ったで商売している連中だけあって血の気も多かろうし、なにかと争いが絶えないから備えているのかね。列に割り込んだやら靴を踏まれた、果ては〝そういう目をした！〟というだけで喧けん嘩かを売る野郎がいるのが荒事師の界かい隈わいというものだ。

　ちょっとした喧嘩から乱闘に発展されたら迷惑この上ないだろうから、この警戒具合は必要最小限の備えといったところか。ま、お上品にしておけば不利益は被らないから、精々模範的市民として振る舞うとしよう。

「なぁ、坊主」

　急に下から声が飛んできたので何事かと目線を下げれば、そこには禿とく頭とうの大男が立っていた。まるで軽い荷物でも引っかけるような気軽さで重量感のある鎧櫃を担ぐ彼は、端的に言うと実におっかない風体をしている。

　言葉を選べば凶相の偉丈夫。悪く言えば完全に堅気ではない筋モノ。

　私より頭二つ分以上は高い上背に子供二人を重ねたより分厚い胸板、その上に角張った……かなり柔らかく表現しても悪党面としか形容のしようがない顔が乗っかっている様は中々に威圧感がある。割と失礼な感想だが、キモが太くない子供なら泣くか逃げるかするに違いない風体であった。

「いーい馬だな、なんてぇ名だ？」

　ただ、外見の恐ろしさに反して振られた話題は実に穏当なものであった。厳いかめしい顔を喜色に歪ゆがめ、彼はカストルとポリュデウケスを実に楽しそうに見定めている。二頭とも不快そうにはしておらず、悪意を感じ取ってはいないらしい。

「私が乗っている方がカストル、向こうがポリュデウケスです」

　それに如い何かにも主人公に喧嘩を売って蹴散らされてしまいそうな風貌にも拘かかわらず、私も悪い人のようには思えなかったのだ。物腰は穏やかで、口調こそ荒い下町調なれど下卑た感じではない。

　どちらかというと競馬場にいる気の良いおっちゃん、といった風情だ。

「異国語か？　あんま聞かねぇな。だが響きはいい、勇ましいじゃねぇの」

「双子の馬なので、遠い地に伝わる双子の英雄に肖あやかりました。言葉としては南内海語に近いですね」

「おっ、異国の英雄の名か。いいねぇ、かっちょいいじゃねぇか」

　うんうんと納得したように頷き、やっぱ雄馬はそうじゃなくちゃなと呟つぶやく彼。こうなるとますます競馬好きのおっちゃん感が増してくるな。今まで馬のことで話しかけてくる連中は、みな品定めするような目で見てくるか、幾らなら売る？　と一方的に商談――それも子供相手と思って大分足下を見た――を切り出す慮外者ばかりだから実に新鮮であった。

「馬体はちと太ぇが締まった太さだ。こいつぁよく走るだろ？」

「ええ、荷を乗せても馬車を牽かせても帝国一ですよ」

「だろうなぁ、首差しもすっとしててよぉ、いい男ぶりじゃねぇのよ」

　首差しというのは馬の首つきの状態のことで、馬に馴染んだ者が使う専門用語だ。馬の速度は馬体にもよるが首の形に良く出るもので、目利きが馬の善よし悪あしを計る判断基準の一つとして重きを置いている。

「いい馬だ。傭兵をやるにしても冒険者をやるにしても、よく応えてくれんだろうよ。大事にしろよぉ？」

「ええ、それはもう。別れがたい仲間ですから」

　私の言葉を聞いた彼は「ほぉ」と喜色を強め――より凶暴さが上がったようにも見える――心底愉快そうに笑った。

「大した心がけだな坊主。気に入ったぜお前」

　呵か々かと大笑しつつ、彼は太い腕を伸ばして私の肩を揺すってきた。背中のマルギットが嫌な予感を察知したのかさっとカストルの尻へ飛び退のくのが分かる。

　するとどうだ、ぐわんぐわんと凄すごい勢いで揺すられたではないか。ちょっ、まっ、力つよっ!?　体幹を鍛えてなかったら首をいわすぞこれ!?

「で！　まだ若ぇが……おめぇ、色はなんだ？　俺が知らねぇ顔ってことは、最近来たばっかだろ？」

「色……ですか？」

　少し痛む首を押さえながら問い返せば、大声で笑っていた男は打って変わって憮ぶ然ぜんとした顔で私を見返してきた。呆ほうけた顔で冒険者で色つったら一つしかねぇだろ、と言われて思い返す。

　ああ、そうだった、冒険者の同業者組合は色で冒険者を格付けしているのだった。

　最下層は煤すす黒ぐろから始まり、順に紅玉、琥こ珀はく、黄玉、緑青、青玉、瑠璃と光の波長が短くなるにつれて高位に至る。最高位は記憶が確かなら紫し檀たんで、皇帝にしか許されぬ禁色と同じだけあって、名誉称号の一つだった筈はずだ。

　つまり私が以前に掃除した心得のなってない冒険者は、正しく下から二番目の木っ端でしかない。

　なんか覚えのある色分けだよなぁ……。

　破綻したアルフア・コ理想郷ンプレツクスへの郷愁とオゾン臭漂うレーザーの光ＺＡＰ！　ＺＡＰ！が脳裏に浮かぶが、まぁ単なる偶然の一致――或あるいは同郷人のお遊び――だと思うことにしてスルーしよう。

　あの世界システムも色々と正気を投げ打ち、悪ふざけに全振りする分には楽しかったけれど、あそこまで命が軽いのはごめんだ。口が滑ったら死に、真面目にやっても死に、説明書通りに装備を扱っても死ぬことがあるような状況を楽しめるほど頭の螺旋ネジを飛ばしてはいないからな。

　それはそうとして、階級を知りたがるということは彼も冒険者なのだろう。それも体から滲にじみ出る力量から察するに最低でも中堅。この人が下層で燻くすぶるような修羅の巷ちまたで、実力者が掃いて捨てる程いる世界なら冒険者という職は、今のように軽くはなっておるまいて。

「いえ、私達は今から冒険者になりに行くんです」

「ええ、ですから無位無官でしてよ？」

　事情を説明し、現金なことに肩を揺すられる危険性が去ったからか背中に帰って来たマルギットがそれに続く。すると男は随分と驚いたのか、小さな目を見開いて私達を上から下までじろじろと見てくるではないか。

「なんだ、じゃあお前さん冒険者として荒事の経験はねぇってのか？」

「そうですね。一応、初陣は済ませてありますけど」

　噓うそは言っていない。うん、結構な修羅場は潜くぐってきたけど、冒険者としては完全なる初心者。誰憚はばかることなく胸を張ってピカピカの新卒Lv１フアイターです！　と主張できる。きっとどんな門番でも指をさして、ついでに片足を上げ「ヨシ！」と通過させてくれるに違いない。

「それでコレか……」

　感嘆の色が滲む重い呟き。彼は微かすかに俯うつむいて顎に手を添え、暫しばし考え込んだ後にこう告げた。

「冒険者になるってんなら、組合の施設は目抜き通りを抜けた先、アードリアン恩賜広場に面してるぜ」

　親切にも組合の場所を教えてくれるとは。衛兵に小銭を握らせて道を教えてもらう手間が省けた。前世と違って初めての街を頼りもなく彷徨うろつくのは中々に危険だから、目的地が分かるというのは本当に有り難い。

　不慣れだと分かってスリや強盗に目を付けられちゃ適かなわんからな。冒険者になる前に流血沙汰に巻き込まれるのは勘弁願うよ。

「ご丁寧にありがとうございます。何分田舎者でして、地理に明るくないのです」

「田舎モンって言うにゃお前さんは丁寧に過ぎらぁ、良いとこのお坊ちゃまみてぇだぜ。ま、ナリだけ見てりゃってところだが」

　大男は考え込んでいた時の難しそうな顔を一瞬で消し去り、凶相なれど人の好よさそうな笑い声を上げる。しかし間近で聞いているからでもあるが、腹にズンと響く声だな。油断のない立ち姿、見るからに使い込まれた鎧櫃、布で覆われた大きな長物は形から察するに戦せん槌ついか戟げきであろうか。全ての要素から前線指揮官として極まっている印象を受けた。

　正直言って、かなり強いと思う。どの程度かは戦闘態勢に入って貰もらわねば、私程度の観察眼では正確に量ることはできないけれど……体感だとロロットを助けた洋館の巨鬼では相手になるまい。

　やっぱり荒事の種が絶えない地方だけあって、マルスハイムには強者が多いのだろうか。都会には上澄みが集まってくるが、地方は実地で錬磨する機会もあろうから必然荒削りの勇者が増えるのも納得がいく。

「んでな、登録が終わったら子猫の転うたた寝ね亭ってぇ酒保がな、あばらや通りにあるから来てみな」

「子猫の転た寝亭ですか。随分と可愛かわいらしい名前ですね」

「まぁな、だが酒保は名前じゃねぇよ、出す飯と酒、あと寝床の質さね。あばらや通りってぇのは組合ん広場から一本北の通りに出て、西に真まっ直すぐ行きゃぁいい。ちぃと市壁のせいで入り組んでるが、すぐに分かると思うぜ」

　単にお勧めの酒場を紹介してくれている……という風ではないな。人の好さの中に計算が見える。偉そうな物言いかもしれないが、粗野なれど愚ならず、か。

「陽ひが傾く頃に行きゃあ、フィデリオっつー男がいるはずだ。そこらの客に聞けば直ぐにわからぁ」

「フィデリオ……？」

「おう、そうさ。別に珍しい名じゃねぇだろ？」

　問えば、彼はにやりと口の端をつり上げる。

　ああ、特段に珍しくはないとも。上古の言葉で真実に由来するだけあって、古来から誠実な子供に育つように期待されて名付けられることもあり、うちの荘園にも一人いた。

　しかし、ちょっと前に同名の英雄が活躍する詩を聴いたばかりなので、あまりに偶然タイムリーだなと思ったのだ。

「それで、そのフィデリオ氏が何か？」

「この界隈で名を揚げたいなら、一遍は挨拶しといた方が良い人さ」

　……なんだろう、彼の人柄から新人をエサにしているヤクザみたいな人を紹介されることはなさそうだけれど、どうにも背中がピリピリする。

　これは奇縁か。それともとんでもないナニカへの警鐘か。

　ただ、悪い予感はしなかった。人の外面や第一印象を信用し過ぎる危険は帝都で学びに学んだが、なればこそ笑顔や親切の裏に滲む〝悪意〟に対し、私はことさら敏感なのだ。

　それこそ、これはスキルに因よるものではない。ＰＬプレイヤーとして積み重ねた直感。いわゆるプレイヤースキル的なものだ。

　この人からは人相の悪さに反して、妙な面倒見の良さを感じるから。

「失礼ですが、何な故ぜ私達を紹介しようと？」

「ふっ……そりゃあお前さん、決まってんだろ」

　そっちの方が面白いことになるからさ、という喜色を一切隠そうとしない笑顔に邂かい逅こう表が振られたんだなと思っていると、後ろから柄の悪い怒号が飛んできた。列が前に進んでんだから、でけぇケツ退どけてさっさと進めと怒られてしまった。

「ヘンゼル！　わけぇのたらし込んでんじゃねぇよ！　はよ進めや」

「おっと、わりぃなネッケル！　存在が小さくて気付かなかったぜ！」

「ぬかせ！　てめぇがでけぇだけだろ！　お袋と親おや父じのどっちが巨人だっけか!?」

　お上品さとは無縁の雑言の応酬。されども剣けん吞のんさは全く滲まず、気心が知れた間柄でのやりとりだと分かる。普通であればヤッパを抜いて血を見ねば終わらぬ事態に発展しそうな言葉も――こと三重帝国において、父母への侮辱は決闘沙汰にもなり得る――ここでは一般的な交流として成り立つのか。

　前世においては郷に入っては郷に従え、今世では彼かの地に馴な染じみたくば彼の地の水を吞のめとも言うし、私も少しは馴染めるよう煽あおり技能を磨くべきだろうか。

　それはさておき、言わずと知れた新人への洗礼イベントの匂いがするけど、あんまり嫌な気はしないんだよな。なんでだろうか。単に彼の言葉が上う手まいのか、それともまた別の意図があるのか。

　というか、ヘンゼルってまた可愛らしい響きの名前だなぁ、全く顔に似合わず。

　私は列を進みながら、ヘンゼル氏についでとばかりに聞いた。

　良い厩うまやがあるなら、そこも紹介して欲しいと…………。





【Tips】冒険者の同業者組合は神代に属が異なる神々の合議により制定されたが、現代では緩い連帯が形骸的に残るばかりである。






　雑然、そして混こん沌とん。初めて踏み入る街の活気といえば、この二つ以外に形容の仕方を思いつかぬ有様であった。

　街路を人々が埋め尽くし、騒々しいまでの客引きの声や目まぐるしく誘いかける数多あまたの品物は帝都と変わらない。

　ただ、ここには帝都にない熱気があった。

　皆が必死とでもいうのだろうか。歩調はとんでもなく速く、すれ違う人を気遣う余裕もないのか肩がぶつかった云うん々ぬんで諍あらがう声がする。身なりが乱れている者も多く、帝都だと衛兵に叱られそうなほど不衛生な人も珍しくない。

　反面、熱意も凄すさまじく商売に全力を注ぐ者達たちの勢いも嵐の如ごとくあり、職人や町人など街を行き来する人も目的意識が高いのか目を回すほどの速度で駆け抜けていく。均整が取れた都会とは異なった、発展した地方の熱量に田舎者二人は目を回すばかり。

　前世にて私が生まれる頃にはすっかり姿を消した、鉱山で盛り上がっていた都市には、こういった空気が満ちていたのかもしれない。

「マルギット、絶対背中から離れないでね」

「分かってますわ。踏み潰されそうで怖いくらいですもの」

　首に回された手の力が強まっている。この雑踏に矮人フローレシエンスより上背に劣るマルギットが巻き込まれたならどうなってしまうのか。小鬼ゴブリンや矮人種フローレシエンス、子供が人の海を泳ぐように器用に走り回っているが、不慣れであれば一瞬で無意識の袋だたきに遭うことだろう。

　なるほど、去り際にヘンゼル氏が「離れねぇように気ぃつけてな」と注意していったのが腑ふに落ちた。

「えーと……まずは厩に行こうか」

「そうね。このままだと身動きが取れないし……」

　入市の円滑さに反して困難極まる移動に難儀させられながら、私はヘンゼル氏に教えて貰った一押しの厩に向かった。どんな都市にでも馬を預かる厩はあるものの、世話の質や管理の細かさは実際に使ってみなければ分からないもの。地元民からのお勧めには素直に従っておくのが吉である。

　しかし、入り口の滑らかさと中の詰まり具合が対照的に過ぎるな。入市検査自体は荘園から預かってきた人別帳の写しや、帝都でアグリッピナ氏から貰った都市戸籍を証明する割符――今思えば、これも大した価値があるんだよな――を出せば、あっさり過ぎるだろうと思う程簡単に通れたのに。

　とはいえ、中の混沌度合いを見れば入市の緩さも頷うなずけるが。前歴がなくて札さえ付いてなきゃ好きにしろ、という野放図具合が街を発展させてきたのだろう。何時間もネチネチと書類はお持ちですかぺーぱーぷりーず？　と聞かれて喜ぶ趣味もないので、むしろ歓迎だ。

　自分という鉄は熱い内、気分が乗っている時に打つに限る。入市手続きでグダグダして疲れ果て、初日は宿で潰れて終わるなんて拍子抜けな結果にならなかったのを喜ぼう。

　いや、これだけゆるゆるなら、中でお上にバレないようあくどいことをしてる連中も多そうだなという懸念を抱いたのも事実だけどね。

　厩は市壁の内側と外側の二種類あるが、断然市壁の中でやっている方が上等だ。市壁内で商売をするのに認可が必要であることは全ての業種に言えることだが、馬といった戦略資源を扱う場合は特に評価が厳しくなる。

　なんと言っても馬の数で戦の勝敗が決することは珍しくないのだから。

　市壁内で営業を許されている厩は、それだけでちょっと優良ということになる。まぁ、上等な商売を廉価で行う、血を吐きながら続ける長距離走めいた競争が今世にはないので、かなり良いお値段になってしまうけれども。

「はいはい、いらっしゃい。随分と若いお客さんだね」

　紹介された厩、青あお鹿か毛げ馬ば房ぼうは馬肢人ツエンタオアの夫婦が経営する厩であった。

　しかし、私の中にある馬肢人ツエンタオア＝蛮族というディードリヒが植え付けてくれた印象を良い意味で裏切ってくれる人達だった。

「あら、立派な子達」

「はぁー、こりゃ西方混血馬オステンブルートか。軍馬種の銘品じゃないか。まさか、こんな辺境でお目にかかれるとは」

　亭主さんと彼の奥さんは、何というかちまっこかった。いや、頭頂だけでも二ｍは下らないため私より背丈があるのだが、巨鬼に吾ごするディードリヒと比べると本当に小さい。

　小型馬ポニー血統の人達なのだろうか。木き曽そ馬うまみたいに品種改良されずとも小柄な馬がいるのは知っていたが、馬肢人ツエンタオアにもいたんだな。炭鉱ではなく、都市で働いているとは思っていなかったけど。

「素敵な馬房ですね」

「そうかい？　ありがとさん。しかし、褒めてくれたって負かりゃしないよ」

　繫つながれている馬は全て手入れが行き届いた綺き麗れいな馬ばかりで、粗雑な扱いを受けていると思われる個体は一頭たりとていない。馬房自体が綺麗なのは勿もち論ろん、馬糞ボロや使い終えた寝ね藁わらや食べ残しの馬草もちゃんと処理されているようで、嫌な臭いが全くしない。

「それに家はお上に恥じない商売をしてる。ちゃんと所有者の証明はできるかい？」

「あっ、勿論。書類があります」

　二頭を下げ渡されるに当たって貰った書類を渡せば、亭主さんは一ひと頻しきり目を通して――当たり前だが、ちゃんと字が読めるようだ――感心感心、と丁寧に畳んで返してくださった。

「近頃不届き者が多いんでね。こっちも預かった馬が盗品だったとかで盗人ぬすつとの仲間扱いされて大変な思いをしたことがあるんだ。疑うたぐり深くっても許しておくれ」

「ああ、そういうこともあるでしょうね。ご懸念はご尤もつともかと」

　この時代、馬は一財産だからな。特にカストルやポリュデウケスのような立派な軍馬だったら、喩たとえるところの高級外車だ。走るワンルームどころか豪邸みたいなもんだから、扱いが慎重になるのも分かる。

「しかしお若いの。家に目を付けるとはいい目をしてる……と言いたいところだが、割と分かりづらい場所にある方だ。ふらっと歩いて選んだってこともあるまい。誰かからの紹介かい？」

　馬を預かる契約書の一式を持って来た亭主さんは、予あらかじめ書式が書いてあるらしい木製の板を手に問うてきたので素直にヘンゼル氏からの紹介だと答えた。

「ああ、あのハゲか……なら心配ないか。アイツも常連でね。ほれ、あの子だ」

　指をさされた馬房には立派な牝ひん馬ばが一頭繫がれていた。栗くり毛げのおっとりとした顔付きの馬で、馬房の扉に顎を預けてのんびりと瞑めい目もくしている。

「今回は馬車がどうだかで置いてったが、良い馬だよ。溺愛してるつっても過言じゃない」

「それで紹介していただけたんですね」

「アイツは馬が酷ひどい目に遭うのが嫌いでね。人は平気で殺すのに馬は殺せないって変人さ。だから気に入った馬を〝ちゃんとした所〟に預けさせたかったんじゃないかね」

　……いや、それはちょっと分かるかな。私も野盗の首を刎はねるのは平気だけど、野盗が乗ってる馬を傷付けるのは未いまだに抵抗があるもの。人間の都合で戦闘に巻き込まれているだけで、彼等らも好き好んで突っ込んでいるわけじゃないものな。

「だからといって、やっぱり負かりゃしないんだけどね」

「それは残念です」

　本当に残念だった。見せて貰もらった料金表の内容を脳髄が咀そ嚼しやくすると、一瞬目玉が飛び出そうになったからな。

　連れ出す予定がなければ都市の外で放牧もしてくれるだけあって、貴種御ご用よう達たしの旅籠はたごを思い出させるような金額が書いてあった。最安値の倍額以上だ。

「うわぁ……良いお値段がしますわね……もしかして、私達より良いお宿に泊まってるんじゃ？」

「……いや、でも質にしたら安い方だよ。酷いところだと馬なのか病気の犬なのか区別が付かないような有様にされることもあるんだから」

　馬房が清潔に保たれており、食料も水もケチらないとあれば当然だ。馬は一日に水を二〇Ｌ以上飲むし、食料も重量だけで一〇㎏以上は余裕で食べる。放牧してそこら辺の草だけ食べさせておけば足りるという単純な生き物でもないので、馬房の質からすると妥当より少し安いくらいだった。

「でも、一ひと月つきで三〇リブラは中々大変ですわね……年に四ドラクマ近く掛かるなんて」

「定期契約にすれば少し安くなるよ。一ひと月つきなら二五リブラだ。ヘンゼルが見込んだなら、それくらいのお金は持ってると思ったんだが……残念だけど、家はツケは受け付けないことにしててね。馬をカタにするってのもやってないんだ」

　おおう、雰囲気から財布の中身もある程度読まれたか。いや、むしろこんな立派な軍馬品種を二頭も連れているとあれば、維持できる金くらい持ってると思われて当然か。実際、持っているのだし。

「……では、それで。一ひと先まず半年分は先に払っておきます」

「そりゃ有り難いね。じゃ、ここに記名しておくれ」

　痛い出費だが、必要経費だ。きちんと書類を確認した上で契約を交わすこともあり、青鹿毛馬房が信頼の置ける宿だということも分かったからな。

　馬は一財産だけあって、一頭ちょろまかすだけで大変な儲もうけになる。上質な馬であれば尚なお更さらだ。そして、性た質ちの悪い厩であれば、そこら辺の駄馬と預かった馬を入れ替えて押しつけようとする詐欺も発生すると。

　上質な馬が何頭も預けられており、更にこの強気の値段設定で商売をしていられるということは、街の中で相当信頼が置ける厩と見られている証左である。ならば、今後の冒険でも活躍してくれる仲間を預けるのに法外な出費ではないだろう？

「えーと、半年分で一ドラクマと五〇リブラ……」

「あら、お待ちになってエーリヒ」

　契約書の書式に亭主さんが金額と期間を記入し、それに間違いがないことを確認して記名した。それからお代を払うため自分の財布を取り出そうとすると――大金は万一にも盗まれぬよう、空間遷移の箱にしまってある――マルギットが首から提げていた共用財布を取り出したではないか。

「この子達は私達の強みでしょう？　なら、共用財布から出すべきではなくって？」

「え？　でも、主人は私だし……」

「今更でしょうに。私達は一いち蓮れん托たく生しよう、そしてこの子達も仲間なんですから、共用から出すのが筋じゃなくって？」

　こう強く主張されると反論する理由も見当たらないので、財源は共有財産からとなった。

　本当に有り難い話である。げに得難きは理解ある幼おさな馴な染じみだね。

「理解のある連れ合いじゃないか。羨ましいよ」

「あら、何か言ったかいアンタ」

「いいや？　何も？」

　亭主さんに軽く揶揄からかわれて、頰をうっかり紅潮させるという醜態は見なかったことにして……ともあれ、良い厩うまやを紹介して貰えて良かった。金を払っていれば、ちゃんとした仕事が期待できるという世界ではない中で、料金分の仕事がちゃんと期待できる場所というのは貴重だからな。ご夫妻もいい人そうだし、今後も贔ひい屓きにするとしよう。

　しかも、兄弟馬の見事さが亭主のお眼鏡に適かなったのか、彼は良い牝馬がいれば紹介しようか？　とも提案してくれたので、是非ともとお願いした。

　地下のことなら主同士が納得して馬を交配させ、子を分け合うことがあるのだ。夫婦で馬を飼うのはお金がかかるし、何よりもずっと同じ交配だけで増やすってのもよくないからな。血が濃くなり過ぎないよう、大きな牧場を持たない個人が金を出し合って子馬を融通することは、何ど処こにでもよくあることだった。

　実家でもホルターが名主の持ち物である馬と交配し、代替わりの頃に一頭融通してもらう話があった。兄弟馬も永遠に戦場を駆けられるのではないと思えば、実に有り難い提案だった。

　彼等の血統を残してやりたいと常々思っていたからな。気立ての良いお嫁さんを紹介して貰えることを祈るばかりだ。

　いい人が見つかったら教えるよと厩の夫婦に笑顔で送り出され、私達たちは再び混迷の目抜き通りに戻った。

　何につけても人の圧が凄すごい。新春の大売り出しかここは！

　初夏の気候も相まってかなり汗ばんできた。ヒト種メンシユよりも体温が低い背中のマルギットが心地よいくらいだった。

「ねぇ、エーリヒ」

「なんだい？」

「私、屋根を歩いては駄目かしら？」

　急に何を言うのだと驚けば、彼女が上を指さした。見れば、なんとひょいひょいっと有翼人が短い歩幅で跳躍に近い飛ひ翔しようを繰り返して屋根を行き交っているではないか。

　いや、有翼人だけではない。鼠人スチユアーツや鼠鬼ジエンキンスなどの身軽な人魔亜人が帝都であれば大だい顰ひん蹙しゆくものの近道シヨートカツトを堂々とキメている。

　ええ……いいの？　あれ……。

　しばし呆ぼう然ぜんと見ていたが、辻つじに立つ衛兵は止めるそぶりも見せない。どうやら屋根瓦なんぞを蹴り落とさないのであれば、この都市では屋根の上を歩くのは問題ないらしい。合法かまでは分からないけれど、そこまで許される混こん沌とん度合いだとは……。

「一緒にいてくれると嬉うれしいんだけど」

「そぉ？　なら、一緒にいてあげましょうか」

　仕方ないわねと笑ってマルギットは人混みに付き合ってくれる。精神年齢はいい歳としをしているので寂しいとはいわないが、正直私がこの雑踏で彼女とはぐれたら合流できる自信がないのだ。一応、〈声送り〉を飛ばすために彼女のピアスを標にする術式を付与させてもらっているけれど、初見の街となれば共有している待ち合わせ場所もないし、万一を考えたら大変過ぎる。

「ごめんね、付き合わせて」

「ふふ、よくってよ。他ならぬ貴方あなたの頼みですもの」

　くすくすと耳元で笑って許してくれる幼馴染みの手を握り、感謝を伝えて歩き出す。

　目抜き通りである大きな通りを抜け、三枚の市壁――有事には門を閉めて遅滞戦術がとれるようになっていた――を越えれば、件くだんのアードリアン恩賜広場へたどり着く。

　そこは実にこぢんまりとした広場であった。噴水と等閑なおざりに整備された花壇があるばかりで、観光名所とも憩いの場とも呼ぶには色々と足りていない。目抜き通りの途上にあり、他の通りに中継するためのラウンドアバウトだと言われても納得できる。

　しかしながら、人通りは多く、私の琴線をかき鳴らすには十分であった。

　陽光を反射して鈍く輝く鎧よろい、都市圏ならではの袋に収められた得物の数々、そして交わされる耳慣れぬ言語。アードリアン恩賜広場は冒険者同業者組合に面しているだけあって、冒険者達の待ち合わせ場所に使われているようであった。

　若々しい者、こなれた雰囲気を纏まとう者、一様に武装した彼らは私の同業者になるべき人達であると同時に、食くい扶ぶ持ちを奪い合う競争相手ライバルにもなるということか。

　いいねぇ、気分が高ぶるねぇ。やっぱり幾つになっても、こういった〝いかにも〟って光景は見ているだけで気持ちが華やぐ。早くここに飛び込みたいと気が急せいてしょうがない。

　丘の上から見たマルスハイムと同じく、いつまで眺めていても飽きることはないだろうけど、胸の高鳴りに押されて私は冒険者同業者組合の前に立った。

　中々に大きな建物だ。外見は簡素なれど成形された石を積み上げた重厚にして威風ある佇たたずまい。二階建てだが広く面積を取ってあることもあり、背が低くとも小さいといった印象を受けることはなかった。

　落ち着いた色合いの胡桃くるみ材が窓枠や柱に用いられており、灰色の石材と相まって厳粛な空気を引き締めている。おお、実に豪勢ではないか、窓枠には全て板いた硝子ガラスが嵌はまっており、それらは全て曇りのない上質品。これだけの枚数を揃そろえようと思えば、一体何枚の金貨が吹っ飛んだのか考えるだけで背筋が震え上がる。

　一番目を引くのは、掲げられた大きな看板だ。流麗な書体で冒険者同業者組合と記されたそれは、大きさからして木材を継ぎ足して作ったのではなく、相当な樹齢を誇る古杉の一枚板であろう。看板は正しく組織の顔であって、かなりの大枚を叩はたいたと見えた。

　ここにたどり着くまで……長かった。一時は無理じゃないかと思いさえした。

　されど、私はここに立っている。約束を果たすために。私を思って約束してくれた幼馴染みを連れて、やりたいことを成すために。

「準備はよろしくて？」

　耳元で囁ささやく声に無言で頷うなずいた。馬鹿みたいに入り口を塞いでいるわけにもいくまいし、感慨に浸っていないで行くとしよう。

　大きさに見合った重々しい扉を開けば、冒険者の同業者組合と聞いて想起するのとは対照的に落ち着いた空間が広がっていた。

　広々としたホールの奥には一枚板のカウンターが備えられ、都合八つの窓口が設けられていた。今の時間は冒険者が少ないのか三つにしか人がおらず、他の窓口には時間外という札がかけられてある。

　そして、カウンターの手前には様々な高さの――色々な種族に配慮した結果の産物か――記帳台があるではないか。手続きや申請をする際は、ここで書いて窓口に持って行けということか。

　となると、周りに折りたたみの椅子を置いて屯たむろしている数人は、文字が書けない人を目当てに客を取りに来た代書人かな。私をちらっと見てから、立ち上がろうとしているので確定だろう。

　ホールの右側には低い卓と長椅子が幾台も設けられているが、数組の一党が無ぶ聊りようを託かこっているだけで景気よく酒を開けているようではなかった。

　考えてみれば当然か。普通に事務仕事をやっている横で吞のまれては騒がしいし、血の気の多い連中が集まる中で酒なんて更に荒れる要因を持ち込みたくはないわな。

　ということは、あそこは単なる相談や順番待ちのための場所だな。私の中では冒険者が依頼を取りに来る場所は酒場であると等号で結ばれていたから、これは少しだけ肩すかしを食らった気分だ。

　左手側には大きな衝つい立たてが幾枚も林立している。

　いや、よく見れば単なる衝立ではないな。壁もかくやの大きさのそれは、縁が塗り分けられており、一番数が多い衝立が黒枠で順に赤や橙だいだいなどに塗られていることからして魔導院の御用板と同じ仕組みの〝クエストボード〟であろう。

　なるほど、壁だけじゃ張り出す場所が足りないから、ああなったのか。ただ、ぱっと見たところ色が黄色までしかないのは、それ以上の仕事は窓口でなければ受けられないのかもしれない。

　案の定、売り込みに来た代書人を「字は書けるし読めるので」と追い払って受付に向かう。伊だ達てや酔狂で貴種に仕え、時に手紙の代筆までしてた訳ではないのだよ。

　さて、ここでお約束に従うのであれば美人な受付嬢に鼻の下でも伸ばすところだが……。

「ん？　お客かい？」

　空いている受付に陣取っていらっしゃいますは、全員がお年を召した恰かつ幅ぷくの良いご婦人方であった。

　ですよね。美人の受付嬢なんて荒くれ者の中に放り込みたくないですよね。無体を言う奴やつに堂々と返せるくらいの胆力がなきゃ、到底務まらない仕事だろうし。

「依頼なら書式を渡すから、何を頼みたいか教えとくれ。受付での代筆は受け付けてないからね。どっかの商家からのお遣いかい？」

「いえ、冒険者になりに来たんですが」

「へぇ？」

　私を見て何やら書類を用意しようとしていた受付さんが妙な声を出した。なんだろう、仕事の依頼に来た手代か何かと勘違いでもされたか？　旅装から着替えていないのだし、そんな良い所のご身分には見えないと思うのだけど。

「坊やと背中のお嬢ちゃんがかい？」

「ええ、まぁ……」

「てっきりどっかの手代が護衛でも雇いに来たのかと思っちまったよ。だけど代書人連中を追い払ったってことは、字も書けるんだろ？　それなら、こんなヤクザな仕事をすることもないだろ？　幾らでも働き口はあるだろうに」

「おばちゃんが紹介してやろうか？　ほら、木炭通りの店が給仕を欲しがってたし」

「そこじゃ駄目よぉ、男の子はきっとはねられちゃうわ。僕、手先は器用だったりしない？　木工細工工房の下働きでよければ口を利いてあげられるから」

　本題を切り出せば、途端に暇そうにしていた他の受付さんにまで絡まれる。やれこんな仕事やめとけだの、顔が良いんだからお仕着せを貰もらえる仕事にしとけだのと散々に心配されてしまった。やはりお国が変わってもおばちゃんというのは若者の面倒見がいい生物なのか。

　全ての誘いをマルギットと共に断って――それにしても誘われることの多い日だ――同業者組合への登録申込書を貰った。

　羊皮紙ではなく粗い繊維質の紙。色も漂泊されておらず藁わら半ばん紙しを思い出す。

　記入項目もこれといって変わった所はなかった。氏名と生地、何かあった時の連絡先の他には得意なことや得物以外に書くことがない。

「あの……これ、これだけでいいんですか？　身元保証人とか、他の必要書類とかは？」

「ん？　いーのよ、黒の内はね、大した仕事なんて回ってこないし。組合としても沢山いる煤すす黒ぐろと紅玉の相手できないから。第一、そこまで厳しくしたら冒険者にすらなれない人間が溢あふれちゃうでしょうよ」

「もっと偉くなったら書くことも増えるわよぉ。琥こ珀はくにもなったら組合からお仕事回すこともあるからねぇ。その時は、ちゃんと人別帳とか戸籍割符を持っといで」

「そうそう、身元がしっかりしてたら昇進にも有利だから。でもね、お仲間が欲しかったら言ってみなさい。他に探してるのがいたら、それ見て声かけることもあるから」

　一つ聞いたら三つにして返してくれる受付軍団の心強さよ。調べるまでもなく冒険者に必要な色々なことを教えてくれる。

　冒険者として登録した際に貰える組合証は、煤黒と紅玉の内は登録した都市内でしか役に立たず、身分証としても機能しないという。ペラ紙一枚で貰える割符には、組合の中で識別する以外の役割は与えられないとのことだ。

　裏を返せば、それ以上の位階に至れれば私が持っている帝都臣民であると証明する割符と同じように機能するし、余よ所その組合に持って行っても直すぐに同じ扱いをして貰えるそうな。

　また、依頼で出て行くのであれば冒険者は入市税が割引されるが、なんと琥珀以上になれば免除されるそうな。普通の用事での出入りまでは免除されないとしても、これは大きい特権だ。

　なるほど、冒険者の位階分けは能力だけでなく信用も含んでいると見るべきか。となると、依頼を受ける際は考えないといけないな。こなした数だけではなく、きっと成否の割合や客からの反響なんかも評価に含まれるだろうから。

　低い内はいいとも。今言ったみたいに数が多いぺーぺーを一々事細かに管理してる暇なんてないから。精々成功したからどうかくらいしか見られないはず。だけど、上に行けば行くほど見る目は厳しくなるからな。

　保証人がいるか身元がしっかりしていると有利なんて、如い何かにもだろう？　強いからって無頼に高い階級を寄よ越こして、犯罪に使われたり、ソイツが何かやらかして看板に傷が付いては困るだろうから、出世したければ相応の身分か人品が必要と。

「頑張って出世しましょうね」

「ああ、頑張ろう」

「三下で終わったら出てきた意味がありませんもの」

「あれ？　マルギットって、意外とそいうの拘こだわる性分だっけ？」

　ペラリと薄い、数字が刻まれただけの金属片の組合証を貰い、その重みに自分を重ねているとマルギットがそんなことを言った。意外に思って彼女を見れば、下らないというように組合証を弄ぶ彼女は私の目を見返して笑う。

　口の端をくっとつり上げ、獰どう猛もうな犬歯を見せつける捕食者の顔で。

「あら、ご存じなくって？　私、昔からずっぅっと大物殺しを願ってましてよ？」

　見慣れたはずの迫力ある笑顔。そのはずなのに、私の背には初夏の暑さを髄から追い払うような寒気が走るのだった…………。





【Tips】英雄譚たんや伝説に数多あまた詠うたわれ、子供の尊敬を一身に集めれど冒険者は堅気とは言い難い仕事として見られている。






　同業者組合への登録は不思議な水晶もなければ、血を垂らせばステータスが覗のぞける便利な機械もなく用紙への記入だけであっさりと終わった。昔はここで凄すさまじい実力者であることが一発で露見し、チヤホヤされる展開が流は行やったこともあったが、アレが存在しているだけで世界の在り方が変わりそうなので当然っちゃ当然だった。

　何せ全部の試験が要らなくなるからな。国宝級の貴重品であり数個しか存在しなかったとして、科挙の殿試の如ごとく出頭させて使えば一発で終わってしまうような代物だ。これがあれば能力がない無能が貴族位に就くことはなくなるだろう。

　ああ、いや、むしろお家を継承する時に持ち出そうとする流れに反発して、早々に割られてしまうか。そんな都合が悪い物があったら、子供に王位やら貴族位やらを継がせたい人が邪魔だと思って排除しかねん。

　薄々分かっていたことだが、この世界において人間の設計図にも等しいスキルや特性の存在は、神々だけが覗ける特殊な附票ラベルであるようだった。

　まぁ、私だって自分のしか見られないしね。一時、相手の力量を〈観察眼〉とかで丸裸にできないか考察してみたことはあったけれど、結果的に不可能だと直ぐに分かったし。手前の物を見て触れるというだけで大盤振る舞いなのだから、これ以上を望むのは贅ぜい沢たくでしかあるまいよ。

　何はともあれ、Lv１ファイターです――あくまで比喩表現――との自己申告は何の疑いも持たれずに通った。同様にマルギットも斥候として書類を出しているが、猟師としての実務経験ありと書ける分、私より箔はくが付いているね。

　よし、じゃあ登録もできたし、早速クエストに……と先走りはしない。

　さて、親切な受付のお嬢様方は色々なことを教えてくれた。

　一つは誰もが固定の一党で動いていないこと。

　冒険者の一党パーテイーといえば三から五人の固定面子メンツというのが私の印象だが、実態としては割と流動的らしい。

　それもそのはず、魔法使いも奇跡を行使できる在俗の僧も希少だからだ。

　有能な者は固定で囲われることもあるが、大抵は必要に応じて集合離散を繰り返し、馴な染じみの顔を作っていくそうな。二人から三人ほどの小集団が仕事の内容によって追加人員を募り仕事を片付けていく様子は、なんだか日雇いの派遣仕事めいている。

　その中でも気が合った者が固く結びつき一党を成すことはあるものの、有能な人材をあちこちで融通し合っているのが現状であるそうだ。

　まぁ、最初から完璧な構成で一党揃そろうなんて、神々のお導きでもなければ珍しいことは深く考えずとも分かる。これはこれで合理的に世の中が回っているのであれば、私達たちもそれに乗っかるとしよう。

　ちょっとだけ憧れを裏切られ続けて残念な気分になっているのは否めないけどね。

「それで、どうだい？　人を紹介して欲しいなら、こっちで声を掛けてあげることもできるよ」

「あと、人を募集しているところを紹介してあげることもできるからね」

　マルギットを見下ろして口にすることなく問いかければ、彼女も静かに首を振ってくれた。

　幸いにも軽戦士――実態は魔法戦士であるが――と斥候という均整の良い構築でもあるので、無理に人を取り込むこともないか。新しい面子を探して馴染むまで試行錯誤せねばならない程人手に困ってないし、新しいことを始めるのは地盤を固めてからで良いと思ったのだ。

　お仲間が欲しくなった時は、受付の頼りがいのある淑女方が探してくれるそうなので、どうしても行き詰まったら頼ることにしよう。それ以外にも組合の掲示板に募集の張り紙を出すこともできるそうだし、気が向いたら冷やかしてみるのも楽しそうだ。

　暫しばらくは都市内での仕事が主となるだろうし、どうせなら二人でやれるところまでやってみたいじゃないか。

「お熱いねぇ」

「あたしも若い頃は、あんなだったねぇ」

「馬鹿言いなさいな、同じ年頃で体重はあの子の三倍はあったでしょ」

「あっはっは！」

　如何にも受付のおばさまらしい揶揄からかいを頂戴してしまった。新婚とは違うが、冒険者として旗揚げしたばかりなら似たようなものか。甘んじて受け入れようじゃないの。

「あっ、そうだ、冒険者になりに来たってことは宿は決まってんのかい？」

「得物担いで普通の宿に行かない方がいいわよ」

「荒事を生業にする冒険者には、相応の河岸ってもんがあるからね」

　次に教えてくれたのは冒険者が利用する場所のことだった。同業者組合は組合施設内や広場での私闘をかなり重く見ているらしく、ここで諍いさかいを起こすと降級もあり得るそうなので各々好いた酒保に屯たむろしているようだ。

　我々は性質上根無し草であり、一所に留とどまることは希まれであるため塒ねぐらは自然と酒保に併設された宿や食事を自弁できる木賃宿である。その中でも冒険者向けとされている店がマルスハイムには数多あり、ひいてはそれ以外の宿だと冒険者は〝野卑である〟として歓迎されないとのこと。

　無理もないか。戦う技術、ひいては人殺しの業を備えた者が得物を担いで懐に入り込むと考えると、そりゃ一般の方々は抵抗を覚えるわな。

　宿の主人から嫌な顔をされたくないならば、財布と相談して決めれば良いと幾つかの宿を紹介して貰えた。いやぁ、若いってことは年長者から――精神年齢に触れてはいけない――便宜を図って貰えて良いことだらけだな。

　最初に話しかけた受付さん、コラリー女史は駆け出しであるならば銀雪の狼おおかみ酒房がおすすめだと言っていた。値段はそこそこだが主が元冒険者であるため、駆け出しには思い入れがあるのか色々とオマケしてくれるそうだ。

　対して酒場での働き口を提案してくれたタイス女史は、将来に備えて貯金するなら冠の牡お鹿じか亭がいいと仰おつしやった。ここはいわゆる大部屋を幾つも抱えた最安値の木賃宿であるが、男女別の大部屋を二棟に分けて用意しているらしく値段の割に治安がかなりいいという。その上、週に一度は宿代だけで利用できる蒸し風呂を開放するとあって駆け出しに大人気らしい。

　最後に木工所と伝つ手てがあるエーヴ女史はおすすめ……というよりも一つの目標として黄金の鬣たてがみ亭という酒保を教えてくれた。近辺では一等上等な宿屋として名高く、素泊まりでも五〇アス――最安値の三段寝台を二つ並べた蛸たこ部屋でだ――という一見法外な値段を請求してくるが、二日に一回はシーツを替え、三日に一度は清掃が入るという下町の宿にしては異常とも言える高品質が提供されるそうだ。

　酒場としての質も高く、酒精神の僧が出入りするほど拘りが強いそうで、ここで一晩過ごすことを人生の目標とする冒険者もいるほどだとか。

　何はともあれ良いことを聞いた。信頼できる宿ほど大事なものはないからな。我々は異邦人でもあるのだから、安心して寝息を立てられる寝床がなければやっていけない。

　そこまで困窮している訳でもないので、第一候補は初心者に優しいという銀雪の狼酒房かな。同業者組合からそれほど遠くない立地も魅力的であるからだ。

　さて、新たな寝床を拝みに行くかと一歩踏み出した所で……期待を裏切られ続けた私にやっとこ期待通りの展開がやってきた。

「よぉ、新人、見てたぜ」

「仲良くご登録ってところか。いいねぇ、初々しいぜ」

　お約束の洗礼とでもいうのだろうか。組合を出ようとした所で私達は二人組の冒険者に絡まれた。一人はヒト種メンシユ、もう一人はノール系と思おぼしき犬鬼の男性だ。

　といっても一山幾ら、幻想小説を読めばグロス単位で現れそうなチンピラではない。平服なれど服の仕立ては悪くなく、護身用として帯びたる短刀や寸鉄――辺境ともなれば表道具以外の携行はとやかく言われないのだ――の質も中々。小こ綺ぎ麗れいに整えた身なりなれど、重心を丹田に据えた立ち姿に油断はなく紛れもない荒事を業とする者独特の匂いがした。

　結構できるな。家の自警団でもボチボチやれるくらいの腕前ではなかろうか。

　ちらりと胸元から覗く冒険者証の色合いはくすんだ橙だいだい色いろであり、今の私からすれば雲の上の存在だ。少なくとも私が連想した世界の力関係が適用されるなら、靴を嘗なめるスキルが必要になってくる程の差である。

「何か御用でしょうか先輩方」

　然しかれども、この地は壊れた支配者が君臨する破綻した理想郷に非あらず。私は一応年長者である相手に対して慇いん懃ぎんに微笑ほほえんでみせた。

「なぁに、俺達も初心を思い出してよぉ」

「そうそう、そんでなぁ、ちょいと界かい隈わいの常識を教えてやるべきだと思った訳よ」

　しかし全く意に介することなく凄すごむように絡む男達。マルギットの気配が隣で冷えていくのが分かったので、肩に手を添えることで「まぁ、任せろ」と伝えて静かにしてもらう。

　流石さすがに初日から騒ぎを起こすのはよくないだろう？　仮に不幸が起こるにしても、手前には不都合がないようにしたいものだしな。

「こら！　エッボ！　ケヴィン！　若いのに絡むんじゃないよ！」

「悪さしたら承知しないからね！」

　と、その前に受付さん達が立ち上がってくださった。反応から察するにヒト種メンシユがエッボ、犬鬼のほうがケヴィンか。

「ひでぇ物言いはよしてくれよ！」

「別に捕って食いやしねぇよお袋さん方。なぁ、坊主、色々教えてやるし、晩飯くらい奢おごってやっから面ぁ貸さねぇか？」

　非難に声を上げるエッボ、そして顔を近づけ威嚇するように犬歯を見せて笑うケヴィン。

　では、先輩方から冒険者の〝流儀〟とやらを教えて貰もらおう。どうせ、遅かれ早かれこういう展開になるのは読めていたのだから…………。





【Tips】マルスハイムでは市中における私闘は一〇リブラ以下の罰金ないし一ひと月つきの勤労奉仕罰則が課せられる。これは他市に比べればかなり重い罰則であり、荒くれ者に市政側がどれだけ悩まされているかを如実に表している。

　裏を返せば、それさえ受け入れれば喧けん嘩かをすることはできる。






　二人の冒険者に連れられてやってきたのは、組合から幾らか遠く、どちらかといえば市壁に近い通りの酒保であった。

　どこの都市でもそうだが、市壁の際は日照が悪いので人気がなく、必然的に低所得者層が集まる傾向にある。放棄された区画とまではいかないが、道行く人々の服は垢あか汚れが目立ち、地面も舗装されていないため貧民街一歩手前といった具合か。

　黒い大おお烏い賊か亭との看板が掛かる酒保は、そんな区画によく似合った宿だった。

　世辞にも上品とは言い難い門構えであり、店の前に屯する面々からして冒険者御ご用よう達たしの酒保の一つであると察せられる。入り口の脇で昼間っから酔い潰れた男が二人ほどぶっ倒れている場末感が素晴らしいね。

　ただ、意外にも道中は穏やかなものだった。振られる話題は国元は何ど処こだとか、荒事の経験はどのくらいだとかの当たり障りのないもの。小突かれることもなければ、セクハラ染みた発言がマルギットに飛んでくることもない。

　代わりに感じるのは値踏みするような重い視線。一挙手一投足をつぶさに観察されていた。

　私自身の価値を測るように。どれだけの値打ちがあるかをじっくりと定めていた。

　導かれるままに扉を潜くぐれば、むせかえるような濃い酒精の匂いがした。それもつんと酸っぱい、あまり質の良くない匂いが。

　正しく地の果ての酒場と看板を掲げるにふさわしい風情であった。

　長く真っ当な掃除が成されていないのか長靴の底がネト付く床、整頓とは無縁のある物をあるだけ並べた酒の棚、乱雑の極みで空間の有効活用など欠片かけらも考えぬ並べ方をした円卓と椅子の数々。

　座っている客の層もお上品とは言いがたく、何日も風呂に入っていないような輩やからが殆ほとんど。帝都のお上品な空気に慣れた人々であれば、そっと見なかったことにして踵きびすを返すだろう地獄絵図。

　酒と垢と反へ吐どの悪臭、少なくとも手前で宿を選ぶなら此こ処こにはしないと断言できる空間。

　だが、悪くない。悪くないぞ。マルギットは顔を顰しかめているけれど――猟師だけど、ケーニヒスシュトゥールでは良いとこのお嬢様であらせられるからな――私は嫌いじゃない。

　だって、如い何かにも冒険者って感じだろ。

「姐あね御ご」

「おもしれぇのがいたから拾ってきやしたよ」

　しかし、掃きだめの中に鶴がいるという光景を現実に目の当たりにしようとは。

「あ？」

　酒で焼けて掠かすれた声は嗄しやがれ声ごえと呼ぶかハスキーボイスと称するか些いささか悩ましい域にあった。聞く人が聞けばたまらない低めの声音は、ぶっそうに鋭く長い牙が零こぼれる口から吐き出されていた。
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　ざんばらで手入れがされているとは思えぬ赤銅の髪、その間より覗のぞく鉱石の色合いで鈍く輝く錆さび色いろの瞳は怠惰にして剣けん吞のん。酒場の奥に設しつらえた特別席に剣を抱いて座するは、特大の長椅子が窮屈に感じるほどの上背を誇る巨鬼であった。

　巨鬼の武人を見るのはこれで三度目だな。

　だが、先の二度ほど強い印象は受けなかった。私が初めて出会ったローレンさんと比べれば、見目でも力量でも何枚も劣っている。美人といえば美人だし、決して力量も低いとは思わないのだが、あの人が前に立った時に感じた「あっ、これアカンやつや」という本能を擽くすぐるヤバさがないのだ。

　何も私の武が幼少期より高まったからではない。仮令たとえ今再会したとして、あの心根から屈服させるような武威は何も変わらなかったろう。

　ともあれ、そういった〝天与〟の何かを感じないのだ。

　それにあの人は結構外見にも気を遣っていた。髪油や香できちんと整えた立ち姿には、何い時つ討ち取られてもいいように備える武人の心意気があったものだ。巨鬼には手前の首を取られた時、それが無残に崩れていては相手に不敬だとして戦の前に化粧をする文化があると聞いたが、彼女にはそんな粋とも思える心構えが備わっていなかった。

「あー……ヒト種メンシユか……どんなもんだ」

「かなり〝ヤリ〟ますね」

「ええ、少なくとも普通の新人じゃねえ。うちの下っ端なら束になってもどうにもなんねぇかと」

　やはり、ちゃんと剣士を見定める目を持った実力者だったな。〈滲にじむ威風〉でひるまない時点で分かっていたけど。

「そうか……ならいいや、支度させとけ」

　彼女がバリバリと頭を搔かけば、金かな屑くずにも似た毛が散る。うーん、なんというかアレだな、残念な美人というやつだな。もっときちんとすれば何倍も美人に見えるだろうに。実に惜しい。

　私の雑念を感じ取ったのか背中を器用に足でつねってくる幼おさな馴な染じみに身じろぎで詫わび、此こ度たびは如何なる趣向かと二人に問うた。

「まぁ、なんつーかアレだ、有望そうなのを見たら連れてくるのがうちの慣例でよ」

「姐御がご所望なんだわ」

　言って雑に投げ寄よ越こされる物を手に取ってみれば、粗雑で使い古された木剣であった。芯に鉄の補強を入れたそれは訓練用ではあるものの、真面まともに当てれば骨がへし折れる無骨に過ぎたる物。

「ってことでよ、ようこそロランス組クランへ」

「さぁ、中庭はこっちだぜ新米」

　腰に手を添える強引な誘導を試み、二人の冒険者は悪そうな笑みを浮かべた。

　うん、知ってた。

　さて、親切な受付のお嬢様方は冒険者が勝手に構成する組織の存在も教えてくれた。それは北方の移民を起源に持つからか、この界隈では氏族クランと呼ばれているらしい。

　小集団が寄り集まって氏族を組むことで、協力して仕事をとることもできれば、一朝一夕では人手を集められない大規模な仕事も簡単に調整が利く。時に臨時の一党を組むにしても知った面子メンツを上う手まく組み合わせることで仕事の確度を高められるため、固定で組む一党とは別に氏族に加わる冒険者は少なくないそうだ。

　一種のサークルみたいなものだな。人数が集まらねばできないＴＲＰＧにおいても似たような集団を構成する文化があったとも。コンベンションを開催できるような大規模で開放的な集団から、固定面子が身内だけで卓を回す閉鎖的なサークルまで実に様々で、組織ごとの色があって何処に交ざっても個性的な面々が揃そろっていて実に面白かった。

　されども人間がやることなど、どこの世界でも変わらない。

　無知な新入りをいいように使おうとする氏族もいるので、決して軽々に加わってはいけないと言い含められていた。

　特に注意すべき幾つかの名前を聞いていたが、彼らの名乗るロランス組は含まれていなかった。

　しかし、程度の問題に過ぎないのだろう。目を付けて新入りを囲もうとする理由なんて分かりきっている。

　入会金として小銭をせしめ、みかじめとしてアガリを掠める。あるいは、頭目が望む何かを差し出させる。入会を断れば人目に付かぬ所で私刑にかけ、冒険者として活動させないと脅しをかける。冒険者の同業者組合が理性的に効率化を図ろうと、人間の悪徳に基づく非効率さは何処の地であれど不変であるわけだ。

　ほんと、人間がやることは変わらない。私も少し油断していたな、清潔で小綺麗でいる心地よさに慣れ過ぎて絡まれる危険性を忘れていた。帝都暮らしが長いと平和ボケしていけない。少しは薄汚れていた方がよかったか。

　後悔先に立たずとはよく言ったもの。実際に小金を持っている身として自省し、今後に活いかすとしよう。

　さぁて、降りかかる火の粉は払わねばなるまい。それは如い何か様ような地においても合法だからな。

「本当に血の気の多いこと……」

　何やら私も含めて呆あきれているらしい雰囲気を醸すマルギットに離れているよう頼み、木剣の握り心地を確かめる。

　この商売ナメられちゃ終わりなんてのは、始める前から分かっていたからな…………。





【Tips】氏族クラン。三重帝国西方辺境域冒険者の組織文化であるが、似たような徒党を組む文化はあらゆる地に見られ呼び名が異なるだけである。マルスハイムにおいては北方系移民の冒険者が互助的に連帯する組織を作ったことが始まりであり、規模が大きくなるにつれて彼らの国元の文化に肖あやかって氏族を名乗るようになった。

　現在はそれに倣った集団が幾つもあり、日々勃興を繰り返している。






　氏族なる文化は帝都であると寡聞にして聞かないが、実態は何処の地であってもありふれた社会形態の一つに過ぎないと知る。

　人間がいれば集団が生まれ、集団があれば一部の力ある者が統率し始め、統率者は庇ひ護ごを与える代わりに利益を求める。対して参加する者達たちは庇護を受け、同時に組織に属する者達で数を力に換えて躍進する。

　本当にありふれていて、だから今更なんだと言いたくなるような図式。

「なんてぇのかね、姐御はアレなんだよ、疲れてんのかね」

　酒場の雑然さが噓うそのように整えられた中庭で、服の裾をまくり動く準備をする私に犬鬼のケヴィンが言う。空と思おぼしき樽たるに腰掛け、億おつ劫くうそうに頰ほお杖づえをついている姿は癪しやくだが格好良い。私達ヒト種メンシユにはない、野生の精せい悍かんさという見ているだけで強さを感じる造形のせいか。

「ほら、アレだろ？　巨鬼ってぇのはよ」

「戦闘中毒？」

「そう、それそれ」

　木剣の作りは粗雑ながら悪い物ではなかった。妙な歪ゆがみはないし、芯金も適当に突っ込んだ物ではないらしく重心も本物に近い。好みを言えばもう一寸ばかし短い方がいいのだが、持て余すほどの長さではないのでよしとしよう。得物を選ばないのが我が〈戦場刀法〉最大の利点なのだし。

「ただねぇ、姐御もお強いんだが色々持て余すんだとよ」

「相手が足りなくて、ですか？」

「それもあんだが、俺らにゃわかんねぇ巨鬼だけに分かる乾きってのがあんだろうなぁ」

　しみじみ語る彼の視線の先で巨鬼が戦の支度を終わらせていた。

　矮人フローレシエンスであれば天幕に仕立てられるほど巨大でだぼついた襯衣シヤツの裾をまくり上げて胸の下で縛り、脚きや絆はんの裾を膝まで上げたかと思えば腰に結わえてあった幾本かの紐ひもを外して括くくり上げる。

　そしてざんばら髪を強引に後ろに撫なで付け、金属光沢を持つ赤銅の髪を適当に縛った。

　居住まいを正した彼女は大変に美人であった。鋭利な輪郭はキツい印象を強めるが、その印象に負けぬつり目がちの細い目は眉根の皺しわと相まって厳いかめしさが凄すさまじい。薄いながらに高い鼻も気の強さを助長し、巨鬼にしても長い犬歯が零れる厚みに乏しい唇との相乗効果で剣吞さがいや増している。

　正しく迫力のある美人。目尻を際立たせる化粧を施して、和装で飾れば極道の妻っぽくて様になるだろうに。酒場の寝椅子で飲んだくれているのは実に惜しい。

　そんな彼女を見て惜しいと感じるのはケヴィンも変わらないのか。ノール種特有の立派な鬣たてがみを搔き毟むしりつつ何とも言えない声音が漏れた。

「至らねぇ至らねぇと酒を呷あおりながらずぅっと言うのよ。そんでも俺らを木っ端みてぇにふっとばせんだから、よくわかんねぇよなぁマジで」

「そりゃあそうでしょう。犬鬼にだってヒト種メンシユに分かって貰もらえない文化くらいあるでしょう？」

「まぁな。お前らも俺らがフケってる時ん辛つらさはわかんねだろ」

　フケるってのは確か発情の俗語だったかな？　ヒト種メンシユと違って生殖に季節サイクルがある亜人種は大変だな。

「だからまぁよ、俺らぁあん人の強さに付いたんだから、多少なりとも思うところがあるわけよ」

「……で、少しでも使えそうなら新人を宛あてがって鬱憤を晴らして貰おうと」

「おうよ。俺らが相手することもあっけど、身が保もたねぇんでな」

　あっけらかんと笑う姿に少しイラッときた。少しだけだよ、本当に。ヒト種メンシユより数段頑丈な奴やつが保たねぇんなら、豆腐みたいな我々がどんな目に遭うかくらい分かるだろ。

「一応言ったよな？　ここでやめるなら氏族に入会金として有り金の半分を上納するだけでいいんだぜ。その後はアガリの十分の一を納めりゃ姐あね御ごの名の下で安心して働けるって寸法さ」

　いいや、分かっているからこその勧誘商売か。無理な喧けん嘩かから逃げようとしたら金を巻き上げ、それさえ断れば私刑にかけるか……今後冒険者をやる中で大事な大事な面子を潰す様な噂うわさを流すと。

　確かに致命的だわな。幾ら巨鬼相手とはいえ、冒険者みたいな荒くれ家業で食っていこうとする奴が立ち向かいもせず尻尾を巻いたとあっちゃ末代まで馬鹿にされる。

「姐御に喜んで欲しいたぁ思うが、若人がボッコボコにされんのをみて笑う趣味も……そこまではねぇんで最後にもっぺん聞いてやるぜ新米」

　特注以外にあり得ない巨大な木剣を腕ならしに振り回す巨鬼を前に尻込みしない新人がどれくらいいるだろう。そして、勇気を出しても〝無謀〟にならない者はどれくらいか。

　轟ごう音おんを立てて吹き荒れる剣を前に心が折れて、氏族に加わる選択肢に屈する者がいるのにも頷うなずける。あの圧倒的な暴力を背景にして活動できるなら、クエスト報酬の一〇分の一がさっ引かれるのは多少悪くないと思えることもあるだろう。

「やめるなら今だぜ」

　ただ、私にも細やかとて矜きよう恃じがあるのだ。鍛えてくれた二人の師と冒険を共にしてきた友人達。

　そして、踏み越えてきた敵手を背負って生きている。

　私が無様に潰れたら、彼らの価値まで落ちてしまうではないか。故に私は未熟であると自省しつつ、決して手前を弱いと断じることはないし。

「美人の欲求不満を解消できる機会を見逃したら、玉ついてるか疑われるでしょ」

　弱いとナメさせる気もない。

「そうかい。ま、気張れや新入り。一応、家の傘下にゃ僧もいるからよ、金さえ出しゃ骨も接いで貰えるさ」

　それとも拾って貰う方がいいかもしんねぇなぁ、という軽口を背中に受けつつ、私は準備を終えた巨鬼の前に立った。

　こうして対たい峙じすると壁や巌いわおと相対しているように錯覚させられる。この時点で心が折れても恥ではないと思える威圧感を覚えた。

　ただ絶望的とはほど遠い。運命というクソＧＭゲームマスターに無理ゲーを強いられてきた私にキャラ紙を投げさせるには化け物具合がちと足りぬよ。

　勿もつ体たいないと思ったディードリヒにあそこまで骨を折ったのだ。古い知り合いの同族に多少〝優しく〟したってバチは当たるまい。

　言葉もなく、会釈もなく、巨鬼に伝わるという戦口上もなく一撃が放たれた。唐突な一撃は、だらりと腕を下げた脱力の体勢より掬すくい上げるように放たれるもの。四肢を高効率で連動させた斬り上げの斬撃は、怠惰な見た目に反して高い技量で纏まとまっている。

　左下から垂直に抜けていく一撃に対し、私は左に体を開くことで回避する。前髪が幾らか持って行かれるほどの間近を木剣が抜けていく姿は心臓によろしくないね。

　お返しに私も右手に握った木剣を突き込んだ。目当ては斬撃のため僅かに踏み込んできた左足だ。少しだけ進んでくれたからこそ、倍近い上背とそれ以上のリーチの差があっても剣が届く。

　半身のまま体は動かさず、腕のしなりと肩から胸の筋肉を連ねて放つ小振りな刺突。左足を軸として地を踏みしめることで、殆ほとんど腕だけで突いているように見えても実は全身を十全に活用している。

　一瞬、鬼種特有の金色の瞳が見開かれ、巨鬼は素晴らしい反応を見せてくれた。左足を跳ね上げることで木剣の切っ先を払ったのだ。

　やはり酒に浸っても名剣は名剣、いい反応をする。これなら真剣でも刺さらぬし、刃筋が乱れたので肉も裂けぬ。

　気け怠だるげであった目に光が宿ったような気がした。

　続いて襲いかかるのは、蹴りの残心より瞬く間に両手持ちに切り替えた剣を〝そのまま〟突き込んでくる柄つか頭がしらでの一撃。剣を刃物ではなく鈍器としても使う装甲を持った敵への攻撃方法であるが、切り返しの一撃としても素早く放てるため選択肢としては理に適かなっている。

　いいね、少し本気になってくれたらしい。

　身を屈かがめて繰り出される柄を搔かい潜くぐり、巨体の懐に入って剣を振るおうとする。しかし、即座に蹴りが放たれてやむなく離脱するハメになった。

　が、それは短い間合いを嫌がっている証左に他ならない。私は着地の反動を次なる踏み込みへ転用し、長大なる剣をしっかと両手で握った巨鬼の間合いへ自ら踏み込んだ。

　巨鬼の背丈は三ｍにも達する。対してヒト種メンシユはその半分から三分の二とくれば、やりにくくてしょうがなかろうよ。

　ヒト種メンシユでも小鬼ゴブリンを相手にすれば同じ経験ができる。二足歩行の性質上、手前の足を傷つけずに下段を斬るのは難しいし、力も入れにくいものだからな。

　なればこそだ、何い時つも口癖のように言っている〝人の嫌がることは率先してやりましょう〟を実践するだけのこと。

　颶ぐ風ふうを纏って荒れる木剣を受けるのではなくいなして進む。少なくとも私の〈膂りよ力りよく〉では技量を伴っていても防御判定を試みた所で潰されるからだ。圧倒的質量の前では小手先の技術は通じない。弾はじくか回避あるのみ。

　攻撃をいなし、避け、時に反撃し十数合も交わし合った頃、周囲が少し賑にぎやかになってくる。今まで酒場に引っ込んでいた氏族の面々が観戦にやってきたのだ。

　大方、どうせ数秒で悲鳴が聞こえてくるだけと暢のん気きしていたのだろう。されど何時までもヒト種メンシユの小僧の無様な声は聞こえてこず、木剣が交わされる甲高い音が続いたため不思議に思って見に来たというところか。

　見たいなら幾らでも見るがいい、期待している展開にはしてやらんぞ。

　なにより幼おさな馴な染じみが何ど処こからか引っ張ってきた干し肉をつまみに観戦しているのだ。つまらない試合に出来ようはずがあるまいて。

　回転が上がる、技巧が増す、攻撃に艶が出る。四肢末端まで全体を律動させて振るわれる剣と、合間に挟まれる蹴りや拳に遠慮がなくなってきた。今までは当たっても一応は死なないかなと思える程度に加減されていたが、今や一撃貰えばヒトの脆もろい肉体など時機を逸した果実の如ごとく潰れてしまうほどの威力が込められている。

　これは稚気に溢あふれた、コトが上う手まく運ばなかったが故に滲にじむ本気ではないな。

　巨鬼としての本分を思い出した肉体が知らずの内に力を込めているようだ。

　熱くなってくれているようでなによりだよ。何重もの意味でね。

　纏わり付くような間合いで好機を見計らっていると、ついに待ち望んでいたものが来た。私を振り払うために放つ大ぶりな一撃、間合いを空けさせて再度都合の良い状況に持ち込みたかったのだろうがそうはいかん。

　左方から円弧を描いて襲いかかる横よこ薙なぎの一撃に対し、私は木剣を左体側に添えて待ち構える。

　そして剣同士が触れあう瞬間、剣を支点として飛び上がり体は地と水平に傾く。するとどうだ、木剣は相手の木剣の側面を滑って抜けていき、私はその場で横よこ薙なぎの一撃を回避できた。

　結構博ばく打ちに近く、曲芸にもほどがある回避であるが、できると思ったから判定を試み実際に成功させた。最初から出来るか出来ないかが大おお凡よそ見えるのが固定値に頼った構築の強みだな。ピンゾロ以外なら無茶な演出でも通る！　と分かっていれば安心して格好をつけられる。

　熱い台詞せりふと気合いを入れた演出の後で空振ることほど決まりが悪いこともないからなぁ。

　剣が抜けていく勢いで泳ぎそうになる体勢を何とか整えて着地し、剣を振り切ったことでがら空きになった右の脇腹へ切っ先を添える。如い何かに生態装甲ともいえる金属交じりの皮膚を持っていたとしても脇は皮膚も肉も薄いため、肋ろつ骨こつの隙間を通す様に突き込めば致命の一撃とすることができる。

　それを彼女も分かったのだろう。振り抜いた剣を返すこともなく、じぃっと見下ろしてくる。

　私は「満足か？」と問う代わりに切っ先で脇を二度叩たたいてやった。

　数秒遅れ、周囲から重いざわめきが捻ひねり出される。自分達たちの頭目が負けるなど想像もしていなかったが故、事態を理解するのに時間がかかったのだろう。

　当惑にまみれた声の中、重い吐息が混ざる。

　酒精の匂いを帯びた長い長い息の後、巨鬼は剣を投げ捨てて私に背を向けた。そうして中庭の一角、積み上げてあった瓶の一つを摑つかんだかと思えば、おもむろに蓋を開けて中身を被かぶったではないか。

　被ったのはただの水だ。炊事のために汲くみ置かれていたらしい水を豪快に浴び、底に残った僅かなものを手で掬って嚙かみつくように飲み干す。

　そして底が割れるのも構わず乱雑に地に置けば、しとどに濡ぬれた髪を搔き上げて声を上げた。

「ケヴィン！」

「へいっ!?」

「木剣を寄よ越こせ！　いつものだ!!」

　頭目の命を受けた犬鬼が慌てて酒場の中へ消え、盛大に物を引っかき回す音を引き連れて戻ってくる。抱えているのは今まで振るっていた木剣と比べれば二回りも短い木剣と、それよりも更に短い木剣の一組。

　恐る恐る差し出された木剣を受け取ると、巨鬼の雰囲気が変わった。

　なるほど、巨鬼が振るう基本的な身幅の長剣は、使えるが〝本気〟ではなかったということか。

　あれこそが本意であり身に馴な染じんだ得物。手足の延長になるまで使い込んだ技術の依代。

　変わってるな、二刀使いは初めて見た。盾による戦術が発展していると不利になるため、西方では殆ど見ない技術だ。

　しかし、それで冒険者をやっている以上、伊だ達てや酔狂の代物では断じてない。

　となると、私も不慣れな剣一本だと厳しいか。

「はい、これが欲しいんでしょう？」

　そう思っていると気配を感じさせることなくマルギットが傍らにやってきていた。手にはその辺に転がっていたと思おぼしき盾を持っているではないか。

「ありがとう、流石さすがだね」

「どういたしまして。これでもっと格好良いところを見せてくださるのなら、お安い御用でしてよ」

　嬉うれしい心遣いに慇いん懃ぎんに腰を折って貴種の礼をしてみれば、彼女もスカートの裾を摘つまんで礼を返してくれる。ほんと、色々分かってくれている道連れのありがたいことったら。

　私達のやりとりを待ってくれていた巨鬼は、マルギットがその場から離れると二刀を手に私の前に立ち、右の長剣を恭しく持ち上げ鍔つばを額に添える。剣礼と呼ぶ徒手ではない時に捧ささげる礼だ。前世の物とは発祥が異なるが、文化と同じく仕草も似た発展をするのはよくよく考えると実に面白い。

「名も聞かず、口上もなく斬りかかった非礼を詫わびよう、新入り。我が名はロランス。ガルガンテュワ部族の〝不ふ羈きなる〟ロランスだ。卿けいの名を教えてはいただけまいか」

　朴ぼく訥とつな男言葉なれど礼儀は感じる。酒気を飛ばし巨鬼の戦士として彼女が立っている証あかし。

　古い知人の同郷であることへの驚きを隠し、私も礼を返して名乗りを上げる。

「ケーニヒスシュトゥール荘しよう、ヨハネスが子エーリヒ」

　とはいえ、今の私はそれだけでしかない。冒険者として名乗りを上げるだけのことはしていないからな。

　されど、これこそ誇りを持って名乗れる名だ。過不足はあるまいよ。

「そうか、ケーニヒスシュトゥールのエーリヒだな。さて、卿もやる気があるようだが、礼儀として敢あえて聞こう。戯れとはいえ敗れた身が二戦目を乞うのは無様に過ぎるが、もう一本受けてはくれまいか？」

　問いかけに私は剣を突きつけることで返した。

　語るに及ばず。剣を介した会話こそが全てだ…………。





【Tips】巨鬼は部族社会であるが故に家名を持たぬが、戦士には尊称として二つ名が与えられる文化があり、それが同時に階級としても成り立つ。ローレンやロランスの属するガルガンテュワ部族においては〝果敢なる〟に始まり〝不羈なる〟〝不屈なる〟〝勇猛なる〟を経て〝剛ごう毅きなる〟が最も高貴とされる。






　極まった武術は傍はた目めには舞踊の如く映る。

「おお……!?　今の何で避けられたんだ!?」

「盾……引っぺがされてたよな……？　次の一撃が腹に入るんじゃないのか？」

「馬鹿、体が弾かれた時に蹴りで剣を払ったんだよ」

「ヒト種メンシユにできる芸当じゃねぇだろ!?　小鬼ゴブリンか矮人種フローレシエンスかアイツは!?」

「あんなことできるかボケ!!　俺ら小型人類は妖精アールヴじゃねぇぞ!?　普通に吹っ飛んで死ぬわ!!」

　動きを追いきれぬ者、辛うじて見えている者、ついてこられる者と反応は様々なれど皆一様に掌てのひらを汗で濡らして中庭の舞踏に見入っている。

　剣と盾を介した舞。否、正確には木剣であろうが当たれば死ぬ致命の武を。

　二刀を扱う剣術は、他の地ではともかくとして中央大陸西方においては一般的ではない。

　それも白兵戦の基本として長大な両手剣を用いるか、盾を併用するかが主流だからである。

　剣を片手で操るのは難しいことであり、仮に利き手であっても振り回されないだけの膂力と体幹を必要とする。ましてやそれを両手に持って行うとなれば、合理的な取り回しを考えれば難易度は想像を絶する。

　その割に左手に持った剣は利き手ほどの自由さもなければ、盾ほどの防御力もないとくれば流行するはずもない。二刀を持つことによって得られる利点が少な過ぎる。

　片手で持った剣は盾を打ち払えるほど力を込められず、左の剣は盾ほど身を守れる訳でもなく、同時に両手に握って渾こん身しんで振るわれる長剣を受け止めることも困難。技術として見れば、全てが半端にしかなり得ない技といえる。

　精々見栄えがよく、豪快に振り回せば威圧感があるといったところであろう。

　故に二刀流が西方に浸透することはなかった。

　されど、それは表面的なことに過ぎず、また二刀を扱うに足りぬ肉体を持つ種族の話である。

「おおおお!!」

　嗄しやがれた重い声が大気を揺らし、聞く者の鼓膜を痺しびれさせる。裂れつ帛ぱくの気合いと共に振るわれる二刀であるが、同時に振るわれることはない。精妙に右の長剣で薙ぎ払ったかと思えば、左の剣が姿勢の変更に伴って閃ひらめき隙を塗りつぶす。

　主となる右の剣を補佐するかのように左の剣が瞬けば、一連の動作は輪を描く舞踊の如くあり、全ての動作が攻撃にして残心となり防御を為なして連なってゆく。

　二刀の妙技、それは純粋に得物を倍にして手数を増やすことではない。左右の剣を補完し合うことにより、手数に頼らぬ間断なき攻めを作り出すことである。

　剛力なれど繊細な右の一撃は盾の守りを崩し、傾け、斬り開くために。左の剣は右が作った好機を狙い、また同時に生まれる隙を崩すために。

　多くの者は見慣れぬ剣技に目を騙だまされて数合と保もたず倒された。何とか耐えられた者でも猛攻の前に崩す術すべを思いつく前に潰される。理を以もつて練り上げられ、広く知られぬ剣技というものは、ただ振るうだけで〝初見殺し〟として成立するのである。

　その本旨が巨大な一本の剣を翻弄し、殺すために昇華されている等などと知らず。

「あ？　いやいや、今のどうやって躱かわした!?」

「こっちからだと姐あね御ごの体で見えねぇ!!　何があった!?」

「今アイツ、姐御の剣を踏んで避けなかったか!?」

「はぁ!?　なんかすり抜けたようにしか見えなかったぞ!?」

　しかし、剣が嵐の如く吹き荒れる中で盾と剣を担った小柄な剣士は揺るがない。受け止め、躱し、時に弾はじき飛ばされつつも受け身や体術で追撃をいなして起き上がる。

　足捌さばきで剣を避ける様は剛剣の残像が触れているほどの間際を踊り、盾は触れているのかも怪しいほど音を立てず剣をいなす。

　ただの一度も真面まともに一撃を浴びることはなく、ましてや折れる気配もない。彼かの剣士はいっそ陽炎かげろうを想起させるほどに攻撃を受け付けない。見る角度によっては攻撃が〝すり抜けた〟ように錯覚する様は、何かの詐術であると説明された方が得心もいこう。

　自らが仰ぐ頭領の凄絶な腕を知る取り巻き達は異様な緊張にざわめくばかり。

　今日冒険者証を受け取ったばかりの新人にあるまじき腕前。しかしながら、やはりヒト種メンシユというだけあって一つの間違いで死に至る可能性。それらがない交ぜになり形容しがたい緊張を作り出す。

　されど、斯か様ような緊張とは無縁な観客が一人いた。

　蜘蛛人アラクネの乙女は樽たるを座席代わりにし、中庭でも眺めの良い場所を占有していた。片手には酒場で放置されていた干し肉を失敬してきており、塩気がきつく上等とは言えぬそれを咀そ嚼しやくしつつ趨すう勢せいを見守る。

　周りは盛り上がっているが、彼女には分かっていた。

　剣と盾を担う小柄な剣士に余裕があることが。

　致命打は疎おろか痛打と呼べる被弾は一度もない。何度も地を転がっているせいで見た目は痛々しいものの、全て受け身のためであり衝撃の殆ほとんどは大地に逃されている。多少の打ち身や擦り傷はあろうが、後に響く損傷はみられない。

　なによりあれを見よ。本人は自覚しているまいが、三日月の如ごとくつり上がった口の端を。決して認めまいが、彼は彼で隠しようもなく戦闘狂バトルジヤンキーの気があるのだ。

　鍛えた技の冴さえも誇らしげに前に出る姿を乙女は何度も見てきた。自分はここまで努力したと見せつけるかのような戦姿。戦を好んでいるというよりも、自分の仕上がりを楽しむ戦い方は時に見ていて危なっかしくもあった。

　その闘争本能を糖衣で包んだのが、火花は払わねばならない、という言い訳めいた姿勢だ。逃げることも躱すこともできるのに、率先して打ち払いに向かっていく様を戦闘狂以外の何と形容すればいいのやら。

　対して巨鬼はどうであろうか。彼女とて綺き麗れいに貰もらった一撃はないものの、苦々しげに引き結んだ唇を見れば瞭然であろう。これ程斬りかかっても攻めあぐね、崩せぬことへの葛藤が。

　最も早はや、その目には、巨鬼と比べれば儚はかないヒト種メンシユなど映っていない。見上げるような巨大な、底知れぬ虚の如き剣の鬼が立っているのだ。

　練り上げた剣が届かない。二刀の舞もかくやの領域に高めた業が、虚を演出し侮らせる牽けん制せいが、巨鬼の剛剣すらいなす左の剣が追いつかぬ。

　幾度か振るわれた剣が浅く肌を撫なで、蚯蚓みみずが這はったような痕を残すことに巨鬼は至らなさを実感し、憤怒に沸騰した。

　一本と言うにはほど遠いと両者が見ているからこそ試合は止まっていない。されども、剣士として思うところはあるのだろう。着込みさえしていれば付くはずのない傷であろうと、刃を受けたという事実は酷ひどく重い物なのだ。

「楽しそうねぇ」

　呟つぶやく蜘蛛人アラクネの乙女は陶酔した表情で幼おさな馴な染じみを見守る。彼女もまた狩人かりゆうど、命のやりとりを業とする者であるから分かるのだ。鍛えた手腕を見せつけ、手こずらされながらも最後には勝利する愉悦が。

　これは決して弱い者を選び嬲なぶっていては手に入らない快楽である。仕事なので分をわきまえはするど、やはり生きている実感の〝濃さ〟は野ウサギを撃つのと、苦労して狼おおかみを狩るのとでは全く違う。

　彼は今、存分に敵と戦えている。羨ましい限りではないか。

「「「おおっ!?」」」

　一際大きな響どよめきが中庭を揺らす。巨鬼の一撃が小兵の盾を破壊し、弾き飛ばしたのだ。

　これで趨勢が動くと全員が期待した。全て頭目の勝利に傾くと。

「あーあ……楽しみ過ぎたわね、エーリヒ」

　ただ、そうではなかった。宙を舞ったのは盾だけではないからだ。

　僅かに遅れて巨鬼が左手に持っていた短めの長剣が弾き飛ばされる。

　隙のない、いいや、乏しい連撃の合間に蛇の如く這う一撃が差し込まれ、柄つか頭がしらを強烈に打ち据えたのだ。

　得物の一方を奪われた双方は一度跳び退のいて間合いを取り睨にらみ合う。

　しかし……示し合わせたように剣を下ろした。

　興奮のざわめきは瞬く間に当惑に取って代わられる。まだ続けられるだろうと、終わってはいないだろうと。両者共に主として操っていた得物は残っているのだから。

　ただ、狩人と一部の静かな観客だけが気付いていた。

　剣士にとって得物を奪われることは敗北に等しいことを。命のやりとりをしているならまだしも、試合という形式をとっている以上は紛れもない敗北だ。

　この瞬間、対たい峙じする両名は共に敗北を認めたのである…………。





【Tips】二刀流。剣術の一種。文字通り二本の腕に一本ずつ剣を扱うが、その難しさの割に得られる利点が少ないため使い手は少ない。

　右の剣を攻撃に、左の剣を補助として扱う戦法が西方で数少ない二刀剣術の基本とされる。






　調子こいて負けることほど恥ずかしいことってないよね。

　私はじんじんと痛む左手を庇かばいながら、木剣を額に寄せて礼を取った。

　一つ言い訳するとアレだ、ナメプしたわけじゃない。そりゃあ魔法を一切使わないというのは構成の根幹を無視することだからナメプっちゃナメプかもしれないけれど、魔法を縛るよう魔法の師から言われてしまったんだから仕方ないだろう？

　それに二刀流に切り替えた後の彼女は、私如きが「勿もつ体たいない」などと評価するのが惜しい位に仕上がっていたのだから。

　最初、偽らずに言うと二刀流って本当に強いの？　と軽んじていた。

　だって、こっちで使ってる人いなかったんだよ。長柄や一撃がデカい斧おのの前では不利だし、ランベルト氏も剣を二本持ってみようとした同期や後輩に、派手なだけで実用性はないからやめとけって仰おつしやってたから。

　そりゃあ百戦錬磨の傭よう兵へいが使い物にならん、と判断したなら疑問も抱こう。

　だが、実際に対峙してみれば違った。

　ありゃおっかねぇわ。特にロランス氏のそれは、膂りよ力りよくと技量が極めて高度に嚙かみ合っており実に素晴らしい仕上がりだった。

　右の剣は満身を込めて振るわれる両手剣を、ただ受け止めるのではなくいなして流す精緻さを持ち、左の剣は盾を搔かい潜くぐり同時に引き剝がすほど精妙にして強力。

　ただ巨鬼の膂力に任せて二刀をぶん回している脳筋ではない。揺るぎない剣の理を理解し、自分の業として昇華した本物の剣士だ。

　しかも体運びも凄すさまじい。絶妙に剣を振り抜きづらい場所に体を置き続ける立ち回りは、剛力で鳴らす巨鬼の剣でさえ細身の長剣――といっても、ヒト種メンシユ基準では特大両手剣並みだが――でいなすことができるだろう。

　これが本気。籠こ手てや魔法の装備を引っ張り出し、手に馴な染じんだ本身の剣だったら、どうなっていただろうか。

　ああ、惜しい事をした。今はアグリッピナ氏が課した課題が本当に疎ましい。

　もし、こんなナメプをしていなければ、もっと心が躍っただろうに。

　とはいえナメプだとしても、魅せプレイ寄りであると主張したい。剣士としては精一杯やったし、手は抜いていないのだから。初めて相手をする二刀流に色々試したりはしたが、全力を絞り出したのは事実。

　それにほら、最後は一瞬の隙を突いて〈脱刀〉も決まったことだし。

　どう言い繕おうと先に武器を奪われたのは私だから負けなのだけどね。

　いや、目標である〈神域スケールⅨ〉に至っても快勝できないとは、本当にこの世界はコンボゲーだな。頂は遙はるかに遠い。この負けを糧として精進せねば。

「見事だ、エーリヒ」

　巨鬼のロランス氏は言って剣で礼を取り、信じがたい言葉を続ける。

「卿けいの勝利だ」

「はい？」

　何言ってんだコイツ。

　一瞬妙な声を上げてしまう私に対し、彼女は左手を差し出してみせる。みれば、小指と薬指が妙な方向に向いていた。

　あ、やべ、綺麗に柄頭を弾いたつもりだったが、指にも引っかけてしまったか？

「骨が抜けたな。折れてはいまいが、真面に一撃入れられてしまった」

　どうやら〈脱刀〉の際に脱臼させてしまったらしい。私はといえば、無理に盾を保持すれば骨が逝くと思ったので寸前に手放していたから傷は負っていない。

　しかし、彼女は慣れっこなのか指を摑つかむと強引に正しい位置に戻してしまう。何か凄まじい音がしたけれど、巨鬼は靱じん帯たいも特別製なのか？

「ですが、先に得物を奪われたのは私ですし、左手は痺れて暫しばらく使い物になりません。私の負けでしょう」

　が、今言った通り痺れが凄すごくて使い物にならないのだ。今から両手持ちに切り替えるか、盾を拾って戦えと言われてもちょっと厳しい。手前の指がちゃんと五本付いているかも触っただけじゃ分からないっていうのに。

「馬鹿を言うな、小指は物を持つ軸だ。こいつがこの様では治すまでは真面に剣を振るえん。卿は戦の最中にのんびり嵌はめさせてくれるほど優しくはなかろう。一刀での結果は先ほどついているから、無様を晒さらすつもりはないぞ」

「ですが、この痺れも直すぐには抜けません。麻ま痺ひした半身を抱えて斬り結べるほど器用ではありませんよ」

　いやこの身が、いやいや私がと勝ちを譲り合うこと暫しばし、周囲の困惑も捨て置いて互いに敗北の理屈を連ねたが答えは出なかった。

　ただ、一端の剣士として〝引き分け〟という言葉には抵抗がある。

　そりゃあ実戦の場であれば色々な理由があって戦いが流れてしまうことはあるけれど、一対一の試合形式で無言の内に一撃入れば終了としてやりあっていたのだから納得のしようがなかろう。

　同時に入って甲乙つけがたいならまだしも、前後がはっきりしているなら尚なお更さらだ。

　こういった場での融通の利かなさが剣士という生き物であり、更には〝武の種族〟として誉れ高き巨鬼の精神性なのだろうな。正直、勝利の内容にはそれほど拘こだわらないが、負けに関しては五う月る蠅さいのだ。

　何な故ぜなら、我々剣士はそれ敗北を積み上げることによって強くなる生き物だからである。

　結局互いに結論は出ず、しかし直ぐに再戦も難しい。

「……なら仕方ない」

　ニヤリと巨鬼が汗で濡ぬれた髪を搔き上げながら微笑ほほえんだ。

「別の方法で決着をつけてもいい」

「別の方法？」

　剣の決着を剣以外でつけるとはなんぞや、と思いつつ首を傾かしげたところ、ロランスは心底愉快そうに口を開こうとし……途端、はっとして顔色を変えた。

「……失礼、卿はケーニヒスシュトゥール荘しようのエーリヒだな？」

「あ、まぁ、そうですが、さっき名乗った通りです」

　巨鬼の青い肌からも血の気が引くのが分かる。巨鬼の場合は興奮していると彩度が上がり空のような綺麗な青になり、その逆は群青っぽい暗い色合いに変わるのだな。

　顎に手を添え、何かブツブツ呟き始めたのは何か良くないことに気付いたのか。脳内でサイコロが転がる幻覚が見えたが、外宇宙的恐怖とは無縁の展開だったよな？

「ガルガンテュワ部族の……ローレンを知っているか？」

　圧搾機にでも掛けてやっとこ絞り出したみたいな言葉には、懐かしい名前が含まれていた。

　ご存じもなにも、さっき思い出したところだ。兜かぶと割わりにけしかけてくれて、兄が一生嫁の尻に敷かれることになる出来事を忘れられよう筈はずがない。今もエリザが暇な時、あれで手に入れた真珠をうっとりとした表情で眺めているのだから。

　あっ、そういえばさっきの名乗りでガルガンテュワ部族と名乗っていらしたな。なるほど、彼女は同郷なのか。どうして縁というのは何ど処こで結ばれるか分からないものだなぁ。

　懐かしい名前ですと思い出話をしてみれば、ますます顔色が悪くなる。はて、何かあるのだろうか。

「さ、酒だな！」

「はい？」

「酒で決着をつけよう！」

　唐突にそう切り出したと思えば、大きな手で肩を摑まれ酒保の方へぐんぐん押されてしまう。事態を読み切れず足は抵抗しようとするものの、踵かかとが空むなしく中庭を削るばかり。

「ケヴィン！」

「へい!?」

「酒を用意させろ！　あと、とっておきを持ってこい！　金は全部この身が出す！」

「はっ？　えっ、酒？　酒ですかい!?」

「そうだ！　いつもの安酒なんて出させるんじゃないぞ！　エッボ！　肴さかなも用意させろ！　ああ、親おや父じには料理させるな、外の屋台で仕入れてこい!!　とにかく肉を買ってこい!!　なんなら牛一頭丸ごとでも許す!!」

「「へいっ!!」」

　腰にくくりつけてあった財布――尚なお、巨鬼スケールの模様――が雑に投げ寄よ越こされ、慌てて駆け出す冒険者諸氏。手が空いている者は酒保をちったぁ見れるようにしておけと怒鳴られて走り出す。

　なに？　この……なに？

　全てが理解が及ばぬ状態で進むことの不可解さと、そこはかとなく感じる理不尽さであるよ。

　ひょいと蠅はえ捕とり蜘ぐ蛛も特有の跳ねる足取りで近寄ってきたマルギットが首根っこに飛びつく。ああ、汗搔いてるからちょっと待って欲しいんだけど。

「まぁ、ただ酒にありつけていいんでなくって？」

「いや、だからって……」

「梃て子こでも動きそうにない御仁ですことよ？　ねぇ？」

　体をもたげ、私の肩に顎を乗せ背後、つまりはロランス氏に話しかけるマルギット。何でか知らないが、私の耳飾りだけが小さな音を立て、背筋に氷を落とされたような感覚が走るのであった…………。





【Tips】巨鬼には強い因子を欲する文化がある。






　美う味まい酒の味を久しく忘れていた。そう感じ入り、巨鬼は舌を焼く酒精に目を潤ませる。

　生まれは西方、産湯は戦陣の天幕で浸つかるという極めてありふれた巨鬼の一人であるロランスは、自身を落らく伍ご者しやであると断じている。

　齢よわいは五〇を過ぎた頃から面倒になって数えていないが、戦陣を越えること八〇余、参加した会戦は二〇を超え、決闘を交わすこと六〇強。部族会議により〝不ふ羈きなる〟の尊称を受けてより討ち取った名のある首は都合一八。

　この頃は良かった。部族においても早い段階で戦士として――巨鬼の戦士とはすなわち雌性体であるため女戦士とは呼ばない――二つ名を授かるようになった頃は順風満帆の人生であった。

　しかし、名誉を授ける式典にて、並んで膝を折り戦化粧を受けた相手が良くなかった。

　彼女の名はローレン。今では〝勇猛なる〟と至尊の一歩手前にある誉れ高き名を授かる部族有数の戦士。

　いつからであろうか、同年代であるがため競い合うが如ごとく錬磨し、戦場にて肩を並べた彼女に追いつけなくなったのは。

　膂力で負け、上背で負け、武勲で負け、剣一本では歯が立たなくなる。

　限界を感じて異国の勇者より二刀の技を教わって少し巻き返したかと思えば、そんな物は些さ細さいだと言わんばかりに詩にも詠うたわれる敵手の首をひっさげ帰ってこられる。

　そうして遂ついには二つ名の位においても抜かれ……果ては全てを賭けて挑んだ決闘で話にならぬほど蹴散らされた。

　手前の人生は何だったのかと、折れた心を叩たたき付けるように敗北の地に打ち付けた拳の痛み。否、それよりも心に刺さる「よい一戦であった」と朗らかに笑う敵手の声。

　なにがよい一戦か。どこによさがあったか。巨鬼として最低限の礼節さえ失う覚悟が持てたなら、胸の内で渦巻く感情の全てをぶちまけて胸ぐらを摑んでやりたかった。

　余りに苦い敗北の味だけを舌の上に残し、絶対に勝てぬと思った敵手はふらりと遊歴に旅立った。

　それを追うように、あるいは部族から逃げるように自身もまた西方へ遊歴に出たのは何故であろう。ロランスは今となっては思い出すことができなかった。

　傭よう兵へいになるでもなく、冒険者という道を選んだのは恐怖のためか。はたまた武から徹底的に遠ざかることが出来ない身にこびりつく未練のためか。どうあれ荒事でしか生きていけぬ身で口に糊のりをし、気が付けば随分と経たつ。

　さして興味もないが首元を飾る冒険者証の色が鮮やかな青になり、知らぬ間に取り巻きが出て、させておくに任せていれば氏族ができ、黙っていても金が入ってくるようになった。

　仕事はこなすが、往事であれば食指を擽くすぐるような強者が同業者にもいるのに突っかかって行かなくなって長い。

　ただ配下を鈍らぬ程度に揉もみ、時折ご機嫌取りで連れてこられる芽がある若いのと遊んでやる、緩やかに錆さびが浮いてくるような日々。

　その倦うんで澱よどんだ時間の全てが吹き飛ぶかのような一時であった。

　脇腹に木剣が触れる感触は落雷のようで、左手に感じる脱臼の熱は愛あい撫ぶの如く。

　久しく忘れていた、戦士として巨鬼が魂から求める闘争に浸る幸福。疎みに疎み、遠ざけていた筈の闘争の味といえば万の言葉を弄しても一端として表しきれまい。

　この一瓶で金貨が幾枚か飛ぶ蒸留酒でさえ霞かすむ味わいだ。

　あれほど悔しく、辛つらかった敗北の味のなんと甘美なことか。

　やはり巨鬼という生物は〝こういう〟生物なのだと思い知らされる一瞬であった。

　惜しかりしは命を賭けた殺し合いでなかったこと。やはり生の実感は鋼を介してこそ滾たぎるもの。木剣ではとても物足りない。ましてや手前だけが相手を殺しうる武器を持っているとなれば、美酒でも拭い暮れぬほど口の中が渋くなる勿もつ体たいなさを感じる。

　なにより彼も。隣に窮屈そうに座って酒を嘗なめるように飲んでいる彼も本気にはなりきれていなかったことが口惜しかった。

「ん……？　北方の酒は舌に合わぬか？　此この身のお気に入りなのだが」

「何分舌がまだ若いようでして」

　悪いのは自分である。本気にさせてやれなかった腕前だ。本身の剣であれば、木剣より身に馴な染じむ得物であれば更に速く動けたことは言い訳になるまい。彼も今日初めて持たされた得物で見事に戦い抜いてみせたのだから。

　しかし、それでも、全く奥を見せてくれないのは名残惜しい。命のやりとりが恋しくなるくらいにと巨鬼は胸を疼うずかせた。

　戦いの最中、微かすかな違和感が挙動に混じる。使えない何かを求めるような、刹那の無に等しい逡しゆん巡じゆん。戦士であれば誰もが一つは持つ奥の手を無意識に欲していたのだろう。

　どのような形であれ、いつかそれを見たいものだと思いロランスは強い酒精を飲み干す。

「物足りぬな」

　それでもつまらなくて仕方がなかった。折角これだけ高ぶった気を楽しく宥なだめることができないとは。

「姐あね御ご、お代わりでしたらいくらでも」

「あ？　うむ、大義である」

　側そばに甲か斐い甲が斐いしく侍はべる配下が琥こ珀はく色いろの蒸留酒を酒杯に注ぐも、欲しいのはなみなみと揺れるそれではないのだ。

　だが、できない。一時の享楽に溺れた後を思えば断じてできない。

　というより現時点で大分拙まずいことになっている。

　さて、鬼種とは本能的に闘争に耽ふける種族であり、辛うじて身内同士で滅ぼし合わない程度の理性はあるものの文化は全体的に闘争に寄った物である。

　その中の一つに〝つばつけ〟とも呼ばれる文化がある。

　かつては復ふく讐しゆう者しやほど熱心に自らを鍛え立ち向かっていくということから、率先して復讐者を残すという悪趣味な文化があった。戦の名乗りも鬨ときの声こえも、生き残ってしまった者へ「汝なんじの仇かたきはここにあれり」と声高に主張するものだったほど。

　そして恨みの力ほど強い物はない。今や口伝にも残らぬほどの昔々、巨鬼は驕おごった文化のため相当に手て酷ひどい反撃を受けた。かつて誉れある八二部族と威名を以もつて語られた部族が、今や三一部族に減らされるほど。

　流石さすがに調子に乗り過ぎたと悟った巨鬼は、悪あしき文化を捨てはしたものの、形を変えて幾分か穏当になった文化を受け継いでいる。

　それが〝つばつけ〟。これぞと見初めた将来の敵手を主張する行為である。

　巨鬼にとって唇とは剣を持つ手の次に神聖な部位。戦の前に口上を述べ、敵手に栄えある部族の名と父祖に連なる己の名を告げ、そして最期の時来たらば自身を討ち取りし愛いとしの怨敵に賛辞を送る場所であるが為ため。

　その神聖な部位を許すということは、他の種族が行うそれより格段に深い意味を持つ。

　手の次に大事な部位を捧ささげて示すことは一つ。

　これは私の獲物だ、手ぇ出したらぶっ殺す。

　実に単純明快にして力強い主張だ。

　巨鬼にとって好敵手とはある意味で親よりも尊い存在とも言える。当然、それへの思い入れは強く、時には血を分けたる同胞であっても唾をつけた相手にちょっかいをかけたならば命を賭して報復に走るほど。

〝つばつけ〟は軽々に行わぬ行為であり、巨鬼はこれぞという相手を見み出いだし将来の敵手として切望することになれば故郷に文を送る。そして文は遊歴に出ていても連帯を保つ部族の者達たちにも伝わり、自然と個人同士のつながりを通して他の部族にも伝でん播ぱする。こうやって巨鬼は全くの不運以外で敵手を失わぬように気を遣い合ってきた。

　そんな連絡網にローレンが唾をつけた相手がいると伝わり、大層驚いたのをロランスもよく覚えていた。鬼神と呼んで差し支えのない暴れっぷりを誇る戦士が見出した相手だけあって、どんな怪物であろうかと当時は色々と考えさせられたものだ。

　今では空恐ろしい想像を巡らせた相手が隣に座っているのだが。

　まっこと楽しい時間であると同時に空恐ろしい事実であった。

　確かに試合に過ぎぬとはいえ、巨鬼の〝つばつけ〟は生半可なものではない。壊してしまう可能性を考慮したならば怒りを買うことは必定。

　もしも〝あの〟ローレンが本気で怒りに身を任せ刃を振り回せばどうなるか。考えるだけでロランスの胃は小さく縮み上がった。

　ましてや〝多義的に食べてしまった〟とくればもう……。

　酒で錆さび付いていながらも何とか仕事をした手前の記憶力を褒めてやりながら、ロランスは口の中に上ってきた酸っぱいものを酒精で押し流した。

　同時に隣で彼も杯を空けている。ヒト種メンシユであればとっくに昏こん倒とうしてもおかしくない強さの酒精を呷あおって顔色の一つも変わらないのは良い酒飲みだと褒めるべきか、かわいげが足りないと頰を突っついてやるべきか悩ましくもあった。

「で、だ」

　葛藤を誤魔化すように再度注がれた酒を吞のみ、ロレンスは隣の少年に切り出す。

「本当に氏族に加わるつもりはないのか？」

　酒の席、飲み始める少し前に少年は氏族への加入を断っていた。互いに敗北を譲らないのであれば、これくらいは認めてくれと前置きして。

　別にロランスも知らぬ間に出来ていた手前の氏族に強い拘こだわりがあるわけでもなし。されど手前の下に集ってきた者達を無む碍げにするのも悪いので頭目の真ま似ね事ごとをしてやっていた。

　手前が出張らねば落ちない場面では面倒極まるが酒を抜いて顔を出したし、時には徒党の大きさを頼みに出された依頼に対してきちんと面容を整え陣を構えて片付けた。稽古をつけてくれとねだる熱心な奴やつにはコツの一つ二つ教えてやるくらいのこともする。

　だが、誘った理由はそれではない。

　氏族の配下であるなら、稽古と称して多少遊んでも合法だろうと欲目を出してみたのだ。

　結果はすげなく首を横に振られてしまったが。

「約束がありますので」

　約束？　と首を傾かしげてみれば、彼は膝を見下ろして目を細めた。酒を吞む勝負だというとくっついてきて、蒸留酒を仰ぎ早々に潰れた幼おさな馴な染じみを見て。

　膝の上で潰れ、猫のように丸まって眠る彼女の髪を優しく弄びつつ一等おっかない巨鬼のお気に入りは言った。

「二人で冒険者をやると決めて出てきましたから、最初は二人で頑張ってみたいんですよ」

　思わず自分も目を細めてしまうほど眩まぶしい。落伍者を自認する巨鬼はそう感じ入りつつ、ならば無粋な手出しはするまいよと微笑ほほえんだ…………。





【Tips】つばつけ。巨鬼の部族に見られる伝統的な占有の宣誓。戦いに飢える同種に対し、将来的な敵手であるため手を出すなと示すための儀礼的な接せつ吻ぷん。時に強者を求めるために復讐者を好んで残す彼女達の闘争に特化し過ぎた文化が生んだ一つの儀礼。






　最終的に空けた蒸留酒の瓶が八本を数える頃、流石に胃の容量に限界が来て、もう無理ですギブアツプと宣言した。

　仕方がないじゃない、ガタイが違うんだもの。

　巨鬼の背丈は三ｍを上回る。ヒト種メンシユの体の五割増しから倍近いと考えれば、胃の容積だって当然違う。物理的に収められる容量が段違いなのだ。

　肝臓の能力が許す限り酒精を分解して、正しい意味で排はい泄せつして容量を稼ぐことはできたけれど、結果として相手も同じ事をするのだから量で追いつくことはできなかった。

　ただ、潰れていないということで無効試合になっただけだ。そもそものレギュレーションが間違っているともいえるけれど。

　いや、本当に良かった。吐いて胃の中を空けたら吞めるだろう？　とか言われなくて。

　流石にローマ貴族の真似事は洒落しやれにならんよ。第一、吐いたって帳消しにはならんのだし。ストレスで胃は収縮するし、胃液で喉も焼ける。ついでに体が「吐いたってことは具合悪いんだな」と認識して本当に体調が悪くなる。

　決着をつけられないのは痛恨の極みなれど、食べ物にも酒にも失礼な無茶まではすることもなかろうとロランス氏のお許しを得て、私達は妥協に至った。

　ただ、本当に酔っ払っていないことの証明として、剣を抜いて一指し舞うハメになったけど。〈うわばみ〉特性を持っている私でも、大酒かっくらった後の剣舞は色々と利いたな。

　しかも、そこそこで済まそうとしたらいても立ってもいられなくなったのかロランス氏まで交ざってきたから困る。愛用らしい二刀を抜いて、くるりくるりと間断なく紡がれる円弧の動きは昼の時と同じだけれど、使い込まれた真剣の冴さえは別人のようにすら見えた。

　切っ先が触れそうなほどの至近を縫うように掠かすめ合わせる剣舞をどれだけ舞ったかは曖昧だ。ほんの数分で終わったような気もするけれど、身にのし掛かる疲労と筋肉の軋きしみ、そして得も言われぬ高揚感のせいで数時間のようにも感じる。

　なんとも不思議な時間だった。

　その対価であるからか、私達は黒い大おお烏い賊か亭の二階にある寝室を無料で借りられた。

　簡素な部屋だった。しかし、一階の荒れ具合と比すれば不釣り合いなほどに清潔に保たれている。

　シーツは洗濯したてとは言わないが油染みが付いていることもなければ、ちょっと逆さに振るだけでシラミが大量に飛び出してくることもない。毛布も鼻を寄せれば眉根に皺しわを寄せねばならないほどでもない。

　大分気を遣って良い部屋を回してくれたと見える。

　とはいえ、ここを拠点にしたいとは思えない出来だったけど。

　早々に潰れて、後は夢の住人と化した幼馴染みを寝床に横たえてやる。剣舞を始めるまではずっと私の膝で寝ていたのだが、舞っている間はトロンとした目ではあるが一応起きてこちらを見ていた。

　それも終わってしまうとやはり限界だったのか寝落ちしてしまい、私が宴席を辞する理由になったのだけど。

　思えば全部に気を遣われていたのではなかろうか。先に潰れたのも、こうやって寝ているのも。

　だって、私よりも警戒心が強い狩人かりゆうどなのだ。こんな打ち解けたとはいえ、未いまだ完全に信頼するには足りない場所で不用意に酔い潰れる筈はずがないだろう？

　穏やかな寝息を立てるマルギットの髪を解いてやり――相も変わらず、お酒には弱いようだ――服の裾や襟を開いて寝やすくしてやる。

　すると、彼女の襟元から紐ひもで吊つるした冒険者証が滑り出てくる。墨色のそれは然さしたる価値もないものだが、紛れもない冒険者の証あかし。

　ああ、私は本当に冒険者になれたのだな。改めて実感を覚えると共に脳のう味み噌そに痺しびれるような気持ちよさが走った。

　窓際から板きれだけの覆いを跳ね上げ空を見上げる。随分と時間が過ぎて、もう月が昇っていた。欠けてゆく月だ。朔さくに近づいていく、かつての私だった月。

　いやはや、まったく。

　長いキャラ作だったこと…………。





【Tips】キャラ作。キャラクターシートに自らの分身であるＰプレイヤーキＣヤラクターを記入すること。スペックのみならず、来歴を決め終え、セッションに至るまでの道筋を決めることで完成する。






　冒険者になって初めて迎える朝は爽やかな朝日に迎えられて……ではなく、しとしとと景気の悪い雨に降られて始まった。なんだか最近、こうやって運命が私の出鼻をくじこうとしている気がしてならない。

　隣には低くなった気圧と酒精神の長居に悩まされて頭を抱える幼馴染み。そして下りた酒保には昨夜の宴席がもたらした混こん沌とんの名残がありありと残っている。

　むしろ朝食として饗きようされる物が昨晩の残ざん滓しだらけだ。明らかに朝に食うには重い物ががっつり揃そろっている。

　この辺はあれなのだろうか、文化圏的に三重帝国だけではなく諸外国の影響も強いだろうから、全く気にせずに朝からがっつり食べる文化もあるのか？

「まぁ、言っとくとだな」

　対面で硬くなった黒パンを赤茄子トマトの汁物の残りにつけてふやかしながら、昨夜の酒の影響を色濃く残したエッボが言った。

「氏族ごとに大体縄張りにしてる酒保ってぇのがあんだよ。別に氏族に加わってなくても普通に泊まれるが、まぁ空気感ってぇのはよくねぇよな」

　なにやら昨日の内に街のしきたりなんぞを教えてやれとロランス氏から命じられているらしい。因ちなみに当の本人は指定席である寝椅子で高たか鼾いびきだ。初めて見た時にも感じたが、本当に残念な美人という形容が似合う。

　衝動的に髪に櫛くしを通してやり、顔を拭いて化粧を施してきちんとした服を着せてやりたくなった。

　いかん、数年にわたる貴種仕えのせいで妙に面倒を見る癖がついてしまっている。駄目な女性に甲か斐い甲が斐いしく尽くすというのは前世だと性癖に刺さっていたけど、今世だと普通に仕事にしていたから微妙な気分がするな。

　ちくしょう、それもこれも面倒だからと風呂から上がったら全裸で髪も結わずにほっつき回る、ロランス氏より残念な外道のせいだ。

　おのれアグリッピナ氏、私の価値観まで破壊されてしまった！

　気を引き締めねば。まずは自分を養うだけでも大変なのだから。

「まぁ、言っちゃなんだがウチはデカさの割に穏当な方だぜ。入会金だって有り金全部た言わねぇし、私刑リンチに耐えろだとか、どっかで誰かに喧けん嘩か売ってこいなんつぅ無茶もさせねぇから」

「そんなのがいるんですか？」

「たりめぇだろ、俺らなんざ首にぶら下げてるもんが冒険者証ってぇだけで、行政府のお札がぶら下がってるヤクザもん共と気性じゃ大差ねぇぞ。むしろ、有り金の半分てぇのは慈悲だよ。覚悟を問う代わりに借金にゃならねぇ。大した額じゃなくても、腹さえ括くくりゃ姐あね御ごは何も言わねぇからな」

　言われてみれば至極納得できた。場合によって普通に切った張ったで日銭を稼ぐ無頼が穏当な訳ないわな。集団になれば倫理観は酒より揮発し易やすいのだから倍率ドンといったところだし。

「わりぃこた言わねぇから近づくなってぇのが幾つかあんだ。此こ処こいらで一等やべぇのつったら……」

　市壁外がい苑えんに天幕を張って寝泊まりしている流民の集団、漂流者協定団エグジル・レーテは数が多く人数を必要とする仕事を堅実にこなすが、アガリの六割以上を上納金として取られる貧乏が貧乏を生む地獄のような集団だという。

　また都市北部の外れ、半ば放棄された街区――そんな場所があるとは帝都暮らしに慣れると驚きよう愕がくものだ――を勝手に根城としているバルドゥル氏族は上納金こそロランス組と同程度なれど、頭目が魔法使いらしく〝ヤバい薬〟を扱っているとの噂うわさが絶えない別の意味での問題集団だという。

　そして最も悪名高いとされるのがハイルブロン一家フアミーリエ。犯罪者スレスレの連中の集団で氏族への入会には有り金全部か私刑に耐える、もしくは……。

「誰か攫さらってきて目の前でぶっ殺させるなんてぇ噂も聞く。紛れもなくアタマのトんじまった奴らだ」

「どうしてそんな人たちが看過されているんでして……？」

「そもそも、それに加わりたいと全く思わないんですけど」

　頭痛がするのか左手でこめかみを押さえ、右手の肉叉フオークで気もそぞろに豆の煮物を突っついていたマルギットが極めて同意できる疑問を口にした。

「そりゃあ決まってんだろ、潰すのにも金がかかんだよ。で、街中でデケぇ面がしてぇっつぅ俺にゃ到底理解できねぇことに憧れるボケも少なかねぇのさ」

　答えを引き継いだのは、朝からよくそんな物食うなと言いたくなるほど大量の串焼きを抱えたケヴィンだった。中庭で焚たき火びでもして温め直してきたのか、油が滴るそれに齧かじり付きながらお寒い事情を語る。

「んで、ヤベー奴らの仲間に認められたってだけで、街ん中でデケぇ面できるってんで頭の足りねぇ阿あ呆ほうが加わるのさ。俺らに喧嘩売るだけの胆力もねぇってのによ」

　つまり、冒険者がヤクザ者と自嘲するのとは違う方向性……前世そのままのヤクザみたいなものか。それも義理や任にん俠きようというより、南米とかで色々しでかしてた連中に近い性質の。

「言うなりゃてめぇらの内側で好き勝手やってる間は領主も知ったこっちゃねぇのよ。悪さするにしたって税を納めるでもねぇ移民や流民相手なら守る金も勿もつ体たいねぇし、ましてや根無しの冒険者や傭よう兵へい同士でなら街に火ぃ放たねぇ限り好きにしろって話だ」

「それで大事に育ててる警けい邏らの兵卒やら騎士が怪け我がしちゃたまんねぇからな」

「そうそう。俺らと違ってくたばりゃ年金だの見舞金だのかかんだろ？　市政に響かねぇ分は割に合わねぇこたぁしたくねぇのが為政者の性ってぇもんよ」

　つまり、街を大きく混乱に陥れることがなければ多少の悪徳は許容されるということか。

　確かに彼らを取り締まって得られる利益というものは少ない。街の治安の問題云うん々ぬんはあるにせよ、目に付かないところでやる分には存在しないと同じというのがこの時代。おおっぴらに目立ち、領主のアガリにさえ響かなければ潰す費用が利益を上回り得にはならない。

　領主は自領の運営により利益を得る経営者ともいえるため、不採算事業には手を出さないものだ。それこそ、隊商の詩人が詠うたったフィデリオの英雄詩の如ごとく。

　悪徳を取り締まるため予算を与えられ仕事をする警察とは、治安維持を担っているという点において同じなれど、そこが明確に違う。

　これが帝都のように都市の目的が決まっているなら違うだろうけれど、ここは混沌と発展を切り離すことができない辺境だ。制御しようがないことに資源を蕩とう尽じんするくらいなら、目を逸そらした方が良いというのも理解できなくもなかった。

　むしろ目こぼしするために多少の金を受け取り、邪魔になる者の相手をさせている可能性も考えられるな。金さえ握らせれば何でもやる輩やからは冒険者に限らず一定数存在するだろうし。

　やはり人間は何ど処こに行っても基本設計が同じならやることは変わらない。悪徳が栄えぬ世というのは何処にも存在しないらしい。

　悪いことをするにもばれないように節度を守ってか。厄介だね全く。

「大変参考になりました。関わり合いにならないようにします」

「賢者はいかがわし君子危うきさから距離を置くに近寄らず、ですわね……」

「そうするこった。揃いの入れ墨だの色塗った布だの巻いてる連中にゃ気ぃつけるこった」

　折角大事なことを教えて貰もらったので十分に気をつけるとしよう。にしても往事のカラーギャングみたいな連中だな。私が学生になる頃には取り締まりが厳しくなってすっかり失うせてしまった文化とはいえ、こっちに来て体感することになるとは。

　いやはや剣けん吞のん剣けん吞のん、本格的に冒険者稼業って気がしてきたな。

「ま、気張って仕事するのは良いが目立ち過ぎるなよ。こういった連中は、食い物にできそうな若いのを探してるからな」

　パンをかじっていてふと思い返す。昨日は別の騒動ですっかり忘れていたけれど、門で出会った禿とく頭とうの冒険者ヘンゼル氏から教えられた名前を。

　もしかして、フィデリオって人もその手の人だったりするのだろうか。

　詳しい人が話を聞かせてくれているのだからと聞いてみれば、意外な名を聞いたとばかりにエッボとケヴィンが驚いてみせる。

「子猫の転うたた寝ね亭のフィデリオつったら、聖者フィデリオじゃねぇか」

　……おや？　聖者とな？　これは偶然の一致……なんてこたぁないよな。

「こっちの方じゃ吟遊詩人にも詠われる有名な流しの僧の同業者冒険者だぜ。たしか元は……聴罪僧だっけ？」

「あ？　聖堂騎士じゃなかったか？」

　どうやらフィデリオは同名の別人ではなく、本当に英雄詩で聞いた御仁のことだったようだ。

　聖者の名と在俗僧だから間違いなかろう。

　告解を聞き贖しよく罪ざいによる赦ゆるしを説く僧と〝槍やりの穂先と馬ば蹄ていで信仰を語る〟と言われるガンギマった僧とでは大分属性が違うが。

　これは帝都にいた時、あまり僧の階級に詳しくなかった私がツェツィーリア嬢に聞いた話であるが、世間には二種類の僧侶がいるそうな。

　一つは修道僧と呼ばれる聖堂に暮らし専属的に奉神に努める僧であり、一般的に僧侶といえばこちらを指す。神への奉仕と縋すがってくる民草へ救いを与え、時に教えを授ける人たちで自身の修行と神への奉仕を第一に働いている。

　対して僧として修行し、神から秘ひ蹟せきを与えられながらにして聖堂に属さない僧を在俗僧という。

　世間では〝流し〟とも呼ばれる、拠点となる聖堂を持たずに活動する僧だ。

　彼らは独自の観念を持って修行のため聖堂を離れた僧であり、自称僧侶ではなくきちんと神から信仰を認められた僧である。ただ、僧会の意向や聖堂固有の掟おきてに従っていては自分が信じる奉神は叶かなわないとして世俗に出ただけで、いわゆる破戒僧とは全く異なる存在だ。

　聖堂がない地域に教えを広めることを使命として旅立った者もいれば、自ら市井を回って教えを説いていくことを志す者もおり、はたまた背教者を狩ることに命を燃やして聖堂を飛び出す者もいる。

　胸に秘めたる思いは一〇人いれば一〇人全員が違うものを持っていれど、聖堂を離れて活動しているという点については同じである。

　かといって修道僧と在俗僧の仲が悪いかといえば、そんなこともないそうな。まぁ中には世俗と関わりを断たねば真の信仰は得られないと考える僧もいるし、正しい教えは正しい場所でと考える僧もいるため確執もあるようだが。

　ともあれ、また初しよっ端ぱなから凄すごい人の縁者と知り合ってしまったようだな。

　詩に情報はなかったが、冒険者としての階級は青玉。上から三つ目にあたるかなりの高位冒険者だ。最上位の紫し檀たんが名誉称号であることを考えれば、実質上から二つ目と考えられ、英雄詩の内容もフカシではないだろうな。

「えーと、あいつ何の僧だっけ？」

「さぁ？　武神とか夜陰神じゃなかったのは覚えてんだが」

「詩では陽導神の信徒と聞いたのですが……」

「あれ？　そだっけか」

　商売敵なのにふわっとした認識だ。いや、上の階級過ぎて取るべきパイが被かぶっていないから商売敵ではないのかもしれない。

　それに詩によっては崇あがめる神が変わることもあるからな。詩人の感性によって内容に改変がなされるなど日常茶飯事。ともすれば詠っている側がうろ覚えで、適当なことを言っていることもあるので、こればかりは本人に会わねば分からぬ。

「なんにせよ悪い噂はねぇ、むしろ善人だな。割に合わねぇ依頼でも必要だと思えばやるし、デケぇヤマだろうが野郎の目に悪徳と映りゃ鼻にもかけねぇ」

「氏族も作ってねぇよ。一党を率いちゃいるが、その面子メンツも余よ所その氏族に参加してない寄り合い所帯らしいから、街の勢力図にゃ影響のない野郎だ。ああ、いや、市井のモンに大分好かれてっから、敵対すりゃ買い物も出来なくなると考えりゃ大したもんか」

「そうだな。ついでに……何があっても怒らしちゃいけねぇって事実もある」

　街の均衡に影響こそ与えないものの、怒らせると拙まずい人物。なんだか凄い強キャラ感があるな。どんな逸話があるのかと聞いてみれば、輝かしい詩に出てこない逸話を聞くことができた。

　曰いわく、〝フィデリオの一夜潰し〟なる悪漢の百人斬りをやったとか。

　なんでも名前が知られ始めた頃、悪質な氏族が彼に絡んだそうだ。アガリをかすめ取ろうとしたのか傘下に加えようとしたのかは知らないが、兎と角かく無礼な勧誘を行い、断った代償として彼が根城にしていた酒保の娘を攫って傷物にしてしまったという。

　それにキレたフィデリオは一党の仲間を率いてカチ込みをかけたそうだ。

　真ん前から、正々堂々と盾と槍だけを頼りにして。

　最終的に悪質な氏族は全員が伊だ達てにされ、面子をぺしゃんこにされた彼らは以後の商売を続けられず姿を消したという。

　なんとも壮絶な話であった。

　何よりオチが格好良い。カチ込みに行った足でフィデリオは城館の前まで赴き、金貨の入った袋を門に叩たたき付けて啖たん呵かを切ったそうだ。

　理由はどうあれ私闘には罰金刑が科されるので、先んじて払いに行くという格好良さよ。

「我が行いを私闘として悪行とするのであれば、そなたらの働いた看過という悪行を代わりに拭っておいてやったぞ！　そのついでに駄賃をせしめられるのだから、神に伏して感謝するがいい!!」

　そして傷物になった娘を娶めとり、今も無二の妻として根城と定めた酒保ごと大事にしていると。

「か、格好良い……」

　どうしよう、普通にドストライクなお話だぞ。ちょっとだけ居残りしていた酒精神がさっさと帰り仕度をしてくれるくらいにテンションが上がってきた。

「相変わらずこういう話が好きですわね、エーリヒ……」

「いやいや、こういうのが嫌いな男はいないでしょ。ねぇ？」

　呆あきれたと言わんばかりに溜ため息いきをつくマルギットに反論してみれば、同席している二人も肯定してくれた。やっぱりこういった話は男の琴線にぶっささるのだよ。

「まー訪ねるのは勝手だが、用心はしとけよ」

「だな、どうあれ同業者だ、根っから穏やかな善人たぁ決まってないからな」

　等閑なおざりな警告は耳からするりと抜けて、私の夕方の予定は早々に決まるのであった…………。





【Tips】悪質な氏族。行政府が本格的に排除を試みない程度の悪行を嗜たしなむ氏族は少なくない。しかし、中には小銭を握らせて目こぼしを受けているような者もいれば、ばれぬよう慎重に動いているだけで死罪になりうる段階の悪徳を働く者もいる。






　大外がい套とうの頭巾フードを被り、雨に濡ぬれながら街を歩く不便さを堪能する。

　何い時つもの如く魔法を使おうとして、ふと思ったのだ。外套が全く濡れない上、長靴が泥に汚れていないと不自然ではないかと。

「足下が悪いね」

「そうですわね。下が石畳なのに泥が多いせいで不安定なこと。二本の足では不便でなくって？」

　マルスハイムの街路はかなり荒れている。石畳が脱落している部分もあれば、人々が外から持ち込んだ泥が掃除されず放置されているため雨が降れば酷ひどい有様だ。宿酔ふつかよいを抱えたマルギットは不快そうに脚を器用に蠢うごめかせて滑ることもなく歩いているが、二本の足で歩いていると中々に滑るので苦労させられる。

　ううむ、余所に上がって預けた外套が濡れてなかったり靴に泥がなかったりしたら、やっぱり不自然だよな。かといって泥や水滴だけは付くけど体は濡れないなんて繊細な制御はやってられない。

　とはいえ、雨の寒さに指がかじかんで咄とつ嗟さの反応が遅れるのも困るし、魔法を使う余力を残すか、全力で体を動かす準備を取るかで悩ましい。

「滑らず歩くコツは摑つかんでるけどね」

　ただ、足下だけは要対策なので見えないように魔法を使っている。

　単純に着地点に〈見えざる手〉を展開して地面を踏まないようにしているだけだ。毎度の如く足場にして跳躍や空中での方向転換に使っている技術の応用である。やっていることのタネは簡単だが、剣士の命である踏み込みが泥で滑らないと考えれば神の如きスキルだな。こればっかりは自分でも上う手まいこと考えたなと自画自賛しても許されるのではなかろうか。

「ほんと、見ていると羨ましくなるコツですこと」

　しみじみと呟つぶやく彼女にも使おうかと提案してみれば、踏み心地が気持ち悪いので遠慮すると断られてしまった。狩人かりゆうどとして、また蜘蛛人アラクネとして地面の感覚が直接感じられないのは生理的に受け付けないらしい。

　まぁ、分からないでもないか。私も腰にぶら下げる剣の質が悪かったら重心が狂うから気持ち悪くなるし、きっと同業や同種族にしか分からない職業病というやつだな。

「ただ……雨の日はお仕事も考えたほうがよさそうですわね」

「そうだねぇ……余程じゃなければ、宿でのんびりしているのが正解かな」

　陽ひが高くなっても尚なお、雨の中を歩いている人間は少なかった。

　それもこれも雨の中を突っ切ってまで仕事をするような文化がないからだ。

　農家や酪農家なんぞと違い、雨が降ろうが風が吹こうが仕事をするのは近世になってからのことであり、この時代においては天気が悪ければ仕事はお休みという南の国の大王方式なのは実に普通のことである。

　なんといっても効率が悪いからね。それだけではなく普通に危ないというのもあるし。ゴム底の靴なんてない中で力仕事や土木工事ができるはずもなく、余程の急ぎでなければお家で大人しく内職でもしているのが世間一般の過ごし方。

　そんな中で泥に悩まされながら歩いているのは、お宿を探すためである。

　歓迎もされたが黒い大おお烏い賊か亭は居心地がよくなかったので別の宿を探さねばならなかったのだ。

　流石さすがは素泊まりの最安値が五アスの超安宿、ロランス氏のお客様待遇で通された部屋はギリギリ我慢できないでもなかったが、普通に借りる場合の部屋は……まぁ、酷かった。

　前世でも今世でも割と良い方の生活をしていた清潔観念では到底受け入れられぬ惨状は、思い出すと気分が悪くなるので描写は避けよう。少なくとも一ひと月つき滞在しても一リブラ三五アスで良いとされる大部屋は、私に言わせれば人間の生活空間ではない。トコジラミや南なん京きん虫むし、あと黒いアレと同居するのは御免蒙こうむる。

　私が綺き麗れいな環境で育ち過ぎた節もあるけれど、どうして他の人は平気なのだろう。仕事で森や下水に潜るなら我慢もするが、日常生活でアレは勘弁願うぞ。

　顔を見合わせて、生活空間の良さは人生の質に直結すると目だけで瞬時に同意し合った私達たちは別の宿を求めて黒い大烏賊亭を辞した。

　さて、現在は〝あばらや通り〟なる入り組んだ市壁のせいで酷く歪いびつな道が続く区画を歩いている。かなり野放図に発展していることもあり、道は幅もまちまちで実に落ち着きがない。この通りの名でさえ、住人達が勝手に付けて馴な染じんだものだというのだから、行政府の手が届いていない感が実に辺境味を感じさせてくれる。

　帝都は良くも悪くも整っていたからな。小綺麗なファンタジーという風情を感じられたが、やはり地方は良い。私はどっちかというと泥臭い骨太な幻想小説の方が好みだったのだ。映像作品にしても小汚いことに定評があり内うち輪わ揉もめと裏切りが八割を占める、ちょっとドラゴン弱くない？　と思うタイトルのファンだったからな。

　そういえば、前世では結末を見る前に逝ってしまったから、オチを知らないのが心残りだったな。小説もドラマも終わる前に命の蠟ろう燭そくが尽きてしまったのが本当に惜しい。

　アグリッピナ氏が自分の目に入る前に終えてしまう古今の物語を惜しみ、それを克服しようとする気持ちが少し分かった。

　まぁ、どうせ全ての物語を拾えるようになったところで、今度は作者が早世したり放り投げたりする不都合にぶち当たって、また頭を抱えるのだろうけど。まっこと、供給を待つしかできぬ側というのは難儀なものだ。どれだけ金があろうと、書き手に死なれちゃどうしようもない。

　よしんば書き手が死ななかった並行世界を覗のぞく術すべを作ったとしても、今度はやる気の問題にぶち当たるだろうから、こればっかりはあの外道でも完全な解決はできまい。

　閑話休題。不便さに風流を感じつつ、たどり着いたは一つの酒保。

　雨に濡れて尚、その酒保は他の建物と比べても随分と小綺麗に整えられていた。

　壁や屋根瓦に欠けはなく、窓にはガラスこそ嵌はまっていないもののきちんと整った板がかけられている。店の前は泥が掃き清められており、そこだけ古ぼけた石畳が覗いていて店主の拘こだわりが感じられた。

　そんな酒保には〝子猫の転うたた寝ね亭〟と流麗な筆致の店名と、丸くなって眠る猫の意匠が彫られた看板が掲げられている。

　ヘンゼル氏から薦められた、英雄が逗とう留りゆうしているやもしれぬ宿だ。

　黒い大烏賊亭での滞在を断ったのは環境もあるが、白状すると本物の英雄に会えるかもという軽薄な思いが大半を占めていた。帝都ではそんな機会なかったから、軽挙に走ったって仕方ないじゃない。好きな作家の行きつけ喫茶店が近くにあると聞いて、行ってみたくならない人間だけが私に石を投げるといいさ。

　ただ、着いてみて懸念が一つ。

「店構えは悪くないですわね」

「そうだね。ただ、なんというか……」

「冒険者の酒場らしくはないですわね」

　外から見ていて覚えた印象は二人とも同じであった。気を配った綺麗な外観というのもあって、良くも悪くもある程度荒く使われることを前提とした冒険者の塒ねぐららしくない。

　というよりも、受付の女史勢のおすすめとして名前が挙がらなかったことも引っかかる。そんな評判の良い冒険者が拠点としているくらいなら、教えを受けたがる若人が群れていてもおかしくなさそうなのに。

　これならば旅商や旅人が立ち寄る普通の宿ではないか。

「眺めていて何か分かる訳でもなし。入ってみましょうか」

「ん、そうだね」

　考え込んでいると、ずっと繫つないで歩いていた左手を一度強く握られる。疑問を一つ覚えると延々考えて動きが止まるのは私の悪い癖だ。思考が横道に逸それると長くなることを知っている私を上手く操ってくれる幼おさな馴な染じみの有り難さよ。

　店に入る前に大外套の雨粒を払って、高鳴る胸を抱えながら扉を押した。

　可愛かわいらしい鈴の音が私達を出迎える。そして、店構えに面食らう。

　なんと言うべきか、小こ洒落じやれた喫茶店とでも言いたくなる見た目をしていた。

　奥に向かって細長い店は、空間の三分の一ほどを大きな止まり木カウンターが占めており、その席は僅かに八つしかない。後は四人がけの四角い卓が縦に五つ連なっているだけであり、収容人数はかなり少なめだ。

　板張りの床は隙なく磨き上げられ、壁には埃ほこりの一つもない。調度も壊れていたり傾いている物は一つとしてなく、止まり木の奥に設しつらえられた棚に並ぶ酒瓶の数々も愛着を持って整えられているではないか。

　何より目を惹ひくのは天井からぶら下がる都合三台の照明。魔法の光を放つそれは、都会の大おお店だなで輝きを放つような一品。昼間から灯あかりを放ち、店内を優しい昼光色で照らす魔導具は地方であれば家が建つほどの貴重品である。

　いやはや、色々な意味で予想を裏切られたな。来る前に想像していた猥わい雑ざつな冒険者の酒場の印象は露ほども感じられず、奥まった小道でひっそり営業している夜は酒肆バーに早変わりする純喫茶といった店構えだ。

　こんな所でゆったり文庫本片手に煙草たばこを燻くゆらせ、珈琲コーヒーを楽しめたら幸せだろうなと思った。どちらも今となっては、大枚を叩はたこうが手に入らない夢の代物であるけれど。

「あら、いらっしゃい。お初の顔ね」

　驚きを吸収しきるより前に店の奥から現れた女給に声をかけられる。エプロンドレスに三角巾という一般的な給仕服で身を飾った彼女は、尖とがった三角の耳と桜色の鼻、そして天鵞絨ビロードのような黒い毛並みが艶なまめかしい猫頭人ブパテイスイアンであった。

　猫頭人は帝国のある中央大陸とは違う大陸の民族であり、南西の大陸から全国に広がった猫と同じ起源を持つ亜人種だ。外見は猫のしなやかさとヒト種メンシユの体型を絶妙な割合で混ぜたもので、僅かにほっそりした人の要素が香る猫頭が印象的だ。

「外套は壁際に掛けてちょうだいね。そこなら風が通るから乾きやすいわよ」

　口の形がヒト種メンシユとは違うからか、有りがちな「にゃ」という語尾はないものの、僅かに単語の端々が巻かれており本当に猫のような印象を受ける。肉球を備え爪のない――正確には格納されているだけ――指先で示された壁際に外套を引っかけ、誘われるままにカウンター席に座った。

「少し半端な時間だから、適当な内容になるわよ。朝ご飯でいいかしら？　帝国式？　王国式？　あ、東方遊牧風もいけるわよ」

「あ、いえ、朝食は済んでいるのでお茶をいただけますか」

「少しつまめるものもいただけると有り難く存じます」

　店に入って何も頼まぬという無粋は気が引けるのでお茶を頼めば、マルギットは軽い物をお望みのようだった。朝に出された昨晩の残りは、重過ぎて殆ほとんど食べられなかったみたいだしな。

「お茶なら三アスだけど……あら、そちらのお嬢さん、宿酔い？　それなら良いものがあるわ」

　猫頭の女給さんはパタパタという擬音が似合いそうな仕草で――しかし全く足音は立てず――厨ちゆう房ぼうへと消えていった。火の扱いは前世と比べると大変であるため、こういった止まり木の向こうで調理はできないのだ。

「良い雰囲気ですわね」

「そうだね、落ち着いててゆったりしてて」

　他に客のいない静かな店を見回してのんびりと話をする。想像と違う内装から、当初の目的であったフィデリオ氏のことは頭から飛んでいた。

「私、こういう空気が結構好きかも知れませんわ。故郷でも古都でもみたことのない風情ですけど」

「帝都で一軒だけ見たことがあったよ。たしか北方離島圏の人が、自国の大使とか商売人相手にやってるお店だったと思う。麦酒が沢山あるお店だったね」

「あっちの人は麦酒をお好みなのかしら」

　微かすかに香る異国の情緒に思いを馳はせていると、暫しばらくして女給さんが盆を手に帰って来た。湯飲みが二つと小皿が一枚。

「お待たせ。はい、お兄さんはこっちね」

　私の前に置かれたのは素朴で香ばしい匂いの黒茶。三重帝国人なら一日に何度かは口にする血に染み込んだ飲み物だ。色合いと香りからしてチコリではなく蒲公英たんぽぽかな。

「で、お嬢さんはこっち」

　一方でマルギットの前に置かれたのは見慣れない飲み物だった。白く濁ったそれは牛乳を温めた物であろうか。牛乳本来の甘い香りに混じってピリリと刺激的な匂いが一ひと掬すくい。

「生しよう姜がと蜂蜜……かしら」

「そう！　酒精神の長居には一番利くのよ。旦那直伝なんですから」

　へぇ、いいことを聞いたな。二日酔いは滅多にしないけど、たまに安酒を寄よ越こされたときは軽く悪酔いすることがあるから覚えておこう。蜂蜜はちょっと値が張るけど行動食としても優れているし、生姜なら安価に手に入るから今後は携行してもいいかも。

「それで、こっちは小魚？」

「そうそう、川魚の酢漬けと生姜の漬物を添えたのよ。とてつもなくすっっっぱいけど、一撃で酔いが吹っ飛ぶのよ。これも旦那のお墨付き」

　小皿に載せてあるのは小魚と短冊切りにされた生姜だ。酢和えマリネというよりは酢漬けピクルスと呼ぶ方がふさわしい浸つかり具合だな。人は選ぶが確かに酒で疲れた体には覿てき面めんに利きそうだ。川魚特有の嫌な臭いも酢で飛んでいるし、私も一皿貰もらおうかな。

　って、旦那？　たしか英雄譚たんだと……。

「シャイマー、檸檬レモンを忘れているよ」

　不意に奥から柔らかな男性の声が届いた。ついで軽い歩調で明るい光の下に滑るように姿が晒さらされる。

「これがないと味が締まらないって何度も言ったろう？」

「あら、お前様。ごめんなさいね、ついつい除よけちゃうのよ檸檬。絞った時、鼻にかかったら地獄ですもの」

　服装に目立った所はない。綿の襯衣、麻の脚きや絆はん、帆布の前掛けは使い込まれていてヨレヨレで酒場の亭主という肩書きが実に似合う姿。

　種族はまごう事なきヒト種メンシユだ。帝国人にしては薄い顔つきで彫りは浅く鼻も然さ程ほど高くない。澄んだ緑色をした優しげな垂れ目と野放図に弧を描く赤毛に近い栗くり色いろの髪と相まって、見ていて穏やかな気分になる顔つきをしている。

　人好きのしそうな良い店主という第一印象。

　しかしながら、見る者が見れば一目で気付くだろう。

　その立ち姿、目線の動き、服に隠れた体の輪郭。切った檸檬を載せた小皿を持つ無骨に歪ゆがんだ手指。

　あらゆる物が主張する。彼が揺るぎない武を身に纏まとった武者であることを。

　盛り上がった肩の筋肉は縦横に槍やりを振るい、時に盾を構えて突貫する騎士の肉付き。丸太の如ごとき威容の足は騎乗と行軍によって膨らんだ兵士のそれ。儀礼のためではなく、実戦で磨き上げた鎧よろいに等しい己という武器の一部。僧衣が似合いそうな顔に不釣り合いなほど見事な武威が香りとなって鼻に届くかのようだ。

　なにより粗雑な服に身を包めど隠せぬ清廉さ。なるほど、これならば神々が祝福を与え奇跡の請願を許すのもよく分かる。
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　そして、あの英雄譚が決して盛り上がりのために吟遊詩人から膨らし粉を足された物ではなく、事実であることが。

　滅め茶ちや苦く茶ちや強いな、この人。穏やかさの中に一切の油断や隙がなく、体の内側に生気が漲みなぎっていて〝斃たおれる姿〟が想像できない。

　私は自然と立ち上がり亭主に。

「聖者フィデリオ殿とお見受けいたしますが、如い何かに」

　いいや、聖者と讃たたえられる一流の冒険者に礼をした。

　みれば幼馴染みも一目で技量を見抜いたのか、座席から降りて礼をしている。僅かなりと武を嗜たしなんだ人間であれば、彼の練度は嫌でも分かってしまうだろう。

　分からないのであればよっぽどの阿あ呆ほうか間抜けか、ないしはその両方だ。

「まいったな」

　しかし、礼を送られた冒険者は困ったように頰を搔かき、顔をへにゃりと曲げて力ない笑みを作る。

「僕はそんな礼を送られるほど大層なモンじゃないよ。それにここは冒険者向けじゃない酒保だ。まぁ、落ち着いて座りなさい」

　仰々しい態度を取られ慣れていて、されど好まぬらしい聖人は肩書きと語られる物騒な英雄譚に似合わぬ柔和さで微笑ほほえんだ…………。





【Tips】猫頭人。南西大陸に起源を持つ亜人種。猫の頭と被毛を有する柔軟にしてしなやかな肉体が特徴。環境適性が高く、居住地によって毛の長短が異なり数千年前に猫と同時に世界中へ移民を始めて以降、様々な土地に根付いている。

　飄ひよう々ひようとしており移り気と言われることもあるが、他の人種と同じく個体差の程度に過ぎず、情に厚い者も決して少なくないし、飄々としつつ肝心な所で慈しみ深いところもある。






「本来は夕方にならないと店には出ないんだけどね」

　彼、聖者フィデリオは前置きして四人がけ席に移った私達たちの前に座った。

「こうも天気が悪いと朝ちよう来らいもできないから……さて、改めて名乗ろう。僕はフィデリオ、アイリアのフィデリオだ。陽導神を崇あがめる在俗僧で冒険者をやっている」

　名前と生地を重ねる簡素な自己紹介は、家名を持つような身分ではないことを表す。一拍置いて自分のために淹いれてきたお茶を啜すすった。

「断じて聖者などと呼ばれるべき大層な人間じゃないよ」

　謙遜ではなく、強い自負と……どこか自戒を感じさせる強い言葉であった。

「冒険者としての色は青玉だ。これも身に余る色だけど、一応は君たちの先輩にあたる」

　冒険譚が語られるほどの勇者にして、同業者の間でも〝絶対に怒らせるな〟と畏怖されるだけあって与あずかっている位は上から三番目。実質的には二番目という凄すさまじい英雄であった。

　冒険者の階級というのは単なる強さの指標ではなく、冒険者同業組合が示す信頼の深さでもある。下級の組合証が身分証にならず単なる組合内での紐ひも付づけであるとするなら、上位の階級はそれだけで組合が対外的に「この人物は我々が身分と実力を保証します」と表すものなのだ。

　青玉ともなれば領内の関所どころか国内の何ど処こへでも通して貰えるだろうし、国外への出国も相当の便宜を図って貰えるだろう。それこそ私がアグリッピナ氏から下賜された感状の指輪にも劣らぬ効力があるはず。

　つまり戦闘能力だけではなく、それだけの人品も兼ね備えているということでもある。

　上位者以外への謙遜が美徳にならぬ三重帝国において、自身の威名を否定することの意味は前世より尚なおも深い。なればこそ、氏族を作らぬ独立した冒険者であるフィデリオ氏に組合は高い位階を与えたのだろう。

　無駄に特権を振りかざされては、組合も自分達の格に関わってきて大変だしな。

「それで、ここは冒険者向けの酒保じゃないんだ。僕は縁あって……」

「アタシの旦那だしね」

「ん……まぁ、色々な縁もあって特別に寄せて貰っているが、本来は旅人や商人向けの宿だ」

　おっと、いきなり惚のろ気けが飛んできたぞ。悲壮感を覚える過去が二人の間にはあるようでも、どうやら決して責任感とか義務感とかで結婚したのではないという深い愛情が窺うかがえる。

「だから冒険者のお客は普段遠慮して貰っているんだが……態わざ々わざ僕の名前を聞いて訪ねてきたということは、誰かの紹介があってかな？」

　咳せき払ばらいを一つしてからの問いかけに私は門の前で出会った禿とく頭とうの冒険者、ヘンゼル氏の名前を出した。すると、彼は「またか」とでも言いたげにくせ毛を搔き上げて溜ため息いきを溢こぼした。

「彼は僕の友人だ。一党を名乗っているつもりはないが、よく仕事を共にするんでね……まったく、少しでも気に入った子は直すぐに僕の所に寄越すから困るね」

「それだけ信頼して貰える友人ってのは貴重でしょ。あの人もたまには家に吞のみにくればいいのに」

「彼の場合は好奇心の方が強いんだよ。なにより、家に来て良い酒を全部飲まれては困る。あれは量だけあればいいって手合いなんだよ。なのに僕のアルマンを……」

「はいはい、氷を入れて飲むなんて、ね。もう百回聞いたわよ、お酒に五う月る蠅さいお前様」

　愚痴交じりの台詞せりふには紛れもなく親愛の情が滲にじんでいる。たしかアルマンというのは林りん檎ごの酒を蒸留して作るブランデーのような蒸留酒の名門だったはず。少し温めて香りを楽しむのが最上とされる銘酒に氷をぶち込んでガブガブやられたといったら……うん、そりゃずっと文句言うのも分かるな。

　むしろ相当に仲が良くない限り刃にん傷じよう沙汰だぞ。特に血の気が多く酒に目のない冒険者であったなら。

「それで、君たちは見たところ……いや、冒険者としては初心者だけど、かなり〝使う〟方だね」

　聖者は愚痴を切り上げて再度の咳払いで気を取り直す。私達が彼を強者であると見抜いたように、彼も私達を昨日今日得物をぶら下げてマルスハイムで一旗揚げようとしている初心者ではないと見抜いたようだ。

　うむ、少なくともLv１戦士フアイターを名乗って恥じない程度の経験はある。二人とも初陣なんて疾とうに済ませているし、素人扱いされなくてよかった。

　とある自作自演のきらいがある剣が創った世界の基準では、ファイターのLv１で成人するまで毎日剣を振っていた位の熟練度らしいからね。

「私は自警団で訓練を少し。それと護衛の真ま似ね事ごとも少々」

「荘しようで狩人かりゆうどをしておりましたわ。イノシシや鹿と戯れる日々でしたので、少しは弓と短刀を扱えましてよ」

　ただまぁ、名だたる実力者の前では赤ん坊みたいなものだ。これぞ正しい意味で謙遜をしてみせた。

「少々……？」と首を傾かしげられたのにちょっと思うところはあるけれど、何も間違ったことは言っていない。

「ふむ……ということは鍛えてやれ、というより冒険者のＡＢＣアー・ベー・ツエーを教えてやれ、ということか。どちらも得物は僕が教えてやれる物じゃなさそうだしね」

　おお、なんとも嬉うれしいことを聞いた。ロレンス氏はエッボを通して私に氏族などの慣習、いわゆる〝縄張り〟などを教えてくれたが仕事のことは教えてくれなかったからな。フィデリオ氏の口ぶりからしてヘンゼル氏も全くの善意だけではなく、さっさと階級を上げさせて私達に何かをさせようと目もく論ろんでの紹介だと分かるけれど、得になるならなんだっていいぞ。

　それも体つきを一目で見ただけで何を使っているか分かる達人ともあれば尚なお更さらだ。

「それにしてもなんという時期かな。ちょうど前の子が巣立った所で……」

「あら、いいじゃない、なんだかんだで楽しそうにしてたもの」

「そんなことはないさ。お義ち父ち上うえは冒険者が此こ処こに来ると迷惑そうにしていたじゃないか」

「父は父でしょ、父が感じていることとお前様が感じていることが全部同じだとでも言いたくって？」

　いや、それはと言い淀よどむフィデリオ氏を制し、御内儀のシャイマーさんはお茶のお代わりを持ってカウンターから出てきた。

「それに、お前様もなんやかやで可愛かわいがっていたじゃないの。良い子だったものね、四人とも」

「だけど、直ぐに調子に乗るから困ったことも多かった」

「ふふ、そう言いつつ、同門でもない僧に熱心に教えを授けていたのね。それに、アタシも助かってたんだよ。魔法使いの子は洗い物を綺き麗れいにやってくれたから」

　小さな子供でも見るような微笑ましげな視線を夫に送りつつ、女将おかみさんは私達にもなみなみと黒茶のお代わりを注いでくれた上で指を一本立てて聞いてくる。

「ねぇ、お若いお二人さん。家事はお得意かしら？」

　唐突な問いに二人で顔を見合わせてしまった。

　答えは是である。私は側そば仕づかえとして物臭な主人の家事を一人で全て代行していたし、マルギットは猟師なれど花嫁修業を立派に熟していたことが見ていれば聞かずとも分かる。少なくとも繕い物や刺し繡しゆうの腕前は私より数段上だ。

「この人ね、聞いての通りついこの間の冬まで一組の冒険者の面倒を見てたの。四人組の若い子達でね、一人だけ魔法が使える子がいてとても助かったわ」

　猫らしい嫋たおやかで音のない仕草でフィデリオ氏の隣に腰を掛けると、後ろで長い尻尾が機嫌良さそうに揺れているのが分かった。ぴんと上に向いて立てられた、上体と同じか少し長いくらいのそれはゆったりと揺れ、時折挑発するようにフィデリオ氏の首筋を掠かすめている。

　くすぐったそうに、しかし決して身み動じろぎしない氏になにやら親近感を覚えてしまった。私も前世で実家にいた時は猫と暮らしていたからな。

「ねぇ、この子達、家に寄せてあげましょうよ」

「いや、だけどねシャイマー」

「いいじゃない、お前様の弟子を泊めたげるなんて初めてでもないんだし。どうせ面倒見てあげるんでしょ？」

「まだ決めた訳じゃないよ。僕だって仕事があるし、この夏には少し遠出する予定が……」

「なら尚更よ」

　父が膝を悪くしてしまって、二人で切り盛りするのが大変なのは分かっているでしょう？　と嚙かんで含めるように言われて氏は言葉に詰まってしまった。

「それに、そんなこと言いつつどーせ済なし崩くずし的に面倒を見ちゃうんですから。忘れてませんよ？　前の子達もすげなくしておきながら、何度も訪ねられたら結局折れて、一緒に冒険にまで行っちゃったんだから」

　冒険譚たんに詠うたわれる聖人と冒険!?　なんと羨ましい……私も一手ご指南いただけたりしないだろうか。

「朝と夕方にできるだけお手伝いしてくれるなら、十五アスの宿泊費を五アスにしてあげるから、寝床は家に決めなさいな。二人だけで活動するなら色々大変でしょう？」

「ああ、もう、また君は……そうやって直ぐに面倒を見たがる」

　眉尻が下がり本当に困ったような顔をするフィデリオ氏にシャイマーさんは一つ鼻を鳴らして笑ってみせた。

「だから貴方あなたも此処にいるんでしょ？」

　妻の強い押し、そして過去を用いた揶や揄ゆに対し、夫が返せるものは力ない溜息だけであった…………。





【Tips】子猫の転うたた寝ね亭。猫頭人の親子が経営する行商人と旅人向けの宿。聖者フィデリオの活動拠点であるが、とある一件以後は彼が周囲に強く〝警告〟したため拠点として使っていることはおおっぴらに語られなくなった。

　一見さん大歓迎なれど、基本的に冒険者と傭よう兵へいはお断り。






　塒ねぐらに使うように、と通された部屋は質素であるが居心地良く整えられた二人部屋であった。

　多少大柄な種族でも問題なく眠れる大きな寝台が二つ並んでおり、敷き布団は巻金コイルこそ入っていないものの分厚くて寝心地がいいものだ。シーツは常に洗いたてで使い古したが故の褪たい色しよくこそあれど石せつ鹼けんの良い匂いがした。

　枕は十分に太っており、頭を乗せても潰れて板のようになることもない。中に詰め込んでるのは鳥の羽根だろうか。

　夏向けの薄手の布団も天気の良い日に定期的に干しているのかカラッと乾いて、皮脂や湿気の混じった陰気な匂いが漂うこともない。これで素泊まり一五アスならば、かなり破格と呼べる品質だな。帝都であれば五〇アスとか言われかねないぞ。

　長期滞在希望者向けに収納の貸し出しもやっているようで、鍵付きの収納箱チエストを二つと衣装棚を一ひと棹さお用意――運び込んだのは自分達たちだが――してもらい、私の作業用に文机と蠟ろう燭そく台を貸して貰もらうことができた。勿もち論ろん燃料代は実費であるが、書き仕事をするなら必須なのだ。

「手伝った時は朝と夜に賄いを出したげるからね。あ、頑張ったらお昼ご飯も用意したげよっか。普通に食べるときは献立は選べないけど一食四アス。注文するなら、その時々でって感じかな」

　女将さん――そう呼べと言われた――の後について子猫の転た寝亭での生活を教わる。建物はコの字形をしており、中庭に洗い場と小さな蒸し風呂、そしてきちんと下水に繫つながった手動水洗――要は手前で水を流せということだ――の便所が備わっていた。

　部屋数は全部で十六。三階建てで大部屋はなし。二人から六人向けの個室のみという強気な構造であるが、常に半分は埋まっており、長期滞在も含めれば三分の一以上空くことはないとか。春や秋の忙しい期間であれば満室は当たり前で、床に寝床を敷いて二人部屋に三人から四人で泊まることもあるほどだそうだ。

「一番凄すごかった時は中庭に天幕まで張られたこともあったっけね！　まぁ、洗濯の邪魔だからよっぽどじゃないとさせないけどさ」

　これほど綺麗で高品質な部屋に泊まれるなら人気が出るのも宜むべなるかな。酒場以外に食堂も設置されているようで、滞在客はそちらで食事をするように指示された。

　しかし、なんで態々酒保と食堂を分けているのかと聞いてみれば、女将さんは笑って道楽だと答えた。ふむ、道楽……なんだかどんな説明よりも腑ふに落ちる気がした。

　通して貰ったご自慢らしい厨ちゆう房ぼうは、言うだけあってかなり設備が整っている。パンを焼く大きな竈かまどが一基あり、鉄製のそれは専業のパン屋が使うような代物。煮炊きをする三つの竈も大型で大量調理に向いた立派な造りだ。それ以外に小ぶりな竈も三つ並んでいて、ちょっとした調理にはこちらの方が便利といったところか。

　ここは木賃宿として素泊まりで借りている人にも開放しており、薪まき代さえ出せば自由に使って良いそうだ。手入れも行き届いているし、これを目当てにやってくる客もきっといるのだろうな。

　中央にでんと鎮座する調理台は、なんと天面が磨いた鉄で出来ており大量の料理を作るのに勝手が良さそうだ。しかも、漸ようよう見れば炉守神――家事と炊事を司つかさどる家守の女神――の聖印が刻印されているではないか。錆さびず濁らず、清潔さにも優れる全主婦垂すい涎ぜんの設備である。

「どうだい、立派なもんだろう？　家の親おや父じ殿が気合いを入れて……」

　自慢げに説明する女将さんの言葉に耳慣れぬ異国の言葉が被かぶさった。私の耳では上う手まく聞き取れない言葉の発生源に目をやれば、そこには杖つえをついた年かさの猫頭人が佇たたずんでいた。

　老齢からか僅かに黒い毛並みが白みを帯び始めている彼は、大型のネコ科動物特有の精せい悍かんな顔をしており、痩せてはいるが大柄な体を身綺麗に飾っていた。仕立てが良い綿布の脚きや絆はんと皺しわ一つない襯衣に黒く染めた前掛け。そして前掛けに金具で引っかけた台帳からして、子猫の転た寝亭の亭主であろう。

　そして女将さんの父親にしてフィデリオ氏のお義父上。

　猫にしては厳いかめしい顔からは実直な商売人の色と、同時に自分の拘こだわりのため酒場と食堂を別に造る趣味人としての筋が通った雰囲気が滲にじんでいる。

　咥くわえた小枝を器用に落とすことなく異国の、いや、異種族の言語を操る亭主に対して女将さんも異種族語で返す。

　端的に言って猫が鳴いているのに近く、人の発声と鳴き声を思わせる音階の混ざり合いは帝国語、というよりもヒト種メンシユが聞き取れる言語とは体系が違い過ぎて理解が難しい。

　語調の強さから穏やかな内容なのか、言い争いをしているのかの区別もつかないのだ。こればっかりは体の構造が大分違うから如何いかんともし難い。

　人類は概おおむね形が似ていることが多いものの、内臓や構造まで同じとは限らず、特に声帯周りについては色々な人達がいる。猫頭人が種族的に話す言語は――これも地域によって異なる言語にもなるが――ヒト種メンシユの耳では聞き取れない音や強調が入り、さっぱり分からん。

　まぁ、音が聞こえている分、まだマシなのだが。水すい棲せい系の種族や一部の兎うさぎに連なる亜人種だと、そもそも声帯がないので口頭の言語を持たない人類だっているのだから。

　うん、前世でもどれだけ頑張っても猫語の単位はとれなかったからな。語尾に「にゃー」とつけて話しかけるのとは段階が違うから、この辺りは仕方ないか。

　二人して理解できぬ言語のやりとりをハラハラしながら見守っていたが、やがて会話が終わったのか中々に迫力のある顔つきの亭主殿が私達の前に立った。金色の瞳が鈍く光り、見下ろしてくる油断のない視線で値踏みされていることがよく分かる。

「初めまして旦那様、今日からお世話になるケーニヒスシュトゥールのエーリヒと申します」

「同じくケーニヒスシュトゥールのマルギットと申します。今後ともよしなにお願いいたしますわ」

　何はなくとも挨拶だ。全ての人間関係は挨拶から始まるのだから。

　亭主は咥えた枝を幾度か動かしつつ、難しそうな顔をして私達を見下ろしていたが……。

「手ぇ抜いたらたたき出すぞ」

　そういって不思議な触感の掌てのひらを頭の上に載せてから去って行った。

　これは、認められたということでいいのだろうか。

「アレがアタシの親父で名前はアドハムだよ。あんな感じで気難しい爺じじいだけど、根は好いい人だから許してやってね」

　反応に困りかねている私達を笑い、女将さんはさぁてと女給服の袖を捲まくって気合いを入れる。それと同時、中庭に面した勝手口からフィデリオ氏が大きな木箱を抱えてやってきた。

　箱に満載されているのは大量の野菜ではないか。

「二人とも、冒険の話をする前に仕事だ」

　人にん参じんを満載した一抱えもある木箱は相当重いだろうに、まるで手紙が入った小箱のような軽い扱いでフィデリオは宣言する。

　これが冒険者が冒険者に教えを賜るための代価だとしたら、私達が冒険者として初めて行う仕事は〝野菜の皮剝むき〟になるのだろうか…………。





【Tips】木賃宿。素泊まりが基本で寝床だけを貸す庶民向けの宿であり、大抵は調理場を開放しているため自分で食事を用意する。宿によっては食事を出してくれる所もあり、木賃宿としても使えるが普通の宿もやっているという混合営業も三重帝国では珍しくない。






　剝く。ただひたすらに。一心に野菜の皮を剝く。

　隊商の手伝いをしていたことで慣れた作業だ。コツはきちんと刃筋を立てて、最初から最後まで筋を乱さないこと。そうすれば野菜の皮は最初からこうなるよう作られていたかのようにするりと剝ける。

　しかし、青玉の冒険者がちょっと背中を丸めて野菜の皮を剝いているのって、思えば凄い光景だよな。

「下級の内はだね」

　つるりと見事に人参を剝き上げ、それを籠に放り投げながらフィデリオ氏は訥とつ々とつと語り始める。

「仕事といっても雑役人夫みたいなものばかりだ。屋根瓦を直して欲しいとか、飼ってた猫が何ど処こかに行ったとか、ドブの掃除をしろとかいったね。後は荷物運びや荷物持ちの依頼も多かったかな。変わったのだと嫁や旦那が浮気してないか尾行して確認してくれといったのやら、酒場のツケの回収回りなんかもあったかな」

「まぁ、覚悟していましたが地味ですね」

　別に最初からファンタジーの王道冒険者に憧れて組合証を受け取った訳ではないから、現実を突きつけられたって落胆はしない。きちんと前情報があれば、業界に入った後で温度差ギヤツプに打ちひしがれて退職願を手にすることもないのだ。

　あ、この人参、ちょっとだけ悪くなってるところがあるな。一部だけだし、抉えぐって取り除けば食えるか。

「英雄譚に語られるような敵は然そう然ういないさ。都市圏に狂した魔種なんて出るはずもないし、危険な怪異が巣くう洞窟が近場に残されるはずもない。街からほど近い森に魔獣が跋ばつ扈こして木こりが入れなくなるなんてこともね」

「全ては治安のため、第一に潰されるってことですね」

「そういうことだ。危なっかしくて食事に使う香草も採りに行けないようでは、とても暮らしていけないからね」

　街の外に一歩出たら魔物と遭遇、というのはゲーム的な都合であり、良い意味とつまらない意味での現実が併存するこの世界においては適用されない。経済圏が斯か様ような危険に溢あふれていたら、人類文明は成り立たないのだから。

　故に街の周辺に大っぴらに盗賊が湧くこともなければ、尽きることなく補充される魔物が常時誰ぞかを困らせ、よく荘しようが根絶やしにされないなと心配になるほどに剣けん吞のんな依頼が張り出されることもない。

　むしろ、それほど喫緊の依頼であれば、流石さすがに領主も騎士を参集させて対応させるとも。経済というものは一日でも止まってしまうと後々に響いてくるのだから。とくにこんな辺境の他国との窓口となる地域であるなら、三重帝国そのものの評判にも繫がるから尚なお更さらである。

　冒険者の仕事とは、自分でやるにはちょっと手間だから、誰かに小銭を押しつけてやらせてしまおう。あわよくば、何処かの大きな組織に最低限の出来を保証してもらえればいいや、という思惑によって成り立つのだ。

　……となると、無肢竜に困っていた荘園が放置されていた事態が尚更引き立つな。一体どんな無能が代官をやっていたのだろう。何処かのお偉いさんのコネ採用だろうか。だとしたら、フィデリオ氏が来るまでの荘民諸氏の苦労が身につまされる。

　我が麗しのケーニヒスシュトゥールを治めている代官が、素っ気ないけど仕事には忠実な人でよかった。

「紅玉にもなると外に出る仕事も増えるよ。何処かの荘に手紙や言付けを運んで欲しいとか、格安でとりあえず頭数を揃そろえたい護衛仕事とか」

「盗賊退治とかはどうなんでしょうか。この辺りでは多いと聞いたのですが」

「うーん、それは少し難しい所だね」

　聞いてみた所、この辺りの盗賊連中というものはかなり狡こう猾かつであるらしく、基本的に根城を持たず、定位置で目標を襲うようなことはしないようだ。

　むしろ今まで遭遇してきたような地元民が小遣い稼ぎや日銭に困ってやるような場合が多く、土豪なんだか野盗なんだか分からない連中が、一目ではそれと分からぬよう工夫して商売をしているそうな。特に酷ひどいのだと隊商をしながらというのもあるそうで、特に凄惨な被害として荘が一つ真面まともな反撃もできずに潰されたこともあるという。

　思わず変なうめき声が出るくらいずる賢い。巡察吏とか凄すご腕うでの冒険者を躱かわしながら商売をするために頭を捻ひねっているのだろうが、襲われる側としてはたまったもんじゃねぇ。

「だから余程間抜けな連中でもなければ、依頼として討伐が張り出されることはないよ。一所に留とどまると拙まずいなんて、この辺に季節一つ分も暮らしていれば嫌でも分かる」

　代わりに野盗の首に掛かる懸賞は常時割高になるらしい。死んでいても首一つで五リブラも貰もらえて、生きていれば一〇から二〇リブラにもなるという相場の倍から四倍の値段。札付きの頭目であれば……。

「僕は一度、四〇ドラクマという賞金を貰ったことがある。最初は五ドラクマ程度だったんだが、詮議の結果余罪がボロボロ出てきたとかで懸賞金が知らぬ間に積み上がっていたんだ。受け取りに行った時は驚いたね」

　四〇……四〇!?

　ちょっと想定外の数字に野菜を取り落としかけた。隣でマルギットも動きが止まっているのが分かる。

　凄すごいな、平均的な農民の年収の一〇年分以上だ。現代的な感覚でいえば三千万円から五千万円くらい？　それはそれは大変な相手であったことは想像に難くないが、一度の仕事で得られる利益と思えばちょっと異常だぞ。

　なるほど、斯様な大捕物を重ねれば詩の一つも詠うたわれようものか。

「ああ、ただ……常に懸賞金が掛けられている首というのも幾つかある」

　壮絶な金額を口にしながら些さ事じを語る調子で人参の皮を剝ききり、次の人参に手を伸ばしつつ聖者は言う。聞くに悍おぞましい所業を積み上げ、これだけの環境において活動を続ける野盗共の名を。

　フィミアのエドゥアルドは荘潰しと呼ばれる大悪党で、今まで七つの荘を根切りにし広範に活動を続けているという。小鬼ゴブリンの彼は自身の血脈から成る基幹要因と、各地に潜伏させた配下を上う手まく使って派手ながら静かに仕事をしているようだ。あまりの巧妙さに、滅んだ荘で奇跡的に生き残った一人から名前を聞き出せるまで五年間も無名の怪物として畏れられたとか。

　ヨーナス・バルトリンデンなる脱走騎士も悪名高く、騎士時代の騎手や歩卒、そして犯罪を重ねる過程で百名以上に膨らんだ徒党を率いる蝗いなごのような連中だ。路上の急ぎ働きを何年も繰り返しているにも拘かかわらず、巡察吏を真正面から叩たたき潰して未いまだのさばる悪党の英傑。かつては辺境で禄ろくを食はんでいた正式な騎士であったそうだが、上司から目に余る苛政を窘たしなめられたところ逆上して出奔、以後は地方を荒らし回る悪漢として広く名を売ることとなった。

　また変わり種としてファム・ファタールとの忌名を持つ者がいる。隊商付き娼しよう婦ふに紛れる一党であり、個人かも徒党かも知れぬ高額賞金首の一つだ。名も実態も今のところ確たる情報が得られていないものの、隊商に娼婦として帯同して隙を見て仕事をする悪党であることだけが知られている。

　傾けい城せいと呼んでもまだ足りぬ美貌によって知らぬ間に全てが掌握され、気が付けば死体だけが野営地に残されるという実に恐ろしい仕事ぶりが語られる、ある種の都市伝説みたいな連中だな。

「奴やつ儕ばらを討ち取れば安くとも五〇ドラクマは下らないだろうね。勿もち論ろん、死んだ後の首でさえだ。生きていれば、かつて南部を震え上がらせた〝灰色の王〟にも匹敵する懸賞額になるかもしれない」

「灰色の王……!?」

　その名を聞いたマルギットが珍しく語調を荒らげた。

　灰色の王とは三重帝国の南部を長年に及んで荒らし回り、戦争にも等しい被害をもたらした群ぐん狼ろうの頭目に付いた異名である。それも巨大な幻想種でもなく忌み地で穢けがれた魔獣のような突然変異でもない、極めて普通の獣の所業だというのだから、仰々しい忌名を付けて語り継ぐのも頷うなずけよう。

　さる高名な魔術師が生きたままの家畜に食い殺されれば毒に変じるようになる渾こん身しんの罠わなを仕掛けるも、その家畜だけが何な故ぜか無視スルーされるという狡こう知ちの極みにある怪物で、あまりの経済的損失を危ぶんだ皇統家直々に一〇〇ドラクマもの懸賞金がかけられたそうな。

　今も彼の偉大な狼おおかみの毛皮は、地味な灰色であるにも拘わらずバーデン本家の当主に大外がい套とうとして纏まとわれている。その威名は正しく生ける厄災として子供に聞かせる教訓話や、彼を討ち取った冒険者の一党の詩という形で生き続けるほど。

　斯様な伝説の狼を他ならぬ狩人かりゆうどが狩ることができず、門外漢であるはずの冒険者――いや、面子メンツに猟師の斥候はいたんだけどね？――に討ち取られたというのは南部の狩人血脈においてはかなりの〝恥〟として伝わっているとか。

　一種の憧れであると同時に悔恨と畏怖が混じる怪物と比較されたとあっては、狩人の血が騒がずにはいられまい。

　普段は上品な淑女めいた振る舞いが板に付いた彼女だが、本質はどうしようもないほどに狩猟者として出来上がっている。然さもなくば洒落しやれっ気に溢れ乙女らしいセンスを持つ彼女が、物騒極まりない大たい狼ろうの牙を勲章としてぶら下げる筈はずがあるまい。

「まぁ、君たちには早い。どれだけ実力があろうと冒険者は軍勢ではないから、無理をしてはいけないよ。冒険者の冒険というのは、楽しい物を探しに行くことであって、功名のため匹夫の勇を晒さらすことではないのだから」

　尤もつともらしく、大人として子供に言い聞かせるには素晴らしい警告。ただ、それが狩人としての本能を擽くすぐられてしまったマルギットに何処まで届いているかは分からなかった。

「ああ、それと……冒険者という立場を使って、良からぬことを企たくらむ者達たちもいるから、真っ当に出世したいなら、そういった連中とは関わらないことだ」

「氏族ですか」

　答えると、もう知っていたのかい？　と意外そうな顔をされたので、ロランス組に少し世話になったことを伝えると、あそこかぁと何とも言い難そうな表情が返ってきた。

「何か因縁でもおありでしたか？」

「いいや。あそこは……まぁ、ガラは悪いけれど割と真っ当な方だ。冒険者としての仕事で金を稼いでいる分、上澄みとも言える」

　二人から聞いていて察してはいたが、やっぱり悪質なところは冒険者という、ある種公然と武装していても問題にならない身分を利用してあくどいことで稼いでいるのか。

　都市を舞台とした話シテイーシナリオだとお約束ではあるけれど、悪い奴は何処にでもいるもんだな。関わらない方が良いと言われずとも、元より関わり合いになるつもりはなかった。

　私が憧れているのは冒険者であってヤクザではないのだ。そんな商売をするくらいだったら、そもそも帝都で貴族の御用聞きをやっているのがずっとずっとマシであろうよ。

「真面目に働いていれば最初の昇格には半年もかからないかな。何かの偶然で大捕物に参加すればもっと早くなることはあるだろうけど、そういった〝偶然〟を狙って無茶する新人を減らしたいから、組合もあんまり特例はとらないし、本当に焦らないようにね」

　再度の警告で冒険者としての初仕事である野菜剝むきの仕事は締めくくられた。

「おお、三人いると流石に早いね！　綺き麗れいに剝けてるし上出来上出来！」

　機嫌良さそうに仕事の成果を見ながら、女将おかみさんは新しい木箱を調理台の上に積み上げる。

　では次の仕事は別の野菜を剝き、指示された大きさに揃えて切ることだ。

　しかし、何か最近は人より野菜ばっか切ってるな。良いことなのだが、今までとの落差が大き過ぎて風邪を引かないか心配になってきた。

　その横で女将さんと若旦那――お世話になる宿の婿殿ならこう呼ぶべきか――が並んで鍋に色々とぶち込んでいく。内容からして今日は牛乳仕立ての汁物のようだ。帝国で広く食べられている郷土料理の一種で、クリームシチューのようなとろみはないが、素朴な甘さがあるから美う味まいんだよなアレ。

　延々と昼前まで野菜を剝いて一段落。後はご飯が出来たら呼びに行くからと休憩をいただいた。パンを焼いたり味付けしたりは、宿にとっての命である極意が潜んでいるため見せたくないのだろう。

　好意はあっても線引きはしっかりとするか。うむうむ、無駄に甘いよりも商売人としては、こっちのほうが好感を持てるね。これも一種の雇用関係であるのなら、立場は明確であるほうがやりやすい。

　ひさしの下に設けられた中庭のベンチに腰掛けて、しとしとと降る雨を茫ぼう洋ようと見上げながら二人並んで水を飲む。単なる蒸留水でも労働の後の一杯は美味いものだ。この後、荷ほどきやら何やらがあるので、本当の一杯は夜にとっておくことにしよう。

「それにしても」

　ぽつりと呟つぶやくような一言に目を向ければ、我が幼おさな馴な染じみは両手で握ったカップの水面をじぃっと見つめていた。

「地方には狩り甲が斐いのある獲物が沢山いるようでしてね」

　琥こ珀はくの瞳は陰った陽ひのせいか陰影が深く鈍い黄金色のように見える。心の裡うちで燃えているのは意欲か、それとも欲求か。

　無理もないか。獲物を狩るのが本意である狩人の前に大きな獲物、それも憧れぬ筈がない大怪物に並ぶ獲物をぶら下げられたとあっては意気の一つも上がろうもの。

　いや、一番意欲を上げるに足る理由は、私も彼女も地方の荘しように生まれたる者だからか。

　荘そのものを襲い、生活を支える隊商を狙う怨敵をどうして見逃せようか。親の敵にも等しい奴やつ儕ばらが今日ものうのうと呼吸し、日々の労働によって積み上げた富を暴虐によってかっ攫さらい貪っている事実に何故我慢せねばならぬ。

　自分の故郷が同じ境遇に立ったと思えば気が変になりそうだ。斯か様ような悪党、さっさととっ捕まえて本人の腸で首を締め上げ、腐り果てるまで街道に吊つるしてやるのが似合いだ。

　地方に暮らす者であれば、自分の手で野盗を高く吊してやりたいと思うのは至極普通の欲求であった。

「いつか狙ってみる？」

　からかうように、しかし噓うそは交ぜずに問うてみれば、彼女は顔を上げて真まっ直すぐに私を見返した。口の端をにぃっとつり上げて、ヒト種メンシユより格段に長い犬歯を見せつけるようにして。

　童女の如ごとき愛らしい顔に似合わぬ恐ろしい笑みが全ての答えであった。

　ふと鼻び腔こうを擽るのは血の臭い。長い長い犬歯を見ていると、あの夕暮れの丘を思い出す。

　彼女の牙で耳たぶに穿うがたれた約束の日のことを。

「ねぇ、エーリヒ」

　思えば遠くに来たものだと思い出に浸っていると、不意に手を握られた。

　どうしたのかと思って見てみれば、どうやら血の臭いは思い出によって脳内から引き出されたものではなかったらしい。

　右の親指に血の玉が浮いているではないか。

「あちゃ……切っちゃったか」

　どうやら皮剝きの最中に傷つけてしまったらしい。あれかな、四〇ドラクマのショックに野菜を取り落としかけた時か？

　うっすらとした傷は、どうやら――水の器を取った拍子に開いたようだ。本当に薄く薄く傷つけたらしく、痛みさえなく今まで気付くことができなかった。

　だとしても剣士として実に恥ずかしい。手前が持っている刃物で手前を傷つけるなんざ、赤面どころか割腹ものの恥である。こりゃあ自警団の身内に知られたら相当煽あおられるやつだな。いやぁ、遠く離れた地でのポカでよかった。

　とりあえず手当だなと腰の物入れに入れてある簡単な衛生用品を出そうとしたら、手を強引に引っ張られた。

　間もなく押し寄せるのは生暖かい体温と、背筋が震え上がる独特の感覚。

　見れば、私の親指はマルギットの口中に納められていた。

　じぃっと下から私の目を見上げながら、彼女は舌で傷口を嘗なめ上げる。何度も何度も、それほどまで念入りにする必要もないほどに。

　暫しばらく私の世界は温かな舌の感覚と金色の瞳だけに占有される。庇ひさしを打つ雨の音も何ど処こか遠く、指先以外の感覚が失うせていった。

　永遠に続くかと思った世界も、その実一瞬で終わりを迎える。小さな水音を立てて引き抜かれる指。唇と傷の間には銀色の橋がかかり、少しずつ伸びていったがやがて別れを惜しむような緩やかさで断ち切られる。

　傷口からは、もう血が滲にじむことはなかった。

「今はこれで我慢しておきますわ」

　狩猟者の笑みを作る幼馴染みに対し、私は何い時つもの甘く冷たい寒気を背に感じながら微笑ほほえみ返した。

　目に映る全てが彼女の獲物なのかもしれないと感じ入りつつ…………。





【Tips】マルスハイムの中央広場には普段初代領主の銅像のみが佇たたずんでいるが、大物が捕らえられた時は巨大な催し物の場と化す。
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　荒れる息を抑え疾走する。手足を振り回し、全身を一つの機構として完成させる。前に出る、着地する、更に足を出し続ける一個の機械として。

　屋根の上というのは不整地の極みだ。屋根瓦が敷き詰められた誰かの天井である場所を地面としているだけあって、走るのには全く向いていない。瓦の作り出す段差は不規則でつま先と踵かかとを容赦なく飲み込もうとしてくるし、自然の悪戯いたずらで割れていたり接着が甘くなったりしている瓦は踏むだけで足を取る。

　雨を流すためにつけられた傾斜も絶妙に小憎らしく、ただ真っ直ぐ前に進むだけの行為を困難たらしめる。平衡感覚が狂わされ、傾かしいだ靴底は十全に地面を摑つかまえることさえ適かなわない。

　そして一度体勢を崩せば、傾斜がついた地面は正しい姿勢を取り戻すことさえ妨げるときた。今もまた気をつけて踏んだはずの瓦屋根が傾ぎ――おそらく屋根が腐ってやがるな――体が右に泳いでしまった。

　腕を振って反動で上体を立て直し、踏み込む足を強引に左へ叩たたき付けて復帰する。少々無茶な動きをしたため腋わきや腿ももの筋が苦痛で苦情を告げてくるが、今それどころじゃねぇんだよと無視した。

　やはり屋根の上というのはヒト種メンシユの世界ではないらしい。より優美で、軽量化を施された体を持つ種族の場所なのだ。どうにかこうにか真ま似ね事ごとをすることはできても、秀でた者達と同じ動きができる筈もなし。

「おわっ!?」

　そんな所を無駄に重い体と無様な二本足で走っている理由は一つ。追いかけねばならぬ相手が逃げ込んだからだ。

　その相手は今、屋根の上をぷらぷら歩いていた背の高い有翼人の脇をすり抜けていった。さっきから彼奴あいつはこうやって私を挑発するように走りにくいところを駆け抜けて行きやがる。

「ちょっと失礼！」

「って、今度はヒト種メンシユか!?　無茶すんな落ちたら死ぬぞ!?」

　買い物帰りらしい籠を抱えた猛もう禽きん系の有翼人から投げつけられる、ご尤もつともな心配に右手を掲げることで応えた。

　そりゃそうだ、地上三階の高さは伊だ達てじゃない。

　高さは目算だが一〇ｍ以上はあるだろうか。下は石畳か土がむき出しの道なので、転落すれば普通に死ぬし、良くて全身の骨が粉末になる。全力で受け身を取ろうが、ヒト種メンシユの脆もろい肉体では軽減に軽減を重ねても痛手は避けられまい。

　事実、割と色々な世界システムで高所からの落下は、鍛え抜かれた高Lv冒険者にとっても対処し難い死因の一つである。高さによってダメージダイスが大量に増えていき、装甲点による軽減もできないとあって魔法か魔導具がなければ英雄でも頓死する要素として恐れられていた。

　この高さで下手を打てば、無情なＧＭゲームマスターなら判定のサイコロさえ振らせてくれず、笑顔で新しいキャラ紙を寄よ越こしてくるな。

　相手はそれを分かっていてここを選んだ。

　追っかけてくるならお好きにどうぞ。ただし責任は自分でおとり遊ばせ。

　そんな小馬鹿にした表情で私を見返し、時折ちらっと振り返って必死についてきていることを確認している。

　ええい、なんとも恨めしい。野郎、ちょっとそこで待ってろ、必ずとっちめてやるからな！

　奴やつはひょいと屋根と屋根の間を飛び越えていく。時には一歩分の幅があるかも怪しい足場を中継して、到底一息では飛び越えられない高みを跨またいで。

　私はそれに追いつくので必死だ。参った、この夏に次に上げるステータスを〈瞬発力〉か〈持久力〉かで悩んで〈持久力〉に振ってしまったから速さが足りない。いや、〈精良スケールⅥ〉まで引き上げた持久力があったからこそ、今も無様ながら振り切られていないとみるべきか？

　それにしても美み事ごとな動きだ。私が動きにくい場所を一瞬で選んで走っているし、時折牽けん制せいを挟んで小回りが利かないヒト種メンシユの身を振り回している。だのに素晴らしい走りには疲れが一切滲むことはなく、緩急を付けた走りで体力を切らさない。

　おのれ、帝都の連携に優れた衛兵や近この衛え猟兵相手に大立ち回りしてみせた私が子供扱いではないか。

「ふあっ!?」

　必死に踏み出した一歩が盛大に空回った。見た目はなんてこともない瓦が着地と同時に前に滑っていったのだ。そう、緩やかな傾斜で地面へ誘う前方へ。

　世界が横滑りし体に宿っていた慣性が乱れて体が泳ぐ。既に力は完全に乱れ、手足をどう振り回しても正しい位置へは持って行けない。

　なので私は無駄な抵抗をやめて大人しく肩から屋根に転がり、滑り落ちることを避けた。代償として肩が泣きたくなるくらい痛むが、ごろごろ転がって地面に落っこちるよりは大分マシだ。血と砕けた骨が詰まった肉袋になるくらいなら、寝返りを打つのが多少難儀になる方がずっといい。

　それに、こっちに来ればもう私の勝ちはなくとも……仕事の失敗はないのだ。

「マルギット！」

「はぁい」

　声を上げるが早いか、それとも彼女が応えるか早いか。追っていた相手が飛び越えようとしていた建物の狭はざ間まより腕が一本にゅっと生え、その首根っこを捕まえたではないか。

　甲高い悲鳴、それは猫が上げる抗議の悲鳴を想起させる。

　と、いうよりも猫の悲鳴そのもの、いやむしろ猫そのものが悲鳴を上げていた。

「よーやく捕まえましてよ……」

　マルギットの手に捕まえられたのは一匹の猫だった。黒や灰と茶色が絶妙に混じり合った錆さび色いろの猫は四本の脚をばたつかせ、全身をのたくらせて逃げだそうとしているものの、より大きな獲物と格闘することもある狩人かりゆうどの手は小揺るぎもしない。

「あいででで……堪忍するんだな魚泥棒め」

　そう、今日私達たちが受けた依頼は泥棒をした猫を捕まえることだ。そしてとある人物のところまで引っ立てるだけ。僅か一人頭で二五アスの日当欲しさに汗まみれになって駆け回った理由の全てである。

「申し開きはお白砂で聞きましてよ。ところでエーリヒ、肩は大丈夫でして？」

「あー、まぁ痛いけど平気平気、受け身も取ったし。風呂に浸つかってゆっくりしてりゃ治るよ」

　回転を止めるため打ち込むように肩を叩き付けたが、加減をしたので今後の活動に支障がない程度の痛みだ。それに受け身も取ったので他の部分は無事である。

「あと、これも落としてないしね」

　顎でくいと示した所には、ズレた筈はずの瓦が嵌はまっている。

　ああ、下に落っこちていったら危ないと思ったから〈見えざる手〉で拾っておいたのだ。流石さすがにこれで人死にや怪け我が人にんを出したら割に合わないどころの話じゃないからな。

「私の相方は本当に気が回ること。さ、下手人を差し出してお駄賃をいただきましょうか」

「そうだね。痛みの対価というには実に細やかだけど」

　軋きしむ体を抱えて猫と共に地面に下りる。私は壁の凹凸を利用して少しずつ勢いを殺して下りているけれど、蜘く蛛も特有の〝しおり糸〟を使ってスルスル一息に下りられるマルギットが実に羨ましい。

　さて、こんな見るにつまらないことが冒険者の仕事だ。

　昨日は失せ物を探して一日街を彷徨さまよい歩いた。雑踏の中、泥や石畳につま先を突っ込んで落っこちた指輪を探すことの無為さといったらない。物の価値が良かったから五〇アス貰もらえたが、割に合うかは汚れた服を見ると微妙である。

　一昨日は屋根の修理を手伝って、延々と瓦を抱えて方々を上ったり下りたり。こんなもん瓦屋か左官屋の仕事じゃなかろうかと思うけど、専門技師を雇うと冒険者の倍から四倍もかかるならケチりたくなる気持ちも分からんでもない。それでも日当は三〇アス、泣けてくる。

　三日前は少し冒険者らしさが増して、酒場の用心棒……という名目で掃除や皿洗いを半日やった。一枚も皿を欠けさせず、きちんと拭って綺き麗れいにすることで褒められる日が来ようとは思いもせなんだよ。因ちなみにコレで一人頭一〇アスだ。

　そして今日は猫を追いかけ屋根の上で追走劇ときた。世の若人にこれが駆け出し冒険者だと見せてやれば、肩を落としてさぞ重い息を吐くことであろう。

　だが、それがいい。

　実に充実した駆け出し冒険者ライフだ。私は中盤以降のレベルが上がり、準英雄級の名だたる怪物に喧けん嘩かを売り、高名なダンジョンに押し込み強盗をかける展開も大好きだが、こういった序盤特有のカツカツ具合が本当に好きなのだ。

　往々にして物資と予算が少ない方がロールは盛り上がる。魔法一発撃てば解決する事態でも、低レベルのＰプレイヤーキＣヤラクターはＭＰが少ないためミドルやクライマックスを考えれば軽々には使えない。故に皆、頭を捻ひねって持ち物欄を眺め、ロールで誤魔化そうとする。

　これこそがＴＲＰＧではないかと思うのだ。普通のゲームであれば、魔法を使わざるを得ない所で他の選択肢はない。されど我々には融通が利く人の形を取った神ＧＭがいるため、割となんとでも出来る。

　ちょっと踏み越えりゃ終しまいだろと言いたくなる段差に悩まされない世界のなんと素晴らしいことであろうか。

　うんざりするような内容の仕事もかつての幻想を思えば楽しいもの。マルギットは多少辟へき易えきしている様子ではあるが、三日に一度設けた休養日に一緒に遊んでストレスを解消して貰っているので大目に見ていただきたい。

　ともあれかくあれ、疲れた体を引き摺ずってやってきたのは市壁の際も際、最外縁に近い場所。

　そこは端的に〝ゴミ溜ため〟と呼ばれる、都市にて吐き出される汚濁の行き着く場所であった。

　といっても不法投棄物が山と積み上げられた文明の業そのものを晒さらす場所ではなく、壊れた道具や屎し尿によう集積人が市内からかき集めてきたゴミを集めている場所に過ぎず、名前の割に酷ひどい臭いがすることもない。

　ここは市内で出た不要物を一旦集め、再利用のための前準備をする場所だ。

　家財であれば修理出来そうな物は木工職人が安価で持って帰るし、どうにもならない物は打ち壊して薪まきに代える。屎尿は肥こえ桶おけに入れて寝かせ――きちんと管理されていれば意外と臭くないものなのだ――肥料に作り替える下準備をする。そして一角に積み上げられている堆肥の山は、市壁の外で働く農夫にとっては同量の貨幣に等しい宝の山である。これを買い取るために大八車の群れが春先に大挙してやってくるのが、この街の恒例行事であると聞いた。

　都市とは一つの生き物なのだ。中で出た物は無駄なく活用しなければ、腹に抱えた多くの生き物を養っていくことはできない。うむ、実に効率的かつエコでいいじゃない。

　ここまでやっても最終的に処理しきれないものは、蓋のついた大穴に放り込まれる。それが行き着く先は帝都の下水に存在する汚濁を処理する強塩基性の粘液体スライムだ。マルスハイムにもあの恐ろしき掃除人を株分けした個体が当然のように存在し、生きているだけで物を汚す我々の罪業を受け止めてくれている。

　掃除夫や屎尿集積人――中には入れ墨を入れられた前科者もいる。恐らく労働奉仕の罰則なのだろう――の間を抜けて、私達は〝玉座〟へと訪れる。

　それは歪いびつな構造物であった。壊れた家具や寝台を雑に東あずま屋やの如ごとく積み上げた、子供が夏休みの課題として稚拙に作り上げた木工細工のよう。

　しかして、ガラクタの玉座に座するは一匹の大きな猫であった。

　顔に黒い斑点ポイントがあり、堂々たる体たい軀くを誇る灰白色の毛並みも美しい猫の名はロード・ルドヴィク。君主の称号を冠するのは茶目っ気で贈られたものではなく、文字通り彼がこの都市マルスハイムにおける猫の君主であるからだ。

「閣下、拝謁の栄誉に浴し光栄の極みに存じます」

「不詳、冒険者めが不徳の臣下をお連れいたしましたわ」

　臣下の礼を取って大仰に接するのは何も悪ふざけをしてのことではない。猫というのは、三重帝国にとってそれほど価値があるものだからだ。

　三重帝国の大きな都市では猫を保護している。彼らは衛生を乱す小さな害獣や虫を捕る掃除夫であるから。

　猫が多い街と少ない街では流行病の数が全然違うというのは三重帝国成立以前より言われていることであり、小国林立時代にも猫を保護していた国は多くあるという。帝国もその慣例に従い猫を大事にしているのだが、それ以外にも理由がある。

　それが彼のような猫の君主の存在だ。

　猫が都市部で数を増せば、不思議と一匹の偉大な猫が生まれるという。その猫は他の猫を統率し、良く遇すれば都市に益をもたらし、粗雑に扱えば大事な猫を連れて姿を消すそうな。

　故に帝国においては公益のため猫の君主を置いて大事にし、彼ないしは彼女の臣下を丁重に扱う。

　事実、過去に魔導師マギアが猫の君主が持つ特異な力を解析しようとして無礼を働いた結果、歴史書に残すことも憚はばかられる大惨事に発展したという記録があるのだ。詳細は禁書庫にぶち込まれた原典と口伝でしか残っていないが〝あのアグリッピナ氏〟でさえ猫を雑に扱わない時点で、その恐ろしさの程は理解できよう。

　故意過失問わず猫を殺せば三〇リブラの罰金刑か五年以上の鉄鎖刑――見せしめのため、手て枷かせを付けて生活させる刑――という重罪になるのも宜むべなるかな。ともすれば下手な人間より大事にされるのには、相応の理由があるのだった。

　私達がロード・ルドヴィクの前に錆猫を連れてきた理由は一つ。彼が窃盗の下手人を引っ立てることをご所望になり、依頼を貼り出したからである。

　猫の君主は何ど処この都市でも配下の猫たちにこう通達している。汝なんじ、店の商品を攫さらうことなかれ、と。

　個人の物を搔かっ攫うのは隙を見せた方が悪いのだが、猫の君主は大事にされる代わりに臣下である普通の猫に経済活動を行う店を襲うことを禁じている。

　ただ、中にはこういった堪こらえ性しようのない個体もいるもので、そんな猫は〝おしかり〟のために捕縛命令が出る。

　そうして私達冒険者がたまに猫狩りにかり出され、屋根の上や路地裏を馬鹿みたいに走り回らされるのだ。

　尾を抜いても体長が一ｍを下らない大柄な猫は、のっそりと威厳のある仕草で立ち上がると悠然と地面へ飛び降りて、マルギットに摑つかまった錆猫へと歩み寄った。

　錆猫は大変怯おびえているらしく、耳は伏せられ、尾は丸まって股の間に挟み込まれている。ふぅと掠かすれるような威嚇を猫の君主は「だからなんだ」と鼻で蹴散らし、目一杯顔を寄せた後……人間でも思わず「おぅ」となる凶相で錆猫を威圧した。

　情けない声を上げて縮こまる錆猫を見て満足したらしいロード・ルドヴィクはくるりと身を翻して定位置に戻り、優雅に毛繕いを始めた。

　これにて一件落着ということか。

　マルギットが手を放せば、錆猫は火が付いた花火のような勢いで何処かへすっ飛んでいく。軽い仕置きのように思えるが、猫にとっては大変重い物なのだろう。これで彼も魚屋の目を盗んで商品をかっ攫いはすまい。

　豊かな毛を撫なでて、ふわふわした顔をこね回したくなる衝動を抑えて再度臣下の礼を取り君主の前を辞した。そんな我々に一いち瞥べつをくれることもなく、抱えた尻尾を丁寧に丁寧に毛繕いする姿は平常通り。

　今日も猫は寝床にいまし、世は事もなしということか。

「にゃあん」

　やれやれと思っていると、東屋の陰から出て来た真っ白な猫が足下でか細く鳴いた。口には小さな袋を咥くわえており、手を差し出せばぽとりと掌てのひらの上に落とされる。

　開けてみれば、中に入っているのは依頼の完遂の証明となる割符と……綺麗なぴかぴかと光る団どん栗ぐりだった。

「これはこれは、ご丁寧に」

「にあん」

　態わざ々わざ運んできてくれたお礼に白猫の頭と顎をこねこねしてやると、大義であるとでも言うように鳴いてから去って行った。

　配下に命令を聞かせる能力、そして明らかな知性。単なる領主が猫好きだからといった巫ふ山ざ戯けた理由ではなく――実際、帝国には猫派が多いが――尊崇される理由がよく分かるな。中には小神格を持った旧ふるい神の一派だと論文を認める魔導師マギアがいるくらいだし。

「綺麗な団栗だ」

「霊験灼あらたかそうですわね」

　ピカピカ光る団栗を陽光に翳かざしてみる。太ってずんぐりと丸くて愛らしい形のそれは、椎しいではなく樫かしだろうか。お金にはならないけれど、珍しい物を都市の猫から沢山献上されている君主からのご褒美としては上等な物に違いない。

　折角いただいたのだから、大事にするとしよう。

「これで五〇アスで、財布の中身は……」

「共用が四一アスになりますわね」

　依頼料を受け取るため同業者組合に帰る道すがら、二人でとりとめのない話をする。仕事のことだったり、次の休日のことだったり色々だが、今日はとりあえず財布の話だ。

　一人頭一二アスの小遣いで共用財布に二六アス入る。半日仕事でこれなら、午後にちょっと頑張るか、軽く買い物でもして自炊で生活費を浮かせるべきか。まだ自転車が倒れるほど財布は薄くないとはいえ、気を抜くのもどうかと思う金額だ。

　マルスハイムは人の出入りが多い、つまり物資が集まるだけあって物価は然さ程ほど高くないから何とかなっているのもあるが。一日一五アスもあれば慎つつましやかには生きていける。

　女将おかみさんのご厚意で宿代は五アスで済んでいて、食費も切り詰めれば一〇アス未満。装備の更新とか魔導具が欲しいと言い出すと鼻で笑われる収入なれど、どうにかこうにか食っていける。

　とはいえ、最低限健康的かつ文化的な生活かと問われたら悩ましいけれど。

　本当に金がなかったら何い時つ焼いたんだかってくらい硬い黒パンとか、半歩ほど発酵から腐敗にはみ出した乳酪なんぞで口に糊のりをすればもう少し安く済むかもしれないが、体が資本の冒険者がやることじゃないからな。

　如い何かに最初は質素にと二人で示し合わせても、ここまで惨めな生活はしたくないので食事は普通に摂とっている。贅ぜい沢たくとは言えないが貧相でもない、初心者冒険者に丁度良い金額で。

　因ちなみにマルギットが言った共用財布の中身は、この都市に来て以降の稼ぎだけを入れた共用財布だ。全財産を入れた共用財布と個人の財布は大事に鍵付きの箱にしまってある。

　あんまり金を持ち過ぎると気が緩んで中なか弛だるみしそうだと思ったので、率先して縛りプレイをしているだけのことであった。

　ほら、日々の生活でも多少は縛りがあった方がメリハリも出るじゃない。私も前世だと収入に余裕はあっても一日千円までしか使わないとか、五階までなら階段利用とかの枷かせを自分に課していたし。

　それに、駆け出し冒険者の羽振りがいいと、変なのに目ぇつけられそうでもあるしね。

「次の休養日は何か買い物でもしようか。ランタンの油とかを買い足したいし」

「いいですわね。私も髪をくくるリボンが傷んでしまって。後はピアスも新しく欲しいかなって」

「また増やすの？　でも、耳はもう一杯じゃない？」

　楽しい休日の話に移ってみれば――三回に一回は休養日に共用財布から一人一リブラまで使って良いというご褒美を設定した――マルギットは自分の耳を弄いじりながらそういった。

　ただ、私をして彼女の小さくて形の良い耳は大分ジャラジャラしているように思える。

　丸い装飾や棒のような簡素なピアスが多く、鎖で飾りをぶら下げるタイプの物は私と分け合った桜貝の耳飾りだけなのに――そういえば、最近めっきり揺れないな、この子――かなり渋滞気味に見えた。

　無理ではないが、これ以上何処に穴を開けようというのか。

「んー、悩ましいところですけど……舌とか？」

「舌!?」

「あとはおへそとか」

「へそ!?」

「何を驚いていらして？　お母様にはどっちもありましてよ」

　あ、あったけど、そりゃ確かに最初に見たときはギョッとしたけど。また凄すごいところに開けようとしているな……。

「冒険者になった記念のを開け忘れていましたので、折角だし特別な場所に一カ所どうかと」

「いや……でもそれ痛くないの？　穴が安定するまで大変だって聞いたけど」

「お母様曰いわく、そこまで痛くないそうですわよ。舌なら口の中なので安定するのも早いみたいですし。ただ、腫れて暫しばらく喋しやべりづらかったとは言っていましたけど」

　軽く言っているが、この辺りの価値観はやはりヒト種メンシユと蜘蛛人アラクネでは結構違うな。市井のご婦人で耳にピアスをしている人はボチボチ見かけるが、舌や臍へそに穴を開けるのが一般的な〝お洒落しやれ〟の範はん疇ちゆうとは思いがたい。

　何か大物狩りを成し遂げた暁には刺青いれずみも増やしたいと言っていたし、その辺りの文化はどうにも馴な染じむのが難しかった。

　まぁ、妖艶なのは否定しがたいけれど。童女にしか見えない彼女が大人の装いで身を飾るところは特に。

「それに……痛くてもエーリヒが開けてくださるなら我慢できてよ？」

　ぞわっと尾てい骨の辺りから首筋まで這はい上がってくる心地よい寒気と共に凄いことを言ってくる幼おさな馴な染じみ。荒事に浸り敵手の指とか腕を斬り飛ばすのに慣れていても、幼馴染みの体となると全然違うんだぞ。

　ただ……分かって言ってるんだろうなぁ、彼女は。

　さて、なんと返すべきかと悩んでいると、不自然に肩をぶつけて通り過ぎようとしている影があった。

　襤ぼ褸ろの服を着たヒト種メンシユの男性だ。彼は謝罪もせず通り過ぎていき、そそくさと向かいの小路へ消えていく。

「またですの？」

「ああ、まただね」

　溜ため息いきと共に問うマルギットに答え、私は懐から〝二つの財布〟を取り出した。

　一つは何時も使っている私の財布。こっちに来てから買った、袋に紐ひもを通しただけの粗雑な財布で、中身は僅かばかりの銀貨と銅貨だけ。

　もう一方はより粗雑な麻の布を由来も知れぬ革の紐で縛った巾着の財布。開けてみれば、悲しくなるほど少ない銅貨が転がっているばかり。

　ここ暫く頻繁に巾着切りスリから襲われるな。仕立てが良い服ではなくても、洗濯して風呂に入り身み綺ぎ麗れいにしていれば金があると思われるのか数日に一度の頻度で遭遇する。それもこれも、後ろ盾のない冒険者の悲哀か。

　実は最近、氏族からの勧誘……と言うべきか脅迫と言うべきか悩ましい事態に何度か遭っている。

　お誘いは全て丁重に断っているのだが、それからこういった〝ちょっかい〟をかけられるようになってしまった。

　思い返せば軽率だったかなと思わないでもないが、反省はしていない。

　最初はハイルブロン一家だったか。

　あれは何度目かの酒保の用心棒という名目の雑用をやっていた時、昼間っからあまりに酷ひどい酔っ払い方をした酔漢が酒保女に酷い絡み方をしていたので、見かねて止めたのが切っ掛けだった。

　尻を触られるくらいなら酒保で働く女性も仕事の内と我慢しようが、胸に手を突っ込むのはやり過ぎだ。無理やり膝に乗せて金も払わず悪さをしようとするので、軽く畳んで追い返してやった。

　まぁ、畳んだといっても大分穏便なやり方だったけれど。

〈圧倒する微笑ほほえみ〉で「お酒が回り過ぎているようですね。そろそろ塒ねぐらに戻って眠ったら気持ちよいのでは？」と威圧しただけだ。〈滲にじむ威風〉の特性も相まって〈交渉〉を〈戦場刀法〉で判定する効果は抜群で、顔を青くして帰っていったよ。

　多分、剣気を察して下手な動きを見せたら、自分の首が刎はね飛ばされる幻覚でも見たんじゃないかな。

　殴り倒すのと比べたら、とても穏便だろう？　それに用心棒が名目に過ぎずとも、従業員を庇かばうのも賃金の内だろうからね。

　ただ、顔色を悪くするくらいビビって逃げたのに、お礼参りにやってきたのは本当に予想外であったが。

　助けた酒保女が大変感謝してくれて食事を奢おごってくれたのは嬉うれしかったけれど、その後で言いふらされたのが拙まずかったかね。厳密には私のせいではないけれど、一見すると小兵にしか見えない私に追い出されたのがハイルブロン一家的にはよろしくなかったみたいだ。

　しかし、格下には覿てき面めんに効くのがさっきのコンボ。これもまた穏当に撃退することに成功したけれど、目を付けられたのには違いない。まだ幹部級が出てくるようなことはないけれど、ハイルブロン一家とは仲良しとは言えない間柄になったのが悩ましい。

　さりとて、あそこで仕事を放棄して縮こまっている訳にもいかなんだし、マルギットも当然のことをしただけでしょうと判断してくれたので、本当に難しい状況なのだが。

　それと、どうやらバルドゥル氏族にも睨にらまれている節があるのだ。

　これは今になって思うと軽率ではあるのだが、マルギットと休日にマルスハイム観光がてら露店巡りをしていた時にやらかしてしまった。

　路地の奥まった場所で如何にも怪しげな薬を並べている露天商がいて、回復薬を名乗って売られている薬のあまりの低品質さに眉を顰ひそめてしまったのだ。

　打ち身や擦り傷用の膏こう薬やくも腹痛用の水薬も香る魔力が薄過ぎて、これって効果あんのかよと思わず渋面を作ったのが良くなかった。

　私も薄笑いを延々と貼り付けなくて済む解放感に気が緩んでいたようだ。素直に表情を作り過ぎたせいで、品質の低さに感付いたことが露見してしまった。

　詐欺まがいの低品質品とはいえど、魔法薬を扱っている店の担当は魔法使いだったのだろう。瓶を透かし見るようにして渋面を作る理由を察せなくてはおかしい。商っている物がどういう物かくらいは、現場責任者として把握していて当然であるし。

　そして、品が品であり、更に聞こえてくる〝ご禁制の薬〟とやらを扱っている噂うわさも相まって、ハイルブロン一家がどんな人員を欲しているかの想像は容易たやすい。つまり、この売る気のない立地と品物も相まって、売人プツシヤーである公算が高かった。

　目立ちたくないけれど、万一お上の目に付いてもちゃんと商売をしていましたよと言い逃れができる体裁を保っているだけで、実際に売る気はないのだ。むしろ、この程度の怪しい品質の魔法薬なら、青空市を探せば一軒か二軒は品質も分からず売ってる連中がいるからな。

　魔法を見る目がなければ、売り手側の信用以外で魔法薬の性能を測れないのは如何いかんともし難い。問屋の詐術にかけられて、酷い品を霊薬と偽って押しつけられる才能のない商人というのは何ど処こにでもいるものだ。

　ただ、商売のために魔法使いが欲しくて堪たまらない連中に魔法の知識があると知られるようなことをするのは、自分でも軽率に過ぎると反省すること頻しきり。

　いや、ほんと、人ってすぐ油断するから駄目だよね。あれだけ癖になっていた曖昧な笑顔での武装を忘れるなんて、楽しい日々だったとはいえ気が緩み過ぎだった。

　この一件以降、外がい套とうを目深に被かぶった怪しい風体の面々が近づいて来ようとする度、マルギットが手を引いて離脱させてくれるので何とかなっているが、早晩どうにかせねば厄介事に発展しそうで冷や汗ものだ。

　性た質ちの悪い氏族というのは似るのだろうか。何より始末が悪いのは、微妙に連帯している気配があり、私が何処にも属していないことが割れていることだ。

　だからこそ、こうやって頻繁に巾着切りがやってくるのだろうけど。

　ま、そんな慮外者には、ちょっとした授業料として襤褸布で包んだ石を押しつけて財布を貰もらっているので、別に好きにすればいいさと思っているけれど。

　ちなみにこの小技に魔法は使っていない。伊だ達てに〈器用〉を〈寵児スケールⅨ〉に上げていないのだ。ちょっとした巾着切りの真ま似ね事ごとくらいなら、専門技能がなくとも鼻歌交じりにやってのけるとも。

　ふむ、豪勢な夕飯にしゃれ込むには痩せた財布だが、休憩に花を添えるくらいはあるか。

「マルギット、組合に行く前にお茶にしない？」

「あら、素敵なお誘いね。謹んでお受けしますわ」

　自分が財布をギられたことに気付いた阿あ呆ほうが戻ってくる前に、私達たちも小路を通って塒に行くとしよう。そして女将おかみさんの美お味いしいお茶で一服つけながら午後の予定を決めるのだ。

　この平穏にして剣けん吞のんな時間が、実に冒険者らしいけれど……世に碌ろくでなしが絶えないことを憂えざるを得なかった。

　出世を目指せば遅かれ早かれ目を付けられることになったろうが、こうも早いとはね。然しかれども縮こまって大人しく搾取されていたら付け上がられるばかりだし、反撃せぬ訳にもいかぬのだな。

　良くも悪くも帝都時代はウビオルム伯の配下という代紋のおかげで、堂々と反撃することができたけれど、今の私は何の後ろ盾もない木っ端冒険者。身を立てる物が自分の腕前しかないからと図に乗ると危険が膨らむばかり。

　やり過ぎれば戦争になる、と無言で警告してくれる元雇用主の存在が有り難く思える日が来ようとは、半年前の自分なら夢にも思わなんだろう。

　後ろ盾、後ろ盾か……アテはあるにはあるけれど、舌の根も乾かぬ内にロランス組を頼るのはあまりに格好が悪いし、既に世話になっているのだからフィデリオ氏に泣き付くのも冒険者として情けない。

　地力でどうにかする術すべを模索せねばならないか。

　私は空むなしく音を立てる小銭を弄びつつ、これもまた冒険者の宿命かと不安を振り払った…………。





【Tips】刺青。針などを用いて皮下に紋様を刻み込む世界各地で見られる文化。三重帝国においてはファッションとしての刺青と、特定の紋様を用いた〝犯罪者の証あかし〟である刺青は明確に区別される。

　刺青刑は一種の見せしめ刑であり、肉刑に処すほどの重罪ではないが軽微とはいえない罪への罰であり、主に窃盗、強盗、傷害を犯した者の目に付きやすい場所に入れられる。
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　ちゃらちゃら音を立てる小銭の数が増えてくるにつれて、名前を覚えられることも増えた。

　それは同業者組合ギルドの受付に陣取る活気溢あふれる女史達であったり、雑役人夫めいた仕事を共にする同業者であったりと色々だが、すれ違うときに片手を上げて挨拶する人間が増えるのはいいことだ。

「はい、今日の報酬だよ」

「ありがとうございます」

　コラリー女史が受付越しに寄よ越こす盆の上には大銅貨が三枚載せられていた。

　近場で纏まとめて片付けられた依頼三件の報酬、しめて七五アス。来たばかりの頃と違ってコツを摑つかみ、地理を覚えたので効率よく稼げるようになったものだ。

「しかし、勤勉だねぇ坊やは」

「そうですか？」

　盆上に銅貨と一緒に載せて寄越された、報酬受領の確認証に記名しているとコラリー女史が掌てのひらで木片を弄びながらそう言った。

　六桁の数字と記号が振られたそれは、依頼達成の証拠となる割符である。

　組合は依頼の受諾と共に報酬を原則先払いで受け取っており――証文を使った後払い方式もあるそうだが――代わりに割符を発行する。それが受諾の証明であると同時に、依頼が達成されたという証拠にもなる。

　実は金がないのに依頼だけ達成させて、逃げてしまおうという不ふ埒らちな人間を弾はじくためのやり方だ。

　我々は依頼を出した顧客の下へ赴いて仕事を行い、十分な成果を提供した後に割符を受け取る。そして割符を組合に提出すれば、組合の手数料である二割をさっ引いた報酬が支払われるわけだ。

　なんだか派遣労働者みたいな制度で幻想フアンタジー感が薄れてしまう手法だが、合理的なのでちょっと酸っぱい顔をして我慢している。報酬を払った払わなかったは勿もち論ろん、後で割に合う合わないでもめることが十分に考えられるので、顧客と冒険者が直接金銭のやりとりをすると碌なことがないのだから仕方ない。

　むしろ、ここまでやってくれなければ同業者組合が存在している意味が薄くなってくる。

　なんといっても組合は単なる伝言板ではない。管理仲介組織にして信頼を担保するために存在しているのだから。

　依頼主は粗野な冒険者から理不尽に詰られる可能性が減るし、冒険者も依頼主と煩雑な交渉をしないで済む。どちらにも理がある構造になっているからこそ、こんな面倒臭い組織が今も存在できているのだ。

　然さもなくば、源泉徴収として依頼料から十％以上がさっ引かれているのに誰も納得しなかろうて。

　なにせ我々は根無し草。河岸が悪いと思ったら仕事先を替えるのは当然で、宵越しの銭を持たない人間は多い。何処ぞの核兵器が気軽に売られている世界の冒険者でもあるまいし、毎月家に税金の請求書を届けるという訳にはいかんのだ。

　となると、取りっぱぐれのないよう、最初っから源泉徴収しておけばいいのは自明。前世のリーマンが予あらかじめ税金をさっ引かれた額を受け取っていたように、我々も冒険者としての人頭税やら手数料やら諸もろ々もろを依頼からさっ引かれているのだった。

「きっちり三日に一日だけ休んで、後の日は真面目に働いてる。しかも近場で纏めて片付けられそうな依頼があれば受けて、雑な仕事もしないときた」

　別に普通のことではなかろうか。いわゆるお使いゲー的な仕事も多いのだから、近場で片付けられそうな依頼を纏めて受諾し、移動を最小限にするのはゲームでも仕事でも基本的なことだ。

　なんといっても我々は地図をつついたら一瞬で現地到着、なんて離れ業はできないのだから、日銭を考えれば効率的に動かなければならないのだし。

「それに今のところ、失敗もないしねぇ」

「二回ほど割符を貰えなかったことはありますよ？」

「それは失敗の内には入らないよ」

　全て完璧に達成してきたわけでもない。まぁイチャモンみたいなものだが、仕事の出来映えにケチをつけられて割符を貰えなかったことが二回ある。一回は荷物運びの仕事だが、運び方が荒かったと言われて怒られたし、もう一度は外壁補修の補助で仕事がすっトロいと文句を言われて駄目だった。

　報告すれば報酬は貰えたけれど、説得しきれなかった以上はＴＲＰＧ的には失敗と言えるだろう。

　まぁ、仕事の出来にイチャモンをつけて依頼費用をケチろうとする不届き者は絶えないので、組合もその辺には目を光らせているのだが。割符を貰えなかった時は報告し、仕事の成果を組合が依頼人に確認した上で後日に沙汰が下る。そして、組合が十分に仕事を果たしたと判断した場合は割符がなくても報酬を貰えるのだ。

　私達に開示されることはなかろうが、我々が評価されるのと同じく依頼主も評価されているのだろう。明治期の銀行みたいな風情だなと最初に来た時に思ったが、こんな所まで銀行めいているのは少し面白かった。

「評判もいいし、こりゃ相当に早く煤すすが落ちるかもしれないねぇ」

「えっ、本当ですか？」

「具体的にいつ、とは言えないけど期待してもいいと思うよ。可愛かわいらしい相方のお嬢ちゃん共々ね」

　これは嬉うれしいことを聞いた。

　煤が落ちる、というのは煤黒から昇級することの慣用表現だ。新人の泥が落ちて綺き麗れいな赤になるという意味だろう。

　なら、これからも精進せねばなるまい。

　私はコラリー女史に礼を言って受付を辞した。今日はもう三件も仕事をこなしたので、まだ陽ひが傾くまでに随分と時間はあるけど引き上げるとしよう。

　マルギットは荷物を持って先に宿に戻っているから、ちょっと摘つまめる物でも買って帰ろうかな。成人したとはいえ、この体はまだまだ成長期、直すぐに腹が減って仕方がないのだ。

　いやはや、肉体労働とは大変なものだな。学生時代、文化部だった私には運動部の友人が常時菓子を持ち歩き、帰りの買い食いで特盛りの牛丼をぺろりと飲み込んだ上で夕飯まできっちり食べられることが理解できなかったが、今では〝おやつ〟と称してデカいカップ麺を平らげていた彼らの気持ちがよく分かる。

　ああ、あの体に悪そうな油の味が恋しい。

　ない物ねだりをしても仕方ないので、現実で手に入るもので我慢するしかないのだけどね。茹ゆでた腸詰めヴルストにしようかな、最近美う味まいのを仕入れている屋台を見つけて気に入っているんだよな。

　などと暢のん気きなことを考えて道を歩いていると、組合前の広場で行く手を遮られた。

　相手の数は三人。ヒト種メンシユが一人と人狼種ヴアラヴオルフが一人、そして鼠鬼ジエンキンスが一人の組み合わせであるが、全員纏っている物は襤ぼ褸ろの寄せ集めで、浴場にも行っていないのか顔に垢あかが浮いており大分汚らしい。

　有り体に言って下級冒険者として、実にそれっぽい風体であった。

「お前、財布返せ」

　唐突に道を塞いでくる彼らに何事かと問う前に、舌に熟れていない片言の帝国語が投げつけられた。三人の真ん中に立っている人狼が頭目格であろうか。

「財布？　誠に申し訳ないのですが、全く身に覚えがございませんが」

「知らない、ない。俺の仲間、何人もお前、やられてる」

　何言ってんだコイツと素で首を傾かしげたが、よく考えたら思い当たる節はあった。財布をスろうとする阿あ呆ほうから何度もスり返していることか。

　つい先日、記念にもならないがスリ返した財布が三十個を超えたところだ。何やら機会が増えた気がしていたが、身綺麗にしている以上に粘着されて狙われていたようだ。なるほどね、スり返すものを持たず挑んでくる野郎が現れたのも、このせいか。

　割と当然のようにやられたらやり返しているが、これは公権力が下々にまで届かないこの地においては至極普通のことだ。むしろ自力救済を禁じられれば、後は奪われるだけになるのだから誰に誹そしる権利があろうか。

　ましてや、やり返されて文句を言いに来るたぁ随分と腑ふ抜ぬけが揃そろってるみたいだな。

「ですから、再度申し上げますが身に覚えがございません。何か証拠が？　逆さに振っても財布なんて自前の物しか出てきませんよ」

　それでも公権力を使える時は使うものだ。私はさも悪いことなど生まれて一度もしたことがございませんが？　という朗らかな笑みを慇いん懃ぎんな宮廷語に添えて返す。

　すると、人狼の鼻に皺しわが寄った。彼らの種族特有の不快を示す表情だ。

「黙れ、ガキ、漂流者協定団エグジル・レーテ、なまるよくない」

　実にありふれてつまらない脅し文句が出てきた。あと、なまるではなく、ナメるではなかろうか。

　漂流者協定団、というのはケヴィンから教わった〝アレ〟な氏族の一つだ。市壁の外側、掘っ立て小屋や天幕を立てて暮らしている流民の冒険者が組んだ徒党であり、取られるアガリが多いと聞いていた。

　生活基盤が弱い流民が金を持っていなければ何をするかは、深く想像を巡らせるまでもなく察することができよう。

　なるほど、市壁内部を彷徨さまよっている見み窄すぼらしいスリは、こいつらの一味なのか。となると犯罪組織よろしく、縄張りで行われる犯罪行為の上前も掠かすめてそうだな。

「明日まで、盗とった金返せ、全部で金貨一枚」

　ははっ、随分と大きく出たな。反射的に零こぼれそうになった乾いた笑いを抑えるのに少し苦労してしまったよ。

　何が金貨一枚なのやら。ふっかけるにしても限度があろう。今まで貰もらってきた財布の中身を全部足して、その上で倍にしたってその半分にも満たぬというのに。

　されど、相手が無法を通そうとしているからといって、私まで無法を働いて良いわけもない。昇級できるかも、と言われた直後に昇級を棒に振るようなことをしたくない。

　冒険者間の私闘はダメ、絶対。

　少なくとも、こんな白昼の広場ではやらかせん。

「三度目ですが申し上げましょう、貴方あなた方がたのお仲間の財布など知りません」

　あくまで合法的にいこうじゃないか。カッときてぶちのめしたり、口汚い言葉で煽あおり返すのは簡単だ。かといって一瞬スッキリするため、こんな見るからに小物な三下を相手にしたがために評価を落としちゃいられない。

　はっきり言えば割に合わん。

「どうしても財布を盗られたと言いたいのであれば、いつでも訴え出ればよいではないですか。幸い、直ぐそこに組合もあるのですからね？　時間外の看板が出ているようには見えませんが？」

　やや大仰な仕草で組合を示せば、三人の気配が剣けん吞のんさを増すのが分かった。訴え出られる筈はずがないと分かっているからだ。

　犯罪というのは証拠があって初めて犯罪になる。身元もしっかりしていて組合からの評価も高いと思われる新人相手に、札付きに近いチンピラがスリを訴え出て誰が真に受けよう。実態として私もスリ返しているので厳密には罪を犯しているといえるけれども……さぁて、一体どうやって証明してくれるのでしょうか？

　魔法で尋問してくるようなことはないし、スり返した財布なんぞその日の内に処分している。金には名前なんて書いてないのだから、現物を押さえようもないときた。お札のように番号が振ってあるならまだしも、鋳造された貨幣では精々個々の癖があるかどうかというところ。

　お上に訴え出たとして、真面まともに相手をされる筈もなし。

　なので、私は極めて合法的に振る舞うとも。犯罪に犯罪で返したなんて、噯おくびにも出さず。

　何度でも引用するが、ＡＰＰが一八以上ありそうな邪神様の同位体も仰おつしやっている。バレなきゃ犯罪じゃないんですよってね。相手だけが、この道理を使うのはズルだろう？

「では、失礼しますよ。仕事の後でお腹なかが空すいているのと、ツレが待っているので」

　するりと敢あえて立りつ哨しようの兵士が立っている方へ向かって立ち去ろうとする。これを相手にして得られる名誉も経験点もないのだから。

「お前、甘く見るな」

「お前の女、どうなってもしらない」

　が……看過できない発言という物はある。

　無意識に足が止まり、指が袖に隠してある妖精アールヴのナイフに伸びかけた。今日は荒事仕事ではないので武装はこれっきりだが、きっと〝送り狼シユツツヴオルフ〟をぶら下げていたら柄つかに手が伸びていたかもしれない。

　脳裏に響くは歓呼の絶叫と軋きしる愛の囁ささやき。私の赫かく怒どに反応して〝渇望の剣〟が飢えの嬌きよう声せいを上げていた。得物なら、ここにもっと良いのがいるじゃないと。

　一度深く息を吐く。落ち着け、ここで刃にん傷じよう沙汰は拙まずい。ましてや相手が札付きの悪ともなれば、今後に響く。手足の一本も切り落としてやりたいが、さっきも割に合わんと思ったばかりだろうよ。

　お前さんだって、こんな三下の血を吸って喜ぶ安い剣ではなかろう？

　……よし、落ち着いた。本当なら一服つけて頭を冷やしたい所だが我慢しろ。

　この程度なら小競り合い、下っ端が出てくることはあっても組織全体を敵に回す程じゃない。むしろ、報告なんてしてないだろうさ。

　スリの元締めにどうやって説明するのさ、スリである自分達たちが素人相手に遊ばれて、財布を盗られましたなんて。むしろ情けねぇと仕置きを受けるだろうから、落とし前をつけさせてからでなければ私の名前さえ出せまい。

　安い挑発だ。本当に安い……。

「ああ、さっき気付いたんですが、言い忘れてました」

　だから私も安い報復で済ませてやろう。

「靴くつ紐ひも、おかしなことになってますよ？」

　吐き捨てるように言い残し、足早に広場を後にする。そんな私を彼らは追おうとするが、聞こえてきたのは転倒と苦く悶もんの三重奏。

　どうなるかと遠巻きに見守っていた周囲の人間は、不思議そうな顔で見ているのだろうな。

〝互いの靴紐を結ばれて〟無様に転んだ彼らの姿を。

〈見えざる手〉で長靴の靴紐を解いて結わえてやった。それも結び方ロープワークを工夫して死ぬほど解きにくい方法で。

　彼らは一度学ぶべきだな、吐いた唾は飲めないってことを。そして、触れてはならない領域があるということを。

　分かっているとも、マルギットが簡単にどうこうされる、見た目通りの可愛らしい少女ではないってことは。むしろあの程度の手合いであれば、あっという間に獲物が三つ転がるだけだ。

　しかし、できるできない云うん々ぬんの問題ではない。やるという意思を見せることが問題なのである。

　さて、些いささか厄介なことになるかもしれないな。かといって大人しく財布をスらせてやる訳にもいかなかったし、防御しているだけでも目を付けられることは避けられなかったか？

　もっと上う手まい対応があったかもしれないけど、起こってしまったことは仕方がない。

　しかし、顔を覚えて貰うのはいいことだとさっき思ったところだけど、いいことばかりとは限らないもんだな。関わり合いになりたくないと思った連中まで寄ってくるなんて。

　どこかで少し一息入れてから帰るか。お茶でも一杯飲んで、煙草たばこを一服つけよう。ささくれだった精神状態で難しい話をするものじゃないからな…………。





【Tips】三重帝国の刑法典は物証主義に寄っており、市民階級同士であれば原告側が犯罪を立証できぬ場合、被告側を原則的に無罪とする。同時に被告側は完全に犯罪を犯していないことを立証する必要はない。






　夏の終わりを感じさせる早朝の空気を肺一杯に取り込むと、体の中を綺き麗れいに洗われたような心地がした。

　祈るような手付きで〝送り狼シユツツヴオルフ〟を引き抜き、アグリッピナ氏から贈られた盾を手に取る。

　右半身になり盾で上体を守り、その死角に剣を隠す基本の姿勢。守りに易やすく、攻撃にも打って出られる基本にして至高の構えをとって剣を振る。

　盾の陰より繰り出す刺突。打擲シールドバツシユからつなげる斬り上げ。盾を下ろすことで敢えて晒さらした隙を利用する横よこ薙なぎ。

　斬撃を繰り出す方向は無限にあれど、構えはいつも変わらない。正確で堅実な構えから、その時々に応じた適切な斬撃を繰り出すことこそが肝要。足を止めず、間断なく踊るように基本の構えと攻撃を延々と繰り返す。

　街中での仕事は体を動かすことは多くとも、幸いにもヤットウの腕前に頼ることはなかった。故にこうやって、朝に時間があるときは鈍らないように体を動かしている。

　早朝であれば子猫の転うたた寝ね亭の中庭にも人がいないから、声を出してやかましくしないことを条件として鍛錬に使わせて貰っているのだ。

　まぁ、残念なことにフィデリオ氏から手ほどきをまだ受けられていないんだけどね。

　なんでも彼の型と私の型は随分と違うから、ただの鍛錬で〝両者〟に得られるものは然さ程ほどないとかで。

　上がる呼吸を抑え、常に一定の拍動を意識する。肉体そのもの、動作の全てが攻撃であり防御であるように。呼吸の乱れや疲労、極端な精神の高ぶりは全て不純物となり剣の軌道を乱れさせる。

　落ち着かせねばならない。氷のように、凪ないだ湖面のように。

　ふと、一心に剣を振るっていると背中に視線を感じた。

　いやな視線ではない。熱心さは感じるが害意も悪意も感じられず、ただ私が振るう武の程度を観察している。

　それだけで、観察者が優れた使い手であることが分かった。

　膝、肩、肘の関節を特によく見られている。剣士の技法として視線を敢えて外すことで牽けん制せいにすることがあるが、動作の機転であるこの三点ばかりはどうあっても誤魔化しが利かない。動きの起点としてある程度の動きが見て取れる。

　されど、そこを逆用した牽制もあるのだけど、電探の妨害合戦と同じでキリがないんだよな。

　一ひと頻しきり満足するまで剣を振り終えると、視線の主から拍手が送られた。

　振り返れば、中庭のドアに背を預けた禿とく頭とうの大男が見える。凶相を物騒な笑みに染めた彼は、私をフィデリオ氏に紹介してくれたヘンゼル氏であった。

「おはようございます、ヘンゼルさん」

「よぉ、精が出るなぁ〝金の髪〟」

　久しぶりに顔を合わせた彼に挨拶してみれば、なんだか妙な呼び方をされた。

「金の髪って……見たまんまじゃないですか。なんですかそれ」

「なんでぇ、知らねぇのか？　お前さんのこったぜ、若ぇの。市井じゃ〝金の髪のエーリヒ〟って、ちぃたぁ名前が通り始めてら」

　なんのこったいと思って聞いてみれば、見た目そのままじゃねぇかと思った呼び名はヘンゼル氏のセンスによるものではなく、市井で勝手に通り始めた私の名前であるらしい。

「〝金の髪のエーリヒ〟と〝音なしのマルギット〟と言やぁ、冒険者界かい隈わいでも少し知られてきたもんだ。俺も無意味に酒場に入り浸ってる訳じゃねぇんだぜ？」

　しかし、いつの間にやら揃そろって通り名が付いているとは。これといった凄すごい仕事を成し遂げたという訳でもないのだが。

　毎度のごとく雑役人夫めいた仕事をこなし、二度ほどロランス組から誘われて護衛仕事の頭数を足す面子メンツになったくらいだ。本来下の階級が上の階級の仕事を受けることはできないが、適正階級の者から誘われれば参加できるので、少しお手伝いしてきたのだ。

　とはいえ、それも簡単な仕事で大した手間もなく終わっている。決して噂うわさされるような成果はないのだが。

「なぁに、実直で真面目に仕事を熟すってのが一番通りがよくなるもんさ。問題も起こさねぇで名前が通るってことを誇りな。誰の伝つ手てでもなく名が轟とどろくことほどの誉れはねぇよ」

「はぁ……なんだか実感は湧きませんけど。悪漢の一〇や二〇を蹴散らしたとかなら納得もいくんですが」

「そりゃ冒険譚たんの聞き過ぎってもんだ。世の中は詩に詠うたわれるほど戯曲的にできちゃいねぇのよ」

　厚い胸板を震わせて笑うヘンゼル氏であるが、かくいう彼の足下には大仰な旅支度が転がっていた。

　中身を沢山飲み込んで膨れ上がった背はい囊のうが一つに紐で肩に引っ担ぐ雑ざつ囊のうが二つ。重厚な鎧よろい櫃びつは勿もち論ろん、布にくるまれた巨大な得物は言うまでもない。

　荒事前提の冒険に赴く支度と共に訪れた目的は一つであろう。

「で、俺らは何い時つ、新しいフィデリオの愛まな弟で子しに紹介してもらえるんだ？」

「おっと、忘れるところだったぜ。坊主、紹介するぜ、我等らが親愛なる聖者の一党だ」

　荷物の脇からヒョコッと出て来たのは、若い鼠人スチユアーツの男性だった。小鬼ゴブリンと同じく子供と変わらない矮わい軀くに鼠ねずみめいた耳と尖とがった顔を持つ亜人種は、斥候なのか体にぴったりと張り付く服に帯で沢山の小物入れを括くくり付けている。

　今の今まで気配に全く気付かなかった。殺意を向けられたら別かも知れないが、遠巻きに見られているだけならば存在を最後まで知ることなく終わってしまっただろう。

　実に凄すさまじい使い手だ。

「コイツは見ての通りの鼠人スチユアーツ、我等の先導役、風読みのロタルだ」

「お初にお目に掛かります、ロタル殿」

「おう、よろしくな。ま、ヘンゼルは大仰に二つ名を嘯うそぶくが、俺の名前なんざ英雄譚にも殆ほとんど出ねぇ。目立たねぇのがいい斥候だってのはあるが、ちぃと気張り過ぎたかね」

「目立つのは好きじゃねぇ、って取材の度に姿を消すお前が悪ぃ。詩に詠われたいなら、もうちっと詩人への奉仕とか愛想ってもんを憶おぼえな」

「んなもんで商売が成り立つなら、こんな仕事してねぇよハゲ」

　ハゲてねぇ、剃そってんだ、というヘンゼル氏の怒りを軽く受け流した斥候は、中庭の扉から酒房を覗のぞいて声を掛ける。

　すると、首だけがひょっと出て来た。

「何？」

　珍しいことに、こっちに来て初めて目にする女性の長命種メトシエラであったが、更に珍しいことに彼女の肌は薄い褐色であった。

　いわゆるダークエルフ的な外見ではあるが、単に出生地によって肌が異なるだけで生物学的には全く同じ長命種メトシエラで、本人達も殊更区別はしていない。我々が肌が白かろうが黄色かろうがヒト種メンシユとして一括りにされるのと一緒だ。

　褐色の肌と墨色の髪が艶なまめかしく、切れ長の目を眇すがめて更に細くした外見は異国情緒溢あふれる美人そのものなのだが……口から魚の尾っぽをはみ出させていたら、造形の美しさなど完全にすっ飛んでしまう。

「何もへったくれも……お前、物食いながら出てくんなよゼーナブ」

　呆あきれたようなヘンゼル氏からの指摘にもごもごと口が動いて魚の尾が消えていったが、口の端には刻まれた韮葱ポワロがくっついたままなので残念度合いは薄まらない。

「仕方なかろ。離れた、しばし、シャイマーの酢漬け遠のく」

「だからってオメェな……」

　一度頭が引っ込んだのは、座席から立つためか。しかし、片手の酢漬けが載った小皿を手放すことなく、すらりとした長身の長命種メトシエラは咀そ嚼しやくを止めもせず中庭に現れる。

「けぷ。妾わらわはバッサームの二人目の、カスィームの孫ザイナブ。フィデリオ、魔導で助くもの。よしなにの」

　隠しもしないゲップはさておき……抑揚、そして微妙な訛なまりからして南方大陸の出身だろうか。帝国語は助詞が複雑なので、そこを省いて話そうとするのは実に異人さんといった感じだ。

「ゼーナブ、その酢漬けを俺に近づけんなつってんだろ……鼠人スチユアーツの鼻にはキチィんだよ」

「異なこと。鼠人スチユアーツ、傷んでようと食えようぞ。酢の臭いがなんであろ」

「食えるのと好きなのは違ぇんだよ！　どいつもこいつも鼠人スチユアーツとみたら乾酪チーズを勧めやがってからに……」

　かなり高貴な雰囲気だが、立ち振る舞いも交わす言葉も下町に馴な染じみ過ぎている。それにザイナブという名前が帝国語的には慣れないからか、意識しないとゼーナブと聞こえてしまうが、彼女は指摘することもなく受け入れているようだ。尊い血筋なら歩きながら物を食ったりはすまいし、名前の間違いなど断固として許すまいから、以外と普通の人なのか？

　声は涼やかだが低く通り、魔法使いというよりも戦士のような趣がある。温帯の民族衣装である足や胸元を大きく露出した絹の衣服は、これから冒険に出るような風情ではないけれど、高位の魔法使いなら問題ないのだろう。

　いや、感覚的には舞台で曲剣でも持ちながら踊っている方が似合いそうなんだけどね。

「コイツは珍しいモン食いたさで帝国まで流れてきた変人だ。フィデリオの冒険にくっついていくのも、キワモノを倒した時に食えるからなんだよな」

「無肢竜、妾が狙っていた。されど、遅れた。惜しかりし」

「ま、お前さんも何か珍しいモン捕まえたら斡あつ旋せんしてやりな。食い物に関しちゃ金に糸目を付けねぇ女だから」

　どうやら相当な変人であらせられるようだ。まぁ、フィデリオ氏の一党で戦力になり、観光客あしでまといにならない時点で達人であることは前提みたいなもの。そして、この界隈冒険者で高レベルとなれば、多少ネジがぶっ飛んだ属性が生えているのは当たり前だからな。

　むしろ、普通の人であれば、どっかがぶっ壊れているとかこの世の理から片足をはみ出していると形容される領域に達する前にイカレてしまう。食い道楽くらいなら、まだまだ普通の領分であろう。

　とはいえ、無肢竜……あれを食うために退治しようと、噂を聞いてこっちまで来ていた時点で奇人としては一等級だが。てか、食えるのか？　あれって。

「お前達たち、迷惑になるから中庭で騒がないでくれないか」

　鍛え上げた肉体の大きさが噓うそのような静けさでフィデリオ氏が戸口にやってきた。彼も着古してはいるが上質な旅装を纏まとっており、手には冒険仕度が整えられている。そして後ろには荷物を抱えた女将おかみさんの姿もあった。

「おう、悪い悪い、見込んで連れてきたのが有名になると面白くてな」

「同業としちゃ見逃せめぇ。話題の音なしがいなかったのは、ちと残念だが」

「君らね、その楽しみ方は言っちゃなんだが趣味が悪いよ。改めた方が良いとずっと言い続けているけれど」

「言ってくれるな相棒よ。若人が輝く姿ってのはいいもんだぜ？　もう稽古の一つもつけてやってんのか？」

「だから僕も色々と忙しいんだよ。特に今回の遠出の下準備は大変だったしね」

　口調こそ責めるようだが気心の知れた友人らしく、四人の間にとげとげしい空気は全くなかった。仕方ないなと諦めているというより、受け入れてしまっているとでも言うべきか。

　いいねぇ、こういった熟練冒険者の友情。出会ったばかりのパーティーの初々しい反応も良いが、長く連れ添った面子だけが得られる固い信頼の素晴らしさよ。

　ガチガチの神官型前衛と攻撃的な前衛、そして中衛もできそうな斥候に魔法使いが一人。編成も素晴らしい。四人で旅をする中で実に安定しているだけではなく、懐かしさすら感じるじゃないか。

　うん、打ち合わせ不足で自己紹介したら「……誰も学者セージ技能持ってなくない？　魔物知識判定は？」とか「あの、誰が先制判定とるんですかコレ？」となることもあったから、均整が取れていようがなかろうが懐かしさを感じたであろうけど。

　暫しばし一党のやりとりを憧れと共に眺めていたが、懐かしさを感じるのは何も集団の構築だけではないようだ。

「ま、時間は掛かったよな。下見に情報収集に装備の用意に……ったく、俺だけ忙し過ぎじゃねぇか？　分け前増やせよ」

「妾、金はいいので、良い部分を」

「お前、食うつもりなのか……？　いや、迷宮ともなると何が出てくるか分からんけどよ」

「常識的な範囲にしておくれよゼーナブ。流石さすがの僕も手足が二本ずつ生えてる物だと止めるからね」

「貴公、妾を何と心得る」

「雑食のゲテモノ食い」

「食欲の権化」

「好奇心の塊」

　失敬なと仰おつしやりつつも小皿に残った酢に指をつけて、惜しむように残ったタレをなめている姿では何の説得力もなかった。

「いよいよ出立ですね」

　この本番前の雑談が弾み過ぎて横道に逸それる雰囲気、懐かしいなぁ。とはいえ、いつまでも浸っていられないので私から話を進めることにした。

　元々知っていたのだ。フィデリオ氏が冒険のために遠出する日は。だから態わざ々わざ休養日なのに早起きして、見送りを逃さぬよう中庭で体を動かしていたのである。

「ああ、暫しばらく空けるから手伝いは任せるよ」

「はい、存分に冒険を楽しんでください。新しい冒険譚が詠われるのを楽しみに待っていますよ」

　純粋な気持ちで期待を声にしてみれば、フィデリオ氏は大層微妙そうな顔をして、逆に一党の面々はそれぞれのやり方で愉快だと表現する。

「こいつぁ目立つのが好きじゃねぇからな！　だが、特大の手柄首をひっさげて帰って来てやらぁ！」

「おい、ヘンゼル、また脚色して詩人に話すのはやめてくれたまえよ。僕に関する大仰な詩の責任は大半が君にあるんだからな」

　互いを肘でドツキながら文句を言い合う二人の背には、隠しきれぬ興奮がありありと滲にじんでいた。擬音を振るならうきうき一択といった風情。

　まるで我が子を見守るような表情で微笑ほほえむ女将さんは、幾たび冒険に出かける夫を見送ってきたのだろうか。

　気配を感じて目線を外せば、女将さんの足下にはマルギットもいるではないか。彼女も荷物運びを手伝っていたのか、抱えるようにして大きな雑囊を持っている。

　まいったな、寝床を這はい出した時はぐっすり寝ていたのに。知らぬ内に起き出して女将さんを手伝っていたのか。なら、私も運動するんじゃなくてお手伝いすべきだったか。

　今気付いた私に呆れたように微笑む顔には、修行が足りませんわよ？　とありありと浮かんでいる。

「おっ、薄い気配だと思っていたが、やっぱいたのか。なるほどなるほど、こいつぁ中々……」

「ロタル、興味を抱くのはいいが、後にしてくれ。もう時間も押してる……だろう？」

　ロタル氏はマルギットの気配をしっかり察知していたようだ。ううむ、熟練度も貯たまってきたし気配探知系を伸ばそうかな……。かといってリアクション系に振り過ぎると肝心の攻撃が弱くなるし悩ましい。暫く魔法に振る予定がない以上、戦闘力も伸ばしたいけれど、やっぱり交渉系も今一押しが欲しいので難しい塩あん梅ばいだ。

　見送りは勝手口までとなった。ぞろぞろと門まで大勢で連れだって目立ちたくないとのことで、我々はここまでだ。

　私達も、いつかこんな心躍る冒険に出られるようになるのだろうか。

「じゃ、気をつけてね、お前様」

「ああ、必ず帰ってくるよ」

　身を寄せ合って互いの頰に唇を寄せる夫婦。そして、女将さんは懐から燧すい石せきを取り出し、数度打ち合わせて火花を散らした。

　厄やく除よけの切り火だ。火は神聖な物であり、陽導神の長子たる火の神の分け身。悪あしき物を祓はらう火を生む種は、その旅路を守ると信じられている。

　様々な思いを背負って旅立つ冒険者の背は、昇る曙しよ光こうを受けている以上に眩まぶしく映る。ああ、私もいつか、あんな背中を見せられるようになりたいと強く思った。

　この見たままの通り名が、その一歩になれればいい…………。





【Tips】厄除け。信仰する主神によって異なるが、有名どころでは陽導神の信徒が燧石で火花を起こし、夜陰神の信徒は一晩月に晒さらして清めた水を飲ませ、豊ほう穣じよう神であればその年に穫とれた小麦をひとつまみ振りかけるといった、神にゆかりをある物を用いて加護を祈り、旅や仕事の安全を願う。
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　常に無音で動き、目を引く相方の陰から気付かれることなく現れることより〝音なし〟と囁ささやかれる斥候の乙女は珍しく単独行動を取っていた。

　特段の理由がある訳ではない。相方の少年が馬房へ馬の世話に行ったからだ。人に任せっぱなしにしていると臍へそを曲げてしまうからと足あし繁しげく通っている彼だが、小さな体では然さ程ほど役にも立てないため、休日の午後を蜘蛛人アラクネの少女は自由に過ごしていた。

　夕飯に使えそうな物を求めて市場を彷徨うろつき、時に露店に並ぶ異国の装身具を眺めて時間を潰す。

　今日は少しだけ良い物が見つかった。泪なみだ形に整えられた青い玻璃色ガラスの首飾り。元々は酒杯だったものが割れてしまったがため、現地で装身具に再加工されたもので、値段は安いが帝国では見られない色合いが実に美しい。

　銀貨一枚は見た目通りの子供であれば手に取るのは難しいが、多くの副収入があった少女には安い物だ。

　かといって安易に手に取る訳ではない。長く楽しめるか、簡単に壊れてしまわないかをきちんと確かめてから財布を開く。ついでに気にならない程度の傷や欠けがあれば、店主に指摘して値を下げさせることだってできるのだから。

　陽ひに晒して見たところ、色合いが変わり複雑な光が彼女の顔を染めた。それは、マルギットが運命を共にする少年の期待に輝く瞳とよく似ているではないか。

　淡く透き通った碧あおい光を一目で気に入った蜘蛛人アラクネは、値切ることもせず首飾りを買うことにした。

　少しお洒落しやれした時、首下を物騒な大たい狼ろうの牙で飾るより相応ふさわしいと思ったのもあるが、何よりも色が気に入ったのだ。

　あの少年と同じ色で首を飾る。意味深長な行為に軽い興奮を覚えつつ、少女は店主へ気前よく銀貨を手渡す。そして、さっそくそれで首下に彩りを加え、上機嫌で街路を歩いた。

　混雑した街路も慣れてくれば小さな身が人の間を縫って歩くのは容易たやすい。元より入り組んだ森の枝葉を分けながら樹上を移動してきた彼女だ。コツさえ摑つかめば、分かりやすい二本足の林など平野を散歩するのと変わらない。

　さて、良い買い物ができたからどうするか。飲み物と軽く摘つまむ物でも買って、馬房で油まみれになっているであろう相方を労ねぎらいに行こうかなどと考えていると、背筋に嫌な気配が走った。

　獣の暴力的だが澄んだ殺意ではない。時に相方が発する刃のような冷たい気配でもない。

　粘質で悪意が絡む、人だけに放つことができるねっとりとした害意。

　乙女の思考は瞬く間に狩人かりゆうどのそれに切り替わり、錬磨された肉体は一瞬で闘争の反応を見せる。

　蜘蛛人アラクネ、それも蠅はえ捕とり蜘ぐ蛛も種の蜘蛛人アラクネを矮わい軀くと侮ってはならない。彼女たちの小さな体には驚くべき瞬発力が秘められており、瞬発力に秀でるということは〝一瞬であれば絶大な力を発揮することができる〟ということなのだから。

　無遠慮に肩に添えられた手を摑み、あらん限りの力で指をねじ上げた。

　汚い悲鳴に混じる、骨がへし折れ関節がねじ切れる嫌な音。狩人は振り返る動作に合わせて更に捻ひねり上げ、無礼の対価に指だけでは足りぬと手首と肘の関節も痛めつける。

　蜘蛛人アラクネの戦いくさ人びとに代々伝わる護身術だ。上背で勝る相手の下方を自然に占位するという一見不利とも思える有利を活いかし、手首を強引に返した上で上方へ捻り上げる。

　無粋に触れた相手は逃げようと手を引っ張るが、万力もかくやと締め上げる握力から逃れる術すべはない。なんといっても彼女は蜘蛛人アラクネ。時に自身の何倍もある相手に摑みかかりながら短刀を振る狩人にヒト種メンシユの貧弱な膂りよ力りよくでどうして抗あらがえようか。

　痛みに悶もだえ、手を引き剝がそうとする動きの中で狩人は相手を正確に観察した。

　汚れ放題の襤ぼ褸ろを着たヒト種メンシユの暴漢は、見み窄すぼらしい髭ひげとすきっ歯からして大した稼ぎもない有り触れた無法者。単なるスリか冒険者かまでは分からないが、手を引き剝がそうとした左手から短刀がこぼれ落ちたことからして真っ当な目的で近づいてきたわけではなさそうだ。

　狩人は最大の握力が長くは続かないことを――もって一〇秒未満――分かっているため、相手の姿を確かめると手を放し、落とした短刀を拾い上げて素早く足を蠢うごめかせ離脱に入る。

「あっ！　てめっ、待てクソガキ！」

「いてぇ！　いてぇよぉ!?　俺の手ぇ!?　畜生、うごかねぇ!?」

「クソ！　お前、そこでまて！　俺、追う!!」

　逃げる狩人を追いかける者が二人いた。どちらも撃退された男と似た風体をしており、手にズタ袋や縄を手にしていることからして徒党を組んで〝攫さらいに〟来たのだろう。

　この人混みであるなら上う手まく口さえ塞げれば、ドサクサに紛れて人を一人拐かどわかしても足取りを摑みづらいという目付は悪くない。動きも実際手慣れており、ただ彼女を〝金髪のオマケ〟と侮ったことが唯一の落ち度と言えよう。

　全く難儀なことになった、と蜘蛛人アラクネの狩人は忙せわしなく行き交う足の林を潜くぐり抜ける。後ろで「どけ」だの「邪魔だ」だのと不格好に人を押しのけながらジタバタ藻も搔がく二本足共を嘲あざ笑わらうように。

　このまま撒まくのも難しくはないが、良くも悪くも彼女は目立った。マルスハイムには蜘蛛人アラクネが思いの外多くないのだ。追いかけられ続けるのも、万が一市街地で複数人を相手にするのも好ましくない。

　負傷の危険に対して得られる物が全くないのだ。

　薄汚い悪漢を数人ノした所で名声が高まるでもなく、待っているのは面倒な取り調べくらいのもの。むしろやり過ぎれば的外れな恨みが加速するばかり。馬鹿みたいに暴れ回って怒られるより、別の方面で利用した方がずっと賢い。

　すっトロい二本足で人混みに溺れるように走る敵手から人混みを縫って逃れ、狩人は事態を良い方へ回すため次の一手を打つ。

「あっ、助けて！　助けてちょうだい、衛兵さぁん!!」

　自分でも少しどうかと思うくらい作った声を投げかけたのは、暇そうに市場の入り口に突っ立っていた立りつ哨しようだ。童女めいた愛らしい悲鳴を聞き、勤労意識には欠けれど、職業意識はきちんと持ち合わせていたらしい衛兵諸氏は警けい杖じようを手に立ち上がる。

「あのおじさん達たちが！　短刀を持ってあたしを襲うの！」

　すっかり舌に馴な染じんだ宮廷語をやめて、精一杯可哀かわい想そうな女の子といった調子の声を上げれば、義憤に駆られた衛兵達は直すぐに仕事へと取りかかる。

「なにぃ!?」

「待たんか貴様！　止まれ!!」

　慌てて踵きびすを返して逃げる悪漢と、追うため警笛を鳴らして人混みをかき分けて突き進む衛兵。普段仕事をしない面々も、目に見えて危険に見舞われた相手を救おうとするくらいの良識はある。

　大丈夫かと衛兵の一人に庇かばわれながら、狩人は二つの思考を巡らせた。

　一つは、この見た目はやはりある意味では便利だなという打算的な思考。涙ぐんで悲鳴を上げれば、一〇割相手が悪く見えるのだから使い勝手がいい。仮にこの光景を相方が見ていたら、社会戦補正が高すぎると背を震わせたことであろう。

　二つは、真面目に仕事をした立哨からして、相手に〝鼻薬〟を嗅がせてやるほどの力はないということ。

　もしも相方が話していたような大きな組織全体が敵に回るなら、この立哨は仕事をしなかっただろう。良くも悪くもマルスハイムというのは、そういった場所だからだ。仮に目の前で誰かが攫われようが、刺されようが後ろから手が伸びていれば立哨は何もしない。

　知らぬ人間の命や幾らにもならぬ職責なんぞより、ついうっかりで地面に転がされる銀貨の方がどうあっても価値があるからだ。

　折角の午後を邪魔されたのは業腹だが、これはいいことを知れた。

　早速相方を迎えに行き、教えてやろう。

　そして、沢山心配させて甘やかして貰もらうのだ。対価として妥当な報酬を受け取れることを考えると、いっそすがすがしいまでの噓うそ泣きに磨きがかかるのであった…………。





【Tips】賄賂は何ど処この都市でも有効だ。ただし、十分な給与と〝名誉〟によって武装した大都市の衛兵は除く。






　腸はらわたが煮えくりかえるという慣用句を我が身を以もつて味わうことになるとは思わなかった。

　持っていた木製の酒杯が軋きしみ、中身が漏れ出しそうになる。

　ああ、私はどうにも迂う闊かつなことが多いが、今回は本当に悪手だった。

　マルギットの強さを信頼して暢のん気きしていた節はあるとも。正直、縛りルールなし、遠慮無用の一対一の殺し合いなら、最初の反射判定リアクシヨンに失敗したら私を殺しうる強者なので安心していた。

　ただ、実際に襲われたと言われてしまえば、あまりの不ふ甲が斐いなさに腹を搔かっ捌さばきたくなってくる。

　いやさ、まず私ではない。奴やつ儕ばらどもを狩り出して手足の一本などでは生ぬるい、そっ首を街路に連ねて……。

「落ち着きなさいな。物騒な考えが殺気に滲にじんでいらしてよ」

　激情に震える手に、そっと小さな手が添えられた。机を見つめていた私の視界へ、彼女が強引に身を乗り出して入ってくる。

　勝手に一人で暴走するな、と叱るように。

「ご覧の通り、毛筋ほども傷を負っていませんことよ？　衛兵さんからあめ玉まで貰いましたもの。ねぇ、落ち着きなさい、エーリヒ」

「だけど……」

「貴方あなたが考えていることくらい、私に分からないと思いまして？」

　鼻先同士が触れるほどの間近で琥こ珀はくの瞳に見つめられると、息を吞のんで次の言葉を吐き出すことができなかった。

　彼女は巣を張る蜘く蛛もではないのに、搦からめ捕られたかのような感覚に陥る。視線という触角を用いて、脳髄を浚さらわれているような錯覚。これはあれだろうか、嫌になるほど死にまくり、狂気に陥ったシステムで蜘蛛の神格が好きだったから湧いてくる印象か？

「で、怒りにまかせて剣を抜いて、得られる物がありまして？　一瞬スカッとするだけのことに、辻つじ斬ぎりに近い汚名は見合うとお考えで？」

「いや、それは……」

「それに、ここ暫しばらくでちょっかいをかけてくる覚えは幾つもおありでしょうに。コイツらかもしれないなぁ程度の相手を〝とりあえず〟で当たりが出るまで斬り殺し続けようとでも？」

「え、ええと……いや、でも」

「もし仮に……私が汚されていたとして、それで見合うと考えているならお笑いぐさでしてよ？」

　一瞬思考をやるだけで死にたくなることを宣のたまいながら、マルギットは冷めた笑いを作る。男って馬鹿ね、と女性が作る特有の冷笑だ。

「汚されたとしたら、貴方が責任を取ってくれればいいんでなくって？　阿あ呆ほうの首を並べられたってね、女は嬉うれしくもなんともなくってよ？　その辺り、おわかり？」

　ちょっとよく分からないけれど、ここで素直に言うほど知性ＩＮＴが低くないつもりなので首を縦に振った。まぁ、確かに下手人に痛い目を見せるだけで責任を果たしたかと問われれば、確かに否だとは思うし。

「ねぇ、貴方は何になりにこんな西の果て、エンデエルデくんだりまで来たんですの？　安っぽい犯罪者？　辻斬りの汚名を受けて逃げ回る札付き？」

「……冒険者」

「そうですわね。なら、もっと賢い方法を思いつきませんこと？」

　問われ、深く息を吸う。そして一言断って、懐から煙管きせるを取り出し一服つけた。

　選んだのは愛飲している精神を平静に保つ効能を持つ葉。ゆるゆると肺に煙を溜ため、怒りで脳に空いた空隙に流し込み冷静さを手招きする。

　マルギットは良いことも教えてくれたじゃないか。

　まだ漂流者協定団全体が敵に回った訳じゃあない。精々、小さな縄張りを占めている……いわば組頭レベルの小者が私に目を付けたに過ぎない。

　なら、教えてやれば良い。

　喧けん嘩かを売った相手を間違えたことを。

「ありがとう、マルギット。冷静になれたよ」

　剣を抜くのは容易いとも。私であれば、本気を出すまでもなく下っ端ごときが群れようが容易く斬って伏せられる。それだけの鍛錬と経験を積んできた自負はある。

　されど、怒りにまかせて吠ほえたくり、分別もなく嚙かみつくだけなら躾しつけの為なっていない犬にすらできる。

　思い出せ、私は誰の薫陶を受けてきた？　あの悪辣なる長命種メトシエラの下で何年働き、何を仕込まれてきた？

　側そばで仕えるということは、その一挙手一投足を学び取ることにも繫つながる。笑顔で毒を吐き他人同士を食い合わせて利権をかすめ取る腐れ外道の手管を幾度見たか。

　私の手駒は少ないので、ああも上手く動くことはできないとも。

　それでも、脳内筋肉率を一二〇％にして、全ての交渉を〈肉体〉で判定しないで片付ける賢さは見せられるはず。

「賢くいこう。流す血は最低限の方が良い」

「大変結構。それでこそ、ですわね」

　第一、暴力は全てを解決してくれるけれど、選ぶ解決手段としては最後の最後だ。縺もつれた紐ひもをスパッと斬り飛ばすのは爽快やもしれんが、残念ながら切断された紐は二度と使うことができなくなる。

　短慮を起こしてアレクサンドロスの真ま似ねをしたところで、彼並みの権力がなければ却かえって縄の持ち主を怒らせるばかり。

　なら、冒険者らしくいこう。

　情報を集め、敵を追い詰め、決定的な証拠を突きつけて頭を下げさせる。

　その上で頭を垂れるのが嫌だと仰おつしやるなら、喜んで〝最終的かつ絶対的な解決手段みなごろし〟に打って出るだけである。

　どうやっても解けない意地悪な問題を出して悦に入る出題者はぶん殴るに限る。したり顔に一発ぶち込んで、これ拳骨に対して解答はあるかと問い返してやるのだ。

　まずは敵を見定めるところからだな。何とも因果なことに私達は今日に至るまで、三つの冒険者氏族から目を付けられており、その何いずれもが下っ端止まりと割れている。

　都市で幅を利かせている狡こう猾かつな連中揃ぞろいとくれば、別の組織が襲撃を企てたと偽装することだってあり得るのだ。

　ヤクザも昔に使った手である。それこそ自分で殴ったら拳が痛いから、公権力という鉄拳でぶん殴って貰おうなんて考えはどの時代でも手て垢あかが付く程に使われていよう。

　万一しくじった時の保身を考えるのは前提だ。アグリッピナ氏だってやっていたもの。失敗したらしたで、誰かの不和を煽あおるような絵図を下に敷いておくことくらい。

　もし、それさえしていない簡単な相手なら、深読みし過ぎましたねと一ひと頻しきり笑って、正しく喧嘩を売り直すだけのこと。

　冒険者なんて仕事は性悪なＧＭゲームマスターと口プロレスをしながら腹を探り合うものなのだから、疑って疑い過ぎってこたぁない。王道だと思っていたら意表を突くこともあれば、今時こんな捻ひねりのない話やる!?　と驚かされることもあるのだから。

　さてと……とりあえず、一番怪しい連中から当たってみるとしようか。

「マルギット、君を狙った連中は捕まったんだっけ？」

「ええ。衛兵さんが一人捕まえてくれましてよ。その時は小さい子のフリをしたので、お嬢ちゃんは安心して帰りなさいと言われてしまいましたけれど、襲われた側として話を聞きに行くことはできるんでなくって？」

　しれっと恐ろしいことをする幼おさな馴な染じみだな……。詳しいことを知らない人の前で口論すると一〇割相手を悪いことにできそうなスキルを天然で持っていると認識させられると、あらためておっかねぇ。こういった交渉技能の方向性があるシステムもあったな、たしかに。

　では、魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする東京よろしく、まずは露骨に怪しい点から潰し、手に入る限りの証拠を吟味し真相を探ろうか。

　しかしまぁ、よもや地の果てに来てまで都市の影を走るシヤドウランような話になろうとは。

「じゃあ地道にいこう。そして確実に後悔させる」

「ええ、そうですわね。今後の平和な仕事のために」

　しかし、どうにも時期が悪い。冒険者関係のいざこざに詳しそうなロランス氏は、折悪くご贔ひい屓きから大規模な護衛の依頼がどうのこうので出かけており、塒ねぐらは殆ほとんど空だ。大先輩たるフィデリオ氏も不在となると、この都市で使える強力なコネクションはなくなったに等しい。

　ま、最初から先輩におんぶに抱っこで話を終わらせようとするな、という初心者冒険者への啓示だと思って諦めよう。助けてくれと話を持って行くにしても、誰がどう悪かったかを説明もできないなんて、格好悪いを通り越して無様極まる。

　格好好いい冒険者を目指す以上、斯か様ような醜態は何があろうとも晒さらせんよ。

　動かせる財布の中身、そして蓄えた熟練度に対してそろばんを弾はじき、私は目一杯悪い笑みを作ってみせた…………。





【Tips】金で動かせるのは友好的な組織に限った物ではない。金で人を動かす者は、時に敵の金で動きもするのだ。






　悪巧みは暗がりにて頭巾で顔を隠し、如い何かにもといった風情で行われる物と相場が決まっている。

　物語の中においては、だが。

　二人の男が酔客にて賑にぎわう酒房の中で対面していた。壁際の奥まった卓にて向かい合い、酒やつまみを挟んで普通に振る舞っている。

　その席に収まっているのが至極当然といった風貌だ。入り口に近い下座には古着だが襤ぼ褸ろではない服を着た中肉中背のヒト種メンシユ男性が座り、そして上座側には優男風の少し仕立てが上等な服を着た男が座っていた。

　強いて奇異な点だけを論あげつらうなら、上座の男が帝国において地下では人口が多いとはいえない吸血種ヴアンピーレであることだろうか。

　さりとて、かつて貴族として権勢を誇ったものの、失態を犯したり貴族社会に嫌気が差して野に下った吸血種ヴアンピーレの家系も少なくないため、多くの人種が集まる大都市では希少動物という程でもない。

　とある金髪に言わせれば、精々「梅田ハブ駅を歩いていて東欧人と遭遇する程度」の珍しさといったものなので、客達たちも長い牙と血色の瞳におやっと思う程度であった。

「いやぁ、今回の取引は大変だったようですね」

「え、ええ……すみません……ご迷惑をおかけしたようで」

　交わされる会話も剣けん吞のんな物ではない。下座の者が脂汗を搔いて萎縮していることも、上座の男が笑みを浮かべながら尊大に振る舞っているのも、格好からして単なる商人が仕事上がりに一杯やりに来たようにしか見えない。

　これを疑うのであれば、それはもう何かの病気だと言ってやりたくなるくらいの埋没度合い。たとえ隣の客が同席者の中座によって一時会話に耳を傾けたとて、何の興味も抱かぬであろう〝普通〟さが漂う二人。

　だが、その実、二人の会話は極めて剣吞かつ悪徳に満ちたものであった。

「いえいえ、大した労ではありませんでしたよ。ただ……ご自身の懐で収めたい気持ちは十分に理解しますが、これだけの損失となるとね」

「ま、誠に申し訳ございません。ただ、お手を煩わせるほどのことでもないと……」

「仕入に失敗し、納入元だけではなく運送会社にも迷惑をかけたとあれば、私も挨拶をしないと無礼にあたりますのでね。今後は失敗しても、恐れず報告を上げて貰もらいたいものです」

　ちんけな下請け商人を酒の席で上役が虐いじめているような一幕であったが、その実、ごく普通の会話を装って非常に剣吞な会話が繰り広げられている。

　誰も推察できぬであろうが、この二人はとある組織に属しているのだ。それも、とてもではないが陽導神おてんとさまに顔向けできないような組織に。

　犯罪のコツとは、犯罪であると露見しないこと。知られねばそもそも通報もされず、探られれば激痛必至の腹に手を突っ込まれることもない。

　街の中でどうでもよさそうな身分に扮ふんして動くのが彼等らの常であり、下っ端を取り纏まとめる者達が一見でそう疑われぬよう振る舞うのは最低限の条件ともいえた。

「損失が大きかったですからね。帳簿を預かっている身としては、まぁまぁ痛かったとも言えます……今後、この件は私を通して上で預かりますからね」

「……は、はい……承知……しております……」

　誰も耳を傾けぬ会話の中に下座の男が苦く悶もんを隠して身み動じろぎした。背中にはじっとりと皮膚を滴る脂汗が滲にじみ、同時に掌てのひらには屈辱のあまり強く握り過ぎて爪が食い込んで血の玉が浮かぶ。

　それ程に耐え難い非難であるのだ。

　裏の世界に身を置く者にとって、面子メンツの重みは貴族と変わらぬ。一度舐なめられた途端に自らの浮沈は疎おろか、生死を左右するという点において全く劣ることはない。

　よくてしゃぶり尽くされて骨になるか、玩具おもちやのように弄ばれて骸むくろをドブに浮かべるか。

〝そういった趣味〟でもない限り、必要がなければ暴力も振るわないし殺しもしない貴族と違って、裏社会の者達は残酷だ。一度転んだ者に対する扱いは酷ひどく悪くなり、下げ剋こく上じようが簡単に起こる。

　失敗したら次の日には使いっ走りとしていた者に命乞いをせねばならない世界において、大きな失敗を自分で取り繕おうとして更に失敗した際の損害は凄すさまじい。

　こと面子を穢けがした相手への報復にしくじったことが上に露見したならば、要求されるケジメはあまりに大きい。

　これが相手に責任を取らせた上で体面を保っての報告であれば、拳の一発で済んだだろうが、失敗したとあればどうなるか。

　想像するだに恐ろしい結末が待っている。

「うーん、ただ一度失敗した手前、直すぐに挨拶に上がっても先方はいい顔をなさらないでしょうしねぇ」

「はっ、まぁ、それは……」

「たしか、新しいお客様は他の商家とも取引がありましたよね？」

　ネタは上がってるんだぜ、と商売人らしい言葉に包んで投げつけられる脅しと当て擦こすり。吸血種ヴアンピーレは配下を弄ぶことを露骨に楽しんでいた。

「なら、そちらに紹介して仕事をして貰うとしましょうか。幾つか仕事をして実績を積んでからの方がやりやすいでしょう」

「よ、よろしいので？　つけあが……ごほん、一度受けた仕事は自分達で片付けて信頼を取り戻すべきでは……？」

「商売ですから、結果さえ伴えば良いのですよ、結果さえね」

　賽さいの目さえ出てしまえば、刃物を盾に丁を半だと言い張るのが裏社会だ。繕いようなど幾らでもある。

　欲しいのは行政府と違って、自分達が首を高く吊つるすことではない。

　跳ねっ返りが誰かの怒りに触れてドブ川に浮かんだ。それさえあれば、あとは口さがない連中が勝手に恐怖を振りまいてくれる。

「では、取引先に仕事を流しましょう」

　簡単な仕事だ。火種さえ付けておけば、燃えやすい連中は勝手に燃えてくれる。特に今回は熾おき火びとなる揉もめ事ごとが存在しているとなれば、自分から火を作る必要すらない。燻くすぶっているところへ、ちょいと薪まきを足してやるだけで良いのだから。

　しかし、彼等は一つ忘れていた。

　脅しでボヤを起こすつもりであっても、火は人の手で完全に制御することなどできぬのだ。

　そして、それは往々にして自分達が放った火に自分達が巻かれて初めて思い出される…………。





【Tips】費用を稼いで事業を興したとしても、兼業として本業の閑散期に冒険者を続けることは珍しくもない。






　湿し気けて腐りかけた木とひっきりなしに踏まれて乾かぬ泥、風呂に入っていない人間の饐すえた体臭、そして処理が適当な屎し尿にようが混こん沌とんと混ざり合う臭い。

　端的に言って市壁外部に広がる天幕の群れは、貴族のお嬢様なら一呼吸しただけで死んでしまいそうな環境だった。

　マルスハイムは地の果てではあるものの、曲がりなりに三重帝国の行政管区州都でもあるため家賃は安くない。ごみごみとして整備が行き届いていない猥わい雑ざつな風情を湛たたえながらも、帝国の最辺境を監督する街であり、辺境伯の膝元なのだ。

　素泊まりの木賃宿を調べたところ、最も安価な――そして、相応に酷い環境――大部屋でも一ひと月つき契約で一リブラ。銀貨一枚といえば端はした金がねのようにも思えるが、それだけの金が惜しい人達だっている。最低限生きるために飯を食いたいなら、最初にケチるのは被服費で、その次が宿代というのは道理であろう。

　ここは移民や流民、ひと山当てようとして失敗した者達の吹き溜だまりだ。市壁の内部で生活するだけの金はないが、マルスハイムにへばり付きたい人間が最後に行き着く場所。

　勝手に天幕を張って無秩序に暮らしている場所だけあって、雑然としており掃除なんてされないため、酷いと表現してもまだ足りぬ。

　住民も襤褸か服か判断が付きづらい格好をしている者が殆どで、垢あかで顔が汚れて性別どころか種族すらよくわからん有様だ。風呂は疎か、真っ当な水浴びさえ何年もご無沙汰といった感じで帝都に慣れている人間からすると信じがたくもある。

　とはいえ、あそこは見み栄えの都だ。外交用に造られた街で見栄えの維持に大量の予算を投じており、貧民窟や放棄区画なんぞ存在すら許さず、風呂に入って身み綺ぎ麗れいにしない者は帝都臣民に非あらずといった街。辺境と比べるのはお門違いではあるが。

　だとしても、行政府は何な故ぜこんな制御しきれぬ場所の存在を許容しているのだろうか。街の中には整備を放り出された区画も少なくないし、治安的な意味合いで大変よろしくないと思うのだけど。

　辺境の懐事情なんぞ知らんから言えることではあるが、私ならさっさと焼き払ってしまうだろうな。南国の大統領プレジデンテをやった経験則から言わせると、貧民窟なんぞ犯罪の温床でしかないのだから、多少血税を使ったとして最低限の住居を拵こしらえる価値はある筈はず。

　さて、一体どんな柵しがらみがあるのやらと理解に苦しみながら、私達は天幕街と呼ばれる市壁外部を彷徨うろついていた。

「駄目だなぁ」

「駄目ですわね」

　が、半日方々を彷徨いたけれど、得られたものといったら汗と服に染み付いた街の移り香だけだった。

「やっぱり格好が拙まずかったか」

「ゴミ溜ためで古着でも漁あさった方が良かったかしら」

　漂流者協定団の噂うわさを聞き集め、あわよくば参加者に会おうとして色々聞き回ったのだが、これがまぁ自分達に用事ができれば出てこないこと。組合で待ち伏せしようにも一目で分かる紋章やらを揃そろいで付けている連中でもないので、溜まり場に行けばその内会えるだろうという目もく論ろ見みが見事に空ぶった。

　こりゃ本拠を態わざ々わざ訪ねて行くよりも、適当に街をブラついて寄って来た巾着切りをとっ捕まえた方が早かったかもしれんね。

「変装、変装か……そこまで得意じゃないんだよな」

「私も森の中での偽装は得意ですけれど、残念ながら市街地となると勝手が分かりませんわね」

　親しんでいた世界システムで野伏レンジヤーと斥候スカウトが区別されていた理由がよく分かる。森の中では無類の強さを誇り、あらゆる獣の気配を察知するマルギットも都市の中では殆ほとんどお上りさんだ。

　それは私も言うまでもなく、丁でつ稚ち時代は向こうから襲ってくることを前提に動いていたこともあり、人を探すのは得意って程じゃない。殺気を放たれれば薄かろうと鈍かろうと察知できる自信はあるのだけれど、こっちから探しに行くとなると勝手が分からぬ。

　創作物の記憶から引っ張り出した都市で蠢うごめく術すべを使ってはみたものの、これがまた上う手まくいかないこと。

　貧民には金より物の方が効果的というのは当たっていたが、彼等は私の想像より強したたかだった。聞き込んで知っていると言うから物を寄よ越こせば、一口で食い終えて逃げようとするし、いざ捕まえて軽くボコろうと臆面もなく知らねぇと言いやがる。

　しかも、物を持ってると分かれば集りに来るヤツはいるし、また懐に手ぇ伸ばそうとする阿あ呆ほうがゾロゾロ湧いて調べ物どころじゃない。くそ、気休めになりがちではあったけれど、裏社会技能って大事だったんだなと今になって実感する。

　聞き込みで一番大事なのは、話を聞く相手だからなぁ。活動している場所だからといって、誰もが知っているなんて甘い話ではないのは当然のことなのに。

　やっぱり、社会的背景が全く違う人間が最初から三から五人集まる冒険者の一党って便利だったんだな。大抵は一人くらい孤児とかヤクザ出身で、裏社会での判定に下げ駄たを履かせてくれていたし、場所によってはＧＭゲームマスターが知り合いがいることにしてくれたのに。

「でも、態々汚れるのも嫌なんだよなぁ……その価値があるかどうか」

「それくらいお風呂に入ればいいじゃないですの」

「あんまり汚いと公衆浴場だと普通に拒否られるからさ。それと、適当に泥で汚したって貧民っぽさが出るかどうか」

　この長い金髪をぶら下げて住所不定無職です、と名乗るのも無理があるし、切ろうにも妖精アールヴ共からの大だい顰ひん蹙しゆく不可避だから如何いかんともし難いんだよな。爪に泥を詰めたり襤ぼ褸ろに臭いを付けて誤魔化すことはできても、日頃手入れして培った艶とかは困難だ。

　それと肌もなぁ。二人とも清潔にしていることもあって綺麗なので、汚しても目め聡ざとい相手にはバレるだろう。小綺麗過ぎるのも考え物か。

「となると、もう計画Ｂベーしかないかな……」

「ええ、賛成ですわね……というより、もうそっちしかなさそうでしてよ？」

　ここでプランＢは何だ？　と聞き返されないよう、事前に対応はしている。

　まぁ、ここは言うなれば敵の本拠だ。ふらっと当て所どなく訪ねてきても情報が一切得られない覚悟はしていた。漂流者協定団は流民の集団であることからして、本拠地や活動拠点での情報統制が行き届いていることは想像に難くない。

　つまり、相当上手くやらないと聞き出せないことくらい想定済みだ。こう、口が軽いヤツとか、内心で疎んでいてついうっかり情報を出しちゃうヤツがいないかなと淡い期待をしていただけで、空ぶったからといって絶望はしていない。

　むしろ、聞き回るのは〝撒まき餌え〟くらいに考えていた。穏当に行くのが一番ではあるけれど、暴力が一番手っ取り早いと判断したらヤットウの腕前に物を言わせるのに躊ちゆう躇ちよしないのが冒険者だから。

「……私が前をやろうかな。数は全部で……六？」

「残念、前の一人は無関係なので五ですわ。じゃ、後ろの二人はお任せあれ」

「ああ、手早く済ませよう」

　ちゃっちゃと相談を終えた私達たちは、即座に行動を起こした。

　勢いよく前に飛び出しながらボロい天幕ごと破壊するつもりで〝陰に隠れていた誰か〟を蹴り倒し、マルギットは視界から消えたと錯覚するような低い姿勢で走り出す。

　近接格闘は〈戦場刀法〉の無手術の援用でしかないため、達人の目からすれば拙かろうが今や固定値の暴力と化している私であれば、余程の人外でもない限りは通用する領域に至った。

　腰を入れ、円運動を意識して下から上へ弧を描く中段蹴りが天幕の古びた布越しに隠れて様子を窺うかがっていた人物を穿うがつ。つま先が肉に突き立った感覚と、硬い物を蹴り折った生々しい感覚が足を伝い、確実な手応えとなって脳を満足させる。

　よし、これは良い一撃。多分一回くらい余分に回クリテイカってるルしている。

「かっ……」

　足を引くと同時に苦しそうな声が溢あふれ、天幕を引き倒しながら人影が倒れた。

　おや……思ったより見み窄すぼらしくない格好。天幕街の住人らしくないが、どちら様だろうか。

「てめっえ!?」

　ま、いっか。ただ遠巻きに見ているだけではなく殺気を滲にじませながら包囲してくるような連中だ。釣り針に引っかかった獲物であるなら、とりあえずタモで掬すくってから品定めをすればいい。

　蹴り足を素早く引き戻して、不意打ちを仕掛けようとしていたのに逆に不意を突かれて驚いている敵の懐へ潜り込んだ。思ったより普通の格好をしている敵は、頭を剃そり上げた大柄なヒト種メンシユ。衛生面と手っ取り早さの両立のため頭を剃り上げるのは兵士にも冒険者にも多いが、粗暴さからして公僕とは到底思えないので、一切遠慮せず鳩尾みぞおちに肘を叩たたき込んだ。

　腰を落とし、体全体でぶつかるように放つ肘打ち。右手を左手で包み込む形は、ただ肘を突き出すのではなく突進の衝撃を遺漏なく伝でん播ぱし、人体で最も硬い部位を槌つちへと変化させる。

「ごぅぉぇ!?」

　体格差があるので、自然と肘が下から突き上げる形でめり込み、何とも形容しがたい悲鳴が聞こえる。骨を通じて筋肉の硬さの向こうから柔らかな物を潰した独得の感覚が伝わり、こちらも綺麗に決まった手応え。

「おっと……」

　それと悲鳴の質から嫌な予感がして一歩横に退くと、案の定びちゃびちゃと汚い音がした。腹を押さえて体を折った彼が噴水の勢いで反へ吐どを吐いたのだ。

「わっ、わぁぁぁ!?」

　そして、最後に残った一人は逃げ出そうとしているではないか。仲間が二人、あっという間にノされたのにビビってしまったようだ。

　友達甲が斐いのない野郎だなぁ、と呆あきれつつ、ゲロを吐くのに忙しそうな男の腰に短刀がねじ込まれていたので、それを拝借して掌てのひらで弄び数回転。刃を指で挟んで投とう擲てきの姿勢に入る。

　この距離だと三回転と四分の一……くらいかな。雑なアタリで投げた短刀は回転しながら宙を舞い、吸い込まれるように男の膝の裏を新しい鞘さやにご指名した。

　あ、やべ……あの位置だと関節をぶっ壊したかもしれん。参った、再起不能な大おお怪け我がは与えないつもりだったのだが。やっぱり適当にやるといかんな。

　やっちゃったー、と後頭部を搔かいていると背後から破滅的な音と悲鳴が肩を乗り越えて耳じ朶だを揺らす。

　何事かと思えば、男が二人並んで地面に顔をめり込ませていた。

「ほんと、〝目が二つしかない〟人達のお相手は楽ですわね」

　強制的に男達をひれ伏させたのは、背後から強襲したマルギットだ。恐らく何ど処こかの天幕によじ登り――こんな直すぐ崩れそうな天幕によくぞ登れたものである――高い所から飛び降りるのが得意な暗殺者アサシンよろしく、後ろから飛びかかって地面と熱い接せつ吻ぷんを交わさせたのであろう。

　空中強襲エア・アサシン、しかも二人同時ダブルアサシン。囲んでいた筈の相手が背後から来るなんて予想もしていなかったようで、受け身も取れず顔面から行ったな。ありゃあ痛いぞ。彼女が手首に飛び出し刃リストブレードを装備していなくとも、加減していなければ普通に死ぬやつじゃないか。

　暗殺者系構築でお約束の隠おん密みつ状態に入ってからの奇襲。昔は態々副動作マイナーを消費してまでやるもんじゃねぇなと思っていたが、殆ど初動セツトアツプで隠密に入ることができる種族がやると悪辣としか思えん。

「あーあ……酷ひどいな……前歯が全滅してるじゃないか」

「そういうエーリヒこそ、手当しないと失血死してしまうんじゃなくって？」

　ほんの瞬きの間一ラウンドに五人の男が呻うめきながら転がる惨さん憺たんたる光景が作り上げられ、関係のない人間が巻き込まれては適かなわんと慌てふためいて逃げていく。

　一人は肋あばらが何本か逝った上で天幕の下敷きになって藻も搔がき、もう一人は反吐を出し切っても腹の中で内臓が躍っているのか起き上がることができず、残りは地面を血で汚しながらのた打っている。短刀を膝に受けた男は起き上がることもできずに抜こうとして痛みで失敗するのを繰り返し――下手に触らない方がいいんだけど――顔面を地面に叩き付けられた二人は鼻もやられたようで酷い有様だった。

　誰とも知らない人間を打ちのめすのは良心が咎とがめるけれど、そこは向こうも此方こちらを〝どうにかする〟のを目的に近寄ってきたのだから、お相子ってことで一つ我慢して貰もらおう。

「まぁ、直ぐには死なないから大丈夫だと思うよ。さて……じゃあ、ちょっと新しいお友達に自己紹介しようか」

　何処か住人が留守にしている天幕でも借りて、仲良くするとしようじゃないの。騒ぎを起こしてしまったから、真面まともに口が利けそうなのを一人攫さらって情報を引き摺ずり出すのだ。

　挨拶は実際大事だ。挨拶前の不意打ちアンブツシユは済ませたから、今度は正しい手順を踏まねばスゴイシツレイになってしまう。

　私は吐と瀉しや物ぶつで顔をドロドロにした男の頭を摑つかみ上げ、強引に上向かせながら笑顔を向けた。

「さぁ、仲良くお話ししましょうか」

　挨拶は人付き合いの初歩であり、笑顔は良い関係を結ぶ基本だからだ…………。





【Tips】天幕街。都市内に住居を持つ余裕がない流民や移民が構築した貧民窟の一種。市壁外部にへばり付くように存在しており、全体で千人以上が暮らしているとされる。

　最低限生きて行く場所を残さねば、どんな自や棄けを起こすか分からないため必要悪として行政府もこの存在を容認しているものの、統制は全く及んでおらず犯罪の温床と化している。






　冒険者は往々にして尋問から拷問へと円滑シームレスに移行してしまうことが多いが、別の方法があるならやる必要はない。

　口が上手ければ言いくるめれば良いし、金が有り余っているなら金貨でぶん殴ればよく、魔法で心が読めるならそれでもいい。

　中にはＧＭゲームマスターという融通の利く神が存在しているのを良いことに、社会技能なんて一つも持っていないのに「喋しやべらないと、この拳を●の穴にねじ込む」と腕を変異させて〈筋力〉判定で交渉を試みる輩やからもいるくらいだ。

　要は頭の使いよう。相手の情報を手早く引っ張り出せるなら、鰯いわしの頭でもなんでも使えばいいのだ。

　私の場合、ちゃんと一対一で面を合わせれば〈圧倒する微笑〉によって〈威圧〉が〈戦場刀法〉で判定できるから、格下相手であれば暴力に訴えずともこと足りる。

　それが一度、実力によって屈服させた相手なら尚なお更さら。

「な、仲間は売れねぇ!!　第一、んなことしたらどんな目に遭わされるか……」

　奥まった小路に連れ込まれた禿とく頭とうの大男も反吐以上の物を口から吐き出さされるのはご免だったようで、最初は渋っていたが「じゃあ、ここで私に切り刻まれるのと仲間の温情を期待するの。どちらがマシか選びたまえよ」と妖精アールヴのナイフ片手に語りかけたところ、随分としおらしくなってくれた。

　即物的な人間に見合った、心地好よいまでの仲間の売りっぷりは、いっそ清すが々すがしくもある。目の前の小銭命を拾ってくれる分かりやすいのが相手だと仕事が楽で良い。

　これが忠義だとか大義だとかを抱えた手合いだったら大変なんだ。アグリッピナ氏のところで下働きをしていた時に何人かあたって、実に面倒臭くて忘れられない。

　爪だの歯だのでも舌は滑らかにならず、金貨の大袋で殴っても頭蓋を凹へこませるのが精々。何なら家族のそっ首を並べ、生まれたばかりの赤ん坊に目の前で短刀を突きつけられたとしても平然と口に閂かんぬきをしていそうな沈黙っぷりは、本当に同じ生き物かと恐怖さえ覚えたね。

　それに比べて、即物的ってのは分かりやすくて最高だ。自分が死ぬか財産を失うかって恐怖だけで、後先を考える能力がすっぽ抜けていくからな。

　いやぁ、よかったよかった。私も別段、血生臭い方法に抵抗を感じていないってだけで、好きでもやりたい訳でもないからね。〝歯医者の真ま似ね事ごと〟とか〝空気の大事さを実感してもらう〟なんて物騒なこと、やらずに済むなら大歓迎さ。

　いや、ほら、流石さすがに仕事としてやったことがあっても、寝覚めくらいは悪くなるから。悲鳴って精神によくないんだよね。たとえ敵の上げる命乞いだったとしても。

「おっ、俺は、別に何も企んじゃいねぇよ！　た、ただちょっと金を貰って、アンタを脅してくれって頼まれただけなんだ!!」

　実にお約束の有り触れた物言いであるが、やられた側からすると「ナメてんのか」という話だ。ナメられるような振る舞いをしているこっちに非があるとされるのが冒険者というヤクザ稼業なので、それこそできるのは上等かましてくれた連中が、二度と背中であっても舌先さえ見せられないようにすることだけなのだが。

「そうかね、それは結構だ。随分と私やお前の命は安っぽいらしい。一つ限りの命と天てん秤びんが釣り合う銀貨には、何処の誰さんと名前が書いてあるのかな？」

「はっ……ハイルブロン一家だ！　俺はハイルブロン一家の所属だ！　今なら穏当に収めてやるが、俺に手ぇ出したらどうなるか……!!」

「で、そのご大層な氏族は顔の皮を剝がれてドブ川に浮かんだお前さんをお前さんと理解できるのか？　悪いが、母親でも見分けが付かなくする方法なんて幾らでもあるんでね」

　とりあえず、脅せるだけ脅しておく。マルギットが、うわーって言いたげな顔をしておいでだし、表情には「あらやだこの子、帝都で悪いこと憶おぼえてきてる」と書かれているが、弁明は後でしよう。ここで格好悪いところを見せてしまうと、恐怖という楔くさびが小さくなってしまうから。

　あと、一応今のは脅しではあるが、本当に実行する用意はある。帰って要らない告げ口をされるくらいなら、口を利けないようにした方が手間がないからな。チンピラを何人か殴り倒すのと、地域で恐れられているヤクザめいた連中全体を相手にするくらいなら、何人か不法投棄してでも安寧を買った方が安い。

　ただ、ちょっと五人全員始末して川に浮かべるとか、強塩基性の粘液体スライムにこっそり食わせるのは、本当に精神によろしくないので勘弁願いたいところだけど。

「わっ、分かった！　喋る！　喋るよ！　だから殺さないでくれ!!」

「良い子だ。で、銭を握っているのは誰かな？」

　そして、コンボの性能は期待通りだったようで、怯おびえきった禿頭の男は下の方を反吐とは別の液体で濡ぬらしながら、キリキリと吐いてくれた。この細面もコンボには悪影響がなく、巨漢に失禁させられる程度の威迫を発せられるようで何よりだ。

「バルドゥル氏族のヤツだ！　ローブを着て胡う散さん臭くさい薬の臭いがしたから間違いねぇ！　俺達たちの塒ねぐらを訪ねてきて、調子くれてるみたいだからシメてやってくれって頼まれたんだ!!」

　ふむ？　バルドゥル氏族には軽く睨にらまれている節があるので刺客を差し向けられてもおかしくはないが……外注するかね？　しかも、こんな幹部でもなんでもない、酒場で腐ってそうな小者に。

　仮にもご禁制の薬品を商っているとまことしやかに囁ささやかれながらも、今もご公儀に捕まることなく堂々と歩いている連中だ。本当に消したい邪魔な相手を秘密裏に掃除する担当がいて然しかるべき。

　こんな雑な依頼をするだろうか？　小規模団体ならまだしもバルドゥル氏族薬物ヤクザくらいの規模が、下手な二次受けを使う必要があるとは思えんが。

　一つの謎が解明されると謎が増えていくのはＴＲＰＧのお約束なれど、どうにも違和感を拭いがたい。

　これはアレだな、ＧＭゲームマスターが絶対にＮＰＣの言葉を断定調で話さない系の卓だ。「彼はこう言っている」とか「相手は本心からそう言っているようだ」と〝個人の真実〟は確約すれど、それが物語上の真実であるかは頑として明かさないやり口。

　謎解き系や都市の影を走る筋書きで頭が茹ゆだるまで悩まされたことが懐かしい。宇宙的恐怖の世界やマッチポンプな剣の世界でよくやったな。心理学や噓看破センス・ライの魔法で分かるのは、対象が語ったことを事実として認識しているかまで。コトの真相には自分の頭をお捻ひねりあそばせ、とばかりに嫌らしい笑みで相談している我々ＰＬをニタニタ眺めてくるあんちくしょうの顔が瞼まぶたの裏に浮かんできた。

　明確な手掛かりを一つ提示されども、それが本物か判然としない。この怯えっぷりと下の濡らしっぷりからすると、もし噓うそなら帝都の一座で役者ができるような名人だが、まぁ考えにくいので弾はじいてよかろう。

　ただなぁ、こうも露骨な手掛かりが真実だった例ためしってあんまりないんだよな。

　脳内筋肉率が一二〇％を超えた脳筋オブ脳筋卓だと「もう手当たり次第に殴ればとりあえず黒幕が混ざってるだろ！」と示唆された場所に片っ端からカチコミをかけて、怪しげな連中を全て撲殺してあらゆる陰謀を駆逐するところなのだが。

　言葉でわかり合えない人達でも頭にメイス様の神威を叩たたき込めば〝相互理解〟できるって、世界はとても素敵じゃない？　と笑い合った思い出は美しいが、流石に地盤が緩い今の立場でできるこっちゃないな。

「うーん……どうしたもんだかなぁ……」

「かっ……!?」

　首を傾かしげつつも男の背後に回って首を締め上げ、きゅっと意識を奪い去る。私達に手を出すと碌ろくでもないことになることの広告塔として働いて貰うため、このまま生かしておくのはいいとして……。

「怪しいよね？」

「そうですの？　私、生あい憎にく都市でのやり方には詳しくなくて。ただ、仰おつしやる通り恐ろしい組織にしては雑な仕事だとは感じましたけれど」

　結局、手に入ったのは真偽の怪しい手掛かり一つ。ＧＭゲームマスターが「聞き方が悪かったねぇ」と嫌らしい笑みと共に嫌味を言ってくるようなポカはしでかしていないので、元々大した情報を握っていなかったと思うけれど、どうにも信用するのもね。

　今時、脂ぎった中年男性が悪の大臣をやっているくらい露骨な話だからなぁ。今日日、ここまで分かりやすい野郎なんていねぇ……あ、いや、これあったな。リプラー子爵がまんまソレだったわ。

　ともあれ、アレは希け有うな例だったと除外するとして、ちょっと保留しておくか。

　なるたけ早く解決してしまいたい問題ではあるが、最終的かつ単純な解法ＳＴＲ判定に頼るには、まだ尚早。

　もっと情報を集めてからの方がよかろう。何より、薬物売買組織の元締めバルドウル氏族を訪ねて行って「もしかして私を殺したかったりしません？」と聞いて律儀に答えてくれる道理もなし。

「今日は大した収穫はなしか。汗のかき損だな」

「あと、服への嫌な移り香の付け損でもありますわね」

　結局、目的であった漂流者協定団との接触は適わず、向こうから来てくれた手掛かりの信しん憑ぴよう性せいも微妙。

　拳を掲げる覚悟はしたものの、振り下ろす先が微妙なのが落ち着かなくて仕方がなかった…………。





【Tips】代紋を掲げているからといって、個人の行動が組織全体の意向と早合点するのは最も危険な行為である。

　もしも跳ねっ返りの短慮であった場合、増やす必要のなかった敵が大増殖することになるのだから。






　やろうぶっ殺してやる、と意気込んでも毎日敵を狩るため当て所どなく都市をうろちょろするのも効率が悪い。

　なので私達は様子見を決め、別のアテを探ろうとしたのだが、どうにもこれが上う手まくいかなかった。行き詰まったといってもいい。

　衛兵の屯所を訪ねてマルギットが助けて貰もらった〝お礼〟としてお菓子を差し入れし、私が相方に手を出した不届き者と話がしたいと持ちかけると、当直の兵士はとてもバツが悪そうに言うのだ。

　微罪なので、もう釈放されたと。

　中々に衝撃的な物言いに二人でぽかんとしてしまったね。

　帝国の刑法典は秘密法典なので地下の我々には開示されていないし、アグリッピナ氏のところでも見られなかったので正式な量刑までは知らないが、流石に拐かし誘拐が微罪ということはあり得まいよ。これが軽犯罪だったなら、そもそも帝国で奴隷制が否定されている理由が分からん。

　ただ、相手はお上政府だ。一冒険者に過ぎない私が食い下がったとして情報をくれるとは限らないし、ここで印籠恩賜の指輪を使って悪目立ちもしたくない。マルスハイムなんて地の果てで、今を時めくウビオルム伯の暗躍が噂うわさされたとあったら、どんな嫌味な手紙が届くか分かったもんじゃねぇ。

　あれは正しく鬼札だ。本当にどうしようもない時意外に切ってはならない。まだ他の手札がある状態で使うと逆に副作用で苦しむことになる劇薬なので、食い下がらずに大人しく引き上げた。

　クソ、衛兵が調書を取ったり上に報告したりするまでの時間がいるだろうから、即日訪ねて行くのは拙まずいと思って日を空けたのが悪く働いた。よもや敵の耳がここまで早く、手が長いとは予想外だ。

　冒険者の氏族にしては強力過ぎやしませんかね。普通、都市内で捕まった誘拐犯なんぞ保釈金を払ったって早々解放されないぞ。それこそお貴族様の息が掛かった人間だとしても、衛兵隊を取り纏まとめている貴族が飼い主とは別口なら威光も通じぬはずだ。

　田舎だから帝都より随分緩いにしても、検挙された犯罪者が碌すっぽ罰も受けず釈放とは世も末だな。

　……いや、待てよ。都合が悪いから放免したことにして〝始末〟されている、という可能性もあるのか。都合の悪い情報を喋しやべる口が二度と開かない方が隠蔽は簡単だからな。

　私だって脅しただろうに。ドブ川に浮かんだヤツの身元なんざ、調べたって早々分かりゃしないんだぜと。

「ほんと、参りましたわね」

「そうだね」

「で、これは如何いかがでして？」

「んー……微妙だなぁ」

　さりとて、真相を知りたいからと衛兵隊の屯所に忍び込むのは割に合わないので、計画Ｃプラン　ツエーだ。マルギットの腕前なら忍び込むことは容易たやすかろうと、辺境なれど行政府の建物。魔法の監視が付いていたら分が悪いし、札付きにならないようお礼参りしようと始めた企画で別の札が付いたら笑えないため、無茶はやめておこうと二人で決めた。

「そうですの？　良い香りですけれど」

「粘度が高過ぎ。混ぜ物があるよコレ」

　なので、今はマルスハイム各所の露店を巡って魔法の品を扱っている店を冷やかして回っていた。

　バルドゥル氏族はご禁制の薬物を扱う隠れ蓑みのに露店を使っている。それならば、怪しげな店を見て回っていれば、本当に向こうが私を取り込むか排除したがっているなら何らかの動きを見せるだろうと思っての行動である。

「お坊ちゃん……冷やかしなら余よ所そ行ってくんねぇかな」

「しかし店主、これはよろしくないかと。仕入れ先の魔法使いに文句を言った方がいいかと思いますよ。下手すると美肌の膏こう薬やくなのに肌が荒れかねません」

　魔法薬は希少なれど流通はしている。言うまでもなく質のピンキリは激しい。魔導師マギアと違って魔法使いの商売は雑だ。管理している団体がないので、医者と名乗ったら医者になれるのと同じ位に悪質な物も流通しうる。

　本当に優秀な魔法使いなら、魔法薬の危険性を知っているため売る相手を見て都度処方するものの、簡単な膏薬や飲み薬程度なら構うまいと量産して市井に流す者もいる。そして、そんな魔法使いが卸した物は殆ほとんどが碌でもない品質だ。

　知識がないと善よし悪あしが分からないのもあって、地方だと本当にやりたい放題である。今見ている露店で美容に効果覿てき面めんとして薦められた膏薬の蓋を開いてみれば、まず自分で試すために手の甲に塗るのも躊躇ためらわれた。相方のぷるぷるしたお肌に使わせるなど以もつての外ほかだ。

　匂いこそ素人を騙だますため気を遣っているが、美肌効果は疑わしいのを通り越して香料となる魔法薬を混ぜ過ぎて、下手をすれば肌がかぶれかねん。

　てか、これ本当に魔法使いが作ったのか？　香料に使ってる薬草の匂いはいいけど、明らかに人体によろしくないヤツの匂いが混じっとるぞ。この分野は魔導院の御用板で勉強したから、ちょっとは詳しいのだ。

「俺が商売の助言が欲しくて店ぇ出してると思ってんのか……？」

　しかし、真摯な提言も店主には響かなかったようで、露骨に苛いらついて眉がひくついていた。

「いえ、これを売りつけられたご婦人は、二度と買いに来てはくれないなと思ったのですが」

「うるせぇ！　テメェのせいで客が散ってんだよ！　失うせろっ!!」

　丸きり犬ころでも追い払うような手付きで追い出されたので、首を竦すくめて商品を元あった所に戻して立ち上がる。分かって置いているか否かはさておき、ちゃんと商売をする気がないなら何を言っても無駄か。

「しかし、碌な店がないね」

「ほんと、目利きの相方がいてくれて助かりますわね。あの通りには少し顔を出しづらくなりましたけれど」

　半日ほど方々の露天を冷やかし、専門知識を持たない相手にしてもヒデぇ商売しやがると散々呆あきれた頃、ようやっと垂らした釣り糸に〝アタリ〟が来た。

　もう一軒くらい冷やかしてみようかと別の露店が多い通りに向かって、都市の内部をアリの巣のように走る名前もない近道の小道を通っていると背筋に薄い殺気が来た。

　マルギットも分かっているようで、手は袖口に軽く引っ込め、小器用に動く蜘く蛛もの足も僅かに撓たわんで臨戦態勢に入っている。

「手て筈はず通りに」

「ええ、畏かしこまっておりますわ」

「それと……」

「承知しておりますわよ」

　頼り甲が斐いのある笑い混じりの声、そして相方が三つ数え始める。

　私より殺気に敏感な彼女は、敵が動く機を完全に察知してくれているのだ。

　零ヌル、と数え上げる唇から、微かすかに唾液の雫しずくが飛ぶのが見える。

　比喩表現ではない。闘争に移るという意識に従い〈雷光反射〉によって極限まで高められた知覚能力が擬似的に世界を遅くしたのだ。

　何気ない一歩を全力で踏み込んで全速の疾走に変換し、通りの出口で待ち構えていた気配に肉薄する。

「よぉ」

「あっ、なっ!?」

　奇襲を掛けている側は油断していることが多いので、逆撃に成功した時のやりやすさといったらないね。熟練高Lvの一党でも判定に失敗したら半壊、悪くて全滅の切っ掛けになり得るからな。

　しかし、この街に来て二度目か……マルギットがいてくれて本当に有り難い。余程下手な手合いでもなきゃ、向こうが攻撃して初めて気付くってことも増えてくるだろうから。

　小路の出口で待ち構えていたのは陰気なローブを纏った一人の男。両脇には護衛と思おぼしき男を引き連れていることからして、魔法使いで間違いなかろう。

　なのでおっかない魔法を使われる前に無力化する。顔面を摑つかみ上げ、全力で建物の壁に後頭部を叩き付けた。

「ぎょっ……!?」

　小気味良い物が砕ける音が掌てのひらを通して伝わり、鼻から思い切り噴出した血が袖を汚す。指の間から覗のぞく目は左右でばらけてあらぬ方を見ており、意識が完全に休暇を取って旅行に出かけているのが分かった。

　魔法使い相手にゃこれに限る。魔法使いの弱点は〝意識の範囲外〟に攻撃を飛ばせないことだ。先手を取って視界から外れて要らんことをする前に黙らせるのが一番手っ取り早い。

　恒常的な防護術式や報復術式があると勝手が違うが、それはそれで大抵が無機質かつ画一的なのでぶち抜く方法はある。アグリッピナ氏並みに一撃の火力がエグい報復術式を構築していたら話は違うが、こちらの一撃が通って気絶させれば流石さすがに恒常式とて霧散するので実質無害。

　手に伝わる感覚に物理障壁を割った硬さはないので、大した使い手でもないと見た……が。

「おっと」

　咄とつ嗟さに目を閉じて口元を庇かばうと、僅かに遅れて何かが弾はじける音がした。

　頭を潰される寸前に魔力を術式に通し、手の中の触媒に回していたのであろう。気絶することで制御を失った魔力が暴発し、寸前まで練られていた術式を半端に発動させたのだ。

「げぇほ!?　ごっほ!?」

「がっ、くそっ!?　なんっ……エンッ!?」

　跳び退すさって範囲外から逃げ出し、手を振って周りの空気を払っていると護衛の悲鳴が聞こえた。目を開けてみると、靄もやに巻かれた男達たちが目の周りや首を搔かき毟むしりながら悶もだえているではないか。壁に後頭部を半ば埋没させた魔法使いも泡を吹いていることからして、一定範囲内に影響を及ぼす〝催涙系〟の無力化術式であろう。

　うわ、えぐ、こわ。私も山葵ホースラデイツシユを摺すり下ろしたのを使ったことがあるが、段違いに強力な魔法じゃないか。何もしなくても強力な刺激性の物体を触媒に〈転変〉の魔法を使って増強・制御しているようだ。

　指定箇所から靄が漏れない様子を見るに指定した範囲内のみに影響を及ぼし、もしかしたら対象も選択できたのだろう。それが魔力の暴発によって解ほつれ、選よりに選って強力な目潰しの効果のみが残ったか。

　敵にとっちゃご愁傷様ですこと、と思っていると頭上から甲高い悲鳴が一つ。

「ぁぁぁぁあああああ!?」

　べちゃ、というか、ぐちゃ、とするか中々形容が難しい音と共にローブを着た女が空から降ってきた。

　親方！　空から女の子が!!　と何年かぶりの情景――そういえばセス嬢は元気だろうか――であるが、残念ながら英雄的な物語の始まりを予想させるには些いささか赤色が多過ぎる展開だ。

　ドップラー効果を伴って大きくなった悲鳴は、屋根より高い位置から凄すごい速度で此方こちらに近づいてきたからだ。そして飛行から制御されぬ〝落下〟に移った肉体は慣性と位置熱量を殺しきれず、舗装されぬままの道で自らの顔面を磨すり下ろしてしまったと。

「あら、仕事がお早いこと」

「そっちこそ」

　落ちてきた女の背には、マルギットが張り付いており何のこともなさそうに顔を上げた。首にガッシリと手を回していることからして、思いっきり裸絞めをお見舞いしたのだろう。

　まだ念入りに首を締め上げている腕は、瞬間的にはヒト種メンシユの大男でさえ引くのが困難な強弓を引いてみせる蜘蛛人アラクネの膂りよ力りよくで酸素の供給を断っている。さしもの魔法使いとて術式の制御中枢は脳だ。ここが酸欠で一気に機能を失えば、どれだけ高度な自動化が施された術式でも霧散せざるを得ない。

　走り出した時に飛び上がって壁に張り付いているのが見えたので、そのまま屋根へ駆け上がり〝上空から此方を監視していた〟魔法使いに下から見事な奇襲を決めたみたいだ。蠅はえ捕とり蜘ぐ蛛もの面目躍如といった感じだな。

「なるほど、妙に良い場所で待ち伏せされていたのは、コイツが上から見張っていたからか」

「多分、声を送る魔法か道具も使ってましたわね」

「しかし……空を飛ぶ魔法は滅め茶ちや苦く茶ちや高度なのに、何でこんな使いっ走りしてんだろ」

「人間には色々あるものでしてよ」

　更に何度か締め上げられて根っこの根っこまで意識を刈り取られている哀れな魔法使いは、魔導師マギアでも中々いない空を飛ぶ魔法を習得していた。幻想種が生理的に使うことの多い飛ひ翔しようの魔法も、人類にとっては極めて高度で手が届きにくい。

　シナリオがぶっ壊されやすいから……なんて冗談はさておき、揚力を生むにしても重力に抗あらがうにしても多数の魔法を多重発動させないと成立しないので、才能がないと魔力が多くても習得が困難なのだ。

　具体的に言うと〈飛翔魔法〉のような、一つ習得すれば自由に空を飛べる便利な魔法は存在しないからだ。

　現在の座標を見失わないまま地面から離れる術式を制御し、更に移動した上で吹き付ける大気やら色々な物から自分も護まもらねばならないという、自転車に乗りながらハーモニカを吹いて、右手でルービックキューブを解き左手で知恵の輪をやるような曲芸を要求されるとなれば、そりゃあ使い手も少なかろう。

　これ一個使えるだけで〝航空魔導師〟なんて大仰な称号を得られて――代価として速達便を年中運ばされるが――高い年俸も受け取れるような技術なのに、なんで在野で馬鹿やってるのだろう。凄く理解に苦しむ。魔導師マギアになる頭がなくても、魔導衛視隊とかに働き口があったろうに。

「ええとぉ……ああ、確定か」

　マルギットが抵抗を完全に殺してくれているので、懐を漁あさってみると実に分かりやすい身分の証拠が出て来た。首からぶら下げている冒険者の階級章、琥こ珀はく色いろの珠たまが嵌はまった中堅の札を通した紐ひもには、同じく一つの紋章飾りが通っていた。

　眼球を咥くわえた鴉からすの意匠は、氏族に関する話を聞いた時に教えられていた。

　バルドゥル氏族白い粉の卸業者の紋章だ。彼等らは貴族みたいに自分達の印を作ることがあり、団結を強めるために身に付けたり刺青いれずみにしてみたり、時に縄張りシマの表明として店等に掲げさせることがあるという。

　こうも明確な形で持っているということは、幹部格と見て間違いなかろう。

　他に何か持ってないかな、ついでに武装解除もさせておこうと懐を漁っていると、奇妙な薬包が幾つか出てきた。

　中の粉を乾燥から守る油紙に包まれた粉薬には、明確に魔力が籠もっており魔法薬であると一目で分かる。

　割と高度な品だ。陽ひにかざして中身を透かし見れば、微かに青い粉末がかさりと揺れる。

「ふーむ……配下も薬漬けか？　ヤバい氏族だとは聞いていたが、ここまでとは」

　しかし、よくよく見ればどいつもこいつもノされたことを加味して尚なおも顔色が悪い。マルギットに締め落とされた魔法使いは目の下にどす黒い隈くまがあるし皮膚は紙のように白く、痙けい攣れんしている護衛の顔には黄おう疸だんが浮かび、白目を剝むいて気絶している男の目は明らかに黄色い。

　肝機能に疾患があるなら、何らかの薬物中毒者である疑いが強そうだ。

　たしか阿あ片へんなんかが腎臓とか肝臓によろしくないんだっけか。芥け子しは魔法薬の材料にもなるとして古くから知られる薬草だが、その薬効から三重帝国では栽培や取引が厳重に管理されているもので、魔導院でも魔導師マギアにならないと取り扱いが許されていなかったはず。

　繊細で扱いをしくじれば調合中に作っている本人がラリって大失敗に繫つながりかねない代物なので、半端な魔法使いでは安定した薬品に加工するのは難しいと聞いた。

「コレ、絶対ヤバい薬だよね」

「間違っても開けないでくださいましね？」

「分かってるよ」

　粉末が飛び散って粘膜に付着したら大変だ。特にマルギットは小柄でヒト種メンシユと比べて薬への閾いき値ちが大分低いので、微量でも重篤な症状が出かねない。

　さて、彼等にもお話を聞かねばなるまいが……薬を扱う連中が本腰を入れてきたとなると、多少強引でも素早く解決せんと拙まずくなるな。

　出先で口に運ぶ物どころか吸う空気にさえ気を遣わなければならない生活は御免被りたいからね。私が倒した魔法使いが催涙系の魔法を使ったなら、大気に毒気を混ぜてくる手合いだっているだろう。

　それが無臭かつ刺激がないなら、気付くのが難しいと思う。少なくとも相手が本気で後ろ暗いことに手を染める覚悟を決めたなら、私が死ぬか相手が死ぬかの状況になるのは分かっている。

　なら、大事なのは「あ、これ喧けん嘩か売っちゃアカンやつや」と思い知らせること。

　人は邪魔者を排除する時、必ずしくじった時のことを想像する。相手が一度二度しくじったとして問題ない相手ならば、刃に伸ばす手は軽くなるものだ。

　されど、首を一撃で落とせなかったら自分が破滅するような対手とあれば、鯉こい口ぐちを切る指は重くなる。

　だから、こうなった限り、私はもう相手に思い知らせてやらねばならない。

　コイツには何があろうと喧嘩を売るなと…………。





【Tips】個人の管制する術式で空を飛ぶことは極めて困難であるが、それを群と技術によって克服しようとしたのが航空艦である。






　散々荒れた地方の風紀に文句を言ったりしたが、いざ利用する側になると悪くないもんだ。

　金さえ払っておけば、頭巾で顔を隠した明らかに怪しい男が奥まった部屋を借り、人間大のナニカが蠢うごめく麻袋を担いでいたって眉の一つも動かさないのだもの。

「おーおー、古ぼけてるが立派な構えだ」

「大したお屋敷ですわね。何百人殺せば、こんな所に住めるのかしら」

「殺すんじゃなくて、何千人を生殺しにした生き血を啜すすってやっとこって塩あん梅ばいかな」

「ぞっとしませんこと」

　そして、呻うめき声ごえを漏らそうがジタバタ暴れようが迷惑さえ掛けなければ――魔法で音は殺させたが――部屋の様子すら見に来ないとあれば何をか況いわんや。

　いやはや、ヤクザがシャブは売る物で使うモンじゃねぇって配下を躾しつけるのがよく分かったよ。

「ま、悪いことして稼いだ金の御殿は長持ちしないって相場が決まってるさ」

　一組織の幹部が禁断症状のため、高々薬包一個に負けて知ってる情報を全部ゲロしてしまうんだからね。

　虜囚となった者達は、たったの三日で全てを吐いた。知っている限りの組織の内情、そして懐に吞のんでいた薬品のことも。今までは単純に本人達が強く、攻める時以外は魔法の護りに引き籠もっていたから上う手まくいっていたようだが、攻められると逆に脆もろいのは一人親方組織の欠陥をありありと見せ付けている。

　自分だけが作れる薬品で忠誠を買うのは楽だろうが、これではお粗末が過ぎようぞ。所詮は辺境の田舎貴族とだけ競り合っている半端者に過ぎぬのだろうか。

　どうあれ、襲ってきた連中は想像通りにバルドゥル氏族の一派だった。何でも私達の襲撃に踏み込んだのは、〝ハイルブロン一家昔気質のヤクザ〟から縄張りを侵犯している連中がいるとの問い合わせが来て捜査線上に我々が浮かび上がったからだそうだ。

　大氏族同士でつぶし合わぬようシマの取り決めがあることはおかしくないし、万一末端の跳ねっ返りが軽くしでかした粗相で全面戦争に発展しては割に合わぬので、問い合わせをするのも変ではないけれど……まぁ、おかしいよねって。

　それこそハイルブロン一家は、つい先日我々にご丁寧なご挨拶をしてくれたのだ。散々に脅しを掛けられた小者であれ、恨んでいる小僧が何ぞやらかしたらしいと組織の中で噂うわさが流れれば、喜び勇んで悪行を上に流そう。

　況ましてや組織間で取り交わした縄張りを侵したとあれば、流石さすがに取るに足らぬ末端でも噂くらいは聞いていよう。

　となると辻つじ褄つまが合わんのだ。本来どちらの組織も対処せねばならないのが、相手からの依頼で動いたとあればねぇ。

　で、もうウダウダ想像を巡らせるより、幹部格捕まえたんだし直接お邪魔しちまおうぜという流れになった。

　少しずつ脳内筋肉率が上がっている気がするが、筋トレと違って鍛えないと逆に筋密度が上がっていく脳という臓器の欠陥だから仕方がない。

　あと、ほら、どんなシナリオでも最終的には本拠にカチコミかける筋書きになってるもんだからね。ラスボスの顔さえ拝まずに終わるのは、得てしてヘンダーソンスケールが高くなり過ぎてＧＭゲームマスターが諦めた時だから。

　私はＧＭ神の意を汲くんであげてるんだよ、などとルルブをキめた冗談はさておき、この段階に至ると上の人に話を通さないと何も解決しないからな。タワーディフェンスの如ごとく湧いてくる敵を淡々と潰していくのも効率が悪い上、敵対者を皆殺しにするまで終わらないなんて頭のよろしくないことをしたくもない。

　思考を放棄するのはよくないが、考えと相談が込み入り過ぎて肝心の行動を起こしてくれないのもＧＭゲームマスターが困ることの一つ。

　結局、サイコロは掌てのひらの上で弄んでいるだけでは意味がないのだ。

「さ、案内しておくれよ」

「わ、わかったわよぉ、だから、お願いよ、もうこれ以上お預けなんて……」

　襟首を引っ摑つかんで案内させた女魔法使いの膝を蹴り飛ばして前に進めれば、元服してないと購入できないような書籍で見そうな言葉を吐きつつ哀れっぽく哀願されてしまった。

　人道に悖もとることはしてないぞ。女性の顔に紅葉下ろしめいた加虐を加えたのはマルギットだけど、それはそもそも正当防衛だし、ヤバい薬を断つ〝お手伝い〟をするのは、むしろ褒められて然しかるべきだろう？

　馬の前に吊つるす人にん参じんみたく薬包をこれ見よがしにチラつかせ、目の前で燃やしたりしたけどノーカンということにしておこう。これは正義の行いであり、自分は悪くないという理論武装は大事なのだ。心の中にある棚は可能な限り増設しとけと誰かが言っていた。

　さて、門衛なんぞがいるのかねと思っていると、乗り越えるのに苦労しそうな背丈の門が独りでに開いた。

　涸かれた噴水、今や咲き誇る花もなく名も知らぬ雑草だけの花壇、敷石が剝げた道。手入れのされていない不気味な前庭も相まって、趣味の悪いホラー映画みたいだと思った。

「さて、行こうか。覚悟は？」

「今更問う必要がありまして？」

「そりゃそうだ」

　二人で笑い合って扉の前に立ち、景気づけにぶち破ってやろうかと思ったが、此方こちらもまた誰も触れないのに開いたではないか。

　演出凝ってんなぁと思っていると、疎まばらな照明に照らされた薄暗い玄関広間に佇たたずむ影が一つ。

「あっ……ああ……！　せっ、先生……！」

　その姿を認めると女魔法使いは私の懐にあると信じていた薬包――職質喰くらって見つかったら困るから本当は全部焼き捨てたが――の拘束も振り解ほどき、走り寄ってその足下に縋すがり付いた。

「よぉしよぉし……怖かったわねぇ……いいこいいこ……」

　半分以上が欠けた燭しよく台だいや傾かしいだ大照明シヤンデリアの光に照らし出されているのは、死人のような女だった。

　生きている死者は知り合いに何人かいるが、彼女に似合う比喩は正しく死人のようとしか言い様が思い当たらない。簡素な濃い灰色のローブから覗のぞく手は枯れ枝のように細く、襟から伸びる首も片手でへし折れそうな程に細い。

　その上に収まる顔も痩せこけて頰骨が目立ち、刺青で入れたような濃い隈や血の気が失うせて青に近い肌、脂気が強く伸び放題な髪の間から覗く真円に近いぎょろっとした目と相まって、たった今墓から掘り返されたと言われても得心が行く容貌だ。

　だのに目鼻の均整ばかりはとれていて、造形が優れているのが恐ろしさをいや増している。これで醜く崩れていれば却かえって安易チープ故に怖さも薄れように、ガリガリに衰えて尚も美貌と呼べる淑女の顔立ちが〝死〟を想起させて悍おぞましかった。

「お初ぅ……家の子がぁ……お世話になったわねぇ……」

　あれがバルドゥル氏族の長。ナンナ・バルドゥル・スノッリソン。

　魔法の知識に秀で、そして快楽を得る薬物がご禁制となっている帝国で、辺境なれどもそれを商いに用いて平然としていられる魔女。

「歓迎をぉ……しないとねぇ……」

「いえ、歓待は結構……むしろ、それを喜ぶほど私達たちは疲れても絶望してもいない」

「あらぁ……」

　死者を思わせる彼女が扱うのは、精神へ強力に作用する魔法薬だ。それは吸引した者に〝望むがままの夢〟を見せる魔性の薬。

　何気なく大気に混ぜて吸引させようとするには、性た質ちが悪すぎる薬だ。
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「良い夢を嫌がるなんてぇ……変わった子ねぇ……この薄いぃ……骨の下で見る夢ならぁ……楽しい方が幸せでしょうにぃ……」

「あっ……ああぁ……ああぁ……!!」

　足下に縋り付いていた女魔法使いが頽くずおれ、恍こう惚こつの顔で涎よだれを垂らし始めた。目は安らかに閉じられており、禁断症状で丸三日間眠れていなかった苦痛を購あがなうかのように眠りに落ちたのだ。

　麻薬がもたらす〝望むがままの夢〟を見せる陶酔の中に。

「あぁ……対策はしているのねぇ……」

　死んだ目が首元を見てくるが、私達のそこには揃そろいの意匠をした飾りが揺れていた。

　魔導具……に見せかけた魔術発動の基点だ。〈隔離障壁〉によって空気に余計な混ぜ物をされないように警戒するのは、捕まえた連中の持ち物からして当然であろう。

　組成を調べてみようと一ひと舐なめしただけで、抗あらがいがたい眠気に襲われたのだ。気化したものを吸引させてくる戦略は前情報から読めていたので、無策で挑むのはＧＭゲームマスターから「情報渡したのに何やってんだよ」と煽あおられるような愚策だからね。

　私自身が魔法使いであることを隠すと同時、魔法使いが当然のように携えている初見殺しから逃れる装備を目にした彼女は、理解し難いといった具合に粘っこい髪に手て櫛ぐしを通す。

「ほんとぉ……理解に苦しむわぁ……所詮、全ては柔らかな臓ぞう腑ふが作り出すぅ……夢に過ぎないというのにねぇ……」

　やれやれとでも言いたげに首を振る彼女が卸しているのは、今正に不意打ちを食らわせようとしてきた魔法薬。吸引するだけで眠りをもたらし、同時に目覚めたくないと思わせる心地好よい夢で抵抗を妨げようとする悪意の塊。眠りの雲スリープ・クラウドは序盤の魔法使いでも使える定番の代物だが、精神抵抗に大幅な負の修正をオマケしてくるのは凶悪に過ぎる。

　浅い眠り故に一発殴られれば目が覚めるならまだしも――無防備に一発食らったら死ぬことも多いけど――自分から目覚めたくないと思えるような依存性は、そりゃご禁制にもなるわと納得できた。

　流石、〝魔導院を追放された元払暁派の聴講生〟といったところか。

「しかもぉ……古巣の匂いのする術式まで用意してぇ……」

「魔法が使えない人間にとって、精神に作用する魔法ほど恐ろしい物はありませんからね。大枚を叩はたく価値はあるかと」

　捕虜から聞き出した情報に依よると、御年三〇近いバルドゥル氏族の長は魔導院で不祥事を起こして追放された元魔導師マギア志願であったそうだが、自分で認めたとあれば単なる噂ではないようだ。

「ほんとぉ……どうして誰も彼もぉ……現世に拘こだわるのかしらねぇ……」

　斜に咥くわえた煙管きせるから漏れている煙は、女魔法使いを昏こん倒とうさせる触媒であると同時に咥えた本人の脳のう味み噌そを痺しびれさせているのであろう。

　かつては有り触れた〝不死〟を実現し長命種メトシエラのような肉体に人間を改造させる魔法薬を求めて魔導の頂に登らんとしたナンナは、どんな辛つらいことがあったかは知らないが次第に全ては脳が見せる主観的な幻覚に過ぎないと世を儚はかなんでいった。

　その行き着いた先が精神的な依存性が極めて高い、服用者が心底にて望む夢を見せる魔法薬。

　魔導院的には禁忌にどっぷりと踏み込んでいる上、社会的に寄与する部分が薄い研究。やめるよう警告したにも拘かかわらずやめなかった頑かたくなさから追放処分を下さざるを得なかった。

　妥当な処分だと思う。効き目の高い睡眠薬ならまだしも、飲まねば辛くて普通に眠ることすら疎ましくなるような薬なんぞ社会的な害悪でしかない。肉体的な悪影響が薄かろうが、夢の世界が本当の生き甲が斐いになるような代物をばら撒まかれたら社会が崩壊してしまう。

　むしろ、追放だけで済ませたのは随分と穏当な処置と言えよう。師から相当愛されていたのでなければ、面倒だからサクッと始末しようとする者の方が多かろうに。

　魔法使いは技術職であるがため、変に追放すると頭の中に抱えた財産で暴れ回ることができる始末の悪さがあるのだ。現に彼女が魔導院で身に付けた技術であくどい商売を続け、今も尚なお脳内の快楽を追い求めている時点で分かりきっている。

「さぁて……どうしようかしらねぇ……力尽く……なんてのも趣味じゃないしぃ……」

　しかも、花街に食い込んで避妊や堕胎の薬を安価に卸すことで、半官半民の営業形態故に貴族から処分するのは惜しいと思われる身のこなしも性た質ちが悪い。魔導師マギアになるべく貴族社会を泳ぐ方法を学んでいたから当然ではあるが、よくぞここまで褒められない使い方をしたもんだ。

「それは此方も同じこと。別に喧けん嘩かを売りに来た訳ではございません」

　私とナンナの間合いは二〇歩程。二呼吸もあれば踏破して首を刎はねられるし、見た限り常駐式も大したことはなさそうだ。

　少なくとも仮面の貴人より強固な積層障壁でなければ一刀にて断ち割れる腕前に至った今、魔法使いの本領である遠距離から前衛を挟んでの釣つる瓶べ打ちか、追い縋れぬ速度で逃げながらの退ひき撃ちをされない限り怖くない。

　外見はライゼニッツ卿きようよりも死者らしいが、普通のヒト種メンシユならば首を刎ねれば脳が止まって術式も霧散する。持っていれば死すら否定する規格外の魔導具があれば多少違うが、自爆覚悟で攻撃してくるような戦法もなさそうだな。

　それと何人か物陰に伏せているけれど、そちらも障害たり得る脅威ではなかった。

　肉体が肥大し魔法による改造と強化が見られるが、魔導院で見かけた落日派の改造ガチ勢と比べると何枚も劣る。精々、単なる薬物強化ドーピングされた兵士って具合か。同程度の素質の持ち主が相対するにはキツかろうが、強められた身体能力以外に特筆すべき強みもなさそうなので怖さを感じぬ。

　マルギットの支援があれば正面から叩たたき潰すのは難しくもないが、問題はその後。

　私は別にデカい氏族を潰して名を売りたい訳でもないし、後釜に収まろうなんて意図もない。

「少し、貴殿らの名を使って悪さを考えている者がいると警告を届けに来た次第」

「へぇ……」

　第一、有力氏族を潰して政治的空白を生んで何が楽しいのか。大阪で粗悪な密造拳銃サタスペを携え悪党の頂点を目指しているならまだしも、私が憧れているのは正統派の冒険者だ。皮肉と自嘲の籠もったヤクザ者という名乗りを本当にしたいとは欠片かけらも思わんよ。

　目を付けられていたのが一目置かれて、そっとして貰もらうのが最適解となったなら、賢い方法を一つや二つは考える。

　ここで頭目を潰してマルスハイムに混乱をもたらすのは好ましくないし、空白に自分が収まるのなんて願い下げもいいところ。

　一番良いのは、戦争ではなく政治の小競り合いで終わらせて貰うことだな。ならば相手の怒りの矛先を変えてやるのが手っ取り早い。

　舐めているのは私じゃないんですよ、と照準をずらせばいいのだ。

　最悪、氏族間の抗争に発展したら……まぁ、それは正直すまんかったと開き直ろう…………。





【Tips】魔導院では一見誰もが何の柵しがらみもなく研究しているように見えるが、重大な犯罪行為や危険思想の発露など社会に有害であると判断されれば容赦なく処断される。

　要は〝繕い隠す奥ゆかしさ〟を身に付けなさいということだ。ライン三重帝国には思想の自由といった概念はないが、全てを内心に隠している間は尊重されるのだから。






　相手が取るに足らない人間であれば、力を持つ者は中々話を聞いてくれない。

　これを鑑みれば迷惑は被ったけれど幹部格を倒して実力を示せていたことは、塞翁が馬の好例となっていたようだ。

　伊だ達てに魔導院で研けん鑽さんしてた訳じゃないナンナは、身に付けている魔導具から払暁派術式の匂いを感じ取り――一応は師匠が師匠だしね――軽々に殺し合いに発展させては拙まずいことになると嗅ぎ取ってくれた。

　見るからに研究筋で殺し合いに縁が薄く、殆ほとんどを初見殺しと分からん殺しで終わらせてきたのが分かる彼女でもバルドゥル氏族を立ち上げるまでに修羅場を潜くぐることは避けられなかっただろうから、危険の臭いを嗅ぐ鼻は養われていた。

　その感性と経験が私を厄介だと認識させたからこそ、あんな怪しげな話の切り出し方と剣けん吞のんな訪問にも拘わらず一席を設けてくれたのだ。

「まぁ、大体理解したわぁ……」

　ぷかぷかと水みず煙草たばこの管から魔力の香る煙を吐き出しながら、応接室の長椅子に座った女氏族長は、深しん淵えんを掬すくって来たような精彩ハイライトに欠ける瞳を胡う乱ろんに撓ためて言った。

「ああ……どんな絵図が描かれてるかぁ……殆ど透けてるわねぇ……」

　客への礼儀としてか黒茶と茶菓子が饗きようされているものの、目の前で正気をカダスあたりに旅立たせている様もあって、手を付けようとはとても思えぬ。吐き出した呼気でさえ無防備に吸えば脳髄が良くない反応を示しそうな代物を日常的に愛飲するとは、彼女は一体どんな苦悩を頭蓋の内側に飼っているのか。

　前世じゃ仕事がキツい時には、頭骨と脳の隙間に空いた虚無に煙をねじ込んで正気を保っていたものだが、斯かくも強力な薬物に浸らねば埋められない虚無とは何なのか。

　理解できた時は、夢と人生の終わりだとは分かっているが、謎の知識欲が擽くすぐられるのは何な故ぜであろう。

　アレだな、怖い物見たさってやつか。かつて元雇用主に届けた祭さい祀しの本と同じく、手に取れば破滅する物は向こうから〝見てしまえ〟と囁ささやきかける魔力を持つのだ。

　生きることに疲れた人間が惹ひかれ、配下に加わってしまう理由が分かった気がした。

「そうねぇ……わたしとしてはぁ……ここで全部なかったことにするのも無理じゃないけれどぉ……」

　一際濃い煙が吐き出され、普通では有り得ない挙動を示す。とぐろを巻いた蛇の如ごとく霧散せず彼女を取り巻き、密度を増していく様は強力な術式の予備動作に違いない。

　火皿の上で燃える葉も、本来は煙を濾ろ過かする水にも魔法薬を使って効能を強めている煙は健康体にとって凄すさまじい毒なのであろう。防御術式さえ貫通し、脳を慰めると同時に攻撃にも転用できる煙をこれ見よがしに見せ付けるのは、元とはいえ魔導師マギアの美意識からは外れている。

　分かりやすい虚勢だ。ヤクザ者は身内から舐められた瞬間に終わるので、私やマルギットが殺す気で飛びかかれば容易たやすく先制され、何もできず殺されることを理解していても強硬な姿勢を崩すことはできない。

　なればこそ、負けると分かっても頭目の威厳を作る。譲ってやっているのだ、と実質的には命を握られている相手にも見せ付けねばならない有様は、いっそ同情してしまいそうになる虚むなしさがある。

　私としても氏族とこれ以上喧嘩するのは望ましくないので、謙へりくだってやるのもやぶさかではない。

　望むのは心置きなく冒険者をやることなのだ。要らん横やりさえ入れてこなければ、後は暗がりで策謀を練るなり何なり好きにやればいい。

　全ての悪徳は正されるべきなんて生っちょろいことを宣のたまいやしないさ。個人で正せることに限界はあるし、悲劇を生むからと一方的に潰した結果、どれだけ悲惨な二次災害を巻き起こすか予想できない子供でもあるまい。

　バルドゥル氏族を潰せば、今までマルスハイムで彼女達たちが独占していた違法薬物の市場が元気になって、ひっそりしていた子悪党が名を揚げる好機とばかりに元気さを取り戻そう。

　他の氏族もバルドゥル氏族が消えて増えたパイを囓かじりたがって喧嘩を始め、さて巻き添えを食ってどれだけが死ぬか。

　必要悪などと分かった口を聞く悪党はブチ殺してやろうかと思うが、実際潰したら潰したで面倒は失うせず、私ではどう足あ搔がいても全ての責任を取れぬ。

　正義の味方になんて、誰にもなれやしないのだ。それならば、今の均衡を悪戯いたずらに潰して、こんな筈はずじゃなかったのにと大事な人の亡なき骸がらを抱いて後悔するような真ま似ねは避けるべき。

　分って物があると弁わきまえておけば、人生とは存外生きやすいものだ。

　その上でバルドゥル氏族や他の氏族を容いれられないなら……全部を潰して新しい秩序を生み出せる地位を作ってからって話だな。

　剣一本で築けるのは、良くて死体の山くらいのもの。

　今は自分のことを優先しよう。格好付けて要らない混乱を引き起こし、知らない他人に不幸を押しつけるよりは、格好悪さに格があるとしても大分マシだろうから。

「首二つより良い買い物ができるとは思いますよ。商売文句としては月並みですが、お買い得かと」

「そうねぇ……」

　痩せて皮が張り付いた首は、私の手の中に収まっている。私達の背後に控えている護衛が二人いるけれど、指一本動かす余裕があるかってところか。打ち合わせは特にしていないが、私が袖に仕込んだ〝妖精アールヴのナイフ〟で首を刎ねている間にマルギットは後ろ二人を寸鉄で排除してくれると肌の感覚で分かる。

　それは相対しているナンナも察していよう。

「ならぁ……お買い物、しましょうかぁ……」

　魔導院とは、何かの気き紛まぐれが起こったら小指を曲げるのと同程度の気軽さで自分を殺せる相手と常に同席し、教えを乞う場所なのだ。追放されるまで研鑽を積んできた彼女であるなら、あの力を抜いたら膝が震えそうな頼りのない感覚を忘れはすまい。

　その上で、自分が優位なのだと一切崩さない姿勢は素直に称賛できた。私とは種類が違う修羅場を踏んできた風格ってところだな。

　それに免じて、精々謙って進ぜようじゃないの。

　此方こちらとしても有り難いしね。全てが終息するまで全部斬って回るなんて、喜ぶのは盲めしいた愛を叫ぶ厄い剣くらいのものだから…………。





【Tips】権力闘争の構図は何ど処こに行っても大して変わらない。






　文句は一人で言うよりも、できるだけ大勢で口にした方が良い。

　一人で叫んでいるだけだと単なる陰謀論にかぶれた狂人になるが、何万人が同時に一所に集まって叫べば立派なデモになるのと同じことだ。

　あとは、できるだけ立派な旗頭を先頭に立てれば、それだけでそこはかとなく名分っぽいものがでっち上げられるので色々と効率が良い。

　その道理に基づくなら今の状況は特に間違っていないのだけれど……。

「テメェら！　何の連絡もなく面ぁ出すたぁ良い度胸だな!!　しかも家人の断りなく門を潜りやがって！　何処の蛮族だ!!」

　特に私いなくても話が成り立つんだから、後は勝手にやって欲しかったなというのが本音だ。

「あらぁ……止められなかったからぁ……通って良いものだと勘違いしちゃったわぁ……それとぉ……いつでもお客を持て成せるようにしておくのがぁ……一流の流儀だと思うんだけどぉ……？」

「ここが小こ洒落じやれた茶屋にでも見えてんなら自分で薬を煎じたらどうだ粉食い薬中共め！　いきなり手勢率いてやって来るたぁどういう了見だ!!」

　さて、所シーン変わって現在はハイルブロン一家暴力団のお屋敷だ。此方は都市の南方、放棄区画の鄙ひなびた場所に豪勢なお屋敷がドカンと建っており、北方の閑静な住宅街にある詫わびた雰囲気のバルドゥル氏族とは対照的にド派手である。

　門は高く、門柱も太く豪勢な金張の装飾があり、何を思ったか屋根の上には黄金の彫像が突っ立っていた。正門から館の正面口に続く石畳の道の両脇にも高価そうではあるものの、秩序も何もなく石塔だの像だのが突っ立っていて成金感が半端ない。

　身分を弁えろと五う月る蠅さい帝国の風土に中指を立てるような面構えなれど、これで打ち壊されていないことからして、やはりハイルブロン一家の権勢も本物なのであろう。数代続く家門であるだけあって、如い何かに辺境伯とあっても軽々に潰せない――或あるいは単純に面倒臭いなと諦めさせる――力の程は侮れぬ。

　斯か様ような館の真ん前にてバルドゥル氏族薬物ヤクザの手勢二〇名弱を引き連れたナンナに同道しているのが馬鹿らしくなってきた。

　本音を言えば後は上の方だけで話し合って処理して貰いたかったし、できるだけのモノを用意したけれど、ナンナは使える物は使えるだけ使うという元払暁派に相応ふさわしい合理性の持ち主であり、生き証人である私の同行を求めてきた。

　そして、一刻もしない内に準備を終えて対立組織の本拠にカチコミを掛けるのは行動力に溢あふれ過ぎていて、見た目の生気のなさとの差異ギヤツプに驚かされるばかり。

　配下に日傘を持たせて死者色の肌を影に隠した姿は酷ひどく儚はかなげで頼りないが、館の中から出てきた馬肢人ツエンタオアの戦士に一歩も退ひかぬ姿も相まって、この人内面はかなり体育会系だな。

　もしかして、痩せて尚なおも窺うかがえる顔の良さも相まって、昔はライゼニッツ卿きようの直参だったりしないだろうな？

「護衛の一人もなしなんてぇ……それこそ無粋じゃなくってぇ……？　この間ぁ、ステフが訪ねてきた時もぉ……家は五〇人分のお茶をちゃぁんと用意したわよぉ……？」

「チッ、口が減らねぇ骨と皮だな……」

　それにしても、やはり有力氏族というのはただ規模が大きいだけではないのだな。

　よもやこんな所で有名人の顔を初めて拝むことになろうとは。

「だとしても最低限の礼儀ってもんがあんだろ！　先触れぐらい寄よ越こしやがれ！」

　大おお槍やりを携えて門前に立ちはだかっている男の名はマンフレート。世には〝舌抜きのマンフレート〟として知られる馬肢人ツエンタオアの冒険者であった。

　マルスハイムに訪れる前に同道したディードリヒで馬肢人ツエンタオアのことを知ったつもりになっていたが、彼はその知識を更にぶち抜いてくる巨漢だった。馬体込みでの上背は私を縦に二人並べても僅かに足りず、更に胸板の分厚さも私二人分を優に上回っている。

　巨大な馬体の骨格あってこそ維持できるむくつけき体は、栗くり毛げの見事な毛並みに見合った濃い褐色。日焼けしていたディードリヒと違って素肌の色であることからして、東方から来た馬肢人ツエンタオアであろう。

　それでいて携える巨大な槍は精巧無比の鋭さで、戦陣にて己を罵倒した相手の〝舌だけを正確に貫いた〟という離れ業が、そのまま二つ名として響き渡る達人でもある。

　あのナリで器用というのが本当に狡ずるいよな。馬肢人ツエンタオアは手先が不器用故にゴリ押し型パワーフアイターの前衛として許されているのに、一番の欠点を克服しているとかデータ的に見たら相当な変態だぞ。もし許されるなら、ちょっとキャラ紙見せてと言いたいところだ。

「急に訪ねてきたって馳ち走そうできるのは槍の先くらいだ！　礼儀ってもんをご自慢の魔法とやらで脳に焼き付けて出直して来い!!」

　精せい悍かんな顔付きに東方人が大事にする豊かな髭ひげがよく似合う益ます荒ら男おは、噂うわさに聞く限りハイルブロン一家の構成員ではなく食客であるらしい。

　その割に見事な啖たん呵かを切ってくれているが、市井で囁かれている頭目から金で雇われて阿おもねっているという話とは印象が大分違う。

　我々の急な来訪に混乱した門衛が呼びに言ったら、押っ取り刀で駆けつけてくる熱心さは金だけの付き合いとは思えなかった。

　碌ろくでなしの集団にしか思えないのだけれど、実際に付き合ってみれば色々あるのかもしれん。付き合ってみれば意外と悪くないというのがヤクザ連中にはありがちな話だから、変に付き合って取り込まれないよう気を付けよう。

「お湯が沸くのに足りないくらいの時間でぇ……押しかけてきた人達に言われるのはぁ……少し心外ねぇ……」

　冒険者目線だと格好良いなぁと感じる堂々たる立ち塞がり方なれど、訪ねてきた側は過去の遺恨やら色々込みで普通に苛いらついていた。だらりと指に引っ掛けるように持っていただけの煙管きせるに火が灯ともり、一口吸ったまま煙が吐き出されない。

　乾いて微かすかにひび割れた紅も引かれぬ唇から漏れる物に剣けん吞のんな気配を察した私は、こりゃいかんと一手打つことにした。

　どちらもキレかけていて本題を持ち出す機を失っている。

　こりゃ普通に声を掛けても駄目なので、悪目立ちするのは嫌いだが無理にでも意識をこっちに向けさせるか。

「また無茶するつもりですの？」

「ちょっと冷静になって貰もらうだけだよ」

　大声を上げるのとか、ただ剣を抜くのだと微妙だよな。

　お、そうだ。この趣味の悪い石塔……コイツを使おう。

　玄関口に続く道の両脇に並べられている品々は、統一性も何もなくて価値がありそうな物をとりあえずで並べている感が拭えない。

　手近に突っ立っている石灯籠と似た飾りは、元々夜ごとに火を灯して死者を慰める墓地飾りだ。蠟ろう燭そくや行あん灯どんを置く場所に煤すすが着いていないことからして、正しいお役目を久しく務めていないとみえる。

　なら、争いを収める役に立っておくれ。

　万が一を考えてずっとぶら下げていた送り狼シユツツヴオルフの柄つか袋ぶくろを外し、微かに腰を落として静かに柄を握った。長剣には日本刀のような反りがないので、ちょっとしたコツが要るけれど知っていれば難しくないんだよな。

　居合い斬りも。

　石を壁にぶつけたような軽い音が響き渡り、残心をとった体の全体に硬質な物を叩たたき斬った得も言えぬ心地好よい手応えが走り抜ける。

　そして、漸ようやく自分が仕事から解放されていたことを思い出したように、本分を忘れていた石灯籠は斜めにズレて地面に落ちた。

　轟ごう音おんと土つち埃ぼこりを上げながら。

「落ち着かれては如何いかがか。後ろでここまでやって気付かないくらい脳を沸騰させるのは健康によくないでしょうよ」

　刀身に付着した削れた石粉を振り払い、鞘さやに収めて一つ嗤わらう。

　石の塊を斬れるようになったが、粉が付くようじゃまだまだ半人前。

　斬られてから気付くのに八丁掛かる高みは遠いな…………。





【Tips】不思議と在野の人間やヤクザ者であっても、偉くなればなる程に貴族の文化を真似るようになる。形こそ違えど当人達たちのみで通じる奇妙な用語や仕草、そして例外なく人に会うことを勿もつ体たいぶるようになるのは人類共通の性質なのであろうか。
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　前世、今生と通じて最も一般的な小遣い稼ぎと言える接客業に関わったことはなかったな、と床を掃除しながら思い出した。

　記憶とは本当にふとしたことで浮かび上がるもので、夕方の営業を終えて混雑が落ち着いた子猫の転うたた寝ね亭の酒房を掃除していて気付いたのだ。

　接客は客目線でも大変そうだなぁと感じて無意識に避けていたのかもしれないが、新鮮な気付きであった。

　野菜を剝むき、注文を聞いて女将おかみさんか旦那さんに伝え、皿を下げて掃除する。この当たり前に世界中で行われている仕事に今まで関与してこなかったことにおかしみを覚える。

　アグリッピナ氏の側そばに侍はべって給仕するのとは、随分と違うものだ。あれは出された物を作法に従って並べるだけで、飲食業って感じではなかったし、雇用主だから接客とも呼べなかった。

　それと貴族界かい隈わいでは給仕は空気の如ごとくあってなき物という扱いなので、粗相さえしなければ客が喜ぶかどうかを考えるのは主人ホストの仕事。側仕えは気を遣うことはあれど自発的に物を考えるべきではない存在だ。

　精々客が食器を落とせば見えぬよう処理し、何かあったら耳打ちして教えるくらい。それ以上は差し出口となるので、気配を消すのが礼儀とあれば客商売とは呼べまいて。

　それがまぁ、普通の酒房なら考えることの多さよ。

　気に入られるように愛想良くするのが前提みたいなもんだし、悩んでいる客にはオススメを紹介してみたり、常連だったら面や好みも覚えにゃならんので最初は難儀したね。

　仕事としては単純明快ながら、これでいて中々大変だと季節を一つ跨またいでやっと実感している自分が奇妙で笑えてきた。

　石塔を縺もつれた縄目よろしく斬り倒して無理矢理に話を通してから、かれこれ二十日近くが過ぎようとしている。

　結局、あの日の内にハイルブロン一家の頭目、ステファノ・ハイルブロンへのお目通りは叶かなわなかった。

　派手なことをやってもコトを収められなかったのではなく、単純に配下を見舞って鼓舞するべく出かけておりご不在だったのだ。なら最初っからそう言えよと思ったが、マンフレートとしては盟友への無礼を咎とがめる方が優先度が高かったのだから仕方がない。

　暫しばらく帰らない人間を待って客間で茶をしばくのも不毛だなということとなり――無理に呼び戻させなかったのは、バルドゥル氏族側の譲歩であろう――その日は解散と相成った。

　やっぱり相手の予定を聞く先触れって大事なんやなって教訓はさておき、遣いを往ゆき来きさせた結果、石塔を斬ったのが徒労に終わりはしなかった。

　俠きよう気きと剣の腕前を認めてくれたのか、参加したくはなかったが私を交えた会談の機会を作ってくれたのである。しかも後から何とでもケチを付けられる一対一の対面ではなく、手間も掛かろうに関係氏族を招いての接見だ。

　無論、姑こ息そくな手を使っていると疑われている漂流者協定団は蚊帳の外にして。

　ただ、ハイルブロン一家も耳が早いようで私がロランス氏族や〝聖者フィデリオ〟との繫つながりがあることを摑つかんでおり、そんなのと適当な話をしたくねぇとのことで、最終的にはロランス氏族が帰還してからの話だ。

　勝手に決めないで欲しいと思ったが、二氏族の頭領がどうせなら関わる人間は多い方が良いし、目もく論ろ見み通りではあるものの私を〝触るとヤバいブツ〟と認識し始めたせいで、比較的仲が良い氏族を安全装置として参加させたがったのである。

　片や門前で力業で問答を強引に解決させるという冒険者好みの俠気と実力を誇示し、片や幹部格の魔法使いが反撃すら許されずノされたという事実を重く受け止めてくれてよかった。

　後は漂流者協定団が懲りてくれさえすれば、また安穏な下っ端冒険者生活に浸れそうで何よりである。

「小僧」

　鼻歌を歌いつつ床を磨いていると、〈猫頭人語〉を取得していなければ猫の鳴き声にしか聞こえない声をかけられた。

　渋い低音混じりの声は大旦那さんで、調理用の前掛けエプロンをしたまま手には絞められた鳥がぶら下がっている。モツが抜かれて綺き麗れいに羽根の処理がされた家か禽きんは、さっきマルギットが裏で処理していた物で明日の主菜となる鍋の肉であろう。

「はい、大旦那様。何か？」

　アドハム氏は移民なのと昔むかし気質かたぎの人なので、帝国語には堪能ではない。南方大陸から続く種族固有言語の猫頭人語以外は片言なので、会話に苦労したくなかったから多少の無理をしてスキルを取ったのだ。

　女将さんから教えて貰ったが、元々ヒト種メンシユの耳と声帯に対応していない言語を無理くり取得するのは大変で、今も自分の口から道端のにゃんこに媚こびているような声が出るのは違和感が強い。

　しかも、あくまで猫頭人語なので猫と会話できやしないという残念さがあるが――そもそも猫達は人間が臭いでの交流コミユニケーシヨンができないから鳴いている節がある――マルスハイムには移民の猫頭人が割と多いので損はしない。

　何より女将さんとの通訳を挟まないと大旦那さんと細かい話ができないのは不便だから、これも必要経費なのだ。

　断じて「アイツすげぇ色んな種族と喋しやべれるんだぜ」という学者セージ技能持ちが受ける称賛が欲しくて取った訳ではない。断じて。

「ちと足りんモンがある。仕入れたのが傷んでた。夜市まで買い出しに行ってくれ」

　ぶっきらぼうに投げ寄よ越こされる小袋を受け取ると、中には小銭とお遣いメモが入っているのが感触で分かる。

　内容は幾つかの香草で、子猫の転た寝亭特製の鍋に欠かせない物だ。どうやら出入りの業者が適当なことをやってくれたみたいで、明日あたり大旦那さん迫真のフシャーという威嚇音が聞けるであろう。

　そういえば、今日は持って来たのが新人だったな。慣れてきたのか態度が緩んでいたから、そろそろシメるかとぼやいてらしたので良い機会なのかもしれない。

「夜市ですね、承知しました。半刻ほどで戻ります」

　マルスハイムは帝都と同じく他民族都市なのだが、流民が多いだけあって人種の混こん沌とん具合はそれ以上だ。話にも聞いたことがない種族と週一くらいの頻度ですれ違う街だけあって、夜行性の民族も多く夜にだけ立つ市場や店もある。

　陽ひの光に吸血種ヴアンピーレと同程度に弱い種族が自分達の生活を支え、同時に需要を見込んだ商売人の努力によって昼夜交互に入れ替わって動くことで、二四時間営業という概念がなくとも買い出しに行けるのはいいことだ。

　貸して貰もらった前掛けに垂らしていた布巾で手を拭い、掃除用具を片付けて夜の街路に出る。道は荒れているものの綺麗に掃除していることもあって、店の前は綺麗でほこりっぽさもなく、胸一杯に取り込む夏の夜気が気持ちよかった。

　しかし、そろそろ帝国のカラッとした心地好い夏も終わりだな。日本だったら鳴き始める秋の虫の声に季節の移り変わりを覚え、缶コーヒー片手に煙草たばこを咥くわえて公園で風情に浸っている頃か。

　こっちでは鳴く虫は主に蟋蟀こおろぎ。夏の虫なので、彼等らの合唱が終わると秋が近いなぁと感じ入るのだ。貴種においては鳴き声を楽しむ文化もあり、特に良い声で鳴く個体には銀貨が飛び交うこともあったが、言うまでもなくアグリッピナ氏は興味がなかったので飼育を押しつけられたりはしなかった。

　むしろ、あの人は本当に風情を介しないからな。煙草の味には五う月る蠅さいが音楽や食事には無頓着で、酒にちょっと好みがある程度。本以外への興味が絶無であったので、稀き覯こう書しよを欲しがることを除けば数寄に振り回されなかったことは、仕えるに楽な主人だったのやもしれん。

　組合の高難易度依頼をチラっと見たら、聞いたこともない地方の高山に咲く花を愛めでたいから枯らさず持ってこいとか、何ど処こぞの地域の鳥の声が風雅らしいから仕入れてきてくれなんて、手間が掛かり過ぎる依頼が散見された。

　これだから金持ちってやつぁ……。

　いやいや、たまに取りに行かされる稀覯書が難儀過ぎたろう、と自分の価値観を正す鞭むちを振るっておいた。〝失名神祭さい祀し韋い編へん〟のことを忘れるな。あの精神を蝕むしばむ魔力は今も心的外傷トラウマとして忘れ難く残っていよう。

　それに……風情を感じる贅ぜい沢たくな暇も近頃では私の下では売り切れているときた。

　お買い物を終え、釣りは好きに使えという好意に甘んじてマルギットの分もお菓子を買った帰り道。近道のために通った小路で首筋に嫌な気配が走る。

　いや、こっちマルスハイムに来て何度目だよ。流石さすがにもう飽きたよ、この人目のない場所展開での不意打ち。

　都市を駆けるシテイシナリオの展開だと推理シーンや交渉シーンの後、箸休め的に戦闘ミドルを挟むのはお約束だったけど、世界ＧＭのやつめ次の展開が思いつかなくなってないか？

　思ったより私が取得したコネクションが強力過ぎて、想定通りの盛大な切った張ったが起こるクライマックスに行かない予感に駆られ下手な梃て子こ入いれをしているような気がしてきた。単なるＴＲＰＧ脳が覚える錯覚に過ぎないと分かっているけれど、こうも似た展開が続くと流石にしんどい。

　世界は思っているより単純で、皆これといって難しいことを考えていない節があるにせよ……もうちょっと、こう、一ひと捻ひねりで魅せて欲しいもんだ。

　私は背後からの殺気に反応し、〈雷光反射〉が自然と発動して引き延ばされた世界で首をひょいっと引っ込めた。

　屈かがめた頭の上、視界の端っこで空を捕まえた縄が引き延ばされたのが見える。鋼を縒よった縄は典型的な暗殺道具だ。私は肌に合わなかったから使っていなかったけれど、貴族の従者界隈では〝静かに掃除できる〟武器として重宝されていたのを知っている。

　ビンと空ぶった縄が張る音を聞きながら、回避行動によって撓たわんだ体を跳ね上げて背後の気配へ渾こん身しんの〝頭突き〟をお見舞いする。

　コツは顎を引くことで頭を支える脊髄を体に垂直にして全身と連結させ、下半身のバネを全力で活用すること。頭を振るだけじゃ大した威力は出ないし、どうせなら顔面を打つより顎を打ちのめした方が良い。

　あと、変に顔面に当てるとへし折れた歯が刺さったりするから危ないと、喧けん嘩かの作法を仕込んでくれた我が師ランベルト氏の薫陶をしっかり役立てねば。

　頭頂に感じる確実な手応えと生なま温ぬるい血液、そして耳障りな悲鳴を聞きながら振り返ると、加速した世界の中で飛び散る歯さえ視認できる。

　……その破片の中に嫌に長い犬歯が交じっていた。

　理解すると同時、私は一切の躊ちゆう躇ちよなく袖に仕込んでいた〝妖精アールヴのナイフ〟を〈見えざる手〉で掌中に滑り込ませ、頭突きによってカチ上げられて晒さらされていた首を搔かっ捌さばいていた。

「こひゅっ……!?」

　体に傷口が向かぬよう斬り付けた切創から飛び出す血ち飛沫しぶき、振り抜いた指に掛かった雫しずくは未いまだ高みに至らぬ未熟さの証明であると同時、噴き出したばかりの血潮が持つ熱がなかった。

　冷えた血。惰性で流れるそれは、温ぬくき血によってのみ渇きを癒やせる者共の身に流るる最高神が呪いの残ざん滓しだ。

　吸血種ヴアンピーレか。また珍しい。

　首を押さえて蹲うずくまりながらも目からは命の光が消えていない刺客、同時に屋根の上で動く気配に感付いて、私は最も手近な〝盾〟に手を伸ばした。

「ごげっ……」

「なっ!?」

　我が幼おさな馴な染じみの無音の身のこなしとは比べるべくもない、被服を風に靡なびかせるやかましい跳躍と共に振るわれた爪が頭を縦に割る。

　奇襲に失敗した挙げ句首を斬られて、盾にまでされた哀れな刺客の頭を。

　うわ、きったね、と思いつつぶちまけられた脳髄を首を傾けて躱かわし、深く食い込んだ手が頭から抜けてしまう前に哀れな刺客の背を更に蹴った。

　最初の刺客が腰にぶら下げていた予備武装の柄を握ってから蹴倒せば、自分の頭を割ってくれた間抜けな男と共に小路の壁にぶつかって動きが止まる。

　ふむ、こいつも吸血種ヴアンピーレだな。しかし、傷の再生が遅い。まだ〝転びたて〟の若い吸血種ヴアンピーレ……というより、眷けん属ぞくにされた親から大して血を受け取っていないし、自分でも摂取できていないチンピラか。

　吸血種ヴアンピーレは無限に増えることができるように見えて、血を分けるという性質上どんなに強大な個体でも繁殖し過ぎると親が弱まる仕組みになっている。さりとてケチると薄め方を間違った乳酸飲料みたく、米のとぎ汁と大差ない代物に成り果てる残念な物しかできぬ。

　昔読んだ歴史書によると、三重帝国の建国戦争時代に少数の手勢で城を落としたエールストライヒ家の家臣が報償として血を受けて転化したことがあるそうだ。つまりはそれくらいの大功とやっとこ見合う行為であるため、余程じゃないと吸血種ヴアンピーレは血を与える行為で子を作らない。

　コイツらは、その例から漏れた、帝国においては〝吸血鬼〟と誹そしられて仕方がない下品な輩やからが作った眷属であろう。

　それでも大抵の人類種では比肩できぬ膂りよ力りよくと瞬発力、そして特定条件を満たさない限り死なない肉体を得られるのなら、粗製濫造としか言えぬ個体に成り果てても血を貰いたいヤツは見つかるか。

　まぁ、お粗末な個体ではご覧の通り〝首を斬られた程度〟でも行動不能に陥り、壁に叩たたき付けられたに過ぎぬ苦痛に呻うめいて動きを止めてしまう三等品でしかないのだけど。

　いつか戦った仮面の貴人と比べることさえ烏お滸こがましいな。不死者アンデツドを名乗るのならば、首がもげたならまだしも斬られただけなら即座に反撃してみせたまえよ。

　とはいえ良いところもある。

　雑に扱っても死なないというのは、とてもとても対処が楽なのだ。

「ぎぁぁぁぁ!?」

「ごぷっ……がっ……かは……」

　二人重なっているので、奪った剣で纏まとめて壁に縫い付けてやった。切っ先が毀こぼれるのも構わず――それと建物の持ち主に内心で詫わびて――深々と剣をぶち込んでも、痛いだけで死なない。

　否、死ねないとあれば、生きて色々歌って貰いたい側には都合が良い。

　いやぁ、普通の人類だと、ここまでやると死んじゃうからな。内臓に傷が入ると、かなり質の良い魔法薬か僧の奇跡がないと、一時持ち直しても感染症で駄目になるのと比べて、ほっといても死なない連中の扱いやすいことったらない。

　むしろ、この点に関してはサクッと死ねる定命の方が楽かもしれんね。仮面の貴人のように再生でゴリ押ししながら戦うにしても、痛みは感じているだろうから、苦痛を与えられても動じないような修羅場に浸る必要があるのだろう？　それはそれで、下手に死ぬより精神衛生によろしくない気がする。

「子猫の転うたた寝ね亭をご利用いただきありがとうございます……ただ、露骨に過ぎたな。何を焦っていた？」

　刺客の顔には見覚えがあった。夕暮れにやって来てチマチマ酒を飲みながら飯を食っていた三人連れで、接客はマルギットがしていたので吸血種ヴアンピーレだとは気付かなかった。

　しかし、飯を食って酒を飲んではいても談笑するでもなく押し黙っていたので、何か妙だなと思って気にはしていたのだ。

　たしかに自信あり気に仰おつしやるだけあって、聖者の縄張りである宿や店で襲われることはなかったけれど、一歩外に出たら御威光も通じまいと警戒していて正解だった。

　本当は厄介事に巻き込みたくなかったので出て行くつもりだったのだが、女将おかみさんに何か事件を抱えているなと察されて引き留められてしまったのだ。

　ここに手を出す阿あ呆ほうはいないから、どんと構えていなさいと説得されて。

　おかげで寝込みを襲われることなく休めてかなり楽だったし、相手の行動を読みやすいので本当に良い出会いであったと輪転神に感謝しよう。

　……あ、そうか、三人連れか。

「おっ、そこか」

「へっ!?　なっ、いゃぁぁぁぁ!?」

　気配を読む……のはマルギットほど得意ではないので、〈見えざる手〉を四方の暗がりに伸ばしてみる。この魔法の良いところは〝触覚〟を再現しているので、本来は魔法使いが不得手とする死角へ意識を集中できることだ。でたらめに手を振って触れたら反応するのは、一種の電探レーダーめいていて便利である。

　屋根の上にもう一人いないかと伸ばした手に触れた物があったので、足首を引っ摑つかんで引き摺ずると……痩身を外がい套とうで隠した女性が屋根の縁から落っこちる。

　こっちもそうかなと放っておいたら、案の定地面に落下して胴体が面白おかしい方向にねじ曲がり、前衛芸術のような様になってもご存命でいらっしゃった。

　同じ吸血種ヴアンピーレであってもセス嬢なら何度でも受け止めて差し上げるが、命を狙ってくるような輩にまで優しくはしてやれん。

　しかも何度目か分からんテンドンともなりゃ、対応も雑にならぁな。

「さて、喋しやべれる口が三つ……はいいとして」

　さて、小路を盛大に汚したのは魔法で誤魔化すからいいとして、一体どうやって衛兵に止められず血ち塗まみれの三人を監禁しましょうかね？





【Tips】死にづらいというだけで、低級血が薄いの吸血種ヴアンピーレであれば斬首だけで死に至る可能性もある。






「また舐なめたコトしでかしてくれたな」

　バキリ、と酒杯が握力によって砕かれる音が響き、周囲の人間が盛大にビビって一歩引いた。無理もない、金属製の堅けん牢ろうな酒杯が怒りに任せて握り潰されたのだ。その中に収まっているのが手前の頭だったら、と想像せずにはいられなかったのだろう。

「前から何も変わってない。この身がマルスハイムに来た時から小こ狡ずるい溝どぶ鼠ねずみのままだ……」

　しかし、目の前で怒りを見せ付けられながらも、私は喜びと嬉うれしさを得ていた。

　自分のために激怒してくれる人は、命を預けられる友人の次に得難い存在だからだ。

「賢く立ち回っているつもりだろうが、分かっていないのだ。武とは何たるか、暴とは何たるか。謀はかりごととは全て力量を測った後にやることだというものを」

　万力も比べてくれるなと引き下がるような握力によって既に砕けた酒杯が、より奇っ怪に捻ねじれていき地面に滴る酒にヒト種メンシユとは違う青い血が混じった。破片によって合金混じりの皮膚に傷がついたのではなく、爪が食い込んだからだろう。

　ガルガンテュワ部族の戦士、ロランスの装甲が安物の酒杯如ごときで裂ける道理が何処にあるのか。

　吸血種ヴアンピーレに襲われてから三日後にロランス組は、高々と這はい竜りゆうの首を掲げて凱がい旋せんした。本来の仕事とは違うが進路上で暴れて邪魔していたのを討伐してきたのだ。

　這竜は亜竜なれど体長七ｍ以上、尾長を加えれば一二ｍは下らない空を飛ばぬ竜だ。私は挿絵でしか見たことがないけれど、外見はイグアナを厳いかつくしたようで、温厚なれど繁殖期に大変な荒れ様を見せる種として恐れられている。

　人に慣れた品種ならば荷駄を牽ひくこともあるが、季節的に野良の個体が人の通り道に巣を作ってしまったようだ。

　斯かくしてマルスハイム二人目となる〝竜殺し〟の称号を引っさげて帰ってきた氏族の帰還を言こと祝ほぐ酒宴の場にて、私は水を差してしまう無粋を犯してしまったようだった。

　いや、こんな場で言い出す予定じゃなかったんだけどね。ただ、何か言いたそうにしているなと見抜かれ、いいから話せとしつこく頼まれてしまっては。

　いやはや、私も表情を取り繕う必要がなくなったからとはいえ、腹芸が下手になった。元雇用主から鼻で嗤わらわれないよう、少し自分を戒めておくとしよう。

「小兵が勇者を倒すべく策を弄するのは、正当な権利だ。否定するまい。されど、対手の力量を誤って下らぬ謀で悩ませ、武の錬磨を妨げるのは我慢ならん……卿けいも楽しめなんだろう？」

　他の氏族と揉もめているから助けてくれなどという願いをしているにも拘かかわらず、漂流者協定団への怒りで自らを傷付ける程に怒ってくれている。私のために。剣を交わし、酒を飲む万言に勝る時間を共有したのもあるが、全ては私の実力を心底認めてくれているからだった。

「まぁ、小粒なのばかりでしたね。愉快さよりも煩わしさが勝りました」

　鍛えた剣を存分に発揮できるなら荒事も悪くないけれど、何というか雑魚にちょっかい掛けられて、火の粉を延々と払い続けるのは正直言って楽しくはない。しかも完全に相手の上役から舐められてるな、と察せられる刺客ばかり差し向けられては不快さしか喚起しない。

　最後の方は切羽詰まってんなと分かるボチボチの札を切っていたけれど、それでも結局ただの暗殺な上に後詰めもなしとか、舐めてるにも程があるだろうよ。

　片手間でなんとでもできるような小者をノしても、勝ったという手軽な快感を得られる性た質ちじゃないんだよな。どんな相手であれ勝てば優越感を得られる人もいるけれど、私の場合は家庭菜園についた油虫を見つけたのと変わらない煩わしさを得るばかり。

　駆け出し冒険者生活を満喫してんだから、邪魔すんなと声を大にして言いたい。

　別に詫びも要らんし金を積めとも言わんから、ホントそっとしといてくれ。

「だろうな。色々と勘違いしているのだ。この身も政治を否定しないし、暗夜にて蠢うごめくことの利もあろうとは思う。だがな、それらは全て本気を出せば殺せる相手に限るのだ」

　蟻ありが人家の軒先に橋きよう頭とう堡ほを築いたところで誰が気にしよう、という言葉から巨鬼の価値観がよく分かった。

「蟻なら蟻らしく集る相手を選ぶべきだ。此方こちらも律儀にエサを運んでいるだけなら微笑ほほえましいと見守ってやるものを」

「白蟻なら恐ろしいですけどね」

「白蟻として振る舞う賢さかしさがあれば可愛かわいげもある。だが、連中は自分を蜂だと勘違いしているのだ」

　謀略はとどのつまり、相手が自分を殺したり害を及ぼせるから怖い物。ロランス氏にとって他の三氏族なんぞ、その気になって正面からカチ込めば皆殺しにすることも容易たやすい時点で全く怖くないのだろう。

　実際、本気の得物を抜いて鎧よろいで武装したロランス氏ならば、正しく重戦車が履帯で踏み潰しに来るようなものだし、下手な魔法では足止めにもなるまいて。そして強力な代謝によって並大抵の毒ではクシャミの一つもさせられん上、寸鉄や匕首あいくちでは爪を剝げたら大戦果という天与の肉体も姑こ息そくな手段を断念させる。

　二つ名を部族から授かる英傑だけあって、魔法対策もバッチリされている筈はずだ。今も指に嵌はめている銀の指輪には対毒や薬品検知の術式が込められているし、帰参時に鎧よろい櫃びつからは濃い加護の匂いがした。巨鬼が崇あがめる氏族神や呪術師めいた独自の術式による護まもりが入念に施されているのだろう。

　彼女等らが愛するのは魔法のような外け連れんを嫌った、純粋な斬り合い。無粋な干渉を撥はね除のけ、技量を比べ合う舞台を用意するのは当然の備えか。

　ただ、私は普通に毒殺もされるし、本当に疲れている時に寝込みを襲われたら死んでしまう脆ぜい弱じやくなヒト種メンシユなので、そこまで世紀末覇王チックな振る舞いはできないけれど。

「ちと教育してやる必要があるか……私もローレンに小言を言われたくはない」

　砕けた酒杯を放り捨て、掌てのひらの傷から血を舐め取る姿からは初めて出会った時の気け怠だるさが抜けていた。無気力さを感じていた瞳に覇気が戻り、水を引っ被かぶって二戦目を願われた時と同じ匂いがする。

　武人の匂い。酒に浸って薄れていた高貴な気配だ。今また斬り合ったならどうなるか分からない、研ぎ澄まされた妙たえなる香りが。

「卿が要らぬ俗世の抗争に巻き込まれて武人としての道に専念できなくなったとあれば、八つ当たりで斬り殺されかねん。斬り死にするのは望むところだが、もう少し墓碑に刻んで格好の付く死因が欲しい」

　一度の冒険で相当鍛え直したと見える。技量的にというよりも精神的に。何かに倦うんでいたのがさっぱりと洗い流されたようだった。

　私との立ち合いが契機となったのなら、これ以上の誉れはない。

「協力しよう。そろそろのぼせ上がって天井裏を走り回る鼠ねずみに水を掛けてやるには良い時期であろう」

「感謝します」

「ただ……その、あれだ、ちょっと見返りが欲しい」

　脚きや絆はんに残った血を擦り付けようとする彼女に手巾を差し出してやれば――ついお世話したくなるのは、未いまだ従僕根性が抜けていないからか――ふと彼女は恥じらうように一つ提案してきた。

　厄介なお願いをしている自覚はあるので、勿もち論ろんロハで頼むつもりはなかったとも。盗難対策で土中に埋めた金貨を〈空間遷移〉にて引っ張り出しており、お礼をする準備はしてあった。

「何なりと。労を願う以上、何も差し出さずになどとは思っておりませんよ」

「なら、遠慮なく」

　しかし、遠慮しないという言葉とは裏腹に青い肌を僅かに深い青に染め、頰を搔かいて気恥ずかしそうに口をもにょもにょさせる巨鬼。豪快な彼女らしからぬ仕草に首を傾かしげてみせると、ややあって彼女は目を伏せながら言った。

「まぁ、その、なんだ、たまに此この身と立ち会ってくれ。何なに卒とぞ、ローレンには内密に」

「……それくらいで良いのですか？」

「卿は自身の価値をもっと高く見積もるべきだと思うぞ。此の身に勝てる者など、マルスハイムにどれだけいるか。ただ、あれだ、下手にやり合うとだな……掟おきてに触れるのだ。うん」

　こっそりと戦ってくれと頼んでくる意図は分からないが、巨鬼が木剣とはいえど全力で腕を振るえる場が欲しいことは理解する。むしろ私としても鈍らないように鍛えられる有り難いお誘いなので、お礼と呼ぶには足りないくらいだが。
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　しかし、掟ね。部族の外には出してはならない地域的ローカルな決まり事でもあるのだろうか。

「その程度で良いのなら、幾らでも喜んで」

「また、この子は安請け合いを……」

　ぼそっと隣で静かに吞のんでいたマルギットが、酒精で顔を赤らめつつぼやく。

　え？　何か拙まずいこと言った？　と思って目線をやっても、彼女は白けた目で見つめ返してくるばかり。

　女に期待させるようなことを軽々と言うな、と叱られても何のことやら。女ではなく剣士として遇しているつもりなのだが。

「そうか、良かった。何、此の身も少し自分を見つめ返し、危険を受け入れてでも身を高める必要があると思うてな」

　確かに手合わせで怪け我がすることはあるけれど、脱臼の痛みが翌日には抜けている肉体技能フイジカルの怪物モンスターが何を仰おつしやるのか。

　この時の私は知らなかった。つばつけという巨鬼の文化も。巨鬼にとって女とは剣士であることも。

　ロランス氏が鍛錬によって諦めた高みを再び目指し、あわよくばブチ切れて肉体的にも精神的にも枷かせが飛んだローレン氏と殺し合いができるかもと期待していたことさえ…………。





【Tips】巨鬼は真っ当な敵手とまみえる機会に乏しいため、最終的な好敵手を身内に求めることが珍しくない。






　ハイルブロン一家は正しく地方のヤクザという感じだが、その頭目は印象をカタに嵌めて整形してから母親の腹に宿ったような御仁だった。

「お前が〝石塔斬り〟か。マンフレートが褒める男は珍しいが……なるほど、こりゃ大したもんだ」

　ステファノ・ハイルブロン。ハイルブロン一家の現頭目であり、三氏族会談の前に仕入れた情報によると、前頭目の叔父ブルニルデ・ハイルブロンを素手にて撲殺して当主位を簒さん奪だつしたガチガチの武闘派だ。

　牛躰人アウズフムラの中でも飛び抜けた巨きよ軀くで上背は二ｍ半はあるだろうか。なんてこった、あとちょっと足したらＴＲＰＧプレイヤーの友である一〇フィートの棒と並んでしまう。

　特徴は左の角がねじくれていることで、そのせいで〝ひねくれのステファノ〟という見たまんまの二つ名があるそうだ。私としては、この柱のような体たい軀くや樽たるを抱き潰せそうな胸板など、もっと色々あるだろうと突っ込みたいところであるものの、世の二つ名とは大体見た通りのものだ。

「良い腕をしてるじゃねぇか。ロランスが稚児趣味だったのかと勘違いするところだったぜ」

「侮辱の言葉にしても程度が低いな。腹に香草を詰めて焼かれたいか」

　会談の場所に選ばれた、曰いわく中立地帯であるらしい黄金の鬣たてがみ亭の個室にて、趣味の悪い冗談に悪態で答えた巨鬼に牛躰人アウズフムラは響き渡る哄こう笑しようで返す。

　冒険者が使える最上の宿だけあって、黄金の鬣亭そのものが氏族に掣せい肘ちゆうを加えられる規模だというのには驚いた。

　何せ一氏族一人までしか個室に入るなと向こうから注文してきた挙げ句、亭内に入れられる護衛も一人までなんて制限を設けてくるのだ。それに全員が律儀に従っているとなると、どれだけ尊重されているかがよく分かる。

　そのせいでマルギットは隣の控え室で待機だ。さりげなく私も〝一勢力〟として計上されているのは空恐ろしくあるが……いざとなれば幼おさな馴な染じみが速攻で助けに来てくれる位置にいるのだし、気付かないふりをしとこう。

　大氏族に言うことを聞かせられる宿屋から、誰かのオマケ扱いされていないなんて冷静に受け止めるには重すぎる事実だからな。今は会談を上う手まく乗り切ることにだけ集中したかった。

「俺なんざ喰くったら腹ぁ壊すぞ〝二刀〟の！　〝金の髪〟なんて見た目を褒めそやす異名が聞こえてきたんで、人当たりの良いだけのお坊ちゃんかと勘ぐっても仕方ねぇだろ」

「そうだな、此の身も汝なれなんぞ食わんといかんほど落ちちゃいない。で、ちゃんと自分で見定めて誤りと理解したか？」

「まぁな。ただ、やっぱりナリだけなら〝金の髪〟ってぇのが一番似合いそうだが」

　む、やっぱり〝金の髪〟で通り始めてるのか私は。〝石塔斬り〟の方が響きが格好いいし、強さも分かりやすいから、そっちが有名にならないかしら。

「〝牛骨砕き〟さぁん……笑ってるのはいいけどぉ……さっさと終わらせなぁい……」

「二度とその異名で呼ぶんじゃねぇ〝抹香焚たき〟め。じゃねぇと怪しい香を焚く暇もなく、首根っこ引っこ抜いて脊髄で背中を搔いてやる」

「お香じゃなくて煙草たばこだってぇ……何度言ったら覚えるのかしらぁ……」

　一方で微妙に間違った印象を持たれている〝抹香焚き〟ことナンナ・バルドゥル・スノッリソンは、筋密度平均が異様に高くなりそうな室内で平均値を一般的な状態に引き下げる下げる儚はかなさで椅子に座っていた。

　顔色も焚き染められた煙草の匂いも初見の時から変わっておらず、今日もご丁寧に配下を使って運び込ませた大仰な水煙草を燻くゆらせていた。

　先程彼女が口にした〝牛骨砕き〟は、叔父を撲殺したステファノの悪い意味で伝わる二つ名だ。何も異名とは良い風聞にのみ囁ささやかれるものではない。

　だが、ステファノは武闘派であることと一家の継承に纏まつわる話からしてバリバリのタカ派っぽいが、真逆のハト派で組織の締め付けと組織化を進めていることをロランス氏から聞いて大変に驚かされた。

　市井では今もハイルブロン一家はおっかないヤクザ者として知られているが、それでも以前と比べると……彼が手に掛けた叔父のブルニルデ時代から格段にマシにはなったそうだ。

　ブルニルデはかなりの暴君で、縄張りの賭場や商売女へのみかじめが重いなんて言葉では済まず、気分次第で一家の冒険者を斬り殺しすらしていたが、ステファノに代替わりしてから風紀も正されて――あれでもだ――随分と穏当になった。入団の儀式も誰ぞを殺してこいとは言わなくなったし、私刑も骨を折らない痛めつけ度合いに緩めてはいるらしいが……まぁ、何ど処こまで行ってもお付き合いしたくない風土であることは変わらないね。

　しかし、この程度ですら「組織が腑ふ抜ぬけた」と嫌う者もいるようで、統制に難儀しているのが実情だという。

　暴君だったとはいえ親族の叔父を手に掛けてでも縄張りの安定した生活を優先したステファノに〝舌抜きのマンフレート〟が個人的な友ゆう誼ぎで手を貸していると聞くと、ますます昭和のヤクザ映画めいてきた。彼は戦せん槌ついの名手らしいが、誰か白しろ鞘さやのポン刀でも差し入れてやってくれんかな。そうしたら何か抗争とかで劇的に壊滅してくれそうな気がするから。

「さてと、場は温まったし、そろそろ始めっか……」

　笑いが絶えなかったステファノが席に着き、空気が変わる。馬鹿笑いが似合う酒場の大将ではなく、百人からの荒くれの冒険者を束ねて活計の道を成り立たせているヤクザ者の風格だ。

「しかし、驚いたぜ……ありゃ間違いねぇよ。漂流者協定団の連中だ」

「そうねぇ……たしかぁ……二番ツヴアイテ、そう呼ばれている連中の係累ねぇ……」

　重々しく話が切り出されたものの、実は殆ほとんど内容は固まっていたりする。

　既に漂流者協定団の悪行が大体割れているからだ。

　ハイルブロン一家とバルドゥル氏族双方共に私への襲撃依頼を受けた人間からの聞き取りは済んでおり、同時に幹部格からの聴取も終わらせていて、どちらも私に目を付けてはいたが組織全体で〝殺す〟方針には至っていなかったと確認が取れた。

　同時にどちらも指示を出していないと断言し、何なら今回の一件は全員が書面に血判を捺おして控えることになっているので噓うそはない。

　更にあれから各氏族色々調べたようで、噓の依頼を持ち込んだ人間は見つからなかったと鼻がねじ曲がらんばかりの胡う散さん臭くささとなる。

　最後にダメ押しで、私が当日に持ち込んだ〝お土産サプライズゲスト〟が決め手となった。

「それにしても卿けい……吸血種ヴアンピーレを生殺しにする方法なんて何処で学んだ」

「まぁ、男には色々あるものですよロランスさん」

　しれっと答えつつ饗きようされた茶を啜すすってみると――あ、割と良いやつだ――全員から奇妙な生き物を見る目で見られた。解せぬ。

　私はただ、子猫の転うたた寝ね亭にある〝陽導神の小さな祭壇〟にある香炉の灰をちょっと一ひと摑つかみ、女将おかみさんの許可を得て拝借しただけだ。

　そして、それを捕らえた刺客共の〝顔面に塗りつけ〟、吸血種ヴアンピーレの力を奪ってやったに過ぎん。

　神々の力は信仰の残ざん滓しにも残る。僧が聖別した水なら最高だが、祭壇を拭き清めた布だとか香炉の灰、飾った後の花なんぞにも力は宿り、強弱は祭壇に注がれる信仰の強さに左右される。

　自分を詐術にかけて不死を掠かすめ取り、ついでに嫁さんから超叱られる原因になった吸血種ヴアンピーレへ陽導神が向ける恨みは骨髄を通り越して祭さい祀しの名残にも込められており、お香を焚いた灰だけでも再生を阻害される。

　これが雑な祭壇のそれなら肌荒れくらいで済んだが、人々から聖者と褒め称たたえられる僧の管理している祭壇だ。そりゃあもう効果は覿てき面めん。如い何かに三下であろうと流石さすがに治るだけの時を経た傷がずっと治らず、突き出されるまで半端に死ねない痛みに延々と苦しんでいたくらいである。

　これを落としてやろうか？　と持ちかけると親への情なんぞ久遠の彼方かなたに消え去って、面白いくらい全部ゲロってくれたね。

　むしろ大変なのは、会談まで適当な貸倉庫にぶち込んで監禁し、当日に引っ立ててくることだったさ。何度、邪魔な部分をそぎ落として〝軽量化〟してやろうかと思ったか。

「まぁ、詮索はしねぇよ。話をするのが楽んなったんだから、俺らにゃ損はねぇんだし。陽ひの下に手足晒さらさせて歌い出すまで眺めてるのも暇だからな」

「でもぉ……ちょっと吸血種ヴアンピーレの身柄は欲しいのよねぇ……ほらぁ……彼等らが還かえった灰って触媒になるからぁ……」

「あれらは交渉の札だし、金の髪から掠め取るような真ま似ねは此この身が許さんぞ」

「欲しいってぇ……言ってみただけじゃないのぉ……」

　さっきドン引きかましてくれたのは何だったんだよ、と言いたくなる剣けん吞のんな会話はさておき、漂流者協定団には脅しをかけることが決まった。三氏族合同でだ。

　人の代紋使って何してくれてんだテメェ！　と苦情を入れて、金とか縄張りとかをふんだくろうという算段に異はない。おこぼれと言うべきか、私にとっては本旨である不干渉を一緒に確約させてくれるなら、別に好きに儲もうけてくださいってところである。

　いやぁ、そう考えると漂流者協定団が下手踏んでくれてよかった。彼等が簡単に自分達たちに行き着かないよう下手な偽装をしてくれなければ、バルドゥル氏族とハイルブロン一家は力を貸してくれなかっただろうから。大義名分と得る物がなければ、態わざ々わざ戦争になるかもしれない相手に喧けん嘩かは売るまいよ。

　ロランス組が力添えしてくれるだけでも十分だったかもしれないが、借りられる看板はデカければデカい程良いと相場が決まっているものだ。

　誰からも「こわ、触らんとこ」と思って貰もらえたら、要らんちょっかいはかけられないで済むからな。

「さてと、漂流者協定団にナシつけて引きずり出さねぇとな」

「でもぉ……あの人達ぃ……塒ねぐらから出てこないのよねぇ……」

「あー、大分前の会合は名代の幹部すら寄よ越こさなかったから、ぶっ殺してやろうかと匕首あいくちに手ぇ伸びかけたな。襤ぼ褸ろ纏まといの鼠ねずみ共が図に乗りやがって」

「今回もぉ……どーせ市壁外じゃないと駄目だとかぁ……人数がどうとかぁ……色々文句付けてくるわよぉ……」

「テメェらが発端だってのに、そこは強く当たってくんだろうな。膝元なら、いざ内容が気に入られねぇってなった時に〝やりやすい〟ってぇのはあるが……」

　漂流者協定団は謎が多い組織の上、やっていることは貧民と流民の元締めだけあって凄すさまじく慎重なようだ。他の有力組織との折衝すら最低限に保とうとするとは。

　つまり今回も三氏族合同で文句を言うのは決まっているが、問題は文句を言う場に権限がある人間が出てきてくれるかってところか。

　今回みたいに有力氏族的には中立という場所を用意しても、肝心の文句を言いたい相手が出て来てくれなかったら成立せんからな。

　そして、この二人も戦争までして文句を言いたい訳でもなさそうなのが何とも。

「なら、此の身が向かおう。襤褸天幕の下でなら、彼あ奴やつらも話を聞く気になろう」

「え？」

　コンビニへ行くと提案するような気軽さで言ってのけたロランス氏の発言に全員の視線が向いた。本当に大したことでもなさそうに冷めつつあるお茶に口を付け、小さく「あちっ」と呟つぶやく――猫舌かよ可愛かわいいな――巨鬼に皆が驚いていた。

　市壁の外、文句を付ける敵の本拠地に飛び込むにしては、あまりに気軽過ぎた。

　私も酷ひどい目に遭ったからな。仮に行けたとして、最悪貧民街の全部が敵として向かってくるのは、控えめに形容して悪夢だぞ。

「なに、大したことではない。狭い天幕の下に入りさえすれば……何もできずに皆殺しにすることは容易たやすい。奴やつ儕ばらめも癇かん癪しやくを起こすのは拙まずいことくらい、此の身が座っているだけで重々理解しよう」

　此の身という剝むき身みの凶器に相対して、どれだけなめた口を利けるか見物だな、と笑う巨鬼に誰も何も言えなかった。

「ただ、エーリヒ……火口となったのは卿だ」

　ふぅと尖とがらせた口でお茶を吹きながら、巨鬼の黄金の瞳に睨にらまれる。

　悪いのは相手だけれど、喧嘩を買って大事にしたのは自分だと理解はしておりますとも。同行して自分のケツくらいは拭きますさ。

　それに、暴れ回る剣が二本から三本に増えた方が、より威圧になるでしょうし。

「勿もち論ろん、お供いたしますよ」

「そうか、それは心強い。では、各々方、それでよろしいな？」

　力強い宣言に不良氏族の棟とう梁りよう二人は厳かに頷うなずいた。

　厄介事を進んで買ってくれるのであれば、もうどうでもいいやという感じだ。

　そして、そういうことになった……………。





【Tips】氏族は戦争にならないよう最低限の会合を行っているようだが、定期的に開催している訳でもないし、明確な協定も存在していない。






　饐すえた悪臭が拭いきれぬ外と隔絶された天幕の中では、俗世の腐臭を打ち消す香が焚かれており別世界のように見えた。

　比喩でもなく、天幕は外から隔絶された別世界と言える。見たこともない模様のような文字は神聖な雰囲気を帯びていることからして、何処かから追われた流民の神の神聖文字なのやもしれぬ。

　猥わい雑ざつな外からの音は入らず、内側からの音が漏れることもない。同時、耳の〈声送り〉の標に魔力を流しても外に術式が通らないので、概念的な意味でも外界から隔絶されているようだった。

　漂流者協定団、その本拠たる天幕街の一画。襤褸を纏まとい屎し尿にようの臭いをさせた貧困と混こん沌とんの坩堝るつぼに斯か様ような空間があると誰が信じられよう。

　そこに巨鬼と共に完全武装し、一三人の襤褸を纏った者達に囲まれていることに実感はなかった。

　漂流者協定団は評議員なる代表による合議により運営され、その人数は一三人と決められているという。半ば脅迫めいた話し合いの要請に従って催された場に噂うわさと同数の人間が参列しているということは、彼等がその評議員なのであろう。

　役職名などはなく、秘匿のため番号だけで呼び合うそうだが、外見だけでは背丈の違いこそあれ誰が誰だか分かりやしなかった。

「無粋な装いよな……」

　嗄しやがれた男性とも女性ともつかぬブレた声は、天幕に満ちる隠れて信仰される神の権能か。襤褸の外がい套とうに備わった頭巾の中は暗あん渠きよの如ごとく暗く、香料を練り込まれた蠟ろう燭そくに照らされて尚なお輪郭すら覗のぞき見ることは叶かなわない。

　性差は疎おろか種族さえ判別させぬ隠匿の加護は、厳重に隔離された場所だからこそ働いているはずだ。細々と生き延びているライン三重帝国の神群に属さぬ異教の神にしては、強力に過ぎたる祝福。なるほど、彼等が外に出たがらないのも頷けた。

　分かるのは我々を囲む車座の中央、正面にて相対している人物が話しているということだけ。

「無粋とは異なことを。我等は冒険者ぞ。古来より武によって和を成すことを神々に期待されて立った聖職だ。それが甲かつ冑ちゆう具足を纏って何が無粋か。これぞ我等が正装であろうよ」

　フンと不快そうに鼻を鳴らし、片膝を立てる不遜な姿で座るロランス氏は不穏な空気の中でも全く揺るがなかった。かつてローレン氏が纏っているのと似た衣装の革と獣皮を組み合わせた鎧よろいを隙なく着込み、腰には鞘さやに包まれても恐ろしい武威を鈍らせぬ二刀を帯びている。

　肩口を開けて、首や肩を護まもる鎧を廃した衣装は派手に動き二刀を縦横に振り回す戦術に特化した改造であろう。されど晒された肌には色っぽさなどなく、筋張った筋肉と金属混じりの光沢ある青い皮膚が秘めたる力強さを醸すばかり。

　怪しげな多勢に囲まれども、たった一人の巨鬼は存在感において全く負けていなかった。

「外に手勢を伏せ、顔を隠さねばならない様の連中に無粋と誹そしられる覚えはないな。況ましてや此の身は巨鬼だ。戦場にて産湯を使い、墓穴にも鎧を着て入る。これに難癖を付けるとあっては、此の身のみならずガルガンテュワ部族そのものへの誹り、ひいては巨鬼全体への誹ひ謗ぼうととるが如何に？」

　片膝を立てた姿勢は尊大なだけではなく、左手を地面に突いて前傾になっているのは弛し緩かんではなく臨戦にある証あかし。屈かがんでいてもこの場の大半の人間より頭が高い巨きよ軀くは、言葉よりも雄弁に全員を脅していた。

　舐なめた口を聞いたなら、その場で殺すと。

　実際、偽りなく彼女はやるだろう。冒険者商売は舐められたら終しまい、というのはこの夏に嫌というほど味わわされたからな。

「……その、隣の小僧まで剣を帯びさせ、具足を着込ませているのは何だ。これでは、とても交渉とは呼べんな」

　黙りこくってしまった正面の評議員に代わって口を開いたのは、その右隣の人物。話を切り出したことと正面に座っていたこともあり、議長にあたる〝一番〟と思おぼしき人物の隣に座っているのなら、アレが〝二番〟であろうか。

　私を出しにしてハイルブロン一家やバルドゥル氏族の勢力を削そぎ、利潤を得ようと暗躍した人物。吸血種ヴアンピーレであり粗雑な眷けん属ぞくを量産することで影響を保っている人物。

　ああ、碌ろくでもない。神の権能により暈ぼかされて尚も声が震えている。どうにか難癖を付けて、会談の前に叩たたき付けられた和平の条件と熨の斗し付けて返してやった人質の失態を取り返したいのだろう。

　此方こちらが無粋で真面まともに交渉をする気がないから悪い、と体面を繕いたいのだ。提案を蹴り、せめてこれぐらいに負けてくれと頼み返すのにも相応の理由がいる。

「ふん、またつまらないことを宣のたまうものだ。彼はエーリヒ、此の身が認めた剣士であり冒険者だ。そして、汝なれらに散々迷惑をかけられた被害者でもある。辛気に患わせられながらも怒りに身を任せず、この場に正装で挑んでいるだけであろうに」

　これにも即座に切り返してくれたロランス氏。既に冒険者の正装は完全武装だ、という主張に上う手まく反論できていないのでぐうの音も出まい。

　私がしても流されるような主張が巨鬼だから通るのが凄すごいものだ。彼女等にとって武装が正装なのは事実であるし、そこにケチを付けたら種族の文化に喧嘩を売ることになるからな。更に既に忘れ去られて久しいとはいえ、冒険者という職業の成り立ちを使うのは優れた話術だと感心させられる。

　戦の前に口上を述べる倣いがあるだけあって、武のみならず煽あおりにも適性を持っているのかもしれない。今度教わってみようかな。

　それはそれとして、お膳立てまでして貰ったのだから私も役に立たねば。

　口を開くためにすぅと息を吸い込むのが、取得した特性やスキルを起動させる電源となる。

「まず、若輩の身で発言することをご容赦あれ」

　普段から意識している綺き麗れいな発声と発音により強く気を向ければ、それは昨年の冬に取得した〈鶯うぐいす声ごえ〉や〈染み入る声音〉に重なり、今日に備えて取得した高級スキルの〈逆らいがたき威声〉に乗って朗々と響き渡る。

　大物と接することも嫌々ながら増えてきたし、街での仕事シヤドウランが増えるなら持っていて絶対損はするまいとして奮発したのだ。

　その性能は〈交渉〉判定における相手の抵抗を削ぎ、反論し難い空気を作ることによるリアクション不可。一種の社会戦ダメージに軽減スキルを乗せられないようにする技能である。

　低Lvの内は装甲点の脅威が勝るものの、高Lvセッションになるにつれて相手も沢山の技能を取得してくることによりリアクションや防御の質がドンドンと高くなり、より理不尽さが増すことが多い。ガッツリと判定を削ってくるのは序の口で、行き着くところまで行くと絶対失敗フアンブルを押しつけてきたり、そもそも攻撃を〝なかったこと〟にする理不尽まであり得る。

　そうなると、攻撃側に立った時にリアクションへの対策が必要となってくる。

　こと今回は相手がマルスハイム裏社会の顔役みたいな連中だ。絶対に高い品質の交渉系技能を持っているだろうから、ここでケチれば後に響くと思って大枚を叩はたいた。如何いかんせん、今回潰したのは小者ばっかりだったのでミドルでは大して熟練度を貰もらえなかったから、星毯庭清水の舞台から飛び降りる覚悟が必要だった。

　本当は、もうちょっと背伸びして〈絶対の風格カリスマ〉とかも欲しかったんだけどね。流石さすがに建国の英雄級が持ってるかどうかって特性には手が出なかったよ。良い印象を与えられるだけではなく、否いや応おうなく人を惹ひき付ける高級特性ではあるのだが……。

　何か買い物をする際、これといって理由もなく最上位モデルを欲しがるのが私の悪い癖だ。冒険者に要るかそれって聞かれると、今の時点でも大概贅ぜい沢たくしているから。

　今回の揉もめ事ごとではあまり役に立たなかった〈滲にじむ威風〉は、アドオンで強化して〈交渉〉技能に挑まれなくても相手を威圧できるよう梃て子こ入いれしたし、この交渉を乗り切れば回収できるだろうからへーきへーき。

　できなかったら予定が崩れるから大事なんだけどね……ああ、また有人の〈空間遷移〉が遠ざかっていく。

　それはさておき、謙へりくだるのは枕まくら詞ことばでお終いだ。謙遜が美徳なのは前世だけで、特に荒事の界かい隈わいじゃ一歩でも譲った瞬間に劣勢となる。

　だから強く出よう。隣に頼もしい後ろ盾がいるからじゃない。

　冒険者としての手前が、負けてたまるかと敵に吠ほえるために気勢を張るのだ。

　格好を付けることを恐れるようになったら、この仕事は終わりだから。

「人を殺しにかかって……知りませんでしたで済む道理がどこの世界におありで？」

　未いまだこの世界で明文化されてはいないが、昔から使用者責任ってもんがある。部下がやったこと、秘書が勝手に、与あずかり知らぬところで、なんて文言が通用するなら何人も高い所に送られちゃいないわな。

「申し訳ないが、私は何度も命を狙われた上、多方面に迷惑が掛かっています。言い訳も問答も無用。言いたいのは提示した案を吞のむか否か」

　言いたいことの道理はそんなに難しくない。

「格好にケチを付けることから会話が始まったので、何か色々言って譲歩を引き出したいと考えていらっしゃるようですが、一言だけ」

　責任を取る気がねぇならぶっ殺してやるから覚悟しろってこった。

「殺され返すか、大人しく詫わび入れるか選べ」

　私は寛大だからね、命を狙われたからって殺す一択にはしない。選択肢はくれてやる。

　ごめんなさいして、私と関わらないか、全員汚い首になってバルドゥル氏族かハイルブロン一家の手によって街路に並べられるかだ。

　私はどっちだっていいんだ。魔法が外に通らなかったとして、外で隠れて見張ってくれている幼おさな馴な染じみの勘の良さは誰にも負けない。お前達たちが助けを呼んで配下が雪な崩だれ込む前に一息で半数は殺してやる。

　そして。

「したり！　さぁ、選べ堂々と名の一つも名乗れぬ襤ぼ褸ろ纏まとい共。それとも何か、この私さえ斬り伏せる鬼神にも等しい男と一戦所望するか？　ならば、この身も僅かながら助勢し、剣を振るうことに何の躊躇ためらいもないが？」

　残りの半数はロランス氏がやってくれるだろう。

　後は何人斬ることになるかな。統制が取れていたら全滅判定、四割くらいは斬り捨てないと止まらないかもしれないけれど、そこで頑張れば後は組織の体が保てなくなって四分五裂だ。放っておいても何もできず、今まで抑圧されていた小粒な氏族や犯罪組織、上司の下で燻くすぶっていたヤツが乗っ取って自然に消えてくれるだろう。

　結果は同じだ。頭下げて許しを請い不干渉を約束するなら結構。

　否と言うなら、二度と誰にも迷惑をかけないようにしてやるだけだ。

　ロランス氏の賛同、そして〈圧倒する微笑〉による〈神域スケールⅨ〉の〈戦場刀法〉を乗せた〈威圧〉を前にして、下手な踊りを見せる舌はなかった。

　僅かな苦く悶もんが滲む沈黙を経て、議長と思しき人物が周囲を見回す。

　ややあって、重々しく頭が垂れられた。

　そして運び込まれる三氏族が用意した誓文。記されているのは今回の一件での非を認め、戦争としないための条件の数々。

　賠償の金がどうとか縄張りがどうたらに関わっていないので詳しい内容はどうでもいいが、最後に書き加えられている一文が大事だ。

　今後一切、如い何かなる形であろうとケーニヒスシュトゥールのエーリヒ及び、その縁者には関わらぬという制約。

　神や貴族が取り仕切る契約ではないが、破れば途端に他の大氏族が縁者を引き連れ、他の中堅所や小氏族を誘って嬉き々きとして殺しにかかるなら、それは他の契約の重みとなんら変わりはない。

　天幕街を火の海にしたくないのなら、吞むほかないのだ。

　最後に物を言うのは暴力。ああ、いいね、ほんと分かりやすくて。

「大変結構」

　ポンと捺おされる血判の数を見届け、納得の頷うなずきを見せる。

　後は直接私に危害を加えようとしてくれた連中への処罰であるが……。

　これに関して自分で決着をつけると提案したものの、二番と思しき評議員が慌てて声を上げた。

「始末は此方で付ける……手出しは無用に願う。本件は本当に漂流者協定団の総意ではない。末端の一存、独断によることだと理解して欲しい」

　加護による隠匿越しでも分かる狼ろう狽ばいっぷりは、やっぱり彼が二番であることを表していた。配下の統制が行き届かず、組織全体に無用な損害をもたらしたとあっては、ケジメの一つも自分で付けねば面目が立たぬのであろう。

　彼の配下が本当に独断で動いたかどうかは、どうでもいい。権力者が下にクソを押しつけて、なかったことにするのは見慣れた光景。余よ所そでやる分には背景みたいなものだ。

　私としては骨折り極まる上、金にもならない厄介事突発イベントを起こしてくれた阿あ呆ほうにお礼参りしてやりたくもあったが、この手で直接刃を突き立てねば腹の収まりが付かぬという程でもなし。

　これから評議員としての身分を護るために大変になるだろう彼に少しでも手間を掛けてやれるなら、それもまたヨシと首を縦に振ってやることにした。

　斯かくして一件落着。私は平穏を取り戻し――あと迷惑料としてロランス組以外から、ちょっとした小遣いを追加でせしめ――漂流者協定団以外の氏族は懐が温かくなり、マルスハイムで元々でかかった顔を更に大きくできましたとさ。

　うーん……この有り触れたコンシューマゲームで、微妙なお遣いをさせられたような徒労感よ。

「まぁ、生きて帰れて、煩わしいことが減ったなら幸いでなくって？　少なくとも、小路で寸鉄に手を伸ばしていないと落ち着かない事態は終わったのですし」

　天幕から出てからマルギットが慰めてくれたけれど、気分が晴れたかと問われれば微妙な感じだ。

「はぁ……だけど、これは私が憧れる冒険者の仕事じゃないんだよね。まるで裏家業だ」

「じゃあ、嫌なことを忘れさせてあげましょうか？」

　ご無事で！　と配下から出迎えられているロランス氏を眺めながら言葉を交わしていると、彼女は定位置に収まるような自然さで首に飛びついてぶら下がってくる。今日は気合いを入れた戦装束なので衣きぬ擦ずれの一つもなく、入念に体を洗ってきたこともあって匂いすら薫らない。

　それでも顔を暗がりに紛れさせる覆いヴエイルの合間より覗のぞく目は、普段と変わらず悪戯いたずらっぽく撓たわんでいた。

　護まもった、なんて偉そうなことを宣うつもりはない。何より相方は並び立ってくれる幼馴染みで、一方的に護ったり護られたりする間柄じゃないから。

　ただ、不格好なりに彼女のために怒ったことも、頑張ったことも見抜かれている気恥ずかしさがあるばかりだ。

「どうやって忘れさせてくれる？」

「そうねぇ……さしあたって……打ち上げで痛飲いたします？」

　断れる雰囲気ではなくってよ？　と指さしてみる方を見れば、ロランス組の一行が打ち上げだお祝いだと騒いでいた。頭目として仰ぐ姐あねさんが元気で楽しそうにしていることが、よっぽど嬉うれしいのだろう。

「なるほど、たしかにあれは逃げられそうにない」

「良いお酒が沢山飲めるといいですわね」

「潰れないでおくれよ？」

「あら、寝床まで運んでくれないのかしら？」

　それ込みでお酒を吞むのが楽しいのだと言われると、私としては何も言えないのだった。

　後日、灰が詰まった小瓶が六つ、犬歯が六揃そろい私宛に届いたけれど、悪趣味な戦利品を集めて悦に入る趣味もないので、満月の晩に窓から撒まいてやる。

　街の暗がりを走り抜け、いざこざを治める仕事ではクライマックス戦闘を発生させないことに美点を見み出いだすＰＬプレイヤーもいたけれど、本当に労力の割に華のないオチだな。

　さりとて、華があるオチを求めると組織と関わっている以上、さて何人死ぬんですかねって血ち糊のりでべったりの結末しか待っていないから、個人的な価値観においては〝まだマシ〟と評価する他ないのだが。

　これがセッションなら帰りに寄るラーメン屋で、ＧＭゲームマスターにもうちっと捻ひねり利かせるか関係者を絞ってクライマックス戦闘をキッチリできなかったのか？　と苦言を呈するところだな。

　窓から散っていく名前も知らない灰が月明かりに溶けていく様は、つまらない一件のつまらない結末には似合いの光景だった…………。





【Tips】漂流者協定団。流民が互助的に始めた氏族であるが、今や街の浮浪者や犯罪者にまで広まり、屋根を持たぬ全ての者を纏まとめる組織といってもよい集団。

　市壁外部に広がる天幕街という勝手に天幕を立てて暮らしている者達の集団が根城であり、同時に市街の未整備地区や整備が放棄された地区に根を張っている。評議会なる合議によって動いているそうだが、その全容を知るものは極めて少ない。
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　何か偉大なことを成し遂げたであろう男の顔というものは、男が見ても惚ほれてしまうものなのだなと実感できた。

「ただいま」

　秋の日の昼下がり、農民達が刈り入れや納税の準備で大おお童わらわになっている頃にフィデリオ氏は雑ざつ囊のうを抱えて帰って来た。その体は方々に包帯が巻かれ、頰には大きな綿紗ガーゼが宛あてがわれており激戦の残り香が漂っている。

　しかしあくまで物腰は穏やかに、悩みを解きほぐす優しい聴罪僧の雰囲気を崩さずに氏は微笑ほほえみを携えて帰参を告げる。

「お前様！」

　客が数人いるにも拘かかわらず、女将おかみさんは盆を投げるように置き――それでも中身を溢こぼさないのは流石さすがの年期――止まり木をひらりと飛び越え衝車もかくやの勢いで胸に飛び込んだ。

「遅いじゃないの！　刈り入れが始まる頃には戻るって言ったのに!!」

「すまないねシャイマー、全員ボロボロで動くに動けなかったんだ」

　今まで気丈に心配の一言も漏らさず宿を回してきた女将さんの目には涙が滲にじみ、猫人が喜ぶときに発する喉の唸うなりを高鳴らす。そんな彼女を抱き留めた英雄は、力強く何より大切な者を優しく抱き留める。

「おかえりなさい、旦那様」

「無事のご帰還、何よりですわ」

　酒房で女将さんを手伝っていた我々も帰参を言こと祝ほげば、氏は屈託のない笑みを向けてくれた。

「ああ、二人ともただいま」

　ごろんごろんと胸元に顔を擦りつけ、新婚夫婦でも恥じらう熱烈な愛情を示している妻の背に片手を回し、もう片手は大きな猫耳の付け根を搔かくように撫なでていた――やっぱり猫人でも、そこが好きなのか――フィデリオ氏は、ふと言葉を止めて我々の顔をしげしげと眺めてくる。

「何かあったかい？」

　いや、流石は凄すご腕うで冒険者、怪け我がもしていないけれど、ほんの少しの変化で何かあったのではと察してくるとは。

　驚いて思わずマルギットと見つめ合い、目線でどうしようかと会話したけれど、お任せしますわとでも言いたげに肩を竦すくめられてしまった。

　……まぁ、そうだな、英雄に自慢できるようなことでもなし。それこそ、本当に何もなかったと振る舞うべきようなくだらなさだ。

「いいえ、特に何も」

「……そうですわね。ええ、特に何も」

　武勇伝として語れるような偉業でもなく、さりとて滑稽話にできるほど愉快でもなく。ひたすらに頭と間が悪いだけの話をして、折角の凱がい旋せんに水を差したくはない。

　腰に手を当て言えば、相方も同調して同じく腰に手を当てる。首を竦めるのはやり過ぎなので、すっとぼける仕草も少し控えめにしておこう。

「……そうかい。大過がなかったなら何よりだ。それと、すまないが暫しばらく店を任せても？」

　勿もち論ろんと元気よく答えた。なんなら暫くと言わず朝までずっとでも構わないとも。これでも仕事に出ない時か、日帰り仕事の時は毎日お手伝いしているのだから給仕の真ま似ね事ごとくらいは務め上げてみせる。女将さんほどではないが、私も黒茶を淹いれるのは結構上う手まい方だし、マルギットが作る軽食もなかなかの物なのだ。

　それに御勘定の必要が出てきても、騒ぎを聞きつけてやってきた大旦那様がいらっしゃるから心配ご無用だ。耳を伏せ、仕方ねぇなと言いたげな顔をしていらっしゃるので同じ気持ちだと思うしね。

「あっ、そうだ、後で仕入をお願いできるかな。できれば肉を沢山、お酒も良い物を少し。出入りの人に一言お願いしておけばいいから」

　ごろんごろんが止まらない女将さんを横抱きに軽々と抱え――女性客やマルギットが黄色い悲鳴を上げている――奥に向かおうとしたフィデリオ氏が足を止める。忘れるところだったと気恥ずかしそうに仰おつしやるそれは、打ち上げの下準備であろう。

「畏かしこまりました。皆、ご無事で？」

「ああ。どいつもこいつもどうしようもない大酒飲みだから、大変だと思うけど頼むよ。まったく、胃の腑ふに達するような負傷を治したばかりのヤツもいるんだけどね」

　困った連中だと言いながらも、本当に朗らかな笑顔からは冒険が上首尾に終わったことが分かる。誰か一人欠けても、心底楽しかったと伝わってきて、自分も楽しくなるような笑みは作れないだろうから。

「では、万事お任せください。どうかごゆっくり」

　本当ならば、今すぐにでも新鮮採れたての英雄譚たんを拝聴したいところだが……夫の帰還に喜びの絶頂にある女将さんの邪魔はしたくない。馬に蹴られて死ぬような真似は、なるべく避けるのが長生きのコツだ。

　やっぱり女将さんも心配してたんだな。あの人は大丈夫だよ、とか良い嫁は夫が帰ってくるまで何一つ生活を変えないもんさなんてマルギットに語っていたけれど、そりゃそうだよな。竜さえ殺し、不ふ逞てい氏族を一夜にして潰す英傑が一夏かける冒険だ。どれだけ信頼していたって、不安を抱かずにはいられまい。

　知っていればいる程に恐ろしくなるものなのだ。どうせ大丈夫、と言い聞かせたところで心の中で育つ心配は止められない。それを吞のみ込んで夫を冒険に送り出した女将さんの懐は、凄すさまじく深くて広く、愛がそれ以上に大きいのだなと思い知らされた。

「ああ……そうだ。それとエーリヒ」

「はい？」

「暫くはゆっくりするつもりだから……どうだい、時間がある時に一手」

　一手、一手、言葉が脳のう味み噌そに染み込んで理解するまでに僅かに時間がかかったが、咀そ嚼しやくし終わった瞬間に喜びが湧き上がった。

　英雄と手合わせができる！　それも、ここまで〝積み上げて〟尚なおも底が見えないような英傑と！

「はい!!」

「いい返事だ。じゃあ、よろしく頼むよ」

　お前様、お前様と嬉うれしそうに涙声で喉を鳴らす妻を連れ、また何か偉業を為なしてきたであろう英雄は足音も立てず店の奥へ消えていく。

　それと同時、店の中に響くは溜ため息いきの多重奏。ああ、これが尊みか……としみじみ感じ入るそれは、客と私達たちのクソデカ感情が完全に一致した証左であった。

「いいねぇ、帰陣の光景はいつだって最高の一幕だ。これがあるから物語は華やぐ」

　派手な格好をした常連が黒茶を啜すすって呟つぶやいた。彼はこの地を中心に活動している吟遊詩人であり、かなりの名うてとして通っているお得意様だ。部屋も一番上等なものを年間契約で借り切っており、作詩はいつもそこでやっているそうな。

　六弦琴の名手――ギターに近い楽器だ――たる彼は帝城に招かれて公演したこともある有名人で、特に〝聖者は征ゆく〟という英雄譚の作者として名高い。

　そう、他ならぬフィデリオ氏の物語だ。

　氏は誇張が過ぎるとして、彼のことを〝ヘボ詩人〟だとか〝三文物書き〟と呼んでいるが、その言葉に親しみが込められていることを誰もが察していた。

　元々は取材から始まっただろう仲であるが、冒険者として憧れずにはいられない間柄だな。

　なんといっても詩人こそが一番の愛好家フアンなのだ。そうでなければ、情感たっぷりに物語を紡ぎ、何度となく人々の記憶に残るような熱を乗せて歌い上げることなど能あたうまい。

「英雄は帰り着く、ただ常の如ごとく、微笑みを纏い、小用を片付けたるかの如く、勲章たる傷を誇りもせずに……いや、ちと諄くどいか？　もう少し簡潔に……」

「おっ、始まったぞ先生の仕事が」

「絡み過ぎてドつかれねぇでくださいよ！」

　小声なのに明朗に響く低い吟声。懐から取り出した覚え書きの帳面に書き付けながら詩を紡ぐ詩人に他の常連達も嬉しそうに声を上げた。街に住みながらもこの店で穏やかな午後を過ごすことを好む人たちは、広場で人の黒山を作る男が新作の試し弾きをしにくることを目当てにして集まっている節もある。

　それはきっと、彼なりの恩返しでもあるのだろう。店の名を派手に喧けん伝でんするでもなく、静かに〝弁わきまえた〟客を集めてやるための。

　いいねぇ、いつか私も詩に詠うたわれてみたいものだ。

　この街に来てからは、詩に残されるような立派なことはできていないけれど、いつか、必ず。

「ああいう関係も少し憧れますわねぇ」

　ほぅっと頰に手を添えて吐息するのは、意外なことにマルギットだった。熱っぽい憧れを帯びた視線は店の奥に向いており、これから離れていた間の愛情を確かめ合うであろう二人のことを想おもっているのだろう。

「あら、そんな目をするのは如何いかがかと存じますわよ」

「えっ？　あ、ごめん。その……マルギットは、ずっと隣にいてくれるものだと考えてたから」

　恥ずかしながら、やはり私はマルギットに甘えている。常に堂々としていられるのは背中は安全だと安心できるからだし、前を向いているのには背後に憂いがないことが前提ですらあるから。

　だからマルギットが誰かを待つ姿に憧れる、なんて想像もしなかったのだ。

「これでも私、結構乙女でしてよ？　それは最期の時まで隣にいるのもいいですけれど、大事な人を迎えるために家で鍋をかき混ぜるなんて光景に憧れもいたしますわ」

　男の子には分からないかもしれませんけど、と揶揄からかわれると何も言い返せなかった。

　だから代わりに想像してみる。鉄火場に挑む私の背にマルギットはいないけれど、這ほう々ほうの体ていで帰っても優しく受け入れてくれる家で待ってくれる姿を。

　悪くはない。人間には心から力を抜いて休める場所が必要だ。そして、その場所は失われないという安心感があれば、もっと強くなれる。

　もしもマルギットであればと夢想すると、たしかに安定感が凄すごい。彼女は何でもそつなく熟すし、心配するのも烏お滸こがましいだけの強さがある。営巣する種の蜘蛛人アラクネではないけれど、本気で拵こしらえてくれた巣はさぞ心地好よいだろう。

「如何でして？　そんな私」

「……そうだね。いいと思う。思うけれど」

　けれど？　と首を傾かしげて挑発してくる幼おさな馴な染じみに、私は勝てないようにできているのだろうな。負けるのが心地好いと考えるようになったらお終しまいだ。

「多分、その時は背中が風邪を引きっぱなしになりそうかな」

　降参でーす、と両腕を上げて素直に心情を吐露すると、頂戴したのは可愛かわいらしいくすくす笑い。それから手に持っていた盆を置く音も、給仕のために女将さんから借りている前掛けを翻す音もさせず背中に寄り添ってくる仄ほのかな熱。

　どんな外がい套とうよりも体を温めてくれる相方の体温は、必ず帰ることのできる家に勝る宝物だ。この温ぬくもりがあるなら草を臥ふし所どとし石を枕としても風邪を引くことはなく、矢が雨と降り刃が風と吹き荒すさぶ中でも体調を崩すことはなかろう。

「なら、しっかり温めてあげますわ。私も、憧れはするだけで、どうせ台所になんて二日で飽きるでしょうし」

「半日じゃない？」

「あら、堪こらえ性しようがウリの狩人かりゆうどに失礼なことをおっしゃるのね」

　ぐいーとほっぺたを引っ張ろうと指が伸びてきたので、甘んじて受け入れる。

　ああ、楽しい。冒険も楽しいけれど、こういったのほほんとした時もいいものだ。

　だけど、それでも、次こそは心躍る英雄譚の時をと願わずにはいられない。

　憧れを搔き立てる染み入るような詩人の声を聞きながら、英雄の物語に思いを馳はせ午後に浸る。

　私達が土産話をせがむのは、次の日の昼にやっと面おも映はゆそうに下りてきた夫婦が落ち着いてからになった…………。





【Tips】吟遊詩人。様々な詩を楽器の伴奏と共に語る物語の紡ぎ手。英雄達の偉業は彼らの口から旋律に乗って語られ、誉れ高く後の世に繫つなげられる。冒険者の最初のファンにして終ついの伴侶と呼んでもよい。
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　ライン三重帝国にて名高い店は多かろうと、ここに並ぶ物はないと常連が断言する店が辺境にあった。

　それは他を知らないということもあるのだろうが、だとしてもここが一番であると確信させる他と隔絶した質があるからだ。

　魔導照明により明るく、しかし五う月る蠅さくない暖色の光に照らし出された空間は、貴種の屋敷でさえ霞かすむ上品さを湛たたえている。

　塵ちりの一粒とてなき飴あめ色いろの床、腰壁に純白と金の模様でなる絢けん爛らんな壁紙で仕切られた壁が調和し、並ぶ揃そろいの意匠にて統一された卓と椅子には欠けも傷もなく、乗せらるる酒器食器は全て銀無む垢くのみ。

　満たす酒は妙たえなる芳香を放ち、暑き夏には霜が下りんばかりに冷えて喉を潤し、骨凍る冬には血潮を温める暖かさを漲みなぎらせる。

　皿の肉には最も早はや切り分ける短刀が要らず、肉叉フオークで触れるだけで蕩とろけて分かれる軟らかさが与えられ、添え物の野菜は渋みや苦みを舌上に寸間とて残さぬ。

　一人客が腰掛けられる止まり木カウンターも継ぎ目のない一枚板の大古杉からなる凝りようで、底面を厚く造った硝子ガラスの酒杯が端から端まで滑る程の滑らかさを誇るという。

　帝都でも余程の数寄好みの貴種を招く酒場でなければ、この酒場と比べて恥じぬ店構えの酒肆バーは見つかるまい。

　これ程の酒場が西の辺境、地の果てエンデエルデとも揶や揄ゆされるマルスハイムにあると言われて誰が信じようか。

　彼かの店はマルスハイムの街区でも南方寄り、比較的奥まった人通りの少ない場所に建っていた。入り組んだ通りは知らぬ者を寄せ付けぬ天然の結界と化しており、噂うわさに寄せられて訪れたとして正確な道順を知らねば中々辿たどり着けぬ立地。

　気の利いた看板の一つも掲げられず、外観も他の建物と比べれば綺き麗れいではあるが人を惹ひき付ける程垢あか抜ぬけてもいない。

　この控えめな外観のみは惜しいと評価する客も多いが、店主はその意見に対して「隠れ家ハングアウトとはこういうものだ」と逆に不敵な笑みを返すという。

　一見客商売を舐なめているとも見える場所に佇たたずんでいるが、この店はそれで構わないのだ。なにせ貴種以外では殆ほとんど見られぬ、一見を断る奇妙な酒場なのだから。

　それもここまで拘こだわり、酒も食事も逸品ばかりを提供するにも拘かかわらず、ごく限られた冒険者だけを歓待する帝国でも唯一と称して良い奇特な店である。訪れるのに迷わぬ場所も通りかかった者が気き紛まぐれに入ってみようと思うような看板も無用。ここは、そういった店であった。

　夕刻の酒場が賑にぎわう時間帯になれば、看板を掲げぬ酒保は異様な営業形態にも拘わらず賑わい始める。

　訪れるのは皆、熟練の高位冒険者ばかりだ。名が売れた氏族の頭目、群れることなく実績を重ねる単独行の英雄、新進気鋭で売り出し中の若手。

　一人とて見み窄すぼらしい身なりの者はおらず、仕事上がりに寄った一党でも鎧よろい櫃びつには上質な装備が収まり、袋にしまった得物は誰もが涎よだれを垂らすような銘品揃ぞろい。

　止まり木の向こうで店を取り仕切る上品な初老のヒト種メンシユ男性や店の中を往ゆき来きする清せい楚そなお仕着せを纏まとった様々な種族の給仕に歓待され、思い思いに心が安らぐ一時を過ごす。

　時に気心知れた者達たちの間では席を往き来して交流を深めると共に、冒険者としては無知でいられない近頃の情勢や近隣での話題が飛び交っていた。

　風聞未満の話題の種や一時の興を交えるために〝盛られた〟不確かな話が酒場の常ではあるものの、この場に集うは一流のみ。持っている話題を札とした一種の盤上遊戯めいた交歓という前提がある以上、耳に入るのは酒の肴さかなとしての価値しかない正確さに乏しい内容であるはずがなかった。

　振る舞いに洗練されたものはないが、野卑に振る舞う客は一人もおらず、響く笑い声もうらぶれた酒場の無理に楽しんでいるような自や棄け染みた下品さはない。

　冒険者として立脚する腕前と〝酒場の持ち主〟が気に入る人品がなければ、立ち入りすら許されないのだ。この穏やかで心が落ち着く空気は、運営側と客の努力によって成り立つ得難い宝石であった。

「今日のオススメは？」

　止まり木の向こうで硝子を磨く店主に歳としの割に若々しさが溢あふれる冒険者が声をかけた。ツンツンとした頭と頰に走る傷が特徴で、生意気さよりも微笑ほほえましさを感じさせる顔付きの男性だった。

　隣には香草の匂いを漂わせる女性が寄り添っており、纏ったローブと触媒の数々からして冒険者界かい隈わいでは希少な魔法使いであろう。

「そうですね……」

　気分が定まらなかったのであろうか、今こ宵よいの一献を尋ねられた初老の男は背後の棚に所狭しと並ぶ大量の酒から一つを手に取った。

「フランツィスクスは如何でしょう。シルヴィウス聖堂の僧が蒸留器の実験で造った試作品が思いの外美味だったとのことで製品化された偶然の品です。杜松実ジユニパー・ベリーと数種の香草や薬草を原酒につけ込んでから蒸留することで爽やかな味わいを醸し出す飲みやすい一品です」

「じゃあ、それを貰もらおうか。飲み方は何がいい？」

「そうですね……〝金床割り〟スヴェンなどよろしいかと。フランツィスクスを〝発泡水〟で割り、香り付けに檸檬レモンの絞り汁を加えた、元の酒の味を更に高め飲みやすくした〝混ぜ酒カクテル〟です」

　口を湿らせ、宵を始めるのに最適かと。そんな誘い文句を気に入ったのか、冒険者は連れ合いの分もと二人分の酒を頼んだ。

「しかし、金床割りね……坑道種ドヴエルクにしちゃキツい酒を好き好んで割ってのむたぁ変なヤツだった。逝ったのは半年前だっけか」

「ええ。何ど処こかの山から下りてきた〝巨人の落とし子〟を相手に河岸の一つであった荘しようを守り抜き、壮絶な討ち死にをなさいました。建物の基礎を引っこ抜いて戦う半巨人相手に戦せん槌ついを振るい打ち負けぬ豪腕が失われたのは、惜しいばかりですな」

「そりゃ武勲にあやかれそうで結構だ。〝飛刃〟のディモとかだったら縁起でもねぇからな」

　ケラケラ笑うツンツン頭の冒険者は、相方である薬草師の女に軽く窘たしなめられていたが、初老の男は気にした様子もなく笑顔でディモ氏の混ぜ酒も御座いますと言った。

　この酒場の一つの名物なのだ。二つ名が囁ささやかれるようになった有名な冒険者の愛好した飲み方に、尊敬を込めてその名を付けるのは。

　店主が馴な染じみであった冒険者の訃報を聞き、思い出を薄れさせぬように始めた店での遊びは、今やマルスハイムの多くの酒場に広まって模倣されている。

　しかし、一般人もが喜んで頼むようになったそれが〝討ち死にした冒険者〟の名前であることを、一体どれだけが覚えているのであろうか。

　冒険者は人気商売ともいえ、一度活躍が途絶えて英雄詩が詠うたわれなくなると風化するのも早い。幾年、幾百年と時代を超えて詠われ続けるのは一握りよりも更に少ない英雄の中の英雄ばかり。多くが名前すら忘れられ、詩人達が聞いた内容を模倣して広がっていく詩と同様に消えていく。

　詩は疎おろか記念碑さえも苔こけ生むして消えていくならば、せめて酒の名前としてでも市井に遺のこるのは彼等らにとっても本望であろうか。

　因ちなみに冒険者が縁起でもないと笑った飛刃のディモは、短刀投げを得手とする矮人種フローレシエンスの冒険者であったが……巨きよ軀くの異種族を侍はべらせる奇矯な女の趣味が高じ過ぎ、交合の最中に首を折って死んだという、ある種壮絶な討ち死にをした冒険者であった。

　無論、彼もここの常連だったので、その時は献杯として盛大な大笑いと共に名を添えられた酒が何杯も掲げられたものだ。

　調合は店の名物である冷えた麦酒エールに白葡ぶ萄どう酒しゆ、そこに肉桂シナモンの粉を少しという変わった内容である。

　しかし、逸話の残念さに反して飲みやすさから長く帝国に伝わっていくことになる酒は、詳細が残る今は笑い話の一つに過ぎなかった。

　若い冒険者は、いつか俺もと考えて奇抜な――それこそ頼んだ当人も顔を顰しかめる――混ぜ方を店主に頼んだりもしているが、止まり木に座った冒険者はそういった遊びに興味が薄かったようだ。

「しかし、今日も盛況だな……」

　爽やかな果実の風味が溶け込んだ、生きであればキツいが割れば優しい味に転じる蒸留酒を嘗なめるように嗜たしなみ、つまみとして饗きようされた干し肉や乾酪、煎った豆などを夕食の代わりに取りながら冒険者は言った。

「ジークフリート様は久し振りのご来訪でしたね」

「まぁな。ちょっと遠方まで足を伸ばしてた。何とも詩人が喜びそうな顔ぶれなこった」

　二刀をぶら下げた巨鬼が数人の配下に良い酒を労ねぎらいとして飲ませてやり、女の馬肢人ツエンタオアが女給に「そろそろツケが……」と苦言を呈されながらも蒸留酒をビンごと受け取り、上品な長衣を纏って連れん翹ぎようの飾りが付いた長ちよう杖じようを担ぐ、不釣り合いな程に麗しい魔法使いもいる。

　誰もがマルスハイムであれば顔を知らぬ者がおらず、都会でも詩や名前が伝わっているような傑物ばかり。

　彼等が好んでここに集うのは、毒殺の心配も組織同士の争いも起こりえない、数少ない気を抜ける場所として酒場が機能しているからであろう。

「とはいえ、ここ何年かは代わり映えのしねぇ面ばかり……」

　言葉が終わるか終わらぬかといったところで、不意に穏やかな空気が打ち破られる。

　劈つんざくような音を立てて開かれた扉は、すわ国家権力が乗り込んできたのかと誰もが腰を上げる勢いであったが、それは無粋な蹴りの一発によってもたらされていた。

「ったく……何が〝紹介が必要です〟だ……俺を誰だと思ってる」

　闖ちん入にゆう者しやは若い男だった。身なりには然さ程ほど気が遣われておらず、風呂にも頻繁に通っている様子はない。しかし、ぶら下げたる得物だけは立派な長剣で、鞘さやに収まって尚なおも実用重視の拵こしらえも相まって相当な品であると窺うかがわせる。

　客の何人かは、彼の名と顔を知っていた。

　半年前にマルスハイムにて旗揚げした新人の冒険者であるが、類たぐい希まれなる剣の腕と〝率先して〟格上に喧けん嘩かを売ることで名を上げた無謀な若者だ。

　出身はマルスハイムから更に西の片田舎でしかないが、自分を貴族の落らく胤いんであると誰憚はばかることなく公言し、疑う者は容赦なく斬り捨てたる荒くれ者。腕前は確かだが人品に眉根を潜められる彼の評判は、端的に言って良くなかった。

　跳ねっ返りを揉もんでやろうとした中堅が数人やられて以降、金にもならねぇ喧嘩をしてどうすると腫れ物として放っておかれるような扱いを受けている。

　最近煤すすが落ちたばかりとは思えぬ破格の仕事ばかりを熟した彼であるが、今宵は遂ついに噂の店こそ自分には相応ふさわしいと、何処かから情報を引っ張ってやって来たのであろう。

　入店を入り口の陰に密ひそかに立っている護衛から拒まれたのが余程気に入らなかったのか、上品な扉を壊しかねない勢いで蹴り開いた男に初老の男が眉根を潜める。

　蝶ちよう番つがいが悲鳴を上げて勢いの名残で揺れる陰に、腕を押さえながら血を流した護衛が蹲うずくまっていたからだ。

「英雄がここの客になる権利があるんだろ？　だったら俺を入れないで誰に酒を出すんだ」

　あまりに傲岸な物言い。若さ故の根拠のない万能感に……店主が〝店の玄関を護まもるに相応しい〟と判断される腕前の護衛を倒せる剣の腕前が備わっているのが悲劇だった。

　彼は今まで思い通りにいかぬことがなかったのであろう。尊い者の落とし胤だねであると口にしても地元で裁かれぬ程度の家の生まれだったのかもしれないし、窘めることが危険となる暴力も持っている。

　そして、それを弾はじけさせてはならないところで暴発させても、自分が酷ひどい目に遭うという想像力が働かない来歴が悪かった。

　店内の柱、その入り口寄りの場所で客の目障りにならないよう控えていた二人の護衛が立ち上がり腰の得物に手を掛ける。

「なんだよ、光り物刃物なんて頼んでないぜ。それとも客に対してまずは最初に〝奢おごる〟のが店の決まりかい？」

　たまにあるのだ、思い上がった若手が押しかけてくることが。若い憧れと無根拠の自信から英雄の仲間入りをしたくて無茶をするのを、大人ならば苦い思い出と共に笑みで窘めよう。

　実際、希なことでも入り口の護衛だけで普段は十分足りていた。店主子飼いの手勢でも、妙手と認められる腕前の者が配されるのだから当然であろう。明らかに格上の人間から窘められて、殆どの若者はすごすごと去って行く。いつか招かれるくらい偉くなって、護衛に頭を下げさせてやるなんて野心を抱きつつ。

　そして、僅かな阿あ呆ほうが喧嘩を挑みたたき返される……のだが、今日はその阿呆が度を超した、更に不釣り合いな力を持っているのが不幸だった。

　普段ならば入り口の護衛で十分に過ぎたる最悪への備え。店内で腕利きの冒険者が酔って暴れた時の対応要員として置かれた〝保険〟の二人が仕事をすることになったのは前代未聞である。

　二人は平素ならする声かけをしなかった。店を間違えていませんか、と問いもせず得物を抜き放ち、無礼な新人を手打ちにするべく斬りかかる。店の前で同胞が斬られて倒れている時点で遠慮はどころか逡しゆん巡じゆんする必要すらない。

　刃は一太刀で絶命する急所へ、店の有名冒険者達でさえ舌を巻く鋭さと連携で襲いかかり……まるで当然のように虚空を斬った。

「なっ……!?」

「遅いぜ、お二人さん。蠅はえが止まらぁ」

　同時に二人は声が後ろから聞こえることに驚いた。斬り捨てるはずだった若人が後ろにいるのは、世界が噓うそを吐ついたとしか思えぬ光景。彼の腰にぶら下げた得物は抜かれた気配もなければ、手に刃物すら持っていない。

　だのに胸を深く斬り裂かれているなど。

「この程度で店の用心棒が成り立つのか。程度が知れるなぁ、オイ」

「こふっ……」

「がっ……」

　傷口から漏れる血を信じられぬと見下ろして倒れ伏す護衛。ごとんと鈍い音に酒場が静まり返る。

「で、これで酒場に相応しいと認められるだろ？」

　当たり前だよな、とでも言いたげな新人の言葉に酒場をよく知る者達たちは頭を抱えた。

「あーあぁ……やりやがったな小僧」

「あぁ？　何がだよ。こかぁ実力がなきゃ来ちゃ駄目なんだろ？　だから、俺はその証明をしに来てやっただけじゃねぇか」

　止まり木で〝金床割り〟を飲みながらことの推移を見守っていた冒険者が、呆あきれ果てている様子を隠しもせず口を開いた。隣に座っていた薬草師は怪け我が人にんを見て顔色を変えて立ち上がり、懐に手を伸ばしている。

「気に食わなかったんだ。たかが酒場の店主が大層な二つ名を帯びていて、客を選ぶなんてよ」

「思い上がるのはテメェの勝手だが……ここで刃にん傷じよう沙汰ほど拙まずいこたぁねぇぞ」

　この店の客ならば、誰もが知っていて当然の〝規則〟を冒険者は口にする。

　三つだけの決まりは単純なれど、誤魔化しが利かない明快さ故に偽りを許さない。

　一つ、吐いたら自分で片付ける。

　一つ、男女問わず軟派は紳士的に。

　一つ、血を流す勿なかれ。

　この決まり事を破った者は、誰であれ店主が許したことはない。どんなに有名でも、どれだけ名を売っていても、どれだけの手て練だれであっても。

「なぁ、調整役ヴアーゲ」

　残った混ぜ酒を飲みながら投げかけた声は、思い上がった若者にではない。

　いつの間にやら扉の向こうに現れた一団に向けての呼びかけだった。

「まるで出番を待ってたようじゃねぇか」

「言ってくれるな。輪転神の差配であって、私の趣向じゃない」

「旦那様!!」

　初老の男が慌てた声を上げる。彼が酒場を預かって以来、このような醜態を店主に晒さらしたことがなかったからだ。

　本来なら今日彼は贔ひい屓きの酒精神聖堂へ寄進して、上質な酒を回してくれるよう交渉に行っている筈はずだった。なればこそ後で詫わびることにはなるが、自分で始末を付けて手を煩わせず済むと思っていたのに。

　それが戻ってくるなど。

「第一、見ていたなら従業員に野良犬が嚙かみつくのを黙って眺めているとでも？」

〝金の牙酒房〟の主にして、マルスハイムにて〝調整役〟や〝触れ得ざる者〟として君臨する冒険者が護衛を引き連れて佇たたずんでいた。

　身に纏まとうは貴種と並んでも恥じ入らぬ華麗な装束。左肩には手ずから狩って詩も詠われた竜の皮からなる片外がい套とうが翻り、腰に帯びるは無数の血を啜すすり伝説となった〝送り狼シユツツヴオルフ〟。月の明かりに照らされる髪の神々しさは、かつて囁ささやかれた二つ名に恥じぬ美麗な金色。

　少壮を過ぎつつあるものの街に現れた頃より然程変わらぬ細面を引っさげた男の名は、ケーニヒスシュトゥールのエーリヒ。

　自身を囲む大勢の護衛に比べると頭一つ低いはずの矮わい軀くは、されど酒場に集った誰にも見劣りせぬ覇気を漲みなぎらせる。

　単身にて誇る武威、数多あまたの伝説、そして聖者と並ぶ〝天幕街の白昼悪夢〟として未いまだ畏れと共に語られる戦果にて街の均衡を体現するに至った英傑に相応しい威容であった。

「アンタがエーリヒか？　ふぅん……ちっせぇんだな。聞いてたより全然大したこたぁねぇ」

　だが、若人は威風を前にしても一歩も引かない。謙へりくだること、認めることが負けだとでも考えているのか大先輩を前に触れあうような間近に近づき、見下ろす無礼を働いて不敵に笑う。

　供回りが主人を馬鹿にされたことに血気を荒立たせたが、主人は手を上げることで彼等を窘たしなめた。

「もう、格付けは終わってる」

「なんだ、分かるのか？　俺の方が強いって」

「いいや」

　立ちはだかる若者をひょいと斜めに出ることで躱かわし、エーリヒは答える。

「お前は客に相応しくない、という格付けだ。家は野良犬が餌を集るゴミ捨て場じゃないんだ」

　挑発を上回る雑言に若人は固まった。脳のう味み噌そが意味を理解するのを拒んだのであろう。

　周りも「いや、これは流石さすがに誰でも怒る」と言いたげな顔をする酷い煽あおりに元々短気な若人が激怒しないはずもない。

　だが、彼が思った通りの結末にはならなかった。

「えっ……？」

　武器を握った筈の手の感触がない。見下ろせば、そこには何もなかった。

　腕は疎おろか自分の体すら。

　ごろんと鈍い音と共に床を額が打ったが、痛くはなかった。そして、理解する間もなく視界が暗くなっていっても、終ついぞ彼は理解しなかった。

　自分の愚かさも、敵に回した相手の強大さも。

　ただ、彼にとってはある意味で幸福だったのかもしれない。

　世界という壁の分厚さに挫折する苦しみを味わうこともなく、痛みさえ覚えず戦いの連鎖から一抜けすることができたのだから…………。





【Tips】金の牙酒房。マルスハイムでも英雄と認められた冒険者と店主が有望であると見込んだ若手のみが招かれる一級の店。上品な店内と美う味まい酒、極上の料理を出す割に安価であり、ここでしか飲めない真夏でも冷えた酒や泡の出る水などが目玉。

　しかし、その正体はマルスハイムの冒険者氏族の力関係を維持する天秤バランサーの支柱であり、氏族同士の会合や手打ちの場所として高度な独立性を保った権力の要塞だ。






　不敵かつ無礼として嫌われる煙管きせるでの咥くわえ煙草たばこが板に付き、室内に入ると配下が外套を外してくれるのに萎縮しなくなって随分経たつ。

「失礼、お気遣い痛み入る。配下は無事かな」

「……はい、これなら助かります。相手も腕前をひけらかすことを優先していたようですから。それと、着込み鎖帷子が上等なのもよかったですね」

「では、頼む。費用はこれに」

　誰より率先して斬り倒された護衛を心配して駆け寄ってくれたであろう、常連の一人である薬草師に感謝を述べて金額が白紙の為替手形を渡した。年頃が近く、昔は仕事をよく共にした彼女は強力な癒やしの魔法薬を使えるため、倒れた配下も直すぐに回復することだろう。

　不愉快なことに私が首を落とした向こう見ずな馬鹿も、かなりの剣の腕前であったため最初にやられた配下の腕も何とかなりそうだ。恐ろしく傷口が綺き麗れいだったから、あれならお抱えの魔法使いでも接げるだろう。

　元の腕前に戻るには苦痛と時間が必要だろうが、頑張って育つよう予算を投じた若手なので、是非復帰して貰もらいたいものである。

「太っ腹だな、調整役」

「ケチるところと金を出すところの区別は付いているつもりですよ〝剛運の〟」

「その名前やめろ、まるで俺が運だけでのし上がったみてぇじゃねぇか」

　揶揄からかわれたら揶揄い返す。余裕があるところを見せなければ侮られるのは二〇年前に学習済みだ。こうやって自分が好いてもいない二つ名を呼ばれたので、相手が好んでいない二つ名で返す程度のことは挨拶と同じ気軽さでできるようになった。

「それと皆様にも穏やかな宵に仕事外で血の臭いを嗅がせるという無粋をしたことをお詫びいたします。全ては私の不徳のいたすところ。今こ宵よいの代金は全て此方こちらが持ちますので、どうかご存分にお楽しみください」

　混乱の収拾も手慣れてしまった。折角楽しく吞のんでいるところを馬鹿がのぼせあがったせいで邪魔された常連達に詫び――ほんと、首を落としただけじゃ足りんかったな――押っ取り刀で店の奥から駆けつけてきた配下に死体と血を片付けるよう命じた。

　半刻もすれば出自が分からない死体が一つ、汚濁の主催者の親戚が蠢うごめく穴に放り投げられて跡形もなくなる。ここで血が流れたことを誰も知らぬまま、そして忘れたことにして夜が更ける。

　力ある者が豪語さえするならば、全て世は事もなし、だ。

　まったく、嫌なことにばかり慣れてしまったな。

　思わぬタダ酒に喜ぶ冒険者諸氏に呆れつつ――ディードリヒ、お前はまずツケを払え――まぁ彼等らも前世の私達ＴＲＰＧのＰＬと同じで金が入れば全てを装備の更新と次の冒険に費やしてきたからこそ英雄になれた、自転車をこぎ続けるオケラ共なのだし、金が浮いて喜ぶのは道理ではあるか。

　とはいえ、氏族の頭目格、特にロランス氏、貴方あなたは金持ってんだから嬉き々きとして集ろうとするんじゃないよ。

　店の奥まった場所にある長椅子と並んだ背の低い卓は、上客用の歓待席であり、同時に私の定位置。趣味ではないけれど、こういう場所に座っているだけで偉そうに見えるので仕方なく使っている。

　好き好んでケツを下ろす訳でないなら、せめて座り心地だけでもとかなり金を使って良い巻き金と詰め物を使った長椅子が柔らかく体を受け止めてくれるが、あまり心は安らがなかった。

　ああ、折角今日は商談もさっさと纏まって良い気分だったのに。阿あ呆ほうな餓鬼を一匹斬り殺して、要らぬ出費と大事な配下に怪我人まで出すとは。なんて厄日だ。幸運と不運を計算して帳尻を合わせる必要なんて何ど処こにもないし、むしろちょっと足が出てるぞ畜生め。

〝首を落とす前〟に心臓を突いて動きを止めたから斬首しても汚れこそしなかったが、人を斬った晩まで熟睡できるような気質じゃないんだ。

「旦那様、お見苦しいところをお見せして……」

「君が謝ることではない。ヤツは既に血で購あがなわせた。あとは後始末だけを粛々とやってくれ」

「畏かしこまってございます……いつものをお持ちいたしましょうか……？」

「頼む。氷も水も要らない。瓶ごと持って来てくれたまえよ。後は軽く摘つまめるものも少し欲しいな」

　腹立たしいが、私が露骨に不機嫌になると配下も萎縮してしまうため、努めて何事もなかったような表情を作ろう。憤りを煙に混ぜて細く吐き出し、店を回してくれている配下――思えば傾いた彼の酒房を買い取ったのが、ここの始まりだった――が持ってくるお気に入りの琥こ珀はく酒で煮立った肝を慰めた。

　こちらの体でも琥珀酒、ウイスキーと似た強い酒精の酒が生で美お味いしく感じられる年齢になったけれど、これが理想の姿かと一五の時分の私に問うたら唾でも吐かれそうだな。

　そして、その私の肩を叩たたきながら言ってやるのだ。短気は損気だぞと。

　いや、ほんとね、フィデリオ氏もやったんやから、私もやってええやろ！　ともう面倒臭くなったので漂流者協定団を壊滅させたのが拙かったね。

　その時はもう、ちょっかいが鬱陶しさの頂点に達していたし、ハイルブロン一家やバルドゥル氏族まで絡み始めて頭が処理限界を迎え、我ながら凄すさまじい短慮に走ってしまったものだ。

　一個の組織を潰すくらいなら、もういっそ色々諦めて前雇用主に泣き付けばよかったのにね。

　行き着いた先が、この尻の収まりが悪いマルスハイムの調整役なんて似合いもしない椅子だ。デカい氏族を一個勢いに任せて潰し、難癖付けてきたロランス組以外の氏族にも片端からカチコミを掛けて黙らせた末がこの様だと分かっていたら、もうちっと冷静になれていたろうに。

　ノリに任せて暴れ回るのは、繕わずに言うと割と楽しかった。されど新しい河岸に選んだマルスハイムを己の暴走で荒らしたのだから、これ以上は混こん沌とんの渦に吞まれさせてはいかんと最低限の責任を果たそうとしたのが今の私。

　悪因悪果とは分かっているが、そこまで世の通りを通したならば、天てん網もう恢かい々かいも付けて貰いたかったもんだ。私は喧けん嘩かを売られたんだから、どっちかっていうと被害者だろう。向こうがもっと早く泣きを入れてくれていたら、ここまでコトは大きくならなかったはず……と開き直りたい。

　が、よく考えれば考える程に自分が悪いという結果しか出てこない程度には、まともな頭を持ってしまっているのが恨めしかった。

　これが冒険者の姿か？

　挑発に耐えきれず短慮に走って屍しかばねを量産、剰あまつさえ利用されることを嫌って暴走。

　生き恥。

「また良くない顔をしておいでよ？」

　むにっと皺しわが寄った眉根に圧が掛かった。人差し指と中指が揃そろって突き立てられたかと思えば、左右に開いて無理矢理に皺を伸ばしてくる。

「……マルギット」

　これが寸鉄なら死んでいた。今も変わらず、見限りもせず付き合ってくれる連れ合いの指でなかったなら。

「皺は癖になりますわ。もう若くないんですから、お気をつけあそばせ」

「すまない」

　いつの間にか気配もなく私の隣に座った彼女は、今日の私に合わせて豪ごう奢しやな服装で身を飾っている。年齢に見合わぬ可愛かわいさが損なわれていたら苦言を呈したくなる薄い生地と肩や腹を晒さらした黒い被服に、白い大たい狼ろうの毛皮の外がい套とう。

　極道の妻、という表現が非常に似合う服装は、未だ陰りを見せぬ愛らしい童女の顔に異様な色気を漂わせているためよく似合っているけれど、もし私と共に裏社会を駆け抜けた雰囲気がなければ性的に倒錯した嗜し好こうの持ち主かと疑われていただろう。

　無論、私がだ。

　ほんと、どうしてこうなってしまったのやら。

　せめて漂流者協定団を叩き潰したあと、フィデリオ氏に泣き付いてひっそりと暮らしていれば。バルドゥル氏族やハイルブロン一家が因縁ある相手を潰した私を利用しようとしたことにブチ切れず、多少なりとも穏当にことを運んでいれば。

　こんな氏族間の調整役や手配師として日々を浪費することなく、真っ当な冒険者として生きていけたろうに。
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　影を走り過ぎた。教訓として覚えておくべきだったろうに、路地裏にて竜の策略と踊る世界のＰプレイヤーキＣヤラクター達たちが、足抜けできなくて藻も搔がいていた様からお前は何を学んでいたのだ。

　朱に染まれば朱あかくなる、の良い見本じゃないか。どっかの詩人が教訓話として滑稽詩を作ったところで、何も苦情を入れられん。

「最近、お酒の量が過ぎましてよ」

「……そうかな？　今日はまだ一杯目だけど」

「それ、普通は生で飲むお酒じゃないでしょう。巨鬼や坑道種ドヴエルクならまだしも」

　いやいや、ウイスキーは行き着くと加水せず楽しむのが一番オツなんだよ、と説いても分かってはくれそうにない呆あきれ顔がおだった。帝国では葡ぶ萄どう酒しゆも基本的には薄めて飲む物だし、酒を混ぜて飲む遊びも流は行やっているから、益ます々ます強い蒸留酒をそのまま飲むのは一般的ではなくなってしまったからな。

　二十代の頃、せめてもの慰めにと良い酒を求めるようになり、どうせならハイボールとかジンフィズが飲みてぇなぁなんて思って、炭酸水を作らせたのが良くなかったかな。炭酸の弾はじける口当たりは最初微妙な受け止め方をされていたけれど、サッパリしたのどごしや爽快感から少しずつ受け入れられて、今やマルスハイム発の一大流行として全土に広がっている。

　その元締めとしてかなり儲もうけているから文句を言うのは筋違いだと分かっているけど、とはいえお気に入りの飲み方が〝馬鹿の飲み方〟扱いされているのが残念だった。

「美味しいんだけどなぁ……」

「私、一口飲んだら昏こん倒とうするような代物をお酒と分類するのは抵抗があるんですのよ」

「それは君が強くないからでは……？」

「あら、お店を見回してご覧なさいなお前様。貴方以外の誰が薄めもせず、琥珀酒を嗜たしなんでおいでで？」

　言われて店を観察してみると、タダ酒に沸いた店内で琥珀酒を割らずに楽しんでいるのはロランス氏を始め、酒精に強力な耐性がある種族の客だけだった。それとディードリヒ、お前が店主が止めるのも聞かず引っ摑つかんだソレ酒瓶、安酒じゃないから奢おごりには入れねぇぞ。覚悟しとけ。

　う、うーん……ちょっと否定する要素が見つからなくなってきたぞ。かつての故郷日本でも入って来たばっかりのウイスキーは、臭いしキツ過ぎるとしてウケなかったと何かのドラマで見たので、それと同じだろうか。

「はい、私の勝ち。大人しく普通の飲み方をしてくださいまし」

　参った、煽あおり合いは色々な技能や特性を取って強くなったつもりでも、連れ合いが相手となると全く勝てん。ご丁寧に最初から持って来ていたらしい炭酸水をドバドバと酒杯に注ぎ入れるマルギットを止めることは能あたわず、私はやむなく薄いハイボールで晩酌をすることとなった。

「はぁ……君には勝てないよ、ほんと」

　思えばマルギットは優しいけれど甘くない。もうヤケクソになって、何事も暴力で解決するのが一番だという考えに走った私にも付き合ってくれたけれど、その結末の悲惨さを慰めてはくれなかった。

　こうやって見捨てることなく隣にいて、一緒に心中してくれているけど。

「私に勝つより、マルスハイム伯にどう勝つかを考えた方がよくってよ」

「えぇ……お酒飲みながら仕事のことは考えたくないんだけど……」

「でも仕方ないでしょう、御落らく胤いんの一人が冒険者になりたいと言って出奔するなんて大事なんですから」

「うあー……悪酔いするぅー……」

　本当になー……どうしたもんかなー……調整役なんていって色んな所に顔が利くようになっちゃったせいで、お貴族様がこれ幸いと取りづらい球を投げてくるから困るんだよな。

　いっそカチ込んで斬り倒せば全部済むような汚れ仕事なら諦めもつくけど、頼むから親馬鹿の尻拭いさせるのは勘弁してくれませんかね。絶対に怒らせるなよとみんな顔色窺うかがいながら色々やるおかげで平和になったけれど、逆に「あ、じゃあコイツにやらせりゃ丸く収まるんだな」と下らない仕事まで投げられるのがなんとも。

　私はね、冒険者がしたいんだよ。シティシナリオも嫌いじゃないけれど、一番のお気に入りはハック＆スラッシュのド王道で、人生で一回くらい世界救ってみたいなーなんて考える普通の冒険者なんだ。

　それが何だ、やれ愛人がどうだの氏族の頭目同士がくっついて配下が喧嘩し始めただの、下らねぇ仲介の依頼ばっかり持ち込んで来やがって。バルドゥル氏族とハイルブロン一家が私を利用して潰れて以降、血みどろの仕事は激減したが、反比例して死ぬまで勝手にやってろって仕事ばっかじゃねぇか!!

　挙げ句の果てが親馬鹿の辺境伯に溺愛された、隠し子のどら息子が冒険者をやりたいつって離れのお屋敷から抜け出した？　阿呆か、ほっとけ、そして現実見て帰ってきたらげんこつの一つでも落としてやりゃいいんだ。

　親おや父じなら嫌われたくないとかウジウジ言ってないで、偉大なとこ見せて考え直させるくらいしてくれ。

　何で穏当に諦めさせた上、本人が傷つかないよう冒険者に幻滅させろなんて厄介な注文つけるかねぇ……。

「もー……いっそ亜竜狩りか魔宮にでも引っ張っていってやろうかな」

「守り切れる自信がおありなのはいいとして、恐怖で精神が死なないかしら」

「下手にチンピラ嗾けしかけたりするのが嫌な相手だからさぁ……さっきのクソガキみたいに、どうしようもなかったら首を刎はねたら終わりって手合いでもないし……」

　マルスハイム伯は良い顧客なんだけど、依頼が下らねぇ上に面倒だからできるだけ付き合いたくないんだよな。卿けいのおかげで治安が良くなったとか持ち上げてくるし、金も融通してくれるけれど、人を興信所か何かと勘違いしてる節があるんだ。

　ちょっと正妻がよそよそしいから調べて欲しい、とか泣き付いてきたと思ったら、生誕祝いを盛大にやりたいのを気付かれたくなかっただけなんてオチもあって、何度うんざりさせられたか。

　私が好きなシナリオ傾向じゃないんだよ、そういうのは。どんなに馬鹿やっても割と受け入れられそうな、愉快犯ルーニーな旧友共なら喜んで「大喜利じゃねぇんだぞ！」と叱ってやりたくなる面白おかしい騒ぎを起こしたのに、何な故ぜか最後は丸く収まるなんて奇跡を魅せつけてくれたろうに。

　ああ、どっかに異世界の知人を紹介する魔法とか奇跡はないだろうか。もういっそ、つまらない仕事の全てを外注して、どっか遠くに逐電してしまいたい。

「くそ、これじゃあ看板を掛け替えた方がしっくりくる」

「ふふ、そうですわねお前様。たしかにこれ、冒険者ですの？」

「……拙まずい所に率先して突っ込んでいく、という点じゃ変わらないけどさ」

　揶揄からかってほっぺたを突いてくる連れ合いに精一杯言い返してみたけれど、強がりだと見抜かれていることが笑顔から透けていた。

　ああ、何もかも投げ出して気楽な冒険に出かけたい。

　今はただ、そうすると何人が迷惑するだろうかと考えずにいられない責任感だけが疎ましかった…………。





【Tips】調整役のエーリヒ。マルスハイムの氏族全てに影響力を及ぼす冒険者であるが、近頃は専ら都市内で氏族の争いを治め、内々にコトを片付けたい貴族からの仕事を信頼できる冒険者に斡あつ旋せんしていることもあって、彼自身が冒険者であることを忘れている者も少なくない。
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あとがき




　普段は祖母への感謝から始めていますが、まずは盛大に〆切りを破ってしまった担当氏へ謝罪を。本当にすみません、我が筆の遅さと色々な事態が重なる運の悪さで大変な仕事をしていただくことになってしまいました。

　恒例になってきた海外ＳＦ翻訳かぶれの謝辞ですが、今回はあとがきの尺が二ページしか枠がないので手短にするため省略です。

　さて、なんと長いキャラ作であったのか。一人だけガ●プスでもやってんのかテメェ、と怒られそうなくらいに長いキャラ作でしたね。経歴表振るだけで何冊かけているのかと。

　遂ついに冒険者となったエーリヒですが、夢見ていた赤貧初心者冒険者生活に水を差す存在が現れて……？　というのが七巻の流れで、Ｗｅｂ版で設定を練ったはいいが登場させる暇がなかった人々にも焦点を当てることが叶かないました。

　いえ、当時の私は「クライマックスが発生しないセッションもあるよね！」と語りたくてやったのですが、一冊に纏まとめると盛り上がりに乏しいことよ。今更ながら古巣は脳筋……失礼、王道を理暴力の万能性解したに魅入られた連中ばかりだったのでシナリオが作りやすかったなと痛感しています。ほら、コネクションとかＧＭへの〈言いくるめ口プロレス〉で、折せつ角かく夜なべして作ったボスキャラが登場しなかったりするオチには殆ほとんど、ええ、殆どならなかったので。

　むしろ私の同類データマンチが大暴れして出オチになったこともあったけど、今では良い絶対にゆる思い出ですさんからな。

　諄くどい、とよく叱られるルビ遊びはこの辺にして、七巻でもありがたいことにダイスが出せました。のみならずトークンまで!!　何故なぜか異様な確率で面を見せてくれる金髪を抜いて、安定性が高そうな面子で振ることのできる２Ｄ６の何と嬉うれしいことか!!

　更にはコミカライズも始まり、とても素晴らしい音を立てて性癖を歪ゆがめてくださる内田テモ先生ですよ。現在、三話まで各媒体で公開されているので、解像度の高い世界に是非とも触れていただきたい。これはもう立派なサプリメントですよ。

　今年は喜ぶべダイス化とコき偉業ミカライズを二つも果たせた上、私自身は滞りなく二〇二二年もナニカあった時に自称ではなく、テロップに作家として表記されるよう過ごすことができる良い年でした。気が早いですが、これが刊行されるころには、もう年の瀬も近いので今の内にご挨拶をしておきましょう。

　次が出せるとしたら変な金髪に絡まれる可か哀わい想そうな黒髪の田舎少年の話になると思いますので、変わらず推していただけると何よりに存じます。七巻の反動か滅め茶ちや苦く茶ちやクライマックスを盛ることになるはずなので、また皆様に「知らん話だなぁ……」と首を傾かしげていただきたいものです。

　それじゃあレコ紙を持って来てください。次巻までチケットをなくさないようにね！





【Tips】作者はTwitter（ID：@schuld3157）にて〝ルルブの片隅〟や〝リプレイの外側〟と称して本編で書けなかった設定や小話を不定期に公開している。
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